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「生きて働く学力をはぐくむ学習指導」

１ 研究の趣旨

「生きて働く学力をはぐくむ学習指導 （算数，音楽，体育・保健体育，外国語（英語 ）」 ）

に関する研究を行い，学校教育における学習指導の改善・充実に資する。

２ 研究主題

(1) 研究主題

生きて働く学力をはぐくむ学習指導

(2) 教科別研究主題

算数 算数と出会う子どもたちのための授業づくり

～考える力を高めていく単元の導入時の指導に関する一考察～

音楽 音楽の諸要素を感受する能力を育てる音楽科学習指導の在り方

体育・保健体育 生きて働く学力をはぐくむ体育・保健体育科の学習指導の在り方

外国語（英語） 積極的に外国語（英語）にかかわろうとする力をはぐくむ学習指導

に関する一考察

～必然性や動機付けを考慮したコミュニケーション活動を取り入れ

た授業づくりを通して～

３ 研究を行う教科（校種）

（ ）， （ ， ）， （ ， ， ），算数 小学校 音楽 小学校 中学校 体育・保健体育 小学校 中学校 高等学校

外国語（英語 （中学校，高等学校））

４ 研究期間

平成16・17年度の２年間

５ 研究方法及び研究経過

(1) 各教科ごとに研究協力員を委嘱して，２年間にわたり８回の研究協議会を開催した。

(2) 研究主題「生きて働く学力をはぐくむ学習指導」を設定するとともに，各教科ごとに教

科別研究主題を設定して研究を進めた。

(3) 研究主題について理論研究を行うとともに，生きて働く学力をはぐくむ学習指導に係る

教師・児童生徒の意識，授業の実態及び学習指導上の諸問題について調査研究を行った。

調査は，県内小学校100校，中学校100校，高等学校50校の教師及び県内の小学校10校，中

学校６校，高等学校４校の児童生徒を対象とした。また，教科別研究主題に基づき，研究

協力員の所属学校で，校種（小学校，中学校，高等学校）ごとに，平成16年９月から平成

17年10月にかけて授業研究を実施した。

６ 研究内容

(1) 研究主題に関する基本的な考え方

教育課程審議会答申(2000年12月)では,学力について「知識の量の多少によってとらえ
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るのではなく,学習指導要領に示す基礎的・基本的な内容を確実に身に付けることはもとよ

り,それにとどまることなく,自ら学び自ら考える力などの『生きる力』がはぐくまれている

かどうかによってとらえる必要がある 」とされており，これは単に知識などを覚え込むの。

ではなく，児童生徒が実感を伴って基礎的・基本的な内容を自らのものとし確実に習得し理

解を深め，その後の学習や将来の生活に生きて働く力としてはぐくむことを重視しているこ

とを示しているといえる。そこで，学力を知識や技能の量的な学力だけに限定せず，児童生

徒が自ら考え，主体的に判断し，行動する資質や能力，生きていく際に自分自身の糧となる

学力も含めたものを「生きて働く学力」としてとらえた。つまり中央教育審議会答申(2003

年10月)の中で示された「確かな学力」は「生きて働く学力」ととらえることが可能である

と考える。

こうした点を踏まえて，学校教育において 「生きて働く学力」をはぐくむためには，各，

教科等において，児童生徒が，基礎的・基本的な内容を確実に身に付け，応用・転移・活用

できる力を育成することが重要なことと考える。

「確かな学力」の育成については，上述の中央教育審議会答申において，①知識や技能を

剥落（はくらく）させることなく自分の身に付いたものとする，②それを実生活で生きて働

く力とする，③思考力・判断力・表現力や学ぶ意欲などを高める等が必要であり，教師の指

導においては，知識や技能と生活との結びつきや，知識や技能と思考力・判断力・表現力の

相互の関連付け，深化・総合化を図ること等が重要であると述べられている。

本研究では，児童生徒が身に付けた知識や技能と思考力・判断力・表現力や学ぶ意欲など

と関連させながら深化・総合化を図る過程を積み重ねていくことが 「生きて働く学力」を，

はぐくむこととらえた。

(2) 研究主題に関する実態調査

生きて働く学力をはぐくむ学習指導に関する教師・児童生徒の意識，授業の実態及び学習

指導上の問題点を探るために実態調査を実施した。

ア 調査期間

平成16年９月６日（月）から平成16年９月10日（金）まで

イ 調査対象及び調査結果

(ｱ) 教師

， ， ， ， ，算数 音楽 体育・保健体育 外国語(英語)の各教科について 県内の小学校100校

中学校100校，高等学校50校の教科担当者を対象として行った。なお，調査依頼校につ

いては，無作為抽出とした。

(ｲ) 児童生徒

算数，音楽，体育・保健体育，外国語(英語)の各教科について，県内の小学校10校，

中学校６校，高等学校４校において１学級から３学級の児童生徒を対象として行った。

(ｳ) 全教科共通設問（教師・児童生徒対象）の調査結果

ふだんの学習指導において｢生きて働く学力をはぐくむ学習指導｣についての教師・児

童生徒の意識や学習への取り組みの様子を把握するために，以下に示す五つの質問項目

で調査を行った。調査対象者数は小学校教師100人,中学校教師100人,高等学校教師100

人，計300人である。小学校第５学年児童592人，第６学年児童305人，中学校第１学年

生徒94人，第２学年生徒378人，第３学年生徒192人，高等学校第１学年生徒151人，第
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２学年生徒426人，第３学年生徒144人，計2,282人である。なお，児童生徒及び教師の調査用

紙の回収率はともに100%であった。

調査結果は，以下の表のとおりであり，表中の各数値は各問ごとの回答者数に対する回答数

の割合（％）を示す。

質問項目及び回答方法について
【教師】
質問項目

①授業では，学習に関心をもち，進んで学んでいる児童生徒が多い。

②基礎的・基本的な知識や技能を身に付けている児童生徒が多い。

③課題の解決方法を考えられる児童生徒が多い。

④自分の考えや思いを相手に分かりやすく伝えている児童生徒が多い。

⑤授業やふだんの生活で，今までに学んだことを活用している児童生徒が多い。

回答方法

あなたが担当している学級（クラス）の児童生徒について，次の尺度で該当すると思われる記号を一つ

選び，○印で囲んでください。

ア あてはまる イ どちらかといえばあてはまる ウ どちらかといえばあてはまらない エ あてはまらない

【児童生徒】
質問項目

授業で学習している内容に対して関心をもち，進んで学習している。①
授業で学習したことが，わかったりできるようになったりする。②
「なぜだろう」など感じたことを，どのようにしたら分かるかを考える。③
自分の考えや思いを相手に分かりやすく伝えている。④
今までに学んだことが，授業やふだんの生活で役立っていると感じる。⑤
回答方法

， ， 。あなたの学習の様子や態度であてはまるものを 次のア～エの中から一つ選び ○印で囲んでください

ア あてはまる イ どちらかといえばあてはまる ウ どちらかといえばあてはまらない エ あてはまらない

質問項目①は，関心・意欲

についての設問である。小学

校及び中学校の教師は，選択

肢アとイの割合を合わせると

90％以上と高い。また，高等

学校では，教師も生徒も小・

中学校に比べ選択肢ウ・エの

割合が高い。

質問項目②は，基礎的・基

本的な内容の習得に関しての

設問である。選択肢アとイを

合わせて，全体的な傾向を見

ると教師では62.6％で児童生

徒は81.3％となっており児童

生徒の方が教師に比べて知識

や技能が身に付いていると感

じていることがうかがえる。

特に，小学校児童では選択肢

アの割合が52.6％であり半数

表 全教科共通設問（教師，児童生徒対象）集計結果(割合％)
教 師 児童生徒
質問項目① 質問項目①
ア イ ウ エ ア イ ウ エ校種 校種

40.0 57.3 2.4 0.3 28.2 50.1 18.5 3.2小学校 小学校
31.0 62.3 6.4 0.3 22.7 49.5 22.5 5.3中学校 中学校
21.0 32.8 35.3 10.9 13.2 41.3 33.6 11.9高等学校 高等学校
31.8 53.1 12.1 3.0 23.1 48.0 23.1 5.8全体 全体
質問項目② 質問項目②
ア イ ウ エ ア イ ウ エ校種 校種
8.0 70.7 20.3 1.0 52.6 37.7 8.1 1.6小学校 小学校
3.7 59.0 36.0 1.3 31.6 47.6 16.2 4.6中学校 中学校

11.4 26.9 42.3 19.4 17.8 48.3 27.2 6.7高等学校 高等学校
7.2 55.4 31.7 5.7 38.0 43.3 14.9 3.8全体 全体
質問項目③ 質問項目③
ア イ ウ エ ア イ ウ エ校種 校種
2.7 50.1 45.2 2.0 26.8 45.6 22.3 5.3小学校 小学校
3.3 38.4 56.3 2.0 17.9 38.9 34.5 8.7中学校 中学校
8.9 24.4 44.3 22.4 12.3 36.9 36.9 13.9高等学校 高等学校
4.5 39.3 49.1 7.1 20.7 41.5 29.5 8.3全体 全体
質問項目④ 質問項目④
ア イ ウ エ ア イ ウ エ校種 校種
1.7 41.0 56.0 1.3 16.6 45.1 31.9 6.4小学校 小学校
3.7 35.0 58.7 2.6 11.3 41.2 36.7 10.8中学校 中学校
8.9 29.9 44.8 16.4 8.4 30.1 47.2 14.3高等学校 高等学校
4.2 36.0 54.2 5.6 13.0 40.6 36.8 9.6全体 全体
質問項目⑤ 質問項目⑤
ア イ ウ エ ア イ ウ エ校種 校種
4.0 62.7 32.0 1.3 36.0 40.3 17.6 6.1小学校 小学校
4.0 58.7 36.0 1.3 17.9 38.7 31.3 12.1中学校 中学校
6.5 29.9 48.7 14.9 10.5 30.7 37.5 21.3高等学校 高等学校
4.6 52.9 37.8 4.7 24.4 37.7 26.5 11.4全体 全体
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を超えている点に注目したい。教師と児童生徒の選択肢アの数値を比較すると，小学校，中

学校，高等学校と校種が変わるにつれ，数値の差が小さくなっている。

質問項目③は，課題解決についての設問である。教師の選択肢アの数値は小さいものの校

種があがるにつれ数値が増加しているのに対し，児童生徒では逆に選択肢アの数値が校種が

あがるにつれ減少していることが分かる。選択肢アとイを合わせて見ると，問題解決の方法

を見いだそうとする傾向が，教師側の意識よりも高い。高等学校生徒について言えば，選択

肢ウまたはエを選択した生徒が50.8％いるという現状が見られる。

質問項目④は，相手に分かりやすく伝えるという，いわゆる「表現すること」に関する設

問である。ここでも，質問項目③に見られたように校種があがるにつれ教師の数値は高くな

っているものの，児童生徒の数値は低くなっている。また，選択肢アを選ぶ割合が小学校児

童が16.6％，中学校生徒が11.3％，高等学校生徒が8.4％であり，他の質問項目よりも低い

傾向が見られた。教師では，選択肢ア及びイの割合を合わせてみると小学校教師が42.7％，

中学校教師が38.7％，高等学校教師が38.8％であり，自分の考えや思いを相手に分かりやす

く伝えられる児童生徒が増えるような学習指導の工夫改善に努める必要があると考える。

質問項目⑤は，児童生徒が学んだことを応用・転移・活用することに関する設問である。

小学校，中学校の教師は選択肢イを選んだ割合が高く高等学校教師では選択肢ウを選んだ割

合が高い。その傾向は，児童生徒にもあてはまり小学校，中学校の児童生徒では選択肢イを

選び，高等学校生徒では選択肢ウを選んだ割合が高い。選択肢アとイを合わせて見ると，児

童生徒の方が小学校で76.3％，中学校が56.6％，高等学校が41.2％となっており，教師側の

選択肢アとイを合わせた割合よりも高いことが分かる。

(3) 研究主題に基づく授業研究

教科・校種ごとに，研究協力員の所属校20校［小学校算数，小学校音楽，中学校音楽，小

学校体育 中学校保健体育 高等学校保健体育 中学校外国語 英語 高等学校外国語 英， ， ， （ ）， （

語 ］で授業研究を行った。）

《主な参考文献》

中等教育資料 大日本図書 平成12年9月号 No.761
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算 数

研究主題 算数と出会う子どもたちのための授業づくり
～考える力を高めていく単元の導入時の指導に関する一考察～

研究の概要及び索引語
算数科では，児童の考える力を高めていくには，児童が自らの活動を通して数量や図形に

ついての意味を理解し，児童自身が納得し，学ぶことの楽しさや充実感を実感できるような
授業づくりが必要になると考える。本研究では，児童と教師を対象として算数科の学習に関
する実態調査を実施し，その結果を踏まえて授業研究を行い，単元全体の構成をはじめとし
単元の導入時の指導の在り方について考察した。

索引語：算数，算数と出会う，考える力，算数を創り上げていく，単元の導入
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研究主題 算数と出会う子どもたちのための授業づくり

～考える力を高めていく単元の導入時の指導に関する一考察～

１ 算数科の研究のねらい

算数科では 生きて働く学力を算数の学習を通して 子どもたちに身に付けていきたい 考， ， 「

える力」ととらえ，具体的には 「子どもたちが，問い続けながら算数を創り上げていくこ，

とにかかわる直観力，思考力，判断力，表現力等の総合的な力」と考えた。このことを踏ま

え，研究主題に迫るための算数科の学習に関する実態調査を，児童及び教師を対象として実

施し，その結果を踏まえて授業研究を行い，単元全体の構成をはじめとし単元の導入時の指

導の在り方について考察する。

２ 研究主題を設定するにあたって

小学校学習指導要領解説算数編（平成11年５月 文部省）では 「小学校算数の改善の具，

体的事項」として，児童が算数的活動に取り組むことによって，考える力を高めることが述

べられている。具体的には 「児童がこれまで学習したことなどを基にしながら，自分で工，

夫をして問題を解決したり，新しい考え方や処理の仕方を生み出したりできるようにする ，。」

「算数には，内容の系統性が明確であるという教科としての特性がある。新しい内容を学習

する際には，それまでに学習してきたことを基にして，それに積み重ね発展させる形で学習

を進めていくことが多い。そうした教科の特性を生かすことで，児童の自ら工夫したり，考

えたりする力を高めていくようにする 」ことが大切であると記されている。これらのこと。

を踏まえ，児童の考える力を高めていくには，児童が自らの活動を通して数量や図形につい

ての意味を理解し，児童自身が納得し，楽しさや充実感を実感できるような授業づくりが必

要になると考える。また，児童自身による主体的な活動を基にして，算数の学習を進められ

るようにするには，児童が内面から「なぜだろう 「どうしてなの 「今までとは違う」等」 」

の問いを発し，その解決を図りながら思考の様相の質的な深まりを求めて，児童が自らの内

面からの問いを問い続けることが求められると考える。児童が問い続ける過程の中で，児童

の考える力を高めていくことができるものと考えられる。

以上のようなことから，算数科として児童の「考える力」を高めていく単元導入時におけ

る授業展開の工夫に視点を置き，実践的な研究を進めることとした。

なお，本研究では，児童がこれまで学習したことなどを基にしながら，児童にとっての新

しい考え方や処理の仕方を生み出したりできるよう，様々な対象（学習問題等）とのかかわ

り方を，児童が「算数と出会う」ことと，とらえることにする。

３ 研究主題に関する基本的な考え方

(1) 問い続けながら算数を創り上げていくことについて

算数科においては，内容に系統性があり，学習に連続性があるという算数の教科として

の特性を考慮しながら，指導の工夫を進めていく必要があると考える。

例えば，第１学年で学習する１位数の加法や減法の内容は，第２学年以降で学習する２

位数，３位数の加法や減法の内容につながり，桁数が大きくなっても１位数同士の計算の

仕方を基に考えていくことができる。さらには，乗法や除法の内容にもつながり演算の概
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念が広がっていく。また，第４学年では，面積の意味を理解し，長方形などの面積を求める

内容を学習する。この内容は，第５学年での三角形や平行四辺形などの面積を求める学習へ

と連続し，発展していく。三角形や平行四辺形の面積を求める公式は，ただ単に暗記するも

， 。のではなく 基礎的・基本的な内容を基にして児童が自分自身で見いだしていくものである

本研究では，基礎的・基本的な内容を基にして，児童が数や図形に関する規則やきまりを

見いだしたり，問題を解決していく過程を通して，数や図形に対する概念を広げたり理解を

深めたりすることを，児童が「算数を創り上げていく」ことと考える。また，児童が自ら算

数を創り上げていくには，児童自身が内面から問いを発し 「以前にこれと似た問題を学習，

したことがないか 「この問題を解決していくのに役立つ考えはないか」等，問題の構成や」

構造をとらえ新たなものを生み出していくために，児童の内面からの問いを問い続けること

が必要となると考える。

正木 孝昌 氏は 「活動する力と新しいことが見えること」について 「新しいこと， ，注１）

が見える前提には，子どもたちが対象に働きかけるという過程がある。子どもたちが問題状

況に働きかけるためには，必然的な活動が展開されなければならない 「最初はまさに，。」，

漠然と問題と接触するところから始まる。そして，しだいに，その問題と自分の間に関わり

を深めていくのである 」と述べている。子どもたちが目の前にある問題に自分自身の力で。

働きかけ問題の構成や構造などを吟味したり既習内容との関連等を子どもたち自身が考え，

その問題と自分との間にあるかかわり方を深めながら新しい考え方や処理の仕方を生み出し

ていく授業を，教師は展開していきたい。教師は子どもたちが単に学んだ結果だけを重視し

たり期待したりするのではなく，子どもたちが様々な対象（学習問題等）に働きかけ，その

対象や友達の考え方などとかかわる中で問いをもち，問い続けながら子どもたちが算数を創

り上げていく授業づくりを目指さなければならないと考える。

子どもたちが問いをもち，問い続けながら，子どもたちが算数を創り上げていく授業の中

で，子どもたちの「考える力」が高まっていくものと考えられる。

(2) 単元の導入時に焦点を置くことについて

， ，「 ， 「 ， ，導入について 宮原 順寛 氏は 導入は 子どもたち自身の 自ら学ぶ関心 意欲注２）

態度」を刺激し，誘発する機能を持つ。意外性・具体性・方向性を持った導入によって，教

師の「教えたいもの」が子どもたちの「学びたいもの」に転化されるのである。授業が伝達

注入に終わるか，それとも，子どもたちの能動的な知的活動を呼び起こすものになるかどう

かは，導入における教師の教授行為のあり方に大きくかかわっている 」と述べている。本。

研究では，このことを「導入」についての基本的な考え方とする。

子どもたちの能動的な知的活動を呼び起こし，子どもたちが問いをもち問い続けながら算

数を創り上げていくためには，導入時に，教師が対象（学習問題等）の提示の仕方や投げか

け方，子どもたちが問い続けていける授業展開等を工夫しなければならないと考える。特に

問題そのものの意義や必要感，学習問題の設定や投げかけが，その後の子どもたちの問いの

深まりや問い続けることを大きく左右するといえる。なお，本研究においては，教科として

の学習の系統性や連続性を考慮し，特に単元の導入時の工夫に焦点をあて研究を進めること

とする。単元の導入時に，子どもたちがこの単元でどのような学習を進めていくのか，結果

や方法に対してのある程度の見通しがもてるようになることが大切であると考え，このこと

が子どもたちが算数を創り上げていくことにかかわってくると考えられる。



- 8 -

単元の導入時において，子どもたちが対象（学習問題等）に働きかけ，問いを見いだす

所から，子どもたちの算数の学習が始まる。したがって，その対象（学習問題等）には子

どもたちから問いを引き出し，子どもたちが問い続けようとする可能性が内包されていな

ければならないと考える。教師は，実際の授業において子どもたちがどのような活動を起

こすのか，対象（学習問題等）へどのようにして迫るのかを考え，単元導入時の授業展開

の仕方を工夫することが大切であると考える。

注１)正木 孝昌(國學院大学栃木短期大学)「算数教育を考える21の提言」全国算数授業研究会編集，東洋館出版

注２)宮原 順寛(長崎県立大学)「授業研究 重要用語300の基礎知識」恒吉宏典･深澤広明編集，明治図書

４ 研究主題に迫るための実態調査

本研究を進めるにあたり，県内の児童及び教師を対象として，質問紙により算数科の学習

に関する実態調査を行った。

(1) 調査の対象

ア 児童…学校規模や地域性を考慮して，調査校を抽出した。抽出した小学校は10校で第

。 。５学年各２学級592人を対象として調査をした 回答した児童数は592人である

イ 教師…県内の公立小学校100校を抽出し，算数科主任100人を対象とした。回答者数は

100人である。

(2) 実施時期

平成16年９月６日（月）から９月10日（金）まで

(3) 調査結果及び分析

・調査項目数は，児童に対しては６項目，教師に対しては７項目とした。

・児童及び教師への質問の観点や内容は，６項目について同一のものを考えた。

・児童及び教師への質問内容等及びその結果を表１から表７に示した。

・表中の数値は各問ごとの回答者数に対する回答数の割合（％）である。

表１ わくわくしたり楽しかったりする思いをもつこと児童が算数の授業で，新しい

内容や考え方を学習する際に，

わくわくしたり楽しかったりす

る思いをもつことについての実

態調査が表１である。児童につ

いては 「ア わくわくしたり，

。」楽しかったりすることが多い

が30.6％ 「イ どちらかとい，

えば，する 」が46.3％であっ。

た。新しいことを学習していく

際に期待感をもっている様子が

うかがえる。教師については，

学級（クラス）の中に，どの程

度，わくわくしている児童がいると思うかという問いに対して 「ア ほとんどの児童」，

が26.0％ 「イ 半数程度の児童」が67.0％であった。項目アと項目イを合わせても93.0，

【 】 （ ）児童 ％
あなたは算数の授業で，新しい内容を勉強するとき，わくわ

くしたり楽しかったりしますか。

ア わくわくしたり楽しかったりすることが多い。 30.6

イ どちらかといえば，する。 46.3

ウ どちらかといえば，ない。 18.4

エ わくわくしたり楽しかったりすることがない。 4.7

【 】 （ ）教師 ％
児童が新しい内容や考え方を学習する際，わくわくしたり楽

しかったりする思いをもつ児童が，学級(クラス)の中に，どの

程度いると思いますか。

ア ほとんどの児童 26.0

イ 半数程度の児童 67.0

ウ 半数に満たない児童 7.0

エ ほとんどいない。 0.0
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％と高い割合で示されている。一方，児童の項目ウが18.4％，項目エが4.7％であり，新しい

ことを学習していくことに期待感が十分にもてない児童もいる。教師側の項目ウについても，

7.0％が半数に満たない児童がいると答えている。興味，関心，意欲が新たな学習への原動力

と考えると，教師は，児童が新しいことを学習していく際に，動機づけとしての興味や関心を

高めることや児童の意欲を引き出す工夫をしていかなければならないと考えられる。

表２ 前に解いた問題と似ているところや違っていると表２は，前に解いた問題と似てい

ころを考えて解こうとすることるところや違っているところを考え

て解こうとすることについての調査

結果である。

新しいことを学習していく際に

は，既習内容との関連性を考えたり

これまでに学んできた考え方などに

帰着したりして，問題解決への見通

しがもてることが大切であると考え

る。その際，これまで解決してきた

問題との類似点や相違点を見いだし

ていくことが必要になると考えられ

。 ，「 ，る 児童の回答では ア 考えて

とこうとする 」が38.9％ 「イ。 ，

表３ 根気強く考え問題解決に取り組むことどちらかといえば，考えて，とこう

とする 」が45.4％となっている。。

一方，教師側の回答では「ウ どち

らかといえばしていない 及び エ。」 「

していない 」に対して回答がな。

いのが特徴的である。教師は，児童

が既習内容を活用できるよう指導し

ていると考えているものの，児童側

の項目ウが13.3％，項目エが2.4％

であることから，教師の意識との間

に隔たりがあり，導入時の指導法を

見直すことも必要であると考える。

表３は，あきらめずに根気強く考え，問題解決に取り組むことについての回答結果である。

，「 。」 ，「 ， 。」児童の回答では ア とこうとする が38.7％ イ どちらかといえば とこうとする

が49.1％となっている。問題解決に臨む際の望ましい態度が児童に見られる。また，教師側の

，「 。」 「 。」 ，回答では ウ どちらかといえばしていない や エ していない への回答が見られず

教師は児童があきらめずに根気強く考え，自分なりに問題が解けるように指導していると答え

ている。しかし，児童の回答では，項目ウが10.5％，項目エについては1.7％となっており，

ここでも教師の思っていることと児童が思っていることとに隔たりが感じられる。児童が問題

解決を進めていく際に，教師は一人一人の児童の実態を踏まえながら，児童があきらめずに根

気強く考えていけるような指導の手だてを工夫することが大切であると考える。

【 】 （ ）児童 ％
あなたは算数の問題をとくときに，前にといた問題とにてい

るところやちがっているところを考えて，とこうとしますか。

ア 考えて，とこうとする。 38.9

イ どちらかといえば，考えて，とこうとする。 45.4

ウ どちらかといえば，考えて，とこうとしない。 13.3

エ 考えて，とこうとしない。 2.4

【 】 （ ）教師 ％
児童が算数の問題を解くとき，前に解いた問題と似ていると

ころや違っているところを児童が気付き，考えて解けるように

指導していますか。

ア している。 53.0

イ どちらかといえばしている。 47.0

ウ どちらかといえばしていない。 0.0

エ していない。 0.0

【 】 （ ）児童 ％
あなたは算数の授業で，新しい問題をとくときに，あきらめ

ずに根気づよく考え自分の力でとこうとしますか。

ア とこうとする。 38.7

イ どちらかといえば，とこうとする。 49.1

ウ どちらかといえば，とこうとしない。 10.5

エ とこうとしない。 1.7

【 】 （ ）教師 ％
児童が算数で新しい問題を解くとき，児童があきらめずに根

気強く考え，自分なりに解けるように指導していますか。

ア している。 47.0

イ どちらかといえばしている。 53.0

ウ どちらかといえばしていない。 0.0

エ していない。 0.0
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表４は，問題を解くときに図や表などを使って，分かりやすく考えようとすることについて

の調査結果を示したものである。

児童の回答では，項目アが25.1％，項目イが47.5％，項目ウが22.5％，項目エが4.9％とな

表４ 図や表を使って，わかりやすく考えようとするこっている。教師の回答では，項目ア

とが54.0％，項目イが42.0％，項目ウ

が4.0％，項目エへの回答がないと

いう結果であった。児童と教師のそ

れぞれの回答項目アを比べると，教

師側の数値は児童側の数値の２倍以

上となっている。教師は，問題を図

や表などを使って，児童が分かりや

すく考えようとする授業を展開して

いるものの，児童側の項目ウ，エの

数値から意識の低さがうかがえる。

問題を図や表などを使って，分か

りやすく考えようとすることは，問

表５ 自分の考えを伝えようとしたり，友達の考えを聞題の構造を分かりやすくとらえ直し

こうとしたりすることてみたり，自分の考えを整理したり

見直したりする際に有効と思われ，

問題解決への見通しをもつことにも

つながっていくものと考えられる。

教師は，図や表の活用の仕方や活

用するよさを児童が気付いていくよ

うにしたいものである。

表５は，自分の考えを友達に分か

りやすく伝えることや友達の考えを

聞こうとすることに関する調査結果

である。

児童の回答では 「ア 伝えたり，

聞こうとしたりする 」が30.9％ 「イ どちらかといえば，する 」が51.4％ 「ウ どちら。 ， 。 ，

かといえば，しない 」が16.2％ 「エ 伝えたり聞こうとしたりしない 」が1.5％であった。。 ， 。

教師側の授業を展開していることについての回答は 「ア している 」が37.0％ 「イ どち， 。 ，

らかといえばしている 」が54.0％ 「ウ どちらかといえばしていない 」が9.0％，項目エ。 ， 。

。 ， ，に対しては回答がなかった 教師側の回答から 児童が自分の考えをより確かなものとしたり

友達の考えに耳を傾けたりして児童が互いに学び合う活動，問題解決に向けて考え方を練り上

げていく活動などを行っている傾向が感じられる。児童の回答項目ウの数値や教師側の回答項

目ウの数値を見ると，児童相互による学び合う授業展開の工夫の余地がさらにあるように思わ

れる。具体的には，自分の考えのまとめ方，友達に分かりやすく説明する仕方，自分の考え方

との類似点や相違点が見いだせるような聞き方などを児童に身に付けられるようにしたいもの

である。授業の中では 「なるほど，そうだったのか 「やっぱり，これでいいんだ 「こ， 。」， 。」，

【 】 （ ）児童 ％
あなたは算数の問題をとくときに，たとえば，問題を図や表

などに表して，わかりやすく考えようとしていますか。

ア している。 25.1

イ どちらかといえば，している。 47.5

ウ どちらかといえば，していない。 22.5

エ していない。 4.9

【 】 （ ）教師 ％
算数の問題を解くとき，児童が問題を図や表などを使って，

わかりやすく考えようとする授業を展開していますか。

ア している。 54.0

イ どちらかといえばしている。 42.0

ウ どちらかといえばしていない。 4.0

エ していない。 0.0

【 】 （ ）児童 ％
あなたは算数の授業で，自分の考えを友だちにわかりやすく

伝えようとしたり，友だちの考えを聞こうとしたりしますか。

ア 伝えたり聞こうとしたりする。 30.9

イ どちらかといえば，する。 51.4

ウ どちらかといえば，しない。 16.2

エ 伝えたり聞こうとしたりしない。 1.5

【 】 （ ）教師 ％
児童が自分の考えを友達にわかりやすく伝えようとしたり，

友達の考え方を聞こうとしたりする授業を展開していますか。

ア している。 37.0

イ どちらかといえばしている。 54.0

ウ どちらかといえばしていない。 9.0

エ していない。 0.0



- 11 -

んな考え方もできるんだ 」等の児童のつぶやきや発言が見られるような授業展開にしていく。

ことが大切であると考える。

表６ 学習を振り返り，疑問に思うことやさらに解決し表６は，児童自身が自分の学習を

てみたいことを見つけようとすること振り返り，疑問に思うことやさらに

解決してみたいことを見つけようと

することに関する調査結果である。

児童の回答では 「ア 見つけよ，

うとする 」が22.8％ 「イ どち。 ，

， 。」らかといえば 見つけようとする

，「 ，が43.9％ ウ どちらかといえば

見つけようとしない 」が28.1％で。

あり 「エ 見つけようとしない 」， 。

が5.2％であった。特に，ここでの

項目ウと項目エの数値は，これまで

の表１から表５で示した児童の回答

項目ウとエを比較してみても高いこ

とが分かる。教師の回答は 「ア している 」が13.0％ 「イ どちらかといえばしている 」， 。 ， 。

が57.0％ 「ウ どちらかといえばしていない 」が30.0％で，項目エに対しての回答は見ら， 。

れなかった。児童と教師のそれぞれの回答項目アを比べると，児童側の数値がかなり高いとい

える。児童が自分の学習を振り返り，疑問に思うことやさらに解決してみたいことを見つけよ

うとしている傾向が，教師が思っているよりも高い数値で示されている。また，児童と教師の

， 。それぞれの回答項目アとイの数値を合わせてみても 大きな開きがないという特徴も見られた

しかし，児童の回答項目ウ，エの数値や教師側の回答項目ウに目を向ければ，授業の中で児

童自身の学習を振り返らせ 「自分にとって，何がまだ十分に分からないのか 「これから， 。」，

どんなことを追究していけばよいのか 」等を児童自身がつかめるようにしたいものである。。

表７－１は，教師の単元導入時に

おける指導の工夫に関する調査結果

。 ，である 児童の学習意欲を高めたり

児童の学び続けようとする態度を育

てるために単元導入時に工夫をして

いるかどうかを問う設問である。

「ア している 」が33.0％ 「イ。 ，

どちらかといえばしている 」が61.0％ 「ウ どちらかといえばしていない 」が6.0％で，。 ， 。

「エ していない 」に対しての回答は見られなかった。大半の教師が，単元の導入時におい。

て何らかの工夫をしている様子が見られる。次に，項目ア及び項目イを回答した教師に，具体

的にどのような工夫をしているかについて尋ね，まとめたものが次項に示す表７－２である。

表中の８つの内容から最もあてはまると思われるものを一つ選択することとした。

「操作・作業・体験的な活動を位置付けること 」が41.5％と一番多く 「学習課題や課題。 ，

や提示の仕方を工夫すること 」が26.6％で 「少人数による指導を取り入れること 」が9.6。 ， 。

【 】 （ ）児童 ％

あなたは自分の算数の学習をふり返り，疑問に思うことやさ

らに解決してみたいことを見つけようとしますか。

ア 見つけようとする。 22.8

イ どちらかといえば，見つけようとする。 43.9

ウ どちらかといえば，見つけようとしない。 28.1

エ 見つけようとしない。 5.2

【 】 （ ）教師 ％

児童が自分の算数の学習を振り返り，疑問に思うことやさら

に解決してみたいことを見つけようとする授業を展開していま

すか。

ア している。 13.0

イ どちらかといえばしている。 57.0

ウ どちらかといえばしていない。 30.0

エ していない。 0.0

【 】 （ ）表７－１ 単元導入時の指導の工夫 教師 ％

児童が学習意欲を高めたり，児童の学び続けようとする態度

を育てたりするために，単元の導入時の指導を工夫しています

か。

ア している。 33.0

イ どちらかといえばしている。 61.0

ウ どちらかといえばしていない。 6.0

エ していない。 0.0
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％ 「一つの学習集団で複数の教師による指導を取り入れること 」は7.4％ 「児童の習熟， 。 ，

の程度に応じた指導を取

り入れること 」が7.4。

％であった。右表の③，

④，⑤より具体的な学習

形態の工夫について回答

している教師は，合わせ

て24.4％になる 「児童。

が既習内容を思い出し，

活用できるようにするこ

と 」が5.3％ 「児童に単元全体の学習の見通しをもたせること 」が1.1％であった。。 ， 。

単元導入時に，操作・作業・体験的な活動を位置付けることや学習課題や課題提示の仕方

を工夫することが，児童の興味や関心をもとに児童の学習意欲を高め，児童が学び続けよう

とする態度の育成につながるものと考え，実践していることが見られる。また，単元導入時

における学習形態の様々な工夫についても注目したいと考える。

(4) 実態調査のまとめ

新しい内容や考え方を学習する際には，児童がわくわくしたり楽しかったりする思いをも

つということが分かる。既習内容との関連性を考えたりこれまでに学んできた考え方などに

帰着したりして，問題解決へ向けて見通しをもとうとすることについて，児童には前向きな

態度が見られるものの教師との意識には隔たりがあると考えられる。根気強く考え，問題解

決に取り組むことについても，児童と教師との間には意識の隔たりがあるといえる。また，

教師は，問題を図や表などを使って，児童が分かりやすく考えようとする授業を展開してい

るにもかかわらず，児童は図や表を活用して考えようとする意識が十分に高いとは言えない

現状がうかがえた。

児童相互による学び合う活動の工夫や児童自身が自分の学習を振り返ることができる活動

の工夫により，児童の問い続けようとする欲求は引き出されていくものと考える。単元の導

入時に，児童が学習意欲を高めたり，児童の学び続けようとする態度を育てるために，大半

の教師が様々な工夫を凝らしている。

本実態調査の結果から，特に，次のようなことが考えられる。

ア 教師は，より多くの児童が，わくわくしたり楽しかったりする思いがもてるように，児

童の知的な好奇心に働きかけながら児童が問いをもち，問い続けられるような授業展開の

工夫がさらに必要であると考えられる。

イ 教師は，児童に問題解決に向けての見通しをもたせようとしていることや児童が根気強

く考えて問題解決に取り組めるようにしている。児童の意識との間に隔たりがあることか

ら，教師はこれまでの指導の手だてを振り返ってみることが大切であると考える。

ウ 教師は，児童が自ら問題を解決していく中で，図や表などを活用することのよさを児童

が気付くようにしたり，児童がお互いに考え方や解き方などを伝えたり聞こうとしたりし

て学び合ったりする活動をさらに工夫していけるようにしたいと考える。

エ 児童が自分の学習を振り返り，疑問に思うことやさらに解決してみたいことを見つけよ

うとしている傾向が，教師が思っているよりも高かった。このことから，今後も，教師は

(％)表７－２ 具体的な工夫について

「ア 「イ」の回答における具体的な工夫について」，

① 操作・作業・体験的な活動を位置付けること。 41.5

② 学習課題や課題提示の仕方を工夫すること。 26.6

③ 少人数による指導を取り入れること。 9.6

④ 一つの学習集団で複数の教師による指導を取り入れること。 7.4

⑤ 児童の習熟の程度に応じた指導を取り入れること。 7.4

⑥ 児童が既習内容を思い出し，活用できるようにすること。 5.3

⑦ 児童に単元全体の学習の見通しをもたせること。 1.1

⑧ その他 1.1（ ）児童相互 児童と教師のコミュニケーションに力を入れる， 。
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児童自身が自らの学習を振り返り，さらに追究していきたいという児童の思いを生かしな

がら，児童の「問い」が持続できたり高まったりするようにしていきたいと考える。

５ 研究主題に迫るための手だて

研究主題に関する基本的な考え方や児童の発達段階及び実態，教師の意識を踏まえ 「考，

える力を高めていく単元導入時の指導」について指導法を工夫していくようにし，主に，以

下に示すような手だてを考える。

(1) 課題や学習問題には，算数としての本質的な価値が含まれるようにする。課題や学習問

題が適度な困難さをもちながらも，児童のやってみたい解決してみたいという意欲を高め

ることに応じられるようにする。また，児童にとっての新しい数学的な見方や考え方が児

童によって生み出されるように提示の仕方などを工夫する。

・課題や学習問題として，児童の興味や関心を引き出せることや問題解決への必要感があ

ること，多様な考え方ができるものを考えていく。

・児童が知的な好奇心をもてるように課題や学習問題の提示の仕方などを工夫していく。

例えば，児童に驚きや疑問，困惑などの思いを抱かせるような場や活動を取り入れるよ

うにする。

(2) 児童が問題意識をもち，追究意欲をもって問題解決に取り組む過程の中で生まれる問い

や新たな解決方法が創り出される場の設定などを工夫する。

・児童それぞれの多様な見方や考え方を，相互に学び合うことで数学的な見方や考え方を

練り上げていく活動を位置付けるようにする。

・グループ活動などを取り入れ，自分の考え方が言えたり友達の考え方に耳を傾けたりし

て自分の見方や考え方，解決方法に自信がもてるようにする。

・問題や自分の考え方を図や表などに表し，分かりやすく考えたり友達に説明しやすい方

法を見いだせるようにする。

(3) 課題解決に向けて，既習内容との関連性や違いなどが児童にとらえられ解決への糸口や

見通しがもて，児童が何をどう追究していくかがつかめるように発問や教師からの投げか

けを工夫する。

・児童の問いを引き出したり，児童が問いを追究したりしていくために，考え方の焦点化

を進める発問や児童のつぶやきなどを拾いながら，児童の思考の広がりや深まりが見ら

れるようにする。

６ 授業研究

(1) 授業研究として取り上げる単元について

授業研究を進めるにあたって，研究期間が２年間であることやこれまでの算数科の学習

指導の経験等から児童がつまずきやすいと思われる単元として，以下に示す15の単元を選

ぶこととした。

なお，単元名については「平成17年度用 新版 たのしい算数 （大日本図書）による」

ものである。

① 第１学年「たしざん （※繰り上がりのあるたし算） 【数と計算】」

② 第１学年「ひきざん （※繰り下がりのあるひき算） 【数と計算】」
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③ 第２学年「長さしらべ」 【量と測定】

④ 第２学年「たすのかな ひくのかな」 【数と計算】

⑤ 第３学年「あまりのあるわり算」 【数と計算】

⑥ 第３学年「重さ」 【量と測定】

⑦ 第４学年「分数」 【数と計算】

⑧ 第４学年「角の大きさ」 【図形】

⑨ 第５学年「小数をかける計算」 【数と計算】

⑩ 第５学年「小数でわる計算」 【数と計算】

⑪ 第５学年「割合とグラフ」 【数量関係】

⑫ 第５学年「円『円の面積 」 【量と測定】』

⑬ 第６学年「分数のたし算とひき算」 【数と計算】

⑭ 第６学年「直方体と立方体『展開図 」 【図形】』

⑮ 第６学年「単位量あたりの大きさ」 【数量関係】

(2) 授業研究の取り組み

研究主題「算数と出会う子どもたちのための授業づくり～考える力を高めていく単元の導

入時の指導に関する一考察～」に関する基本的な考え方と実態調査の結果を踏まえ，研究主

題に迫るための手だてを講じ，２年間にわたり授業研究を行った。

なお，２年間の授業研究については，次項のとおりである。
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授業実践１ 第１学年「たしざん」

１ 単元の目標
１位数と１位数をたして，和が11以上になる加法の計算の仕方を考え，その計算が確実

にできるようにする。

２ 単元の評価規準
算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての

関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解

・加法の計算の仕方を自 ・計算に関わる作業的・ ・加法の場面を式で表し ・加法が用いられる場合

ら工夫し考えようとす 体験的な活動を通して， たり，そうした式をよん を理解している。

る。 計算の仕方について考え だりすることができる。 ・１位数と１位数の加法

・加法を用いて身の回り る。 ・１位数と１位数の加法 について，計算の仕方を

の問題を解決するなど， の計算が確実にできる。 理解している。

加法を進んで用いようと

する。

３ 授業の構想
（ ）(1) 児童の実態について 表１ 児童の実態について ％

既習のたし算の計算 96.3本学級(男子16人，女子13人，計29人)の児童
和が11以上になるたし算の計算 80.2は，算数が好きで，新しい問題を解くことを楽
合併のお話作り 7.4しみにしている児童が多い。
増加のお話作り 19.6右の調査の結果から，ほとんどの児童がたし
たし算の問題の選択 71.6算の計算がきちんと身に付いていることが分か
たし算の問題作り 33.3る。しかし，たし算の問題の選択では，完全正
新しい問題を解くことが好きか？答した児童は２人と少なく 特に 人と机など， ， ，
好き70.3％，どちらかというと好き22.2％たすことができないものをたしてしまう児童が
どちらかというと嫌い4.1％，嫌い3.4％多く見られた。また，お話作りでは「合併」の

）言葉を使った児童は少なかった。 （平成16年10月20日実施 第１学年２組27人

たし算の問題を作り出すという学習にまだ慣れていない児童が多く，たし算には合併
と増加があることの理解も低いことがうかがえる。

(2) 単元の構成
「絵の中のたし算を見つけよう 」。

たし算を見つけよう（導入）たし算（５時間） ①
「たし算の問題って，いろいろあるんだね 」„ 。

どうやるの？ ９＋４たし算カード（３時間） ②
「 。 ，„ 答えが１０より大きくなっちゃう どうやって

計算しようかな 」単元のまとめ（１時間） 。

８だったら？ ７だったら？③
「 ， 。」○絵を見て問題をつくり，自分が解ける ８や７でも ９と同じように計算できるかな

前の数は，分けないの？問題か解けない問題なのかを考える活 ④
「どうしていつも後ろの数を分けるのかなあ。前動を単元の導入時に位置付ける。
の数を分ける時もあるの 」。

問題をつくってみよう。⑤
「もっとたし算の問題を作ってみたいな 」。

(3) 本単元における「問い続けながら算数を創り上げる」ことについて
９＋１＝１０などの既習を基に，被加数の９や加数の１が他の数の場合を考え 「もし，

も数が変わって，９＋４だったら，どうなるかな？」などと考える活動は，数を拡張し
たり数への感覚を豊かにしたり，見方や考え方を発展させたりする算数的活動として重
要であると考える。児童自身が，数を変えながら具体的な場面から新しい問題を作り出
し，それを課題とし，課題を解決していく姿が 「問い続けながら算数を創り上げる」こ，
とにつながるのではないかと考えられる。

４ 授業の展開
(1) 本時のねらい

絵の中から，たし算の問題を作り出し，式に表したり，式でよんだりする。



- 16 -

(2) 本時の主なる指導の手だて
ア 既習事項を生かし，児童の発想を大切にしながら学習問題を作り上げる活動
イ 数を拡張したり，見方や考え方を発展させていく話し合い活動

(3) 展開
学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 既習事項の確認をする。 ・赤い箱にあめが５こ，青い箱にあ 簡単な数で既習内容を確認し

○赤い箱にあめが５つ，青い めが３つある 合わせて何個かな ながら，みんなでたし算の問題を。 。

箱にあめが３つあります。 考え，加法の意味が理解できるよ・全部で何個あるのかな。

たし算の問題を作ってみよ ・あめが５こあります。３個増える うにする。

う。 と何個になるのかな。 合併と増加それぞれの言葉をお

○たし算って，なあに。 ◇たし算は，２つの数をあわせるこ さえる。

と。 加法は２つの集合を合わせた集

２ 本時の学習問題の題意を理 合の要素の個数を求める演算であ

解する。 ること，加法のキーワードを意識

させる。学習問題

えを見て，もんだいをつくって，ときましょう。 場面の状況が把握できるよう

に，絵に動きがあるようにする。

（※絵の裏に磁石を付ける。)

問題ができたら，式も考えるよ

うにする。

なかなか考えられない児童に対

しては，自分が作りたいものだけ

に着目させ，実際に操作をしなが

・車（９＋４ ，くま（８＋４） ら，問題を作るようにする。）

３ 問題解決への見通しや自分 ・チューリップ（７＋４）

なりの考えを持つ。 ・あひる（５＋７） 問題が１つできた児童には，違

○いろいろなものがあるけど ・車が９だいあります。あとから， うものに着目して問題が作るよう，

何の問題を作りたいかな。 ４だいきました。全部でなんだい にする。

でしょう。９＋４＝？ だれがいくつ問題を考えられた

４ 絵の中の問題を考える。 （その他，くま，チューリップ，あ のか把握するために，色の違う紙

○たし算の問題を作るために ひるなど，各自選んだもので問題 に考えを書くようにする。

は，どんな言葉を使ったら を作る ）。

いいのかな。 ・まだ，ならってないから，答えは

難しそう。

５ 各自が作った問題を発表し ・わたしは，～という問題を考えま たくさんの問題の中から，既習

合う。 した。式は，～になります。 の学習で解決できるもの，未習の

○どんな問題を作って，どの ものを児童と一緒に分別してい・もう習っている問題もあるよ。

ような式を立てましたか。 ・習っていない問題は，どの答えも く。既習のものについては，式と

○答えの予想を立て，気付い 11より大きくなりそうだ。 答えを確認し合い，未習のものに

たことを発表しよう。 ・11より大きいから，10のまとまり ついては，どんな式になるかを話

◎今までのたし算と違うとこ を作ったらいいんじゃないかな。 し合う。

ろは，あるかな。 ・答えが11より大きくなりそうだ。

◇お互いの問題を認め合いながら，

未習のものを確認していく。

６ 本時の学習を振り返り，次

時への「問い」がもてる。 ・みんなで考えた問題全部の答えを 【評価】

○次の時間は，どんなことを 考えよう。 絵を見て，たし算の問題

考えていけばよいのかな。 ・答えが11より大きいから，数が一 を進んで考えようとする。

（ ）◎答えが11より大きいたし算 番大きい車の問題から考えてみよ 関心・意欲・態度

の計算の仕方を考えてみよ う。 の問題を式に表したし算

たり，式でよんだりするこう。

とができる。今までの考え方は使えるかな。

（ ）数学的な考え方
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）５ 授業の実際と考察 表２ 作った問題について (人
17比較検討（活動５）の場面の授業記録より， アヒルの増加の問題(５＋７)

１Ｔ１：それじゃ。はじめに，アヒルの問題から発表して アヒルの相違の問題(７－５)

１１もらいます。 くまの増加の問題 (８＋４)

２Ｃ１：わたしは 「アヒルが，池に５わいます。アヒルが， くまの相違の問題 (８－４)

９池に７わきました。ぜんぶでなんわになるでしょ 車の増加の問題 (９＋４)

１う 」という問題を作りました。。 車の合併の問題 (５＋４)

７Ｔ２：すごいねえ。式はどうなるかなあ。 チューリップの増加の問題(７＋４)

７Ｃ２： ５＋７ チューリップの合併の問題

３Ｃ３： ぜんぶで」だから，たし算だよ。「 相違の問題（車とくまなど）

２Ｔ３：この問題の解き方は，もう習ったかな？ 問題になってない

表３ 作った問題数について (人)Ｃ４：習ってない。
１Ｃ５：でも この間ならった３つの式を使えばできるよ， 。 １つもできない。

７Ｔ４：３つの計算，すごいね。みんなも分かるかな。 １つ問題ができた。

15Ｃ６：分かんない。 ２つ問題ができた。

８Ｃ７：分かる。12だよ。 ３つ問題ができた。

１Ｔ５：どんな答えになるか，これからみんなで考えてい ４つ問題ができた。

こうね。じゃあ。次に，くまの問題です。
Ｃ８： くまが８とういました。車が９台あります。ちが「

いはいくつでしょう 」という問題を作りました。。
Ｔ６：これは，どんな式になるかなあ。
Ｃ９：ひき算。
Ｃ10：たし算。
Ｔ７：どちらだと思う？理由を教えてくれる？
Ｃ11：違いってかいてあるもの。ひき算だよ。
Ｃ12：たし算は，合わせると増えるという意味だから，

たし算じゃないよ。
Ｃ13：たし算は合わせるで，ひき算は，違いだよ。

自分の問題を発表する児童の様子Ｔ８：○○君は，ひき算の「８－９」という式にし
たんだけど。

表４ 授業後の児童の感想Ｃ14：だめ。８から９ひいても，９の方が大きいから
･ 問題ができたよかったです。ひけないよ。
･ もっと大きな数の計算をしたいです。Ｃ15： ９－８」なら，いいよ。「
･ 問題作りが，すごくおもしろくて楽しＴ９：そう。この問題の解き方は，もう習った？

かったです。Ｃ16：うん。１。
。Ｔ10：じゃあ，解決できたので，脇に置いておきす。 ･ もっといろいろなたし算をしたいです

･ ○○さんの問題がすごかったです。児童が作った課題が｢既習か｣｢未習か｣一つ一つ確
･ みんなの感想が聞けてよかったです。認を行ったため 自分たちがこれから学習するのは， ，
･ 問題作りが楽しいのがわかりました。答えが10より大きくなるたし算であるということを

児童自身が意識することができた。
， ， 。学習問題は あえてたし算に限定しなかったため ひき算の問題を作る児童も見られた

児童が作った問題を分類整理していくことで，児童はたし算とひき算の違いについて再確
認することができた。

， ，児童が作った課題を活用し 単元の学習計画を立てて次時からの学習を展開したことで
児童はとても意欲的に単元の学習に取り組むことができた。

６ 授業実践のまとめ
○自分たちが作った問題( を次時からの学習課題にしたため，いつもより算数の手だて ア)

学習に意欲的に取り組み，何とか解決しようと問い続ける姿が見られるようになった。
また，問題解決後の達成感や充実感を味わう児童の姿が見られた。

○課題と同じ絵のカードを用意しておき，絵を自由に動かしながら，課題の場面を想像さ
せたため，自分一人で考えようとする姿勢が高まった。

○教師が望む問題だけでなく，いろいろな問題を取り上げたことで( )，児童の発手だて イ
想の柔軟性を感じることができ，お互いの考え方のよさにもふれることができた。

・問題作りの時間が短かったので，本時を２時間扱いとし 「展開４」の活動の時間を十分，
確保し，グループで課題を分類する時間をとったりすると，さらに「自分たちの問題」
といういう意識が高まったのではないかと考える。
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授業実践２ 第１学年「ひきざん」

１ 単元の目標

10いくつから１位数をひいて，差が１位数になる減法の計算の仕方を考え，その計算が確

実にできるようにする。

２ 単元の評価規準
算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての

関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解
・減法の計算の仕方を自 ・計算にかかわる作業的 ・減法の場面を式で表し ・減法が用いられる場面
ら工夫し考えようとす ・体験的な活動を通し たり，そうした式をよん を理解している。
る。 て，計算の仕方について だりすることができる。 ・１位数と１位数の減法
・減法を用いて身の回り 考える。 ・１位数と１位数の減法 について，計算の仕方を
の問題を解決するなど， の計算が確実にできる。 理解している。
減法を進んで用いようと
する。

３ 授業の構想

表１ 本単元の学習を進めるにあたっての児童の(1) 児童の実態について

実態調査について表１の調査の結果から，既習の

たし算の計算については，おおむ 既習のたし算の計算 96.8%

ね定着している。また，既習の減 ブロック操作 82.1%

法についての計算も，ほとんどの 言葉で表す 57.3%

児童が正答を出すことができてい 式で表す 21.1%

た。ただ，減法の計算の仕方の思 10いくつから１位数をひく計算 89.7%

考過程を表現していくことには， ひき算の問題の選択 65.8%

苦手意識があるように感じた。ま ひき算の問題作り 53.8%

(平成16年10月18日実施 第１学年２組39人)た，ひき算の問題選択や問題作り

では，比較の問題よりも減少の問題の方がよく理解されていたことがうかがえた。

本単元においても，減法の計算の仕方を説明していく際に言葉や式表示を活用できるよ

うにしたいと考える。

(2) 単元の構想

「10いくつからひくのってどうやるの？」

10いくつからひいてみよう（導入）ひき算 ５時間 ①（ ）

「どうやって７をとろうかな？」„「はやくこたえをだせるようにな

ひくかずがおおきいときは…りたいな 」 ②。

「どっちのやりかたがいいんだろう？」ひき算カード（３時間）

ひくかずがちいさいときは…„「ひきざんができるようになった ③

「いつもこのやりかたがいいのかな？」よ 」。

いろいろなもんだいでやってみよう。単元のまとめ（１時間） ④

「どっちのやりかたでやるのか，すぐにわか

るようになりたいな 」○減加法と減々法の両方の考え方やその 。

ひきざんのおはなしをつくろうよ。考え方のよさについて話し合う活動を ⑤

「ひきざんのおはなしって，いろいろあるん単元の導入時に位置付ける。

だね 」。

(3) 本単元における「問い続けながら算数を創り上げる」ことについて

これまで学習した10以下の数から１位数をひく減法，20までの数の構成，３口の計算を

基に，作業的・体験的な活動を通して計算の仕方を考えながら，10いくつから１位数をひ

いて差が１位数になる減法の計算の仕方を理解し，計算の仕組みについての概念を広げて

いく。
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４ 授業の展開

(1) 本時のねらい

10いくつから１位数をひいて差が１位数になる減法の計算方法について，ひく数をどこ

からどのようにひけばいいのかを，ブロックなどを使った操作的な活動を通して考える。

(2) 本時の主なる指導の手だて

ア ひく数をどこからどのようにひけばいいのかを考える算数的活動

イ いくつかの解決方法が考えられる学習問題と学習問題の提示の仕方の工夫

(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価
１ ひき算の意味を確認する。 ・出て行ったから，ひき算です。 うさぎの絵を黒板に貼って

○うさぎを９ひきかっていま ・減るから，ひき算です。 具体的な場面の状況が把握で
す。こやのそとに５ひきで ・中にいるのは，出て行った残りを出せば きるようにし，文章中に「の
ていきました。 こやのなか いいから，ひき算です。 こり」という言葉がなくても
にはなんびきいるでしょう ◇９－５＝４ 答え ４ひき ひき算をすれなよいことを確。

認する。
２ 本時の学習問題の題意を理
解する。

学習問題
うさぎを１３ひきかっています。こやのそとに７ひきでていきました。こやのなかにはなんびき

いるでしょう。

３ 問題解決への見通しや自分 ・意味は，さっきと同じだから，ひき算を
なりの考えをもつ。 すれば分かるよ。 減加法と減減法の両方の考
○どうすれば，小屋の中にい ・１３－７ えが出るように，引く数を７
るうさぎの数が分かるかな ・１０いくつから引くのって習っていない とした。。

○１３－７の答えは，どのよ よ。
うに考えればいいのかな。 ・１３は１０と３だよ。 10いくつから引く計算は初

・どうやって，７をとろうかな。 めてであることを確認し，数
◇１３のどこから，どうやって７をとるの が拡張された減法の計算方法
か，ブロックを操作して考える。 を考えることに意欲がもてる

・１３の方から，数えながら７個とるとい ようにする。
いよ。

黒板の絵を増やして，うさ
ぎの数が増えたことを視覚的

４ １３－７の計算の仕方を考 ・１０のまとまりから７こ取って残りは３ にとらえさせ，数の拡張が意
えていく。 個，ばらの３と足して６になる。 識できるようにする。
◎７はどこから，どうやって ・まず，３個を取っておく。７－３＝４，
とればよいのだろうか。 足りない４個を１０のまとまりから取っ

○ブロックを使って考えてみ て残りは６となる。 操作的な活動に要する時間
よう。 ・ブロックの動かし方を図や言葉で書いて を十分にとる。

おこうよ。
５ 各自が解決してきたことに ・いろいろなやり方で答えを出そう。 ブロックの操作を図や言葉

ついて，学級全体で確認し合 ◇どのやり方が分かりやすいかのか，話し で表現させ，思考過程が整理
う。 合う。 できるようにする。
○どんな方法で，どのように
考えましたか。 一度に取れた方がいいから，１０のま 似ている考え方を整理して

とまりから取った方がいいよ。 黒板に掲示し，話し合いの手
○「はじめに 「つぎに 「す 助けとする。」 」
ると 「だから」などの言葉を ばらの３があるんだから，それだけで」
使いながら説明してみよう。 も先に取っておいた方がいいよ。

【評価】
６ 本時の学習を振り返り，次 ・どっちのやり方でも答えは同じに出るん 10いくつから１位数を
時への「問い」がもてる。 だけど，どっちのやり方の方がいいんだ 引いて差が１位数になる
○次の時間は，どんなことを ろう。 減法の計算の仕方を自ら
考えていけばよいのかな。 （簡単に，速く，分かりやすく，間違え 工夫し，考えようとする｡

◎ひく数が大きいときをやっ ずに） (関心・意欲・態度)
てみよう。 ブロックの操作活動を

・どっちのやり方の方がいいのか，違う問 通して，計算の仕方につ
題でもやってみよう。 いて考える。

(数学的な考え方)
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５ 授業の実際と考察

(1) 学習問題について

10いくつから１位数をひいて答えが１位数になる減法の計算は何通りかあるが，減加法

「 」 。 ，と減減法の両方の考え方が出やすい数として １３－７ を考えるようにした ７は今後

８，９と数が大きくなって減加法に結び付いたり，５，４と数が小さくなって減減法と結

び付いたりすることができる数でもあると考えたからである。

児童は，減加法と減減法の両方の考えで答えを求めることができていた。さらに，その

便利さ（よさ）については意見が分かれ 「どちらのやり方のほうがいいのだろう 」と， 。

いう新たな「問い」が残ることとなった。

(2) ひく数をどこからどのようにひけばいいのかを考える算数的活動について

７をどこから取るのかを明確にするために，13個のブロックを10個と３個に分けて並べ

てから自力解決を始めた。ブロックを操作する時間を十分にとったため，減加法で10から

７をまとめて取ったり，10から７を１つずつ数え引きをしたり，減減法でも，ばらの３を

取った後，10から４をまとめて取る操作と，１つずつ数え引きをする操作が見られた。

しかし，それらを図に表す段階になると，７や４をまとめて取る操作と１つずつ数え引

きをする操作が同じ図になってしまった。また，操作を言葉や式で表せるようにしたかっ

たが，考え方を整理させたり相違点をとらえさせたり等の教師側からの指導が足りず，途

中までしか表すことができなかった。

(3) 学級全体での話し合い活動について

ブロックの操作を「はじめに 「つぎに 「すると 「だから」などの言葉を使いながら」 」 」

説明したり，ブロックの操作を簡潔に式に表したりすることが十分にできなかったため，

操作の仕方を見ながらの話し合い活動となった。ポイントとなる言葉等を補いながら減加

法と減減法の違いを明確にし，話し合いの焦点化を図っていった。

その結果 「７をまとめて１回でとれるから10のまとまりからとるほうがいい 「10か， 。」

ら７をとった残りは３ってすぐに分かるから10からとるほうがいい 「ばらから１つず。」

つとっていった方が速く答えが出る 「ばらの３を先にとった方が分かりやすい」など。」

の意見が児童たちから出された。

しかし，どちらの方法がよりよい方法かは，今後，ブロックの操作に慣れたり，言葉で

の説明がうまくできたり，操作を式で表したりする活動を通して，減加法と減減法につい

てさらに深く理解してから結論が出るのであろうと考える。計算処理の仕方のよさに，ど

のようにして気付いていくかという新たな「問い」が生まれることとなった。

教師の働きかけの様子 学級全体で確認し合う様子

６ 授業実践のまとめ

○「１３－７」という式にしたため，減加法と減減法の両方の計算の仕方が考え出され，ど

ちらの方法がよいか結論が出ないまま疑問を残しながら，次時の学習へとつなげた。

・減加法がよいのか減減法がよいのかを話し合うには，自分の計算方法をより分かりやすく

説明し，自分のやり方のよいところを自分なりに主張していかなくてはならない。そのた

めには，言葉で説明したり，式で表したりすることが必要になってくると考えられる。減

加法と減減法のそれぞれの計算処理の仕方の「よさ」を，児童自身が今後の学習でより深

く理解していくことができるようにしたいと考える。
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授業実践３ 第２学年「長さしらべ」

１ 単元の目標
長さについて理解し，簡単な場合について，長さの測定ができるようにする。

２ 単元の評価規準
算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての

関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解

・任意単位で長さを測 ・普遍単位を用いて， ・長さの単位 ・長さについての単位（ ）ｃｍ ｍｍ，

定する活動を通して， 長さの大きさの表し方 を単位とし，身の回り と測定の意味を理解し

長さをより便利に正確 を考える。 の具体物の長さを測定 ている。

（ ）に表そうとし，普遍単 ・必要に応じて，一つ することができる。 ・長さの単位 ｃｍ ｍｍ，

位を用いることのよさ の単位から別の新しい ・測定するものに応じ を知っている。

に気付く。 単位を作ることを考え て，適切な単位を選ぶ ・長さの単位の関係を

る。 ことができる。 理解している。

・ものさしの目盛りの

仕組みを理解してい

る。

３ 授業の構想 表１ 児童の実態
98.9％(1) 児童の実態について 鉛筆の長さくらべ（具体物）

87.9％本学級（男子16人，女子13人，計29人）の児 平らなところに立てて比べる

7.4％童は，算数が好きで，新しい学習を始めること 横に並べて比べる

3.6％を楽しみにしている。 別なものに長さをうつして

96.4％右の調査の結果から，具体物の長さの直接比 紙にかいてある線の長さ比べ

25.0％較については，全員が端をそろえて，きちんと 定規で一定の間隔に印を付ける

25.0％行うことができていた。また，紙に書いてある 定規などに印を付けて動かす

21.4％線の長さ比べについては，正答を出せていても, 手を広げて

10.7％理由が「長そうだ」という感覚的なものや手を 線を延ばす

10.7％広げて測るといった漠然としたものが多かった。 長そうだから

3.6％さらに，定規を使おうとする児童も多かった 長さ（ｃｍ）を測って

100.0％が，長さを測っているのではなく，長さを写し 新しい勉強が始まるのは楽しみですか。

75.0％取ったり，同じ間隔で印を付けるための道具と 楽しみ

14.3％して使用したりしており，長さを測ることがで どちらかというと楽しみ

3.6％きる児童は，１名であった。 どちらかというと楽しみではない

7.1％(2) 単元の構成 楽しみではない

（ ）「 。」３枚のカードの長さくらべをしよう 平成17年６月20日実施 第２学年２組29人

長さを比べるには，どうしたらいいかなセンチメートル（３時間） ①
（導入）„
「何を使って，どうやったら，長さが比べられるミリメートル（４時間）

かな？」„
②物差しを使って，長さを測ってみたいな単元のまとめ（１時間）

「ものさしって，どうやって使うの？」

「ｃｍで，長さを表してみたいな 」○誰にでも分かるように長さを表すにた 。

③測ってみたいな，いろいろなものの長さめには，長さの普遍単位が必要である
「手のひら，いすの高さ，ノートなどいろいろことを話し合う活動を単元の導入時に
なものの長さを測ってみたいな 」位置付けるようにする。 。

次時への予想される問い(3) 本単元における「問い続けながら算数 ＊

「 。 。」を創り上げる」ことについて あれ？cmでぴったり測れないよ 余っちゃう

２年で学習する「長さ」の考えは，学
習指導要領の内容の「Ｂ 量と測定」の基本となるので 「長さ」を測るためには 「同， ，
じ長さのいくつ分 という考えが大切であることをきちんと身に付けさせたい また 誰」 。 ，「
にでも，正しく長さを伝えること」を話し合う中で，普遍単位の必要性をより強く感じ，
「端数をどうするか 「長い長さを測るときはどうするか」など新たな問いから，長さの」
感覚を豊かにしていきたい。
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４ 授業の展開
(1) 本時のねらい

与えられた長さについて，その表し方をお互いに表し合う中で，長さの普遍単位がある
とよいこと（必要性）に気付く。

(2) 本時の主なる指導の手だて
ア 絵本を活用し，自然に長さに関心（親しみ）がもてるような雰囲気づくり
イ 長さを測る方法をいろいろと試せる算数的活動の充実と学習形態の工夫

(3) 展開
学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 長さ について確認する 具体物を見せながら，長さについ「 」 。

○「長さ」ってなあに？ ・端から端までのこと ての既習事項の確認をする。朝の読

・端を合わせる 書で「ひとあしひとあし（レオ・レ

○長さをを比べるときはどう ・同じ長さのもののいくつ分かを オニ 」を読み聞かせをし，長さを）

すればいいの？ 数えればいい。 測るおもしろさを感じて授業に臨め

るようにする。

本の主人公の尺取り虫が，神様か

２ 本時の学習問題の題意を理 ら，３枚のカードの長さを比べるよ

解する。 う頼まれるが，うまくいかず，困っ

ていることを伝え，みんなで助けて学習問題

しゃくとり虫さんのかわりに あげる場面を設定する。

３まいのカードの長さをしらべよう。

カードは，それぞれの場所から持

ち出しはできないので，どうやった

， 。３ 問題解決への見通しや自分 ・赤が，１番長いと思う。 ら 長さが比べられるか考えさせる

なりの考えを持つ。 ・尺取り虫さんみたいに 同じ長さのいくつ分で表現すれば

○どのカードが，１番長そう よいことを尺取り虫を例に確認し合の つ分
かな？ で表せばいい。 う。

○何を使えば，長さを表せる ・長さだから，定規を使うと思う 身の回りで同じ長さのものを想起

かな？ ・ブロックで させる。

・おはじきで 算数的活動の時間を十分にとる。

・手で それそれの場所に大きさの違うシ

４ 長さを表す方法を考える。 ・手で測るのは，簡単だけど，友 ール，ブロックなどを用意し，自由

○どれを使うと，正しく長さ 達と長さを比べられるかな。 に選択しながら考えさせる。

を表せるかな？ ・いろいろな大きさのシールがあ 定規で長さを写し取る子がいると

◎分かりやすく，聞いていて る。同じ大きさものを使おう。 予想されるので，それを言葉で表現

「うーん。なるほど。いい ・定規に付いている目盛りは，同 するとどうなるのか考えるよう助言

ね 」と思え，だれが考 じ長さがきちんと並んでいるの する。。

えても同じ結果になる長さ で数えやすい。 同じ方法で長さを表した結果を発

の表し方はあるかな？ 表し合い，なぜ結果に違いが生じて

くるのか話し合う。

５ それぞれの結果・方法を話 ・予想どおり赤が長かった。 「ｃｍ」で表した子がいる場合に

し合う。 ・シールには，いろいろな大きさ は 「ｃｍ」とは何か。身の回りで，

○どうして，同じシールを使 があるから，比べにくい。 どんなときに使われているか。発表

， 。ったのに，結果が違うので ・クリップや数え棒はずれてしま させ 長さの単位であることを話す

しょう？ って，並べにくい。 長さを測る道具を物差しというこ

・定規は，同じ長さで目盛りがき とを伝え，話し合いの中から，物差

◎速く，正しく，長さを表す ちんと並んでいるから，比べや しのよさが十分に感じられるように

ためには，何を使うとよい すい。 する。

でしょう。 ◇物差しの有用性，長さの普遍単

。位があると便利なことに気付く

６ 本時の学習を振り返り，次 【評価】

時への「問い」がもてる。 ・目盛りを数えるんだよ。 長さ表すとき，普遍単位があ

○物差しって，すごいね。 ・端っこを合わせないといけない るとよいことに気付く。。

（関心・意欲・態度）

でも，どうやって使う 自分で選んだものを用い，長

んだろう・・・。 さを表すことができる。

（数学的な考え方）
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５ 授業の実際と考察
(1) 学習問題について

国語で「スイミー」を学習している時期であったため，作
者のレオ・レオニの作品「ひとあしひとあし」による導入と
した （ ）子どもたちは，本を読んでもらうことが。 手だて ア
大好きなため，自然に本の世界（主人公の尺取り虫が自分の
体のいくつ分で長さを測っていく世界）に引き込まれていっ
た。授業の中では，大きさの違う尺取り虫を用意し 「うまく，
長さが測れず困っているので，代わりに長さを測ってあげよ
う」という場面を設定した。絵本の挿絵などから「長さは，

学習問題の提示場面○○のいくつ分」で表されることも印象づけることができた。
(2) 長さを測る方法をいろいろと試せる算数的活動について

， ， ， ，子どもたちにとって身近で長さを表しやすいものとして ブロック おはじき 数え棒
物差し，シール（正方形，丸，長方形 ，クリップなどを用意し，子どもたちが自由に選）
択して長さを表現できるようにした （ ）また，大きさの違うブロック，おは。 手だて イ
じきを用意し，同じものでも基本となる長さが違うと表現が変わってくるのでその不便さ
に気付かせ，普遍単位の必要性が感じられるのではないかと考えた。

しかし，実際には，たくさんのものがあるため，どれを使うか考えがまとまらない子も
多く，具体物を精選する必要があると感じた。また 「○○のいくつ分と少し」というと，
きのあまりに目がいってしまい，異なるものの組み合わせ（大きいおはじき３つとブロッ
ク２個分など）で表現しようとする子も見られた。導入で「同じ大きさのいくつ分」とい
う表現をしっかり押さえられなかったためと考える。長さの概念は，様々な普遍単位の基
礎となる大切な内容であるだけに難しさを感じた。

(3) 学習形態の工夫について
３色のカードを用意し，直接比較ができないようにするため，その色ごとに赤い島・黄

色い島・緑の島を作り，カードは島から持ち出さないよう設定した。
しかし，各島に具体物がたくさん用意されているので，上記(2)で述べたような混乱を

招いてしまった 「○○のいくつ分」という考えに初めてふれる単元でもあるので，逆に。
具体物ごとにグループを作り，きちんと同じものでカードの長さを表現させる方が子ども
たち全員が落ち着いて学習に取り組めたのではないかと考える。

以上の反省点を生かし，普遍単位の必要性をより感じられるようにするために，次のよ
うな展開を提案したい。

学 習 活 動 改 善 点
１ 「長さ」について確認する。 ・ 同じ長さのもののいくつ分」という表現や「あま「

りの表し方 （あと少し，あと半分くらい等）をし」

２ 本時の学習課題の題意を理解する。 っかり押さえる。

しゃくとり虫さんのかわりに， ・ どれだけ長いか」を尋ねることで，いくつ分とい「

どのカードがどれだけ長いかしらべま う表現に着目させるとともに，直接比較では答えと

しょう。 してふさわしくないこと，友達と話し合うときに基

本となる長さが違いうまく比べられないことに気付

３ 問題解決への見通しや自分なりの考え かせる。

をもつ。 ・具体物は，精選し，同じ大きさのブロック，おはじ

４ 長さを表す方法を考える。 き，手，物差し，クリップにする。

・自分で選んだ長さを表す具体物ごとにグループを作

り，同じもので３まいのカードの「長さしらべ」を

５ それぞれの結果・方法を話し合う。 行うようにする。

・正しく使えてはいないが，｢センチ｣｢ミリ｣という言

６ 本時の学習を振り返り，次への「問い」 葉や余りを小数を使って表現しようとする子もいた

， 。がもてる。 ので それらは何なのかを考えていけるようにする

６ 授業実践のまとめ
○この時間の中では普遍単位の必要性をあまり感じさせることができないでしまったが，

次の時間，長さを表すのにいろいろな表現があって分かりにくく，やはりみんなが同じ
。 「 」 ，もので長さを比べなければいけないという話し合いがなされた この 長さ の考えは

今後「重さ 「広さ」などに広がっていくため，普遍単位の必要性を強く感じることがで」
きたことは良かった。

・ センチ 「ミリ」を，意味を理解せずに自然に口にしている子が見られたので，その子「 」
を生かした授業展開を考えていきたい。
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授業実践４ 第２学年「たすのかな ひくのかな」

１ 単元の目標
加法と減法の相互関係について理解し，それらを問題の把握，演算の決定，計算の確かめ

などに用いることができるようにする。

２ 単元の評価規準
算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての

関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解

・加法及び減法の計算を日 ・加法及びその逆の減法 ・加法及びその逆の減法 ・加法と減法は互いに逆

常生活などに生かそうとす について，その意味や計 に関する演算決定ができ の関係になっているとい

る。 算の仕方を考える。 る。 った加法と減法の相互の

・加法及びその逆の減法 関係を理解している。

の計算ができ，それを用

いることができる。

３ 授業の構想
(1) 児童の実態について

右の表１から,本学級の児童は，新し
い学習が始まることに関して，大半の
児童が楽しみにしている様子がうかが
える。

また，既習事項の計算が十分に身に
付いていない児童がいることが分かる。

， ，「 」さらに 逆思考の問題では ぜんぶで
や「のこりは」の言葉のままに演算を
決定してしまう児童が多く見られた。

(2) 単元の構想
「どんな計算をするのかな？」

「せんぶで」だからたし算？（導入）たすのかなひくのかな（５時間） ①
「たし算かな。ひき算かな 」„「ほかにはどんな問題があ 。

大きい数のときは？るんだろう 」 ②。
「どのせつ明のしかたがいいのかな 」じゅんばん（１時間） 。

「のこり」だけどひき算？„「たし算やひき算の関係が ③
「ほかのもんだいはどうだろう 」わかったよ 」。 。

のこりが分かっているよ。単元のまとめ（１時間） ④
「もう１つの『のこり』のもんだいもたし

算かな 」○加法，減法，加法の逆思考，減法の逆思 。

「くらべっこ」だけどなに算？考，比較の逆思考などの様々な問題に触 ⑤
「 くらべっこ』もたし算になるときがあるれ，それらの関係を理解しながら本単元 『

のかな 」の学習を進める。 。

(3) 本単元における「問い続けながら算数を創り上げる」ことについて
場面を劇化したり，教具を並べたり，図を使ったりして数量関係を表しながら，加法と

減法の相互関係について理解を深めていく。そして，その関係を表すにはテープ図が便利
であることに気付かせていく。

４ 授業の展開
(1) 本時のねらい

加法の逆思考の問題を解決する際，問題場面を劇化したり，教具を並べたり，図を使っ
たりして数量関係の表し方を考えることができる。

(2) 本時の主なる指導の手だて
ア 場面の数量関係を表す算数的活動
イ 考え方によって場所を移動する学習形態の工夫

表１ 本単元の学習に関する児童の実態につ
（ ）いて ％

２位数＋２位数＝３位数の計算 81.5
３位数－２位数＝２位数の計算 77.8
加法の逆思考の演算決定 48.1
減法の逆思考の演算決定 25.9
比較の逆思考の演算決定 51.9
新しい勉強が始まるのは楽しみですか。

楽しみ 78.8
どちらかというと楽しみ 19.5
どちらかというと楽しみではない 1.7
楽しみではない 0.0

（平成17年１月11日実施 第２学年２組27人）



- 25 -

(3) 展開
学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

， ， ，１ どんな計算で求められるかを 加法 減法 その他の演算

考える。 ・ ぜんぶで」だからたし算かな。 どんな方法で解決することが「

①加法 ・ のこりは」だからひき算かな。 できるのかを判断させる。「

②加法の逆思考（小さい数） ・ くらべっこ だからひき算かな 小単元で扱う内容を問題と「 」 。

③減法の逆思考 ・ややこしいもんだいだな。 して提示していく。

④減法（減数を求める） ・何算なのか，すぐには分からない すべての問題を同じように

⑤加法の逆思考（大きい数） よ。 考えさせるため，時間を１問

⑥比較 ・たすのかな，ひくのかな，どっち ずつ区切って答えを書かせる

だろう。 ようにする。

２ 本時の学習問題の題意を理解する。

学習問題
おり紙を９まいもっています。先生からおり紙をもらったら，ぜんぶで21まいにな

りました。先生からもらったのは，何まいでしょう。

３ 自分なりに演算を決定する。 ・ ぜんぶで」という言葉があるか 関係を考えやすいように，「

○どんな計算をすれば答えが らたし算だよ。 本時は小さな数で考えるよう

出るか，もう一度考えてみよ ・ぜんぶの数はもう21って分かって にする。

う。 いるよ。 たし算と考えた児童，ひき

・先生からもらった数を出すんだか 算と考えた児童，まだ迷って

ら，たし算ではなさそうだよ。 いる児童に分かれ席を移動さ

せる。自分の立場をはっきり

させるようにする。

４ 各自の方法で数量関係を表し ◇自分の考えを友達に分かってもら

て説明を考える。 えるように説明をかく。 数量関係を表す方法を工夫

◎たし算でよい理由，ひき算で ・折り紙の絵をかこう。 させ，活動に要する時間を十

よい理由を説明できるように ・ ○」の図にかこう。 分にとる。「

考えてみよう。 ・テープ図をかこう。 考えている途中で立場が変

○友達が分かりやすい説明はな ・９＋21＝30，もらった数が30では わった場合は，理由を明確に

いかな。 問題の意味に合わないよ だから してグループを移動してもよ。 ，

たし算ではおかしいよ。 いこととする。

５ 各自が考えた理由を説明し合 ・９＋□＝21，たし算の式だ。

い，学級全体でその考え方など ・21－９＝12，全部の数からはじめ 「ぜんぶで」という言葉に

を話し合う。 の数を引けば増えた分が出る。 こだわっている児童には，求

○どんな計算で答えが出せると ◇どんな計算で答えが出るのか，学 めるものが何であるかを確認

思いましたか。なぜ，そう思 級全体で話し合う。 させる。

「ぜんぶで」ということばがいましたか。

あっても，ひき算で答えを出
【評価】すときがあるんだね…。

６ 本時の学習を振り返り，次時 ・ ○」の図がぱっと見て分かりや 演算決定の理由を工夫し「

への「問い」がもてる。 すかったよ。 て説明しようとする。

○どの説明が自分にとって分か ・数が大きくなったら，絵や「○」 (関心・意欲・態度)

りやすかったかな。 をかくのが大変だな。 加法の逆思考の数量関係

◎活動１の⑤の問題で，大きな ・いつでも使えた方がいいよね。 の表し方を考える。

）数のときを考えてみよう。 (数学的な考え方↓
どの説明がいいのか，大きな数で

やってみよう。

５ 授業の実際と考察
(1) 本授業の進め方について

単元の第１時である本時の導入では，この小単元で扱う学習内容を考慮して５問（加法
を含めて６問）を児童に投げかけた。時間を区切って１問ずつ，たし算なのかひき算なの
か，それともその他の計算で求めるのかを一人一人に考えさせた。既に加法・減法は学習
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しているが，児童にとって逆思考の文章問題は難しく，児童からとまどいの声が多く上が
った。その後，本時ではその中の１問である「加法逆の問題」 を取り上げて深く学習注）

するが，児童の疑問がすべて解決されるわけではない。そこで，児童の問いを一つ一つ解
決していく形で本単元の学習を進めることとした。

(2) 算数的活動について
本時の学習活動４において，場面の数量関係を表す算数的活動を取り入れた。教室後方

に折り紙，ブロック，シール，マス目用紙を置き，自由に使
えるようにした。その結果，以下のような児童の姿が見られ
た。

・折り紙を数えながら場面を把握し，答えを求めようとす
る児童

・友達と一緒にブロックを操作しながら，演算について話
し合う児童

・マス目用紙にシールを貼りながら，より見やすい並べ方
を工夫する児童

操作活動の様子・図に言葉を書き加え，自分の考えを分かりやすく表そう
とする児童

活動する場と時間を十分に確保することによって，児童一
人一人が，操作したり話し合ったり図で表したりと意欲的に
算数的活動に取り組み，場面の数量関係をそれぞれの方法で
表すことができた。

(3) 児童の学習後の感想から
学習後の児童の感想には「まだ何算か分からない 「は。」

っきりさせたい （７人 「他の問題は何算なのか確かめ。」 ），
児童の話し合いの様子てみたい （５人 「自分の考えは，間違っているのかも。」 ），

しれない （２人 「次はもう少し分かりやすく説明したい （２人 「たし算は確か。」 ）， 。」 ），
めで使える （４人）などがあった。これらの感想から，多くの児童が次の学習への「問。」
い」をもつことや問いを解決しようとする意欲が感じられた。

(4) 学習形態の工夫について
本時の学習活動４において 「たし算だと思う人 「ひき算だと思う人 「まだ迷ってい， 」 」

る人」に分かれて自力解決を行った。それぞれの児童が集まることにより，相談しやすい
雰囲気を作ることができ，安心して自分の考えを書くことができた。途中で考えが変わっ
た児童もいたものの，その理由をはっきりと話して移動することができた。

６ 授業実践のまとめ
○第１時で小単元で扱う問題をすべて投げか

けたことにより児童は問いを持ち続け，意
欲的に学習を進めることができた。

○算数的活動を多く取り入れたことにより場
面を数学的にとらえることができ，演算決
定力を伸ばすことにつながった。( )表２

・自力解決の場面で，さらに細やかな支援を
行うためには，ティーム・ティーチングに
よる指導形態が好ましいと思った。

注）加法逆の問題
問題場面は加

法構造でありな
がら，答えは減
法で求める加法
の逆思考の問題
である。

シールを使って考える児童 おり紙を使って考える児童

表２ 演算決定の問題の正答率 （％）
項 目 第１時 単元終了時

①加法 100.0 100.0

②加法逆（小さい数） 55.6 88.9

③減法逆 48.1 92.6

④減法 減数を求める 77.8 100.0（ ）

⑤加法逆（大きい数） 62.9 88.9

⑥比較 25.9 81.5

(平成17年２月18日実施 第２学年２組27人)
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授業実践５ 第３学年「あまりのあるわり算」

１ 単元の目標
乗法九九を１回適用する除法（包括除，等分除）で，余りのある場合の意味とその計算の

仕方を理解し，それを用いることができるようにする。

２ 単元の評価規準

算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての

関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解

・余りのある除法を ・余りのある除法の ・余りのある除法の ・除法の余りの意味
適用する場面でその 計算の仕方につい 計算が確実にでき， について理解してい

を て，既習の計算を用 それを用いることが る。意味と計算の仕方
進んで考え，日常生 いて考える。 できる。 ・余りと除数の大小
活にその計算の仕方 ・余りのある除法を ・余りのある除法の 関係について理解し
を用いようとする。 適用する場面で，余 計算の確かめができ ている。

りの処理の仕方につ る。
いて根拠を明確に説
明する。

３ 授業の構想
(1) 児童の実態について

表１の項目①から，児童はわり算の
。学習についてはおおむね理解している

計算問題の正答率は高い。文章問題の
立式については，数式の意味理解が不
十分であるが，形式的な処理によって
正答を得た児童もいると考えられる。
また，項目②からは分かりやすく発表
したりよく聞こうという気持ちで授業

。 ，に臨んでいる姿がうかがえる 教師は
既習のわり算の学習内容も振り返り，既習内容を活用することを児童に考えさせながら授
業展開を工夫する必要があると考える。

(2) 単元の構成
「あまりっ何？」

残っているときがあまりなの？（導入)あまりのあるわり算 ①
「あまりのあるわり算の計算はどうやるの 」（３時間） 。

あまりを調べてみよう„「あまりをどうするの？」 ②
「あまりには何かきまりがあるの 」あまりのあるわり算の問題 。

これで正しいの？（２時間） ③
「 。」„ あまりがあるときの計算はどうすれば確かめられるの

練習 まとめ（２時間）
○導入時の学習において『あめとりジャンケンゲーム』を行い，あめの個数を予想して，

「□個入った箱だったら…」という問題づくりを取り入れた学習を展開していく。
(3) 本単元における「問い続けながら算数を創り上げる」ことについて

余りのある除法の計算ができるだけではなく，余りの意味や余りと除数との大小関係な
どを考えることを大切にし，日常生活の除法の適応場面に活用していきたい。

４ 授業の展開
(1) 本時のねらい

あまりのある除法の計算の仕方について，既習の計算を用いて考える。
(2) 本時の主なる指導の手だて

ア 「□個入った箱だったら・・・」という問題づくりができる問題提示の工夫
イ 導入時から，話し合いを中心として問題解決を進める活動の位置付け

表１ 児童の実態調査について
項 目 平均正答率

①既習の「わり算」の単元末の問題 80.5％

（人）

ア イ ウ エ項 目

自分の考え方を友だちに分かりやすく話そ②

うとしたり，友だちの考えを聞ことしたりして 14 20 4 0

いますか。

アする イどちらかといえばする ウどちらかといえばしない エしない

(平成17年７月７日実施 第３学年１組38人)
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(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 本時の学習問題の題意を理 箱の中に入っているあめを
解する。 ジャンケンで勝った人がとる

(1) 『あめとりジャンケンゲー という簡単なゲームである
ム』のルールを知る。 が，３個とることやあいこを

回数に数えないことなどを丁
・二人でジャンケンをして，勝った人は箱の中からあめを３個とる。 寧に確認する。

（あいこは回数に数えない。負けた人はとることができない ）。
・箱の中にとることのできるあめがあるときは，ゲームを続ける。

ルールの説明に会わせて学
○Ａの箱（18個入）でゲーム ◇二人の児童がジャンケンをしてあめ 習問題の二つの文章を提示す

をやってもらおう。 をとっていく。 る。また，三つ目の文章は伏
(2) ゲームの場面から問題をつ せた状態で提示し，問題づく

くる。 りとして扱っていくこととす
○今のゲームからどんな問題 ・ 箱の中のあめは何個でしょうか 」 る。「 。

ができるでしょうか。 ・ どちらが多くとったでしょうか 」 児童から出た問題の中で答「 。
えが分かるものは，求め方に学習問題

二人であめとりジャンケンをします ・・・・・・① ついても可能な限り説明させ。
勝った人は箱の中からあめを３個とります ・・・② る。。
□個入った箱では何回戦できるでしょうか ・・・③。

答えが分からない問題等に
２ 求め方を話し合う。 ついては次時以降の学習問題
(1) 18個（Ａの箱）の場合を確 とする。

かめる。
○何回戦でしたか。 ・６回戦です。 回数などを覚えていたり，
○どうして分かったのかな。 ・何回ジャンケンをしたか数えていた 記録をとるなどしている児童

からです。 がいたら賞賛していく。
◎数えるのを忘れた人にも分 ・18個入っていて，勝つと３個ずつと ゲームが終わった場面から

かるように説明しよう。 るので，18÷３＝６です。 分かる条件に限定すること
で （あめの総数）÷（１回，

(2) 別の個数の場合を考える。 勝ったときにとるあめの個
【余りなしの場合】 数）＝（ジャンケンの回数）

○Ｂの箱（15個入）では何回 と立式できることを確かめ
戦できるでしょうか。 ・何個入っていますか。 る。

○あめの数が分かれば求めら ◇個数を予想して考える。 予想と求めるための式を聞
れるのかな。 ・３個なら３÷３＝１で１回 いていく。

・６個なら６÷３＝２で２回 Ｂの箱でもゲームを行い，
15÷３＝５で５回戦 ・３の段の数ならみんな求められる。 あめの個数と回数を確認す

る。また，必要があれば半具
【余りありの場合】 ◇個数を予想して考える。 体物など使って式の意味を確
◎Ｃの箱（20個入）では何回 ・12個で４回戦 認する。

戦できるでしょうか。 ・16個か17個だと思う。 Ｃの箱のあめの個数をＡ，
・３の段にないときはどうするのかな Ｂの箱の中のあめの個数を根20÷３＝５ 残り５個 。
・残りが５個あるからまだできます。 拠にして予想したときには賞
・３個より多いので続けられます。 賛していく。
・あと１回できます。 ゲームが続けられる（続け

20÷３＝６ 残り２個 ・残りが２個になると，次に勝った人 られない）場面のときには，
が３個とれないので，６回戦で終わ 箱の中にあめがいくつあるか
りです。 を考えさせることで，余りの

意味やわる数と余りの大小関
・７回戦やると勝っても２個しかとれ 係に目を向けさせていきた

20÷３＝７ １個足りない
ないので６回戦までしかできません い。。

【評価】

３ 本時の学習を振り返り，次 ・わり算には 余りがある ときと 余 のある除法の計算の「 」 「 余り

時への「問い」がもてる。 りがない」ときがある。 仕方について，既習の計算
◎今日の学習で分かったこと ・あめの個数をいろいろ変えて計算し を用いて考える。

（数学的な考え方，関心・や疑問に思ったこと，次の てみよう。
意欲・態度）時間に調べたいことなどを ・あめをとる個数をいろいろ変えて計

かこう。 算してみよう。
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５ 授業の実際と考察
(1) 指導の手だてについて

問題づくりができる問題提示の工夫について，以下の二点を実践した。
ア に実際にあめを入れて提示し 何直方体の１面を透明にして中が見えるようにした箱 ，「

回戦ジャンケンができるか」を考えさせた 「わからない」という児童の反応もあった。
が，箱の中が見えることであめの個数を予想し 「□個入った箱だったら・・・」と考，

。 ， 。えることにつなげることができた 予想したあめの数は15 24など３の段の数であった
３の段にない数が出されたときには「できないよ 「できるよ」と両方のつぶやきが聞」
かれた。また，箱の中が見えたことで，極端に大きい（小さい）数を予想する児童はほ
とんどいなかった。

イ 授業の導入では 「あめとりジャンケンをしま，
す。かったら３個とります 」という問題場面を。

ゲーム後にどんな問題が出るのかを予知らせ，
児童は次のような問題を考えた。想させた。

・ ジャンケンで）出したのは何か？（
・箱の中のあめは何個か？
・全部で何回（ジャンケンが）できるか？
・勝ったのはどっちで，何個取ったか？

問題を予想したことで自分が実際にゲームを
していなくても集中してゲームを見ることがで
きていた。表２に示す児童の感想の中にも，予
想が当たったことに関する記述があり，問題づ
くりへの意欲の高まりがうかがえた。

(2) 本授業実践における指導のポイント
ア 「できない」という児童の発言から，余りの

あるわり算を考えること
多くの児童は既習のわり算の学習から「わりきれないわり算は計算できない 」とい。

う認識をもっている。そこで，本時ではわりきれる個数のゲームを２回行った後に20個
のあめとりゲームを行い，ゲームをしている児童が「できない」といったときに箱の中
の個数を考えさせる場面を設定し，既習のわり算との違いをとらえさせるようにする。

ポイント① ゲーム中は箱の中が見えないようにし，ジャンケンをする児童には
「まだゲームが続けられるかどうか」をみんなに知らせるようにする。

ポイント② ６回目が終わり児童が「できない」といった後の板書と発問。
板書：吹き出しで「できない」
発問： できない といっているけど 箱の中はどうなっているのかな？「 」 ，

ポイント③ （ポイント②の発問に対しての）児童の発言への働きかけ。
「空っぽ」…………箱を振って音を聞かせる。
「１つか２つ」……なぜそういえるのかを問う。
「３つ以上」………他の児童が違う理由を発表する。

イ ゲームを取り入れて児童の興味関心を高めること
本時の感想で「 遊びのようにできて）楽しかった」と書いた児童が28名いたことか（

ら，本物のあめを取るゲームを取り入れたことで意欲的な活動につながったと考えられ
る。しかし，あめにのみ目がいき，あめが気になっていた児童も見られた。

ポイント① ゲームでは問いが生まれる（考える）場面を設定する。
ポイント② 実物の食べ物はそれ自体に興味関心が集中する場合があるので，学級の

実態等を配慮する。

６ 授業実践のまとめ
○あめとりゲームを取り入れたことで児童は意欲的に学習に取り組むことができた。また，

問題提示を工夫し，問題づくりの場面を設定したことで 「今度は４個でやってみたい」，
等の問いをもつことにつながった。

・実際に用意したあめが気になってしまう児童への配慮や児童のつぶやきの取り上げ方，授
業の最終場面の教師の働きかけの在り方を，今後の課題としていきたい。

表２ 児童の感想

・先生が問題をいっていないのに

問題の内容が分かってすごいと

思いました。

・あまりのあるわり算があること

が分かったので，あまりのある

わり算のことをもっとべんきょ

うして，もっと知りたいです。

・なぜあまりがでることが分かる

のかも知りたいです。

・３の段にない数でも３でわれる

ことをはじめて知りました。

・ジャンケンで勝ったら３個取っ

たけれど，今度は４個でやって

みたい。
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授業実践６ 第３学年「重さ」

１ 単元の目標

重さについて理解し，簡単な場合について，それらの測定ができるようにする。また，お

よその見当をつけたり，目的に応じて単位や計器を適切に選んで測定したりできるようにす

る。

２ 単元の評価規準

算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての
関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解

・目的に応じて単位や計 ・目的に応じて測定のた ・およその大きさの見当 ・およその大きさの見当
器を適切に選んで，測定 めの適切な単位を選んだ をつけたり，目的に応じ をつけ，測定に用いる単
しようとする。 り判断したりする。 て単位や計器を適切に選 位や計量を適切に選択す
・測定して得られた数値 んで，測定したりするこ ることを通して，単位の
を，適切な単位を選択し とができる。 大きさについての豊かな
することにより，扱いや 感覚をもっている。
すい大きさにすることの
よさに気付く。

３ 授業の構想

(1) 児童の実態について

表１の事前調査より，児

童たちの重さに関する意識

は感覚によるところが大き

いと言える。重さを見ただ

けで判断したり，形を変え

ることで重さは変わってし

まったりと考えている。項

目②では 「粘土はつぶした，

方が重い ，項目④では「ラ」

ンドセルを体重計の上に置

いた方が重い ，項目⑤では」

「座って体重計にのった方が重い」と考える児童が多かった。また，項目③では，極端に

軽い葉っぱや紙１枚，髪の毛１本には，ほとんどの児童が重さはないと考えている。これ

らのことから，実際に測定する活動や考え方を話し合う活動を多く設定し，重さの概念を

確実に身に付けさせたいと考える。

(2) 単元の構成

「どれが重いの？ 「どれだけ重いの？ 「もっと比べてみたいな」」 」

重さをくらべよう（導入）重さのくらべ方（３時間） ①

はかりではかろう もっと重い物の重さは？ 「どれが一番重いの？一番軽いの？」„「 」「 」

重さを数で表そう重さを量ろう（３時間） ②

「形を変えても重さは変わらないの？」 「どれだけ重いの？」„

「もっとたくさんのものを比べたい」重さの疑問を解決しよう ３時間（ ）

どこでも通じる数で表そう„ ③

「重さにも単位ってあるの？」練習・まとめ（１時間）

○同じくらいの重さのものを手や天秤を用いて比べる算数的活動を単元の導入に位置付け

る。

(3) 本単元における「問い続けながら算数を創り上げる」ことについて

重さは，目に見えないものである。そこで，比べる方法を考え，実際に重さを比べるこ

とを通して，直接比較から間接比較につなげていきたい。さらに 「ただ単に重い」から，

「どれくらい重い 「～のいくつ分」という考えを通して自分たちだけの単位を創り上」，

。 ，「 ， 」げていく喜びを感じさせたい そして どこでも通用するためには どうしたらよいか？

という疑問から普遍単位を導入していく。

表１ 重さの学習についての事前調査
項 目 回 答

①重いか軽いかは，見ただけで判断できますか？ できる できない

17人 19人

②合わせると同じ大きさになるねん土の形を変えま 全て同じ

す。重さはどうなるでしょう？ 18人

・丸くする・つぶす・２つにする・４つにする

・細くする

③重さがあるものはどれですか？ 全てに重さがある

・イチゴ１つ・空のビニール袋・ノート １人

・紙１枚・葉っぱ・髪の毛１本

④体重計にランドセルを背負ってのるときと，置い どちらも同じ

てのるときでは，重さはどうなるか？。 16人

⑤体重計に立ってのるときと，片足でのるときと， どれも同じ

座ってのるときでは体重はどうなるの？ ９人

（平成17年２月14日実施 第３学年１組36人）
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４ 授業の展開

(1) 本時のねらい

重さを比べる方法について考え，間接比較の考えを用いて，重さが比べられることが分

かる。

(2) 本時の主なる指導の手だて

ア 曖昧さを生む操作的な算数的活動を取り入れた学習問題の工夫

イ つぶやきや関わり合いを大切にした学習活動の工夫

(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 量比べをする。 ・端をそろえれば，どちらが長いかすぐ 既習内容の量をそれぞれに

・長さ比べをする。 にわかるよ。 合った方法で比べることで，

・かさ比べをする。 ・同じ容器に入れれば，どちらが多いか 重さ比べの伏線になるように

すぐに分かるよ。 する。

２ 本時の学習問題を把握する のり，ホチキス，乾電池の。

実物を見せ，同じくらいの重学 習 問 題
さなので，見た目だけでは曖どれが一番重い？ どれが一番軽い？
昧さが残るような提示をする。重さの比べ方を考えよう。

重さを判断していく活動を

通して，重さが比べられるこ

とや判断の仕方に気付かせて

３ 予想をするとともに，問題 ・乾電池が１番重いと思う。 いく。

解決の見通しをもつ。 ・のりの方が重いんじゃないかな。

○どれが重いと思いますか。 ・ホチキスは，どうだろう。 手に持って比べさせること

○どのようにして比べるとよ ・手に持って比べればいいんじゃない。 によって，感覚で比べること

いですか。 ・何か比べる道具があれば，すぐに分か への曖昧さにつなげる。

◎見ただけで，比べることは るよ。→はかり，天秤

できませんか。 ・見ただけでは分からないよ。

・やっぱり，乾電池が重いよ。

・いや，ホチキスだよ。

４ 見通しをもとに 話し合う ・手で比べる方法は，人によって感じ方 シーソー遊びなどから，天， 。

○実際に手で持って比べてみ が違うので，どれが重いか決めるのは 秤を連想できるようにしたい。

よう。 難しいよ。 天秤での比べ方のよさを感

○どれが重かったですか。 ・天秤を使うと 下がった方が重いから じることができるようにした， ，

どちらが重いかすぐに分かるよ。 い。

５ グループで道具を使って， ◇天秤を使って，重さ比べをする。 ただ単に重さの順番を決め

比べる。 ・ホチキスが一番重かったよ。 るだけでなく，その順番が分

○天秤を使って，重さ比べを ・一番軽いのは，のりだったよ。 かった過程も記録できるよう

してみよう。 に指示をする。

○比べた順番と結果を記録し 天秤の使用回数については，

ておきましょう。 なるべくつぶやきを取り上げ，

・ホチキス，乾電池，のりの順になりま それを共有しながら考えさせ

６ グループの結果を，全体で した。 たい。これは，間接比較にも

話し合う。 量った方法を図や言葉で説明する。 関わることなので，大切に扱◇
○どんな重さの順番になりま ・天秤は，３回使いました。 いたい。その際，リレー式 に注)

したか。 ・天秤は，２回ですみました。 発表させることで，考えをよ

○比べ方を説明してください ・ まず 「次に 「もしも 「うまく り共有できるようにする。。 「 ，」 ，」 ，」

◎どうして，２回ですんだの いけば 」などの言葉を使って，比べ，

ですか。 方の説明をする。

なるべく少ない回数で ・傾き具合の違いって表せないかな。 【評価】（ ）

・重さの順番は分かったけど，どれくら 比べるものの重さを進ん

７ 本時の学習を振り返り，次 い重いのかな。 で調べようとする。

時への「問い」がもてる。 ・もっとたくさんのものを比べたい。 関心・意欲・態度)（
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○天秤の傾き具合は？ ・みんなが，分かりやすい表し方はない 間接比較の考えで重さを

○重さを数で表すことができ のかな。 比べることができる。

（ ）るのかな。 数学的な考え方

注)児童は途中まで発表し，その後を違う児童が発表を続ける。

５ 授業の実際と考察

(1) 学習問題について

児童は，重いか軽いかは見た目で判断でき，持てば確実

に分かると感じている。そこで，重さの似た身の回りにあ

る電池，のり，ホチキスの三種類のものの重さ比べを行っ

た。10ｇも違わないこの三種類のものを手で持っただけで

比べることは，困難で曖昧さを残すこととなった。このこ

とから，どのようにすれば確実に重さを比べることができ

るかと，児童たちが考えを見いだしていった。また，電池

は，単２と単３の２本を１セットとすることで，任意単位

天秤による重さ比べの活動の様子の考えを生み出すための伏線となるようにした。

(2) 操作的な算数的活動について

グループで，天秤を使い重さ比べを

行った。右のように比べ方はいくつか

あったが，すべてのグループの解答が

同じになった。ほとんどのグループは

３回量った後に重さの順番を話し合っ

ていたが，１グループだけ２回比べた

後に順番を話し合っていた。しかし，

天秤を使う際，何ものせていない時の

釣り合いを確認せずに比べてしまい，

結果が違ってしまったグループも見ら

各班の考え方（例）れた。 基準をそろえることの大切さも

確認することができた。

(3) 疑問や考えを共有することについて

結果はすっきりしたが，比べた過程を話し合う際，上記の４班のように「２回ですむ

の？」のつぶやきから，同じ疑問を持っていた児童が多かったようで，自然につぶやきが

受け入れられ，安心感さえ感じた。このつぶやきを基に，グループで話し合いをさせ，全

体での話し合いを通して，４班のように「電池とホチキスで比べると，ホチキスの方が重

くて，電池とのりで比べると，電池の方が重いから，ホチキス，電池，のりの順になる。

だから，のりとホチキスを比べなくても，順番が分かる 「２班の３回目は，比べなく。」

てもよい 」つまり 「うまくいけば，２回ですむ 」ということが共有され，間接比較の。 ， 。

考え方が深まっていった。

６ 授業実践のまとめ

○本時の学習問題を提示する前に 「長さ」や「かさ」の比べ方を確認したことで，量を比，

べるときには 「それに合った方法で比べなければならない 」ということが強調でき，， 。

重さ比べの方法を考える意欲を高めることができた。

○身の回りにある同じような重さの物を比べたことは，見た目や手で持っての感覚の違いを

， ， 。目の当たりにし 曖昧さやずれを感じさせることができ 児童の問題意識を高めていけた

○天秤を使って重さ比べを行ったことは 天秤の使い方の確認ができたともに道具を使う よ， 「

さ」(信頼性)にも気付いていった。また 「どちらがどれだけ重い 「もっとたくさんの， 。」

ものの重さ比べをしたい 」という新たな児童の疑問に発展していった。。

， ， 。○天秤を使って量り 話し合うことで 直接比較から間接比較の方法を考えることができた

さらに，乾電池二つを比べる対象としたことは 「～のいくつ分」という考えを自然に生，

み出すことができ，次時の学習につなげることができた。
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授業実践７ 第４学年「分数」

１ 単元の目標

端数部分の大きさや等分してできる部分の大きさなどを表すのに分数を用いることや分数

の表し方を理解する。また，単位とする量分数のいくつ分かをとらえ，その大きさを分数を

用いて表すことができるようにする。

２ 単元の評価規準
算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての

関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解
・分数を用いると整数で ・分数を端数部分の大き ・１より小さい大きさや ・分数の構成や分数の大
表せない端数部分の大き さや等分してできる部分 等分した大きさを分数を きさについての豊かな感
さや等分してできる大き の大きさとして考える。 用いて表すことができ 覚をもっている。
さなどを表すことができ る。 ・分数は単位分数の幾つ
るなどのよさに気付き， 分かで表せることを理解
進んで日常生活に生かそ している。
うとする。 ・帯分数，仮分数，真分

。数の意味を理解している

３ 授業の構想

(1) 児童の意識について

表１の項目①より，新しい

内容の学習に期待しているこ

とが分かる。また，項目②よ

り既習内容を生かそうとして

問題に取り組んでいる児童が

多い。しかし，項目③より，

図や表などに表し工夫して問

題を解こうとしている児童は

半数以下である。また，項目④より，問題が解決できたものの疑問に思うことやさらに解

決してみたいことを見つけようとする児童も多くはないことがうかがえる。

(2) 単元の構成

分けた大きさの表し方は？（導入）「いくつ分？ 「同じ なのに…」」 — ①

「紙テープの長さの関係は？」分けた大きさ（３時間）

長さを分数で表すと„ 「 」大きい分数と小さい分数があるの？ ②

「長さは分数で表せるの？」分数の大きさ（４時間）

「 と ｍって，ちがうの？」„ — —

かさも分数で表そうよ練習・まとめ（３時間） ③

「長さと同じように，かさも分数で表せるの？」○ある長さのいくつ分かを調べ，分

数で表す活動を単元の導入時に位置付ける。

(3) 本単元における「問い続けながら算数を創り上げる」ことについて

分数は，本単元で初めて学習する。したがって，等分するという考え方を定着させなが

ら，数の世界を拡張していきたい。また，分割分数で表すと，もとの大きさがちがう場合

， ，に同じ でも大きさが違うなどのずれを体験し 話し合いを通して解決していく過程から—

分数の意味理解を深めていきたい。

４ 授業の展開

(1) 本時のねらい

紙テープを使って「いくつ分」や「何等分した１つ分」などを考える活動を通して，分

数での表し方を知り，基にする量の大切さに気付く。

(2) 本時の主なる指導の手だて

ア ずれを生む操作的な算数的活動を取り入れた学習問題の工夫

表１ 進んで課題解決に取り組むことについて (人)
項 目 ア イ ウ エ

７ 17 ４ ０①算数で新しい内容を勉強するのは，わくわくしたり，楽

しかったりしますか。

７ 15 ５ １②算数の問題を解くときに，前に解いた問題と似ていると

ころと違っているところを考えようとしていますか。

５ ７ 15 １③算数の問題を解くときに，問題を図や表などに表して，

わかりやすく考えようとしていますか。

７ ８ ７ ６④算数で，自分の学習を振り返り，疑問に思うことやさら

に解決してみたいことを見つけようとしていますか。

アする イどちらかといえばする ウどちらかといえばしない エしない

（平成16年11月５日実施 第４学年１組28人）
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イ つぶやきやかかわり合いを大切にした学習過程の工夫

(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

。１ 本時の学習問題を把握する

学 習 問 題
紙テープの長さは，それぞ長さを，それぞれくらべてみよう。

れ，１ｍ,75cm，66.7cm，50c

m，33.3cm，25cmとするが，

どの辺の長さも示さない。

目分量の発言を大切にす

る。

「いくつ分」という考えな

ど，学習の方向性を示すよう

な発言やつぶやきを黒板に書

き留めておく。

２ 予想をするとともに，問題 ・①番の半分が④番かな。 長さを求めたいという気持

解決の見通しをもつ。 ・②番と⑥番で①番の長さくらいかな。 ちが強いと思われるので，そ

○どんな関係になっていると の気持ちを発問に生かすよう

思いますか。 ◇いくつに分けられているか分かればよ にする。

○なるべく少ない回数で，す いことに気付く。

べての長さを求めるために

は，どのようにすればよい

ですか。

友達と関わり合いながら協

３ 見通しをもとに，グループ ・紙テープを並べることにより関係を調 力して調べられるよう配慮す

で紙テープを使って考えてい べる。 る。

く。 ②＋⑥＝①，④＋⑥＝②，⑥×２＝④ それぞれの関係の表し方は

○実際にどのような関係にな ⑥×３＝②，⑥×４＝①，③＋⑤＝① 式でも言葉でも図でも自由に

っているかを調べてみよう ⑤×２＝③，⑤×３＝① させたい。。

４ 調べたことを話し合う。 ・②＋⑥＝①，④＋⑥＝②，③＋⑤＝① 「いくつ分」と「等分」と

○グループごとに調べたこと ・⑥の４つ分が① の関係を確認する。

を発表し，話し合う。 →①を４つに等分した１つ分が⑥ ②＋⑥＝①，④＋⑥＝②，

・⑥の２つ分が④ ③＋⑤＝①の関係からも，い

→④を２つに等分した１つ分が⑥ くつ分が分かることを考えさ

・⑥の３つ分が② せたい。

→②を３つに等分した１つ分が⑥

・⑤の３つ分が① 何を基準にするかで，言い

→①を３つに等分した１つ分が⑤ 方が変わってくることをおさ

・⑤の２つ分が③ える。

→③を２つに等分した１つ分が⑤

・１つのことを言うのに２つの言い方が

あって，分かりづらい。

◇みんなが分かりやすい表し方を考えて

いく。 つぶやきを取り上げ，それ

５ みんなが分かりやすい表し ・ 分数」での表し方を知る。 を共有することで，学級の疑「

方で表す。 ・４で調べた関係を分数を用いて表す。 問として，どのように表せば

○「分数」というもので表し ◇同じ でも，長さが違う。 よいかを考えさせたい。—
てみよう。 ◇同じ でも，長さが違う。“

○分数で表したときに，何か ◇⑥や⑤は，いくつも表し方があるのは 考え方の理由も問うように

感じたことはありませんか なぜかを考える。 する。その際，リレー式 に。 注)

・テープ図を用いて考える。 発表させることで，考えをよ

６ 疑問を話し合う。 り共有できるようにする。

○長さが同じなのに，分数で ◇基にする長さが違うから，分数で表し

① 青

② 黄

③ 水色

④ ピンク

⑤ 緑

⑥ 赤
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表すと違うのはどうしてで たときに違ってくることに気付く。

しょうか。 【評価】

長さの関係を進んで調べ

７ 本時の学習を振り返り，次 ・紙テープの長さを求めてみたい。 分数の表し方のよさを知

。 （ ）時への「問い」がもてる。 る 関心・意欲・態度

○幾つ分かが分かったので， 分数で表す際の疑問点を

紙テープ１つの長さを測っ 考えることができる。

（ ）て，全ての長さを求めてみ 数学的な考え方

よう。

， 。注)児童は途中まで発表し その後を違う児童が発表を続ける

５ 授業の実際と考察

(1) 学習問題について

長さに関するたくさんの関係が見つけられるように，紙テープの長さを，青(１ｍ)，黄

(75cm)，水色(66.7cm)，ピンク（50cm)，緑(33.3cm)，赤(25cm)とした。本単元の学習で

は，それら長さに関する関係を見つけ解決していくことで，分数の意味理解を深めること

につながるものと考える。児童は長さの関係をたくさん見つけようと意欲的であった。中

には，見た目で「青から黄色になるとき，赤の長さ分減っている 」や「赤＋黄＝青」等。

の関係式も児童から出てきた。たくさんの関係を見つけたい，早く調べたいという気持ち

が高められたと同時に，関係式が最初に出たことで本時の活動への方向性も見いだせた。

(2) 操作的な算数的活動について

実際に長さを測らなくても，関係を見つけている班があった。

わけを聞いてみると 「ピンク＋ピンク＝青ならば，ピンク２つ，

分で青だから，ピンクと赤２つで青になるから，赤２枚は，ピン

ク１つ分になる 」と筋道を立てて考えていた。また 「同じ長さ。 ，

を何個か集めて青になるのは，これだけじゃないの？ 「そうだ」

比べる活動の様子ね。だって，他は青の半分より長くなってしまうから 「だから，。」

黄色と水色は他の色を使わないと，青になれないわけだ 」など，話し合いながら活動し。

ていた。

表２ 話し合いの様子(3) 疑問や考えを共有することについて

児童たちが見つけた関係

を発表した後，表２のよう

な話し合いがもたれた。こ

の中のＣ５とＣ６，Ｃ７と

Ｃ８，Ｃ９とC10のように二

つの長さの関係の表し方は

児童の発表の様子二通りあり，どちらで表せば

よいかと疑問がもたれた。どちらを基準にするかで，表

し方が二通りあることに気付き，基準にするものの重要

性が確認できた。Ｃ14やＣ15のように児童なりの問いが

もてたことは，次時の学習にもつながった。

６ 授業実践のまとめ

○多くの関係が潜んでいる問題を提示したことは，児童の

意欲を高めたとともに，単元を通しての学習に見通しを

もたせることができた。

○グループでの算数的活動を取り入れたことは，友達同士

の関わり合いが増え，多様な考えから長さについての様々な関係を見いだすことにつなが

った。

・長さを比べることに関して多くの関係が潜んでいたので，意欲が増した反面，考え方の表

し方や表示の仕方等で複雑になってしまった点などが課題として残った。

。Ｔ :どんな関係になっていますか
Ｃ１:ピンクの２つ分で青になるの

は，ピンク×２＝青
Ｃ２:ピンクは，青を半分にしたも

の。
Ｃ３:半分って，２等分って言う。
Ｃ４:赤は，青を４等分したもの。
Ｔ :ここで，これらは全部青が基

準となっているが，青以外を
基準にしたら どうなるかな？，

Ｃ５:赤の３つ分は，黄色。
Ｃ６:黄色の３等分は赤。
Ｔ :他にない？
Ｃ７:赤の２つ分はピンク。
Ｃ８:ピンクの２等分は赤。
Ｔ :水色が余っているよ？
Ｃ９:緑の２つ分は水色は。
Ｃ10:水色の２等分は緑。
Ｃ11:どの関係も，２通りの方法で

表している。
Ｃ12:でも，どっちで表していいの

かが分からない。
。Ｃ13:基の数を青にしていけばよい

Ｃ14:黄色はどう表せばいいの？
Ｃ15:分かりやすく表すことのでき

？る方法はないかな
Ｔ :いいところに気付いたね。分

かりやすく表すことはできな
いのかな
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授業実践８ 第４学年「角の大きさ」

１ 単元の目標

角の大きさについて理解し，それを測定することができるようにする。

２ 単元の評価規準

算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての

関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解

（ ，・角の大きさについて関 ・普遍単位を用いて，角 ・分度器を用いて角の大 ・角の大きさの単位 度

心をもち，角の大きさに の大きさを表す方法を考 きさを測定したり，必要 °）と測定の意味を理解

着目して，身近にある図 える。 な角の大きさを作図した している。

形をとらえようとする。 りすることができる。 ・角を見て，90°より大

きいか小さいかをとらえ

るなど，大きさについて

の豊かな感覚をもってい

る。

３ 授業の構想

表１ 問い続けるということについての児童の実態 (人)(1) 児童の実態について

児童は，新しい学習を楽 ア イ ウ エ①算数で新しい内容を勉強するとき，わくわく

しみにしている。また，問 17 16 １ ３したり，楽しかったりしますか。

いを見つける習慣もほぼ身 ア イ ウ エ②算数で，ぎもんに思うことやさらにかいけつ

に付いているといえる。 18 15 ３ １してみたいことを見つけようとしていますか。

③算数で好きなのは，どの学習ですか （複数回答）児童は，図形や文章問題 。

計算 29 ・図形 14 ・文章問題 14 ・はかる 23に取り組むことよりも計算 ・

④やってみたいと思うのは，どんな問題ですか （複数回答）の学習に取り組むことを好 。

知りたい，できるようになりたいと思っていた問題 18む傾向が見られる。児童の ・

先生が出した問題 18 ・自分たちで考えた問題 ８興味や好奇心を引き出しな ・

ア する イ どちらかといえばするがら，問題を設定し，話し

ウ どちらかといえばしない エ しない合い活動を通しながら本単

（ ）元の学習への見通しがもて 平成17年７月15日実施 第４学年１組37人

るようにしたい。

(2) 単元の構想

「どっちの角が大きいの？」

どっちの角が大きいの？（導入）角の大きさ（１時間） ①

「どうやって角の大きさを比べようかな 」„「角の大きさはどうやってはかる 。

んだろう 」。

角の大きさのはかり方（４時間）

「角をかけるようになりたいな 」„ 。

角のかき方（２時間）

„

まとめよう（１時間）

○回転角としてのワニの口の大きさ比べを単元の導入に位置付け，工夫して大きさ比べを

行う算数的活動を取り入れる。

(3) 本単元における「問い続けながら算数を創り上げる」ことについて

角の大きさ比べをすることにより，長さや重さと同じように角にも普遍単位が必要性で

あることを感じさせていく。そして，三角形の一部としての角から回転角としての角の大

きさをとらえさせることにより，より大きな角に対しても「はかりたい 「かきたい 」。」 。

という意欲をもたせていく。
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４ 授業の展開

(1) 本時のねらい

多様な操作的な算数的活動を通して，角の大きさを比べる方法を考える。

(2) 本時の主なる指導の手だて

ア 児童の問いを引き出す学習問題の工夫

イ 児童のとまどいや疑問を大切にした話し合い活動の工夫

(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ いろいろなくらべっこにつ ・２年生で長さくらべをしたよ。 比べる方法や道具，単位な

いて話し合う。 ・３年生では 重さくらべをしたよ どについて振り返るとともに，， 。

・水のかさくらべもしたよ。 本時の学習への見通しをもた

２ 本時の学習問題を把握する せる。

学 習 問 題 ワニの兄弟が口の開け方比

ワニの兄弟が口の開け方くらべをしています。 べをしているやりとりを見せ

口の開きぐあいが大きいのは，どのワニでしょう。 ながら，本時の学習問題をと

らえさせ，学習意欲を高める

３ 答えを予想するとともに， ・お兄さんワニが一番大きく口を開 ようにする。

問題解決への見通しをもつ。 けていそうだ。

○どのワニが口の開き具合が ・弟よりお姉さんワニの方が口の開 「角」という用語は，１学

大きいといえるかな。 け方が大きく見えるよ。 期に「三角形と角」で学習し

○ワニの口の開き具合の大き ・弟の方がたくさん開けているみた ているが，ここでもう一度確

さ（角の大きさ）を比べる いだよ。 認する。

には，どのようにすればい ・お兄さんのも「角」っていうのか 反対を向いているワニを示

いだろう。 な？ すことにより，回転させたり

◇角の大きさを比べる方法を考える 裏返したりしても角の大きさ。

・切り抜いて重ねよう。 は変わらないことを確かめる

・ものさしで口の開き具合を測って ようにする。

みよう。 口の大きなワニと小さなワ

・三角定規は使えないかな。 ニを示すことにより，角の大

・コンパスも使えるかもしれない。 きさは辺の長さによらないこ

とを確かめるようにする。

４ 見通しをもとに，お姉さん ・重ねて比べるときには，頂点と１

と弟の口の開き具合（角の大 つの辺をきちんと合わせないとい 分度器を知っている児童も

きさ）を比べる。 けないね。 いるが，大きさ比べでは使わ

○自分の考えた方法で角の大 ・上の先と下の先を結んだ線の長さ ないこととする。

きさを比べてみよう。 を測ってみよう。 角の大きさも，長さや重さ

○比べるときに気をつけるこ ・三角定規の一番小さい角のいくつ のように数値で表すことがで

とはないかな。 分かを数えてみよう。 きると便利であることに気付

○困ったことはないかな。 かせたい。

５ 調べたことを学級全体で話 ◇角の大きさを比べるのに，よりよ

し合う。 い方法について話し合う。 【評価】

○お姉さんと弟の口の角は， ・切り抜いて重ねるのは，正しく比 角の大きさを工夫して比

どちらが大きいといえるか べられると思うけど，重ねられな べようとする。

な。比べ方をそれぞれ発表 いときに困るよね。 (関心・意欲・態度)

しよう。 ・動かせない物だったらできないよ 既習事項を生かして角の。

○角の大きさを比べるのに， ・口の先の長さを測るのは，口が大 大きさを比べる方法を考え

よい方法を見つけよう。 きいと有利だよ。開き具合には関 る。 (数学的な考え方)

係ないよ。

・三角定規を使うのは正しくできそ
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うだけど，めんどうだね。

・違いが少しだったら，分かりずら

いよ。

６ 本時の学習を振り返り，次 ・何か，いい道具はないかな。 分度器について知っている

時への「問い」がもてる。 児童には，実物を使って紹介

○今日の学習で分かったこと ・ワニがもっと口を開けても「角」 させる。

は，どんなことですか。 って言うのかな。

○これから，どんな学習をし ・他にも「角」のある物を探してみ ワニの口を180度より大きく

ていきたいですか。 たい。 開いて見せることで，次時以

降の児童の「問い」につなげ

◎分度器のしくみを調べよう ・分度器って何だろう。 る。。

・分度器で，どうやって角の大きさ

を測るんだろう。

５ 授業の実際と考察

(1) 学習問題について

学習問題を提示するときに，教師用の大きなコンパスにワニの上あごと下あごの絵を貼

り付け，それを開いて見せることにより，学習問題に興味をもたせ，学習意欲を高めるこ

とができた。また，実際にワニの口を開いたり閉じたりすることにより，固定された角で

なく回転角としての角の大きさをとらえさせることができ，展開の学習活動６で，身の回

りの角について「12時 「３時」という時計の針の動きや 「ジャンプの回転」をあげる」 ，

児童がいた。

また，コンパスを90°より大きく，さらに180°より大きく開くことにより，角を鋭角

としてのみとらえがちな児童に，より大きな角があることを感じ取らせた。このことが，

第２時の指導後に 「180°よりもっと大きな角をはかりたい 「角は360°までしかない， 。」

の 」などの児童の問いが生まれた「きっかけ」になったと考える。。

(2) 児童のとまどいや疑問について

児童たちが角の大きさを調べた結果を発表した後に 「困ったことはなかったかな 」， 。

と発問したところ，以下のような児童のとまどいや疑問が見られた。

・コンパスだけじゃあ，無理だった。

・ 角の中に三角定規の頂点をあてて直線を引くのは）線が短いと近く感じる。線が（

長いと角が大きく見えるんだと思います。遠く行けば，広がって見えるから。

・ ものさしで口の大きさを測るのは）意味がないと思う。体が大きい方が有利だよ（

・ 重ねるのは）透けて見えなかったら困るよ。（

・ 重ねるのは）動かせなかったらできないじゃん。（

そして，児童は「全部だめじゃないか 「じゃあ，どうしよう 「何かないの 」のよ。」 。」 。

うにとまどいや疑問などから解決を目指し，話し合いを進めていった。

「どうしよう 」という声が児童から聞かれたとき，分度器（名前だけ）を知っている。

児童が２名いたので，その児童たちに 「分度器は？」と問いかけた。この言葉を投げか，

， 「 」 ，けたのは 本時の授業の導入時に どうやって比べようか と児童たちに投げかけた際に

２名の児童からの「分度器 「何度」という発言を受け，黒板の端の方にこの二つの言葉」

を書きとめておいたからである。

その後，以下の表に示すようなやりとりが児童同士で行われた。

Ａ児(分度器を知らない子) ： それ何？」「

Ｂ児(分度器を知っている子) ： これだよ （実際に分度器を出して皆に見せる ）「 。」 。

Ｃ児(分度器を知らない子) ： どうやって使うの？」「

Ｂ児(分度器を知っている子) ： 分かんないけど」「

Ｃ児(分度器を知らない子) ： 角のくらべっこに使えるのかな？」「

※他の子どもたちからも「それって使えるの」というつぶやきが聞かれた。
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(3) 児童の感想から

学習後の児童の感想には，以下のようなものが見られた。

〔分かったこと〕

・重ねやコンパスや三角定規やものさしで口の開き具合はちゃんとは調べられないん

だな （７人）。

・いろいろなやり方で角の大きさを調べられると分かった （５人）。

・体の大きさは関係ないことが分かった （３人）。

〔知りたいこと〕

・分度器でどうやってはかるんだろう （13人）。

・分度器ではかれるようになりたい （６人）。

・分度器を使ってみたい （６人）。

・分度器って何だろう （４人） ※分度器に対する興味や関心が高い。。

６ 授業実践のまとめ

○学習問題でワニの口を180°以上広げてみせることにより，回転角のイメージを広げ，第

２時以降の学習においても児童に「問い」を持たせることができた。

○児童のとまどいや疑問を学級全体で話し合うことにより，既習以外の測定道具や測定方法

の必要性を児童の中から導き出すことができた。

・どちらがどれだけ大きいかという視点に気付かせる点が不十分であったことから，角の大

きさを数値で表す必要性を，児童に気付かせることができなかったことが課題である。
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授業実践９ 第５学年「小数をかける計算」

１ 単元の目標
乗数が小数である場合の乗法の意味について理解するとともに，計算の仕方を考え，それ

らの計算をできるようにする。

２ 単元の評価規準
算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての

関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解

・小数の乗法の計算の意 ・小数の乗法の計算の仕 ・小数の乗法が用いられ ・小数の乗法がどのよう

味について，数直線や図 方について，小数の意味 る場面において，計算の な場面でどのように用い

などを用いて，整数の計 と表し方，数の相対的な 意味などを数直線や図に られるのかを理解してい

算の意味と関連付けて考 大きさの見方や計算の性 表したり，式に表したり る。

えようとする。 質などを生かして考え することができる。 ・小数どうしの乗法の計

る。 ・小数どうしの乗法の計 算の仕方について理解し

算ができる。 ている。

３ 授業の構想
表１ 小数のかけ算についての実態調査(1) 児童の実態について

正答者数表１の実態調査より，既習内容の小数のかけ 内 容
① 6.4×３＝64×３÷□ 29人算のについての計算技能（問題②③④）につい
＊既習内容の小数のかけ算ては，おおむね正しく計算できている。問題④
② 3.7×４ 36人については，小数点以下の０を消さなかった，
③ 1.6×38 34人誤答が多かった。
④ 23.5×６ 31人しかし，問題①のように式の意味を考えた式
＊未習内容の小数のかけ算の変形については，正答数が減っている。さら
⑤ ６×1.3 25人に，未習内容の小数のかけ算（問題⑤⑥）につ
⑥ 4.2×6.8 12人いては 問題⑤は正答数が半数以上いたものの， ，
(平成17年７月20日実施 第５学年１組 38人)問題⑥はかなり減っている。小数点の位置の誤

答がほとんどであった。
これらのことから，計算の技能は多くの児童が身につけているが，小数のかけ算の意味

理解については，十分であるとはいえない。
(2) 単元の構成

小数もかけられるの？（導入）「 」「 」小数もかけられるの？ どうすればいいの？ ①
「テープの代金は？」整数×小数（２時間）
いろいろな長さのテープを買おう！„「かけられる数も小数だったら？」 ②

「かけたのに，どうして答えが小さくなるの？」 「簡単に計算できないかな？」

小数×小数（３時間）
「小数も計算しやすい順で計算してもいいの？」„

小数の計算のきまり（１時間）
„

練習・まとめ（２時間）
○実際の長さの紙テープを用いることにより，整数をかけることから小数をかけることに

数を自然に拡張できるようしていきたい。また，テープ図などを用いたりして小数をか
ける計算の意味理解を図る学習を単元の導入に位置付ける。

(3) 本単元における「問い続けながら算数を創り上げる」ことについて
児童は１学期に 「小数×整数」を学習している。本単元では 「整数×小数」そして， ，

「小数×小数」と拡張していく。数を整数から小数に拡張していく際 「もし，2.5ｍだ，
ったら･･･ 「どちらも小数だったら･･･ ，積に目を向けた「どうして，答えが小さくな」 」
るの？」などの，児童のつぶやきを大切にし，児童の問いを発展できるようにしていきた
い。そして，乗数が小数の場合でも，整数の場合と同様に立式し計算できるということや
積の大きさの関係を気付かせていきたい。

４ 授業の展開
(1) 本時のねらい

乗数が小数の場合でも，乗法の式に表せることに気付き，図や数直線，式，計算の性質
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など既習内容と関連付けながら，計算方法を見いだそうとする。
(2) 本時の主なる指導の手だて

ア 問いを発展できるような条件不足問題の提示
イ つぶやきやかかわり合いを大切にした学習過程の工夫

(3) 展開
学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 本時の学習問題を把握する 買ったテープの長さを□ｍにす。

ることで，□の中に整数を入れた学 習 問 題
り，小数を入れたりすることがで１ｍ80円のテープを□ｍ買いました。
き，整数×整数から，整数×小数代金はいくらでしょう。
の考えにつなげられるようにす

２ 問題について話し合う。 ・買った長さが分からないので，代 る。

○どうすれば，テープの代金 金が分からない。 式で表す時には，言葉の式でも

が分かりますか？ ・２ｍだったら，160円だよ。 表すようにする。

・３ｍだったら，240円だよ。 小数の長さのつぶやきを大切

・だって，80×３＝240だから。 に数を拡張していきたい。

３ □の数を拡張する。 ・もっと長い長さは？ 共通に考える問題のテープの長

○□にいろいろな数を当ては ・1.2ｍや2.5ｍや3.4ｍなどの小数， さを決める。

めてみましょう。 1/2mや3/2mなどの分数のときは， 代金の予想は，範囲指定で表す

いくらかな？ ようにし，見積もりをさせ，その

○いくらぐらいでしょう。 ◇代金の予想をする （2.5mのとき） 根拠も明らかにさせる。。

・240円より安い。 小数をかけることについて，

・200円。 紙テープを用いて確認する。

・80×2.5で求められそうだ。

◎小数もかけられるの？ ・整数の時も，１ｍの値段×長さ 思考の滞っている児童には，

で求められたから。 実際にテープで長さを示し，視覚

・小数倍の考えを使ったから。 的に考えられるようにする。

４ 自力解決をする。 ◇求め方を考える。 自分の考えに，見直しをさせた

○自分で考えた方法で求めた ①紙テープを用いて考える。 り，考えの根拠をはっきりさせた

みよう。 ②80×2.5かな？ い。

③２ｍと50cmに分けた考え方 式だけでなく，図や数直線，言

○考えた理由も書きましょう 80×２＋80÷２＝200 葉などでその式の意味も表現でき。

④2.5mを10倍し25mを求め10でわる るようにさせたい。

考え方

2.5×10＝25，80×25＝2000

2000÷10＝200 黒板には，式だけ提示するよう

⑤80円を10でわり0.1mの代金を求 にし，話し合いでは，他の子に説

め，25倍する考え方 明させたり，リレー式 に発表注）

80÷10＝８，８×25＝200 させることで，考えをより共有で

⑥交換法則を用いた考え方 きるようにする。

80×2.5＝2.5×80＝200

５ 全体で話し合う。

○どのような方法でどのよう ◇互いの考えを，数直線などを用い

に考えたのでしょうか？ て考え，話し合う。

【評価】

６ 本時の学習を振り返り，次 ・紙テープを用いて分かりやすい。 小数をかける乗法の意味に

時への「問い」がもてる。 ・④と⑤は，整数に直して考えてい ついて数直線や図などを用い

◎考え方のよさや，疑問に思 るよ。 て見い出そうとする。

ったこと等がありますか？ ・⑥の考えは，簡単だね。 (関心・意欲・態度)

・でも ⑥はどちらも小数になた時 既習内容と関連付けながら，， ，

○みんなから出た疑問を解決 計算できないよ。 計算方法を考える。

していこう。 ・小数をかける計算も，もっと簡単 (数学的な考え方)

に計算ができないかな？

注)児童は途中まで発表し，その後を違う児童が発表を続ける。
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５ 授業の実際と考察
表２ 学習問題づくり(1) 学習問題について

買ったテープの長さを□ｍにすることで，□の中
， ，に整数を入れたり 小数を入れたりすることができ

整数×整数の考えから整数×小数の考えにつなげる
ことができると考えた。また，ここで実物のテープ
を提示することより，たとえ小数であっても，整数
と同じ長さとして捉えることができ，小数もかける
ことができるということをより理解させられると考
えたからである。

子どもたちと，□の中の数値を決ていく過程を表
２に示す。□の中の数を，整数，小数，分数だった
りと，思い思いに言っていた。そこで，整数は，既
習内容で解くことができ （1mの値段）×（買った長，
さ）で求められることを確認した。C7により，長さ
が小数に拡張され，C12により 「小数もかけていい，
の？ 「2.5ｍのとき，どうすると200円になるの？」」
「80×2.5なの？」という問いが生まれ，学習問題を
作ることにつながった。

(2) 話し合いにより考えを共有することについて
以下に示した４通りの式が出され，発表は式だけ

にした。その考え方を皆で共有するため 「だから」，
や「つまり」などをキーワードにし，他の人が続き
を発表するというリレー式の発表とした。

， ， ，② ③の考えは 計算過程の説明になってしまい
なかなか問題の内容と結び付けて考えることが難しかった。それぞれの考えには，見出し
を付け，考え
の筋道を確認した。

①２ｍと50cmに分けた ②25ｍから2.5mを求める ③0.1mから2.5mを求める ④交換する

80×２＋80÷２ 2.5×10＝25 80÷10=8 80×2.5
=200 80×25=2000, 8×25=200 =2.5×80

2000÷10=200 =200

表３ 話し合いの様子上記の４通りの考えが
共有され, 後の話し合い
を，表３に示す 「簡単。
に求められる方法は？」
という問いかけから，C1
の「④の交換する方法が
最も簡単に計算できる」
という意見から C5の 両， 「
方とも小数だったら,ど
うするの？」という新た

児童の発表の様子な問いが生まれ，次時の学
習につなげることができた。

６ 授業実践のまとめ
○条件不足の学習問題を提示したことは，話し合いにより数値を拡張することができ，学習

意欲を高めることができた。
○答えを先に示し，求め方のみを考えることで，考える視点が焦点化された。また，式だけ

を発表したことは，他の考えを共有し合い，考えを深めることができた。
○それぞれの考えの共通点やよりよい求め方を話し合うことにより，児童は「新たな問い」

をもつことができた。

C１：買った長さが分からないから，代
金が分かりません。

C2 ：２ｍだったら，160円です。
C3 ：１ｍが80円だから，２ｍだから，

80円が２つ分だから。
C4 ：それは，80×２だよ。
C5 ：じゃ，３ｍだったら240円です。
C6 ：80×３だから。
C7 ：2.6535だったら？
C8 ：分数だったら？
T ：2.6535だったらいくら？
C9 ：分からないよ。だって，桁がたく

さんあるから，すぐにはでない。
T ：□の中の数を，何人かに聞いてみ

ましょう。
， ， ， ， ，C10：2.5 3.4567 1/2 ５ 110.2398

15674.986354，987/12345･･･
T ：たくさんの数がでました。みんな

で，解くのにどうしよう。
C11：５だったら，400だけど。
C12：2.5だったら，200だよ。
T ：どして，200なの？
C13：だって，80×2.5だから。
C14：小数をかけていいの？
T ：それでは，2.5ｍはどうして200円

になるかを考えましょう。

T：どの方法が簡単かな？
C1：④の方法が簡単です。
C2：かける数とかけられる数

を逆にすると，計算でき
ます。

C3：①のテープを使うのも分
かりやすいよ。

C4：②，③は，少し面倒。
C5：でも，④は，両方とも小

数だったら どうするの？，
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授業実践10 第５学年「小数でわる計算」

１ 単元の目標
小数の除法の意味について理解し，それらを適切に用いることができるようにする。除数

が整数の場合の計算の考え方を基にして，除数が小数である場合の除数の意味やあまりの大
きさについて理解する。また，小数の除法の計算の仕方を考え，それらの計算ができるよう
にする。

２ 単元の評価規準
算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての

関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解

・小数の除法の計算の ・小数の除法の計算の ・１／１０の位までの ・１／１０の位までの

意味について数直線や 仕方について，既習の 小数どうしの除法の計 小数どうしの除法計算

図などを用いて，整数 小数の仕組みや計算の 算ができる。また，余 の仕方について理解し

の計算の意味と関連づ きまりなどをもとに考 りを求めることができ ている。

けて考えようとする。 える。 る。 ・小数の除数がどのよ

・計算の意味を数直線 うな場面でどのように

や図に表したり，式に 用いられるかを理解し

表したりすることがで ている。

きる。

３ 授業の構想
表１「やってみよう」と思う問題について (人)(1) 児童の意識について

「やってみよう」と思う問 ア 前に習った方法を使えば解けそうな問題 17
題についての回答が表１であ イ いろいろな方法で解けそうな問題 14
る。児童の解決しようとする ウ すこし難しい問題 ７
意欲を喚起する問題は，解決 エ ひみつを見つける問題 ３

表２ さらに深く学習したいと思うときについて （人）への糸口が既習内容に見いだ
せたり，多様な解決方法があ ア より簡単な解決方法を学習したとき 15
ったりする問題である。 イ 好きな学習(単元)のとき 14

難易度があっても意欲を示 ウ 自分の解決方法が正しかったとき 12
す児童も見られた。 エ ほめられたとき 12

また，表２より，簡単な解 オ その他 学習予定が分かっているとき等 ３（ ）
（ ， ）決方法を見いだしたり,自分の 平成16年９月９日実施 第５学年１組28人 複数回答

好きな単元の学習ではさらに学習したいという思いをもつ児童が多い。自分の解決方法が
， 。 ，正しかったり ほめられたりしたときにもさらに学習したいと回答している このことは

自分の学習に自信がもてるということにもつながり，達成感や成就感などが 「問い続け，
算数を創り上げていくこと」にかかわってくると考える。

(2) 単元の構成
「小数でわるってどういうこと？」

われるかな？（導入）整数÷小数（３時間） ①
「小数でわってもいいのかな？」„「小数を小数でもわれるの？」
小数の計算方法は？小数÷小数（３時間） ②

「１より小さい小数でもわれるの？」„「あまりはどうなるの？」
「どんな計算方法なの？」あまりのあるわり算（２時間）
整数÷小数の筆算は？„ ③

「小数÷整数と同じように筆算でできるの？」単元のまとめ １時間（ ）

(3) 本単元における「問い続けながら算数を創り上げる」ことについて
除数が小数の場合でも整数の場合と同様に立式・計算できるという除法の意味を，児童

自らが問い続け，思考を深めながら理解していく授業にしたい。児童は１学期に「小数÷
整数」を学習している。本単元では「整数÷小数 「小数÷小数」と進めていくが 「整」， ，
数÷小数」の学習後に「小数÷小数」は成り立つだろうか，その計算をどのようにするの
だろうか，余りはどんな数なのだろうか，と児童自らが問い続け，解決していこうとする
意欲を持って活動する授業でありたい。そのために，単元導入時の学習問題を工夫し，既
習内容との違いを明らかにすることで，学習への問いを持たせていきたい。特に，児童の

。 ， ，問いやつぶやきを大切にしながら学習への見通しも持たせたい また 整数の場合を基に
テープ図や数直線を利用した算数的活動を工夫しながら，包含除から等分除へと理解を深
め，除数と商の大きさの関係にまで気付かせていきたいと考える。
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(4) 指導の手だて
ア 学習問題の工夫…既習内容・未習内容を含む問題文
イ 発問の工夫…児童が自由に考えられるオープンな発問，問いを引き出す発問
ウ 子どものつぶやきを見逃さない工夫…授業中やノート・カードへのことばかけ
エ 算数的活動の工夫…具体物，テープ図や数直線などの半具体物の活用

４ 授業の展開
(1) 本時のねらい

除数が小数の場合でも，図や数直線等を用いて除法の式に表せることに気付き，その計
算方法を既習の整数の計算に関連させて見いだそうとする。

(2) 本時の主なる指導の手だて
ア 解決していこうという意欲が見られるような学習問題の工夫
イ 児童の問いを引き出す発問の工夫
ウ 小数でわるという意味を考える算数的活動

(3) 展開
学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 「分ける」という意味を確 整数の除法について復

認する。 ・５本です。 習し，わり算の意味を考

○10 の水を２ のペットボト ・10÷２＝５ だから５本です。 えさせたい。ç ç

ルに分けます。

ペットボトルは何本用意すれ ・分けるからわり算です。 除数が小数であること

ばよいでしょう。 ・２ ずつ分けていくからわり算です。 を明確にし，既習の問題ç

○なぜわり算なのでしょう。 と違うことに気付かせ，

○では，1.5 のペットボトルだ ・わり算でできると思います。 疑問や自分の考えを持たç

ったらどうでしょう。 ・小数でもわれると思います。 せる。

小数ですね。小数でわるって ・本当にわり算でできるかな？ 問題はわり算の意味を

できるのでしょうか。 ・小数でわれるかな？ 小数へ広げやすい包含除

を扱いたい。場面の状況

２ 本時の学習問題の題意を理 が把握できるように，具

解する。 体物を用意する。

学習問題

１０ の水を２ のペットボトルに移します。２ のペットボトルは□本必要です。９ の麦ç ç ç ç

茶は1.5 のペットボトルに移します。容器は何本必要でしょう。ç

３ 問題解決への見通しを持つ ・わり算でやってみようかな？ わり算に限定せず，いろ。

○どんな方法でやってみますか ・筆算はできるのかな？ いろな解決方法を考えさ。

○わりざんでできるでしょうか ・数直線を使ってみようかな？ せ，わり算の意味を考え。

○数直線や図で考えてもいいで ・図で考えようかな？ させていきたい。

すね。

４ 各自解決する。 ◇90÷1.5の方法を自分なりに根拠を持 問題解決中，児童に疑

○自分で考えた方法で答えを出 って考える。 問や問いが生まれれば，

しましょう。 ・図で考える。 ＡＴ と協力しできるだ注)

○また，そうなる理由も書きま ・数直線で考える。 け拾いたい。

しょう。 ０ ９ ＡＴは 図・数直線で，
( ) 考えた児童に，わり算でç

「 」探究的な算数的活動 もできるかという 問い

を考えさせる。

テープ図や数直線，半具体物 指導者は，立式し計算１．５

を活用する。 で考える90÷15＝６ ６本 で求めた児童に1.5でわる等 ・å
・計算のきまりから考える やり方を説明できるよう

（９×10）÷（1.5×10）＝６ に考えさせる。

立式し筆算で考える。・
９÷1.5＝６ 1 ．5 ９０ 自分の考えを見直した）

６本 り，考えの根拠をはっき

５ 考えを話し合う。 りさせる。

○どんな方法で，どのように考 ◇互いの考えを認め合いながら，疑問に 筆算方法はあとの「問

えましたか。 思ったことを話し合う。 い」につなげるため深入

◎答えはみな同じになりました ・数直線からも分かるように，1.5 ず りしない。ç

が1.5でわることはできるので つ分けているので，1.5でわることは の考えと筆算に着目å
しょうか。 できると思います。 させ，筆算方法への「問
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・９は，1.5の何倍かを求めることだか い」を持たせたい。

らわり算でできると思います。 実際に６本で正解であ

・計算のきまりを使って，どちらも10倍 ることを実演し，小数で

して整数にすれば計算できると思いま もわれることを確認させ

す。 たい。

６ 本時の学習を振り返り，こ ・わる数が小数でもわり算ができます。 【評価】

れからの学習への「問い」が ・９÷1.5の計算は整数と同じように考 小数の除法の意味

もてる。 えればできます。 について数直線や図

○今日の学習で分かったことは ・計算のきまりを使って，わられる数と などを用いて見いだ

どんなことでしょう。 わる数を10倍すれば整数でわり算がで し，その計算方法を

○これからの時間は，どんなこ きます。 整数の計算の意味と

とを考えていけばよいのでし ・小数のわり算の筆算はどうやればいい 関連づけて考えよう

（数学的な考ょうか。疑問に思ったことは のかな？ とする。

）ないですか。 ・筆算で解いた人もいたけど，1.5の小 え方,関心・意欲・態度

å数点が消されていたのは，なぜ？。

注)AT:ｱｼｽﾀﾝﾄ ﾃｨｰﾁｬｰ◎小数のわり算の計算方法を考 の整数に似ているな？

えていきましょう。 ・もっと小さい数でもわれるのかな？ (市採用補助指導員)

・あまりはどうなるの？

・わる数と商の大きさにきまりはある？

５ 授業の実際と考察
指導案に示した「活動５」の様子を以下に示す。

Ｔ１：どんな方法で，どのように考えましたか。
。 ， ，Ｃ１：デシリットルで考えました ９ は90 1.5 は15ç å ç å

なので，90÷15＝６。答えは６本です。
質問はありませんか。

Ｃ２：なぜデシリットルで考えたのですか。
Ｃ１：整数にすれば考えやすいと思ったからです。
Ｃ３：10倍して整数にしているのに，答えを10分の１にしな

児童の発表の様子くてもいいのですか。
Ｃ４：単位が変わっただけで，水の量は変わらないので答え

はそのままでいいと思います。
Ｃ５：式で考えました。整数にすれば計算できるので９と1.5を

。 。10倍して計算し,６本になりました 質問はありませんか
Ｃ６：わられる数とわる数を10倍したら100分の１にしなくても

いいのですか。
Ｃ５：計算のきまりで10倍しても商は変わらないので100分の１

にしなくてもいいと思います。
Ｔ２：1.5でわれるかな。
Ｃ７：われると思います。
Ｃ８：整数にできれば計算できると思います。
Ｔ３：今日の学習で疑問に思ったことは，どんなことかな。
Ｃ９：単位が替えられれば整数にできるけど，単位が替えられ

ないときは，どうするのかな。
Ｃ10：小数でわったのに，答えに小数点が消えてしまうのはな

ぜ。
Ｃ11：10倍して整数に直したのだから,答えを10分の１にしなく

てもいいのかな。
児童のノートの記述Ｃ12：小数÷整数の時は0.1を基にして考えて計算したので，商

も0.1で考えたけれど，整数÷小数では，もとに戻さなく
ていいのかな。

Ｃ13：あまりはどうなるのかな。もっと小さい小数でもわれるのかな。
Ｃ14：小数のかけ算では答えが小さくなったけどわり算でもミステリーはあるのかな？

学習問題に既習内容を入れたことにより（ ，ほとんどの児童がわり算で計算手だて ア）
できることに気付いた。しかし 「小数だからむずかしい」と感じたようである。そこで自，
由な発想で，既習内容との関連性などが考えられる発問をしたことで（ ）解決で手だて イ
きた。
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解決の話し合い時のＣ３やＣ６に見られるように，児童から出された問いは，そのほとん
どが既習内容との比較であった 「小数÷整数」で0.1を基に考え計算し，商も0.1で考える。
という既習の方法とのずれが児童の「問い」を生み出したと思われる。これは，解決中に生
じた疑問点をノートに書きこませたことで（ ）より明確になった「問い」ではな手だて ウ
いかと考える。また，授業後に書きこまれた児童の「問い」には，単元の指導計画につなが
るものが多く，これらの児童の「問い」を活用し学習計画を立てたところ，以後の学習で，
児童は大変意欲的に課題解決に取り組んでいた。

６ 授業実践のまとめ
○学習問題に既習内容を入れることにより，既習内容とのずれを感じさせることができ，児

童の「問い」を生み出すきっかけとなった。
○オープンな発問や問いを引き出す発問をとおして，児童に自ら考える態度が身に付き，友

達の意見を聞いて，疑問に思ったことを自ら発言するような姿が見られた。
○自分たちの「問い」により学習計画を立てたため，自分たちの問いを解決するたびに達成

感を味わうことができ，このことが学習意欲を持続させていくことにつながった。
なお，今後の課題を以下に記すこととする。

・児童の「問い」に対する気付きを引き出したり，自分なりの「問い」を見いだしたりして
いくために，計算方法を考えることに焦点化し，計算についての「問い」に絞る場面や意
図的に誤答などを提示することなどが必要であったと考える。
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授業実践11 第５学年「割合とグラフ」

１ 単元の目標

２つの異種の量を比べるとき 「割合」という１つの数量を求めてから比べることのよさ，

に気付くようにし，割合の求め方が理解できるようにする。また，割合を表すグラフの有用

性を感得させ，それらを有効に活用できるようにする。

２ 単元の評価規準

算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての

関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解

・日常の事象を割合を用 ・資料について，全体と ・全体と部分，部分と部 ・全体と部分，部分と部

いて考えたり，百分率や 部分，部分と部分の間の 分の間の関係を割合を用 分の間の関係を割合を用

円グラブ，帯グラフを活 関係を調べ特徴をとらえ いて表すことができる。 いて表すことを理解して

用して表したりしようと ることを考える。 ・円グラフや帯グラフを いる。

する。 よんだり，かいたりする ・割合を表すグラフとし

ことができる。 て円グラフや帯グラフが

あり，そのよみ方やかき

方を理解している。

３ 授業の構想

(1) 児童の意識について

表１の項目①から，問題を解決するとき

は，本時の問題の構造と既習事項を比べな

がら，児童は類似点や相違点を考えようし

ている。

また，項目②からは， あきらめずに自

分なりに課題解決を図ろうとしている児童

が多いことがうかがえる。

(2) 単元の構成

「どのように比べればいいの？」

だれがチャンピオンなの？(導入)割合・百分率 （３時間） ①

「どうすれば，チャンピオンを見つけることができるの 」„「割合って，どういうとき使うの？」 。

割合って何？割合の使い方 （５時間） ②

「勝率も，前の時間に学習したことを使うことができるの 」„ 。

歩合・百分率って何？帯グラフと円グラフ （３時間） ③

「バッターの打率も，割合で考えらるの 」„ 。

練習・まとめ （３時間）

○二つの量から割合を考える操作的な算数的活動を単元の導入に位置付ける。

(3) 本単元における「問い続けながら算数を創り上げる」ことについて

二つの量が関わっている場合は，これまでの量の測定の考えでは数値化することができ

ない。一方を固定して他方の量で比較したり，その考えを基に数値化する方法が用いられ

表１ 進んで課題解決に取り組むことについて （人）
ア イ ウ エ項 目

①算数の問題を解くときに，前に解いた問題と似て
いるところやちがっているところを考えようとし 14 15 ６ ０
ていますか。

②算数で，新しい問題を解くときに，あきらめずに
根気強く考え，自分なりに解こうとしますか。 13 17 ５ ０

③算数の問題を解くときに，問題を図や表などに表
して，わかりやすく考えようとしていますか。 ９ ９ ２１５

④算数で，自分の学習を振り返り，疑問に思うこと
やさらに解決してみたいことを見つけようとして ９ ６ ０２０
いますか。

アする イどちらかといえばする ウどちらかといえばしない エしない

(平成 年７月 日実施 第５学年１組 人)１６ ２０ ３５
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る。この割合の考え方の理解を深め，割合を表すグラフの有用性にも気付いていく。

４ 授業の展開

(1) 本時のねらい

実生活と関連のある学習問題を提示し，割合について考える。

(2) 本時の主なる指導の手だて

解決していこうという意欲がもてるような学習問題や提示の仕方を工夫する。

(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 本時の学習問題の題意を理 ゲームを取り上げること

， 。解する。 で 意欲を高めていきたい

学習問題

ジャンケン大会を行って，チャンピオンを決めよう！

〔ルール〕

・４人グループを作る。

・グループ内をさらに２組に分け，２人でジャンケンをする。

・ジャンケンを行った回数と勝った回数を記録する。

ただし 「あいこ」は数えない。，

・１組がジャンケンを行う時間を１分とする。

２ ジャンケンを行い，資料を ◇２人がジャンケンを行う。

つくる。 ◇残りの２人が，記録をとり，掲示用の記録

用紙に記入する。 考える時間を十分にとる

３ ジャンケンを行った結果を ◇全員の記録を掲示し，チャンピオンを考え ように配慮する

掲示し，だれがチャンピオン る。 勝った回数が多い人がチ

かを考える。 ・勝った回数が多い人がチャンピオンだよ。 ャンピオンとは，限らない

◎何を基にして，どのように ・私は，負けた回数が少なかったよ。 ことに気付かせ，他にどん

考えればいいのか，自分な ・私は，たくさんジャンケンしたよ。 な方法で決めればよいかを

りに考えてみよう。 考えるように働きかける。

・ジャンケンを行った回数と勝った回数の関４ 学級全体で確認し合う。

係を考えばいいんだよ。◎ジャンケンを行った回数と

勝った回数の間には，どの ・私は，少年団で試合をしたとき，勝率とい どのような関係があるの

ような関係があるのかな。 うことばを聞いたことがあるよ。 かと発問しても話し合いが

◎「勝率」や「打率」は，ど （勝率は，勝った回数÷行った回数で求め 進まないときは，四則演算

のように求めるのかな。 られるよ ） のうち一つをヒントとして。

・私は，野球をしているけど，よく打率とい 提示してみる。

うことばを聞くよ。

（打率は，ヒットを打った回数÷打席に立

った回数で求められるよ ）。

・ジャンケンチャンピオンも，勝率や打率み 計算式だけでなく，あく

たいに計算して，比べればいいのかな。 までもどのように考えたか

◇お互いの考えを認め合いながら，学級全体 という点を強調していく。

でそれぞれの考え方について話し合う。

【評価】

５ 本時の学習を振り返り，次 ・ 勝率」や「打率」なども，同じ考え方な 二つの量から工夫して「

時への「問い」がもてる。 のかな？ 割合を表そうとする。

○次の時間は，どんなことを （関心・意欲・態度）

考えていけばよいのかな。 二つの量から割合の表し

◎「勝率」についても今日， 方を考える。

学習した考え方が使えるの （数学的な考え方）

かを考えてみよう。



- 49 -

５ 授業の実際と考察

(1) 学習問題について

割合の学習では，二つの量が存在する資料が，学習問題として必要になる。そこで，こ

の資料を作成することを導入の第一段階とした。実生活では，複数でジャンケンをし，勝

った者同士で進めていくトーナメント形式のようなジャンケン大会などが多い。しかし，

ここでは，グループ毎にジャンケンを行うリーグ戦形式を取り入れた。そして，どのよう

にチャンピオンを決めていけばよいかという学習問題を提示することにした。児童は，自

分たちが実際に行ったジャンケンの結果だったことで 「どのように比べればよいか」と，

いう解決への意欲に結び付けていくことができた。

(2) 「チャンピオン」という言葉の意味をおさえる

二人でジャンケンを数回行う場合，行った回数が同じならば勝った回数の多い人がチャ

。 ， ， ，ンピオンとなる ここでは グループ毎に別々にジャンケンを行っているので ただ単に

， 「 」勝った回数が多い人がチャンピオンではないことを確認することで 児童は 行った回数

と「勝った回数」という二つの量があることに気付いていった。

(3) 児童の取り組みの様子や活動後の感想

Ａ男は最初，単純に「勝った回数」が多い人がチャンピオンだと考えた。しかし，行っ

た回数が違うことに気付き 「行った回数」と「勝った回数」の関係を調べていった。，

Ａ男は（行った回数）－（勝った回数）で比べればいいと思ったが，自分が求めていたも

のが 「負けた回数」であることに気付き，予想が外れて残念そうだった。しかし，授業，

のまとめでは 「これからは，割合の考えは使えると思った 」という感想を発表した。， 。

Ｂ男の感想 いつも勝った回数で勝負を決めていたけど，わり算を使って計算し，１よ

り小さい数でチャンピオンを決める考えがあるなんて，すごいと思った。

Ｃ子の感想 行った回数が違っても比べられるから，割合の考えは便利だと思った。

Ｄ男の感想 私が発表した「打率」について，後の授業で取り上げてくれると先生が言

ってくれたので，その授業がとても楽しみです。

児童の感想からは 「割合の考え」という言葉が見いだされ，まだまだ漠然とした見方，

や考え方ではあるものの次時の学習への意欲も感じ取ることができた。

６ 授業実践のまとめ

○実際に，自分たちが行ったジャンケン大会を資料にしたことで，児童は意欲的に課題を問

い続けながら解決しようとした。

○児童から 「勝率 「打率」などの言葉が発表され，この言葉を次時の授業に活用するこ， 」，

とを伝えたところ，自分の問いが授業で取り上げられることで，学習意欲が高まった児童

も見られた。

・児童の問い続けて学習しようとする意欲は，時として，指導者の考えていることを超える

場合がある。例えば 「割合の考え方は，買い物の時にも利用できそうだ」と発表してく，

れた児童に驚かされた。この発言は，割合の関連である「単位量あたりの大きさ」まで発

展してしまうため，本時の授業の中では取り上げることができないと思った。そこで，単

元末の補充・深化，定着の時間に少しでも取り上げ，児童の問い続けながら学ぼうとする

意欲が低下しないよう，学習内容等に配慮することも必要であると感じた。
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授業実践12 第５学年「円『円の面積 」』

１ 単元の目標

円の求積公式を導き出し，その意味について理解を深め，公式を適用して面積を求めるこ

とができるようにする。

２ 単元の評価規準

算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての

関心・意欲・ 態度 表現・処理 知識・理解

・円の中に１ の正方形 ・円の中に１ の正方形 ・円の面積を公式を用い ・必要な部分の長さを測á á

が幾つあるか数えたり， が幾つあるか数えたり， て求めることができる。 ることによって，円の面

円を分割して平行四辺形 円を分割して平行四辺形 積が計算で求められるこ

に変形したりする活動を に変形したりする活動を とを理解する。

通して，円の面積を求め 通して，円の面積の求め

ることができるよさに気 方や公式を考える。

づく。 ・円に近い形の面積を見

・円の面積の公式をつく 積もるときなど，目的に

り出そうとする。 応じて円周率として３を

用いることができる。

（ ）３ 授業の構想 表１ 進んで自らの問いを解決することについて 人

①算数で自分の学習を振り返り，疑問に思うことやさらに(1) 児童の意識について

解決してみたいことを見つけようとしますか。表１の①より，多くの児童が学習後，

自らの問いを見つけようとしていること 12ア する

がいえる。見つけようとしない理由を問 12イ どちらかといえばする

うと 「言葉に表せない 「既に理解済 ３， 」 ウ どちらかといえばしない

み」であった。また，②よりグループ学 １エ しない

②意欲的に疑問を話し合えるのはどんな学習ですか。習など少人数の時に，疑問点等を意欲的

に話し合える児童が多いことも分かる。 19ア グループ学習

このことから，グループ学習を取り入れ 12イ 少人数学習

ることで，疑問がより明確になったり新 10ウ 一斉学習

（平成17年１月14日実施 第５年１組28人）たな問いが生まれたりするのではないか

と考える。

(2) 単元の構成

「円にも面積はあるの？ 「どうやって求めるの？」」

円にも面積はあるのかな？（導入）円の面積 ３時間 ①（ ）

「円の面積はどうすれば求められる？変形できる？」„

円の面積を計算するにはどうする？練習・まとめ ２時間 ②（ ）

「曲線部分はどうするの？」○方眼を用いて実測したり，円を分割

円の面積を求める公式もあるのかな？して平行四辺形に変形したりして自 ③

「平行四辺形や三角形のように簡単な公式にできる由に思考する活動を単元の導入に位

のかな？」置付けるようにする。

(3) 本単元における「問い続けながら算数を創り上げる」ことについて

既習の平行四辺形や三角形の求積公式をつくり出した学習を基に，円についても実測し

たり既習の図形に変形できないか考えさせたりしながら，円の求積公式を導かせたい。

また半径を一辺とする正方形の面積との比較を通して，その約3.1倍であることから円

周率3.14との関係を見通して論理的な思考を育てていきたい。
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４ 授業の展開

(1) 本時のねらい

方眼や正方形を用いて実測したり既習の形に変形したりする活動を通して，円にも面積

があることや円の面積の求め方を考えることができる。

(2) 本時の主なる手だて

ア 既習とのずれを意識させる発問の工夫

イ 実測したり既習の図形に変形したりしながら思考力を高める算数的活動の工夫

ウ 児童の思考を広げ深める学習形態の工夫

(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 三角形や平行四辺形，ひし形 ・面積を求めれば分かるよ。 いろいろな図形（面

や台形や円の大きさ比べをする ・三角形や平行四辺形は公式があったよ 積は全部300 ）の大き。 ?

○１番大きい図形はどれ。 ・ひし形や台形も知っている形に変形す さを比べながらこれま

れば面積は求められたよ。 での面積の求め方や考

◇おもしろい図形も知っている形に変形 え方を確認し，円の面

できれば面積は求められることに気付 積につなげる。

○公式がわからない図形の面積 く。 公式の分からない面

は求められなかったでしょう ・円の面積は分からないよ。 積も既習の形に変形す

。か。 円にも面積はあるのかな。 ることを意識させたい・

○円ではどうでしょう。 ・広さのことだから面積はあると思う。 既習の図形は直線で

２ 本時の学習問題を把握する ・円は曲線だからむずかしいよ。 囲まれていたが，円は。

曲線であることに気付学習問題

。円の面積の求め方をいろいろと考えよう。 かせずれを意識させる

見通しがもてるよう

３ 問題解決への見通しをもつ。 ◇１ 方眼を使って数えられることに気 に，円とその直径を１á

○どのくらいの面積になりそう 付く。 辺とする正方形を重ね

ですか。 ・直径を１辺とする正方形よりは小さい て示す。

○どうすれば面積は求められる はず。 活動中に生じた疑問

，でしょうか。 ・半径を１辺とする正方形の２つ分より や問いは班で話し合い

は大きくて ４つ分よりは小さいはず メモをさせながら考え， 。

４ 班ごとに面積を求める。 ・知っている形に変形できないかな。 を深めさせたい。

◎面積の求め方をいろいろと考 ・平行四辺形に変形できるかもしれない 各班で生じた疑問や。

えてみよう。 ・六角形や八角形は正方形より円に近い 問いも発表させ，学級。

◇切ったり貼ったりして自由に思考しな 全体で共有したい。

がら考えを深める。 疑問や問いを生かし

５ それぞれの考えを話し合う。 ・１ 方眼で数える。 て学習計画を作る。á

○どんな方法でどのように考え ◇円を細かく等分して並べ替え，平行四 【評価】

方眼や正方形を用いてましたか。 辺形として計算する。

実測したり既習の図形に○疑問に思うことはありますか ◇三角形に変形して考える。。

変形したりして，円にも・本当に三角形にも変形できるのかな。

面積があることや円の面６ 次時への問いがもてる。 ・どうやって平行四辺形にしたの。

積の求め方を考えること○円を平行四辺形や三角形に変 ・円も計算で求められるのではないかな。

ができる。形して計算で求めてみよう。 ・円にも面積を求める公式はあるのかな。

(数学的な考え方)・公式を考えてみたいな。
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５ 授業の実際と考察

活動４，５での児童の様子や児童が見いだした疑問（問い）を中心に述べたい。

(1) おうぎ形をたくさんつくり三角形と見て考えたグループ

Ｃ１：多角形も三角形に分けたよね。これ二等辺三角形にちかくない？（16等分したおう

ぎ形を見せる ）二等辺三角形の面積×16＝円の面積で求められるよ。。

Ｃ２：でも底辺が直線ではないよ。

Ｃ３：これはどう？円を16個に分けた形より，32個に分けた方が円い部分が直線に近づい

ていくよ。だから二等辺三角形の面積×32の方が良いと思う。

Ｃ４：もっと細かくしていけば，直線になりつつあるよ。

Ｃ５：だって多角形は角が多くなるほど円に近づいていったよね。

(2) おうぎ形をつくり平行四辺形に変形して考えたグループ

Ｃ６：円を半分にして，こうすれば平行四辺形に見えるよ （半円を８等分したおうぎ形。

で平行四辺形を作る ）。

Ｃ７：近いけど完全な平行四辺形ではないよ。曲がってる線をどうするんだ？

Ｃ８：それをまた半分にしてみる？（半円を16等分して平行四辺形を作る ）。

Ｃ９：さっきよりは曲がってないね （底辺を指しながら）。

Ｃ10：また半分にしてみる？（半円を32等分して平行四辺形を作る ）。

Ｃ11：あれ，平行四辺形ではなくて長方形に近づいているよ。

Ｃ12：どっちにしても円周の半分×高さでできそうだね。

Ｃ13：高さは円の半径だよ。

(3) 全体で考えを話し合った後の疑問（児童の「問い ）」
・細かく切っていけば，曲線が直線に近づくけど，直線になるの？
・曲線もひもで考えると直線にできるのではないかな？
・多角形は角が多くなるほど円に近づくけど，円は多角形の仲間なの？
・円にも公式はあるのかな？
・円周の半分×高さが円の面積の公式ではないかな？
・円周の半分×半径が円の面積の公式かな？

既習の図形と円の大きさを比べさせることで（ ，児童は円と既習図形との違手だて ア）

いに容易に着目できた。曲線をどうしたら直線でかこまれた既習の図形に変形できるか，公

式のみを覚えている児童にとっても大きな疑問になったようである。そこで自由な操作活動

を取り入れ（ ，疑問や考えを広げ深められるようグループ活動（ ）を手だて イ 手だて ウ）

取り入れた。操作活動では上記のC1，C6が折ったり切ったりしながら三角形や平行四辺形に

変形し，C2やC7の疑問によってさらに考えを深めている様子がうかがえる。また，C4，C5や

C11，C13のように友達の考えをヒントにしながら，自らの考え方の広がりを見せたり公式に

近い式を見つけた児童もいた。児童C7は，全体での話し合いでは，見いだした疑問を発言で

きなかったものの，グループの中では友達に質問をしながら自分の考えをもてていた。

６ 授業実践のまとめ

○曲線を直線にできないかという大きなを疑問をもったことで，公式をただ暗記している児

童たちも単元を通して新たな疑問をもち，それを解決していこうと意欲的に取り組めた。

○疑問をノートや掲示板に書き込むことで，各自の問いが明らかになり解決への意欲付けに

つながった。

○操作的な算数的活動やグループ活動を取り入れたことにより，どんな形に変形しても公式

に結び付くことや公式の意味が分かったり，友達に説明しながら公式の成り立ちの理解を

深めたり，一斉指導による各自の解決では見られない思考の広がりが見られた。

・予習をしたり，公式を暗記しているだけの児童への効果的な指導方法をさらに探りたい。
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授業実践13 第６学年「分数のたし算とひき算」

１ 単元の目標
分数についての理解を一層深めるとともに異分母の分数の加法及び減法の意味について理

解し，それらの計算の仕方を考え，計算ができる。

２ 単元の評価規準

算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての
関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解

・分数の相等及び大 ・異分母の分数の加 ・異分母の分数の加 ・異分母の分数の加
小についての考えを 法及び減法の計算の 法及び減法（真分数 法及び減法の意味や
生かして，異分母の 仕方を考える。 と真分数との加法及 計算の仕方について
分数の加法及び減法 びその逆の減法）の 理解している。
の計算の仕方を考え 計算ができ，それを
ようとする。 用いることができ

る。

３ 授業の構想
(1) 児童の意識について

表１の項目①から，児童は問題を解く
とき，今までに学習した問題と似ている
ところやちがっているところがないかを
考えようとする児童が多い。このことは，
試行錯誤しながらも解決の糸口を見つけ，
問題を解決したいという児童の気持ちに
つながることと考える。また，項目②か
ら，自分の考えを友だちに分かりやすく
伝えようとしたり，友だちの考えを聞こうとしたりして，学習内容をよりよく分かろうと
する態度として受け取れる。自分の考えを伝えたり，友だちの考えを聞こうとしたりして
お互いに学び合う姿が見られる。教師は，児童が既習事項を基にして，さらに「考え方」
を練り上げていくことができる指導を工夫することが大切であると考える。

(2) 単元の構成

「たし算できる？」

分母，分子をたしちゃだめ？（導入)分数のたし算（２時間） ①
「ひき算はどうするの？」 「どうして分母，分子をたしてはいけないの 」„ 。

分数のたし算の計算の仕方はどうするの？分数のひき算（２時間） ②
「どんな分数でもたしざんできるの 」„ 。

練習・まとめ（１時間）

○導入の学習において誤答例を教材（学習問題）として取り上げ，既習事項を基にしなが
ら計算の仕方を考えていく学習を展開していく。

(3) 本単元における「問い続けながら算数を創り上げる」ことについて
分数の加法や減法の計算ができるだけではなく，その計算の仕方が「なぜ正しいのか」

を既習事項を基にして考えたり 「なぜ正しくないのか 「どこがおかしいのか」を考え， 」
たりすることを大切に扱い，計算の意味や原理を理解させていきたいと考える。

４ 授業の展開
(1) 本時のねらい

異分母の分数の加法の計算の仕方について既習事項を基にして考えることができる。

(2) 本時の主なる指導の手だて
ア 誤答から考える学習問題の工夫
イ 話し合い活動から自力解決につなげる指導過程の工夫

表１ 進んで課題解決に取り組むことについて(人)
ア イ ウ エ項 目

問題を解くときに，今までに解いた問題と①
6 16 7 1似ているところやちがっているところを考えよ

うとしていますか。

自分の考え方を友だちに分かりやすく伝え②
11 14 4 1ようとしたり，友だちの考えを聞こうとしたり

していますか。

アする イどちらかといえばする ウどちらかといえばしない エしない

(平成17年4月11日実施 第６学年１組30人)
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(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 本時の学習問題の題意を理 今までに分数について学習
解する。 した内容（同分母の加減法，

通分，約分等）を振り返り，学習問題
本時の問題解決の糸口とさせ
る。

学習問題を提示した際に，
Ａさんの説明の内容が理解で
きるように半具体物を使って
丁寧に説明する。

Ａさんの説明を全員が「正
しい」を答えたときには，同
分母の加法のやり方を振り返
り，Ａさんの説明が不都合で
あることをおさえる。

２ Ａさんの説明について話し
合う。 Ａさんの説明が正しいかど

○Ａさんの説明は正しいでしょ ・正しい。 うかを聞き 「正しくない」，
うか。 ・正しくない。 と答えた児童に 「正しい」，

◎どうして正しくないのか，そ ◇正しくない理由を発表する。 と答えた児童が分かりやすい
の理由を聞こう。 ようにその理由を発表させ
(1) 正しい計算の仕方を考え ・通分して考える。 る。

る。 ・図で考える。

+ ＝ 予習をして計算の方法を学— ”
習している児童には，その方
法がなぜ正しいのか，同分母

・数直線で考える。 の分数の計算方法を振り返ら
・小数で考える。 せて考えさせる。

(2) Ａさんの説明が正しくな 0.5+0.666･･･＝1.166･･･となり，0.6
い理由を考える。 と等しくならない。 理由が最後まで説明できな

・ は１を２等分した１つ分， は いときは，説明の続きを他の— ”
１を３等分した２つ分だからＡさん 児童に行わせる。
の説明は正しくない。

・ は が１つ， は が２つとい— — ” “
うことで，もとがちがうのでたし算 理由の発表を途中で止め
はできない。 て，その先を他の児童に考え

させるなど，できるだけ多く
◇Ｂさんの考え(答え)をノートにかく の児童に発言をさせたい。。

。３ Ｂさんの答えを考える。 ・友だちの発表を参考にしてまとめる
○「なるほどなぁ」の続きを考 ・考え方を組み合わせてまとめる。 Ｂさんの立場に立って，Ａ

えよう。 さんがよくわかるように答え
◇自分がまとめたＢさんの考え(答え) を考えていくことを伝える。

４ Ｂさんの答えを発表する。 を発表する。
。・工夫してあるところを取り入れよう

【評価】
異分母の分数の加法の計５ 本時の学習を振り返り，次

算の仕方について既習事項時への「問い」がもてる。 ・いろいろな分数の計算方法を考えて
を基にして考えられる。◎今日の学習でわかったことや いきたい。
（数学的な考え方，関心・疑問に思ったこと，次の時間 ・Ａさんのような間違いは他にもある

意欲・態度）に調べたり，考えたりしてい のかな。
きたいことを書こう。

１ ２
＋ の計算のしかたをＡさんが次のように説明しました。

２ ３

１ ２
とは二つのうちの一つ分， とは三つのうちの二つ分。

２ ３
１ ２

だから， ＋ は五つのうちの三つ分になり，
２ ３

３
答えは です。

５

この説明を聞いたＢさんは 「なるほどなぁ ・・・・・・・」と， ，
いいました。さて，あなたがＢさんなら，何と答えますか。
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５ 授業の実践と考察
本時の指導は２学級において実践をした。全く同じ内容で授業を進めたが，発問に対する児童

の反応によって学習の流れや児童の振り返りに違いが見られた。

表２ ２学級の児童の反応 （人）
(1) 指導の手だてについて

ア 誤答から考える学習問題を提示して
学習を進めたところ，誤答であるＡさ
んの説明を「正しくない」と全員の児
童が答えた。Ａさんの説明を聞いたＢ
さんの「なるほどなぁ」の後の説明の
内容は表２にあるように，通分をして
進めるという正しい計算の仕方を書い
た児童が２学級とも多かった。また，
正しくない理由を説明した児童は同分
母の分数の計算の仕方に不都合が起こ
ることやもとになる大きさがちがう量
をたすことができないことを理由にし
ていた。学習後の振り返りでは，正し
い計算の仕方が分かったと約半数の児童が書いていた。２組において計算の仕方は分かった
が「なぜ，通分するのか」という疑問をもって授業を終えた児童が11名いた。正しい計算の
仕方を考えさせる学習問題を提示した時よりも，児童には深く考える姿が見られた。

イ 話し合い活動から自力解決につなげる指導過程については，児童の反応によって話し合い
活動と自力解決にかけた時間が大きく違った。１組では，同分母のたし算の計算を分子，分
母をそれぞれたすという誤答が発表されたため，Ａさんの説明が正しくない理由の話し合い
でも多くの意見や考えが発表された。一方２組では，なかなか発表が出なかったのですぐに
自力解決に入った。はじめは何も書けない児童がほとんどであったが，５分位経過したころ
から説明を書き始めた。１組の授業後の振り返りでは，難しかったという感想が２組より多

， 。いが いろいろな意見や考えを聞くことができて良かったという内容の感想も多く見られた
話し合い活動が活発であった場合は 「よく分かった」と「よく分からなかった」の二極化，
になりやすい傾向があり，じっくりと自力解決に取り組んだ場合は 「分かった」の中に「な，
ぜ？」という疑問が残りやすい傾向があると考えられる。

(2) 授業実践を終えて
分数についてどんなことを学習したのかを振り返ることで，児童は既習事項を基にして考え

るための糸口を見つけやすくなった。特に１組においては，通分の説明の際などに「分母の最
小公倍数求めて…」という発表があったので，自力解決でＢさんの答えを書いたときに 「最，
小公倍数」という言葉を使った児童が多く見られた。

， 。また ２学級とも約分や通分という本単元の前に取り組んだ学習内容が児童から挙げられた
既習事項を生かして，新しい考え方を生み出していく姿として受け取れた。

６ 授業実践のまとめ
○誤答から考える学習問題を提示したことは，計算の仕方を深く考えることにつながった。
○既習事項を振り返ることで，考える糸口が見つけやすくなった。

発問等 １組の児童の主な反応 ２組の児童の主な反応

分 数 に つ ・真分数（真分数の例をあげる） ・約分（約分を説明する）
い て ど ん な ・帯分数（帯分数の例をあげる） ・通分（通分を説明する）

（ ）こ と を 学 習 ・約分（約分を説明する） ・たし算 同分母のたし算の式を書く
し て き ま し ・通分（通分を説明する）

（ ）たか。 ・たし算 同分母のたし算の式を書く

計 算 し て ・正しく計算する。１ ２ ３
もらおう。 ＋ ＝ （誤答） ・やり方を説明する。

２ ２ ４

・正しい計算の説明をする。
・正しくない理由を説明する。

学習問題を提示し，Ａさんの考えを説明する （全員：Ａさんの考えは正しくない ）。 。

（ ）理 由 を 聞 ・正しい計算（通分をする）を説明す 意見が出ないので自力解決に入った
か せ て も ら る。
おう。 ・正しくない理由を説明する。

児童の反応　　　       (平成17年６月７日実施) １組 ２組

Ｂさんの答え

の内容

正しい計算の仕方を説明する。 １６ ２２

通分の方法を説明する。 １５ ２２

式で説明する。 １２ １９

図を使う。 ３ ２

正しくないの理由を説明する。(反例) ５ １１

学習の

振り返り

わかったことがあった １４ １５

楽しかった，面白かった ８ １

難しかった ８ ４
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授業実践14 第６学年「直方体と立方体『展開図 」』

１ 単元の目標

立方体や直方体を展開図に表したり，展開図から完成させたりするなどの活動を通して，

立方体や直方体についての理解を深めるとともに，構成要素の関係に着目して考察ができる

ようにする。

２ 単元の評価規準

算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形について
関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解

・立方体や直方体を切 ・立方体や直方体を切 ・立方体，直方体を展 ・構成要素の関係も含

り開いたり，組み立て り開いた形を考えたり 図で表すことができる めて立方体や直方体の。

たりすることを通して 展開図から完成した形 展開図について理解し，

図形についての見方を を考えたりする活動を ている。

豊かにしていくよさに 通して，構成要素の関

気付き，その特徴をと 係を考える。

らえようとする。

３ 授業の構想

(1) 児童の意識について

表１の項目①から，新しい問題を解

くとき，児童は根気強く問題解決に取

り組み，自分なりに解決したいという

気持ちで授業に臨んでいることがうか

がえる。また，項目②から，学習した

内容の疑問点やさらに解決してみたい

ことを見いだそうとする態度が見受け

られる。教師は次の学習への児童の追究課題を明確にしながら，児童が意欲的に課題解決

に取り組める指導を工夫することが大切であると考える。

(2) 単元の構成

「展開図って何？」

立方体を切り開いたみたら（導入)立方体の展開図（３時間） ①

「直方体ではどうなるの？」 「どこの辺を切れば切り開けるのかな 」„ 。

どうして７本なの？直方体の展開図（１時間） ②

「 ， 。」○単元の導入時の学習において児童 展開図にするときには どうして７本切るのかな

どんな展開図があるの？が疑問に思ったことやもっと調べ ③

「立方体には，どんな展開図があるのかな 」てみたいことを基にしながら，操 。

作的な算数的活動を位置付ける。

(3) 本単元における「問い続けながら算数を創り上げる」ことについて

立方体の12本の辺の，どの辺を何本切ると，どんな図形になるのかを調べていく算数的

活動において，切る辺の本数と切る位置からどんな図形（展開図）になるのかを予想し，

予想と実際に切ってみたときの結果を比較することで 「なぜ，そうなったのか？ 「他， 」

の図形はできるのか？」という児童の「問い」を大切に取り上げていきたい。また 「わ，

かった 「見つけた」という発見を 「本当なのか？」と児童が考えていくことで新たな」 ，

「問い」を見いだし，児童の思考を深めさせていきたいと考える。

４ 授業の展開
(1) 本時のねらい

立方体のどの辺を何本切ると，どんな図形になるのかを操作的な算数的活動を通して調

表１ 進んで課題解決に取り組むことについて （人）
ア イ ウ エ項 目

①新しい問題を解くときに，あきらめず
に根気強く考え，自分なりに解こうと 17 10 8 0
しますか。

②算数で，自分の学習を振り返り，疑問
に思うことやさらに解決してみたいこ 7 18 10 0
とを見つけようとしていますか。

アする イどちらかといえばする ウどちらかといえばしない エしない

(平成16年７月２日実施 第６学年２組35人)
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べ，展開図についての疑問やもっと調べてみたいことを見いだす。

(2) 本時の主なる指導の手だて
ア 立方体（空間図形）を展開図（平面図形）に切り開いていく過程をイメージさせる算

数的活動の工夫
イ 児童の発見や疑問が生まれ，もっとやってみたいという意欲が引き出すような学習問

題の工夫

(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 本時の学習問題の題意を理 ・辺は12本 立方体の模型（さいころキ
解する。 ・面の形は正方形，全部で６面 ャラメルの箱等）を提示して
(1) 立方体の構成要素を確認 ・頂点は８個 立体の構成要素を確認し，本
する。 時の学習における操作的活動・ＢＦ（ＣＧ）で切ると
○辺の数，面の形と数，頂 で辺が意識できるようにす
点の個数はいくつでしょ る。

Ａ Ｄ
うか。

(2) 立方体の切り開き方を確 実際に辺を切る前に，どんＢ Ｃ

認する。 Ｈ な形の図形に切り開けるかを
◎この立方体（６辺を切っ 予想させる。Ｅ ・ＡＥ（ＤＨ）で切ると

て蓋と底をあけた）のど 切り開くことができる４本
Ｆ Ｇ

この辺を切るとどんな図 の辺と切り開いた図形が２種
形になるでしょうか。 ・１本切れば切り開ける。 類になることを確認する。

・辺ＢＦ（ＡＥ）と辺ＣＧ（ＤＨ） 切り開くときには７本の辺
を切ったときは同じ形ができる。 を切ったことを確認する。

学習問題
立方体のどの辺を，何本切ると，どんな図形に切り開けるでしょうか。 切り開いた形も予想して書

かせることで切り開いていく
２ 立方体の切る辺と切り開い ・７本切ると切り開くことができる。 様子をイメージさせたい。
た図形を調べる。 ・正方形の４辺を切ると切り離れてしまう。 切り開いた図形が線対称の
◎立方体のどの辺を，何本切 ◇切る辺を１つずつずらしながら調べる。 関係にあるときには，同じ形
ると，どんな図形に切り開 ◇予想と違うときは元の立方体に戻しながら とみていくことを確認する。
けるか調べましょう。 切る辺を見つける。

◇切り開いた図形を黒板に張り出す。 実際に切り開いた図形と予
(1) 切る辺の場所と本数を考 想した図形が違っていたとき
え，切り開いたときの図形 には，予想した図形にするた
を予想する。 めにはどの辺を切ればよいの
○立方体の見取り図をかい かを考えさせるなど，空間か
たプリントに切る辺を赤 ら平面，平面から空間をイメ
鉛筆で書き入れ，切り開 ージする活動を大切にしてい
いた形も予想しよう。 きたい。

(2) 予想と比べながら切り開 切る辺がうまく決められな
いた図形を記録する。 い児童には，３辺を切って蓋
○切り開いた図形が予想と を開けたところから考えさせ
違うときには，予想した る。
図形にするためにはどの
辺を切ればよいのかを考 友だちが見つけていない形
えよう。 に切り開くことができたとき

(3) 自分の見つけた図形と友 には，黒板に張らせる。
だちの見つけた図形を比べ 自分が切り開いた形と友だ
る。 ・同じ形があった。 ちが切り開いた図形を見て，
○自分が見つけた図形と比 ・切る辺を１本変えると，違う形ができる。 わかったことや気付いたこと
べよう。 ・どの図形も７本の辺を切ってできている。 から 「なぜ」という疑問を，

・もっと違う形を見つけよう。 生み出せるようにする。
・どんな切り方をしたのか考えよう。

【評価】
展開図についての疑問や３ 本時の学習を振り返り，次 ・どの図形も７本の辺を切るのはなぜかを調

もっと調べてみたいことを時への「問い」がもてる。 べたい。
見つけられる。◎今日の学習でわかったこと ・ほかの図形も見つけたい。
数学的な考え方，関心・や疑問に思ったこと，次の ・直方体ではどうなるのか調べたい。 (
意欲・態度)時間に調べたり，考えたり ・切り開いた図形のきまりを見つけたい。

してみたいことを書こう。
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５ 授業の実際と考察

(1) 指導の手だてについて

ア 立方体（空間図形）を展開図（平面図形）に切り

開いていく過程をイメージさせる算数的活動の工夫

立方体を切り開く前にどの辺を何本切ればとして，

よいのかを考えさせ，予想をワークシートに記録さ

その結果，立方体をじっくりと眺せることとした。

め１面ずつ切り開いていく様子をイメージし，どの

辺を切ればいいのかを考える姿が見られた。また，

展開図を先に考え，組み立てたときに重なる辺の位

置を切る辺として記録する児童も見られた。以上の

児童のワークシートことから，｢立方体を切り開いてみよう｣｢いろいろな

な展開図を見つけよう｣といきなり活動させるのではなく，切る辺を決めて展開図を予

想させる活動を取り入れることは，立方体とその展開図の関係を自分のイメージしやす

い方法で調べることにつながっていったと思われる。

表２ 児童の感想イ 児童の発見や疑問が生まれ，もっとやって

みたいという意欲がみられるような学習問

切る辺の位置と本数を考題の工夫として，

学習が進むにつれてえさせることとした。

切る本数が７本であることに気付き 「なぜ，

７本なのか」を次時に調べたいと書いた児

童が８名いた。切る本数が７本であるとい

うきまりを発見できた喜びやなぜ７本なの

かを知りたいという気持ちにつなげること

ができた。学級全体では，11種類の展開図

が出てきたが，一人ですべてを見つけた児

童はいなかった。また，切る辺を１カ所だ

け変えると別の展開図になったりするので，

まだ別の形の展開図があると考え，次時に

調べてみたいと書いた児童が15名いた。

(2) 児童が次時の学習で調べてみたいと思ったこと（児童の「問い ）等について」

授業の振り返りでは，ほとんどの児童がもっとやってみたいことや疑問に思ったことな

どを書くことができた。児童の多くが書いた二つの疑問について述べることとする。

「 」 ， 。ア なぜ切った辺が７本なのか という疑問については 以下の二つの考えが出された

①展開図のまわりは14本の辺がある。立方体の１つの辺を切ると展開図の２本の辺にな

るので14÷２＝７となる。

②六つの正方形がバラバラにならないためには，５組の辺がつながっていなければなら

ないので，12本の立方体の辺の数から５本を引いて７本となる。

イ 「立方体の展開図がいくつあるか」という疑問については，11種類を見つけ出すこと

はできたが 「本当に11種類しかないのか？」という疑問も出てきた。四つつなげた場，

合，三つつなげた場合というように場合分けをして考えたが，すべてを調べて整理する

。『 』（ ， 。）ことはできなかった ヘクソミノ 正方形を六つつなげた図形 全部で35種類ある

や立方体にしたときに向かい合う面のパターンに着目させるなどの手立てが必要であっ

たと思われる。

６ 授業実践のまとめ

○立方体を切る辺の本数に着目させたことで，疑問や追究課題が生まれやすかった。

○切り開かれた図形を予想し，ワークシートに記録させたことで，切り開いていく過程がイ

メージしやすい活動になった。

・児童が自分の疑問を解決する際に，児童の思考をより深めていく働きかけを工夫したい。

・立方体を切り開いてどうして切った回数が

７回なのか疑問に思いました。また立方体

を切り開いて他の種類の展開図をつくって

みたいです。

・もう少しいろいろな形を出してみたかっ

た。時間があればもっと切り開いてみたい

と思った。切る回数がどうして７回だった

のか不思議だった。そのなぞも後で調べて

みたい。

・なぜ立方体では辺を７カ所で同じ数だけ切

っているのに違う形になるのか，また直方

体でも同じように辺を同じ数だけ切っても

違う形になるかどうか疑問に思った。
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授業実践15 第６学年「単位量あたりの大きさ」

１ 単元の目標

２つの異種の量の割合を１つの数量としてとらえることができるようにし，その比べ方や

表し方を理解し 単位量あたりの考え方を活用できるようにする また 身近な量である 速， 。 ， 「

さ」に関心をもち，速さ，時間，道のりを求める式を導き出し，有効に活用できるようにす

る。

２ 単元の評価規準

算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての

関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解

・異種の二つの量の割合 ・異種の二つの量の割合 ・異種の二つの量の割合 ・異種の二つの量の割合

でとらえられる速さや人 でとらえられる速さや人 でとらえられる速さや人 でとらえられる速さや人

口密度などを，単位量あ 口密度などの表し方を， 口密度などを求めること 口密度などの量の大きさ

たりの大きさの考えなど 単位量あたりの大きさの ができる。 についての豊かな感覚を

を用いて数値化したり， 考えなどを用いて考え もっている。

それらを進んで問題解決 る。 ・速さや人口密度などの

に生かしたりしようとす 比べ方や表し方について

る。 理解している。

３ 授業の構想

(1) 児童の意識について

表１の項目①から，新しい内容に取り

組むとき，児童はこれからどのような学

習をするのか期待感をもち，授業に臨も

うとする姿がうかがえる。

また，項目②から，課題を解決すると

きは，本時の課題と既習事項を比べ，類

似点や相違点を考えることにより，課題解決を図ろうとしていることがいえる。

(2) 単元の構成

「どっちが得なの？ 「どのように比べればいいの？」」

単位量あたりの大きさ（３時間）

「速さって，どのように表すの？」„

速さ（５時間）

„

練習・まとめ（３時間）

○異種の二つの量の割合を考える算数

的活動を単元の導入に位置付ける。

(3) 本単元における「問い続けながら算数を創り上げる」ことについて

二つの量が関わっている場合は，これまでの量の測定の考えでは数値化することができ

ない。一方を固定して他方の量で比較したり，その考えを基に数値化する方法が用いられ

る。この単位量あたりの考えを用いて，速さや人口密度についての理解を深めていく。

（ ）表１ 進んで課題解決に取り組むことについて 人
ア イ ウ エ項 目

①算数で新しい内容を勉強するのは，わくわくした
り，楽しかったりしますか。 ７ ９ ２１８

②算数の問題を解くときに，前に解いた問題と似て
いるところやちがっているところを考えようとし ７ ７ ３１９
ていますか。

③算数の問題を解くときに，問題を図や表などに表
して，わかりやすく考えようとしていますか。 ４ ２１５ １５

④算数で，自分の学習を振り返り，疑問に思うこと
やさらに解決してみたいことを見つけようとして ６ ３１３ １４
いますか。

アする イどちらかといえばする ウどちらかといえばしない エしない

(平成 年７月 日実施 第６学年１組 人)１６ ２０ ３６

どっちが得なの？(導入)①

「どうすればお得なものを見つけることができるの 」。

こみぐあいを考えてみると②

「こみぐあいも，前の時間に学習したことを使うことが

できるの 」。

単位量あたりの大きさって何？③

「１円，１ ，１㎡ のように，なぜ１がもとになるの？」?
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４ 授業の展開

(1) 本時のねらい

実生活と関連のある学習問題を提示し，単位量あたりの大きさについて考える。

(2) 本時の主なる指導の手だて

解決していこうという意欲がもてるような学習問題や提示の仕方を工夫する。

(3) 展開

学習活動及び内容，主なる発問 予想される児童の活動や主な反応 教師の働きかけ，評価

１ 本時の学習問題の題意を理
解する。

学習問題
たけしさんは，コンビニにジュースを買いに来ました。

飲みたいジュースが３種類あり，一番お得なジュースを
買いたいと考えましたが，たけしさんは分かりません。
あなたなら，３種類のうちどれが一番お得なジュースだ
と思いますか？ Ａ Ｂ Ｃ
たけしさんにあなたの考えをアドバイスしてください。 円 円 円１００ １２５ １２５

２ 問題解決への見通しや自分 ・ＡとＢでは，どっちが得なのかな 場面の状況が把握できる
なりの考えをもつ。 ・ＡとＢのペットボトルの大きさは同じなの ように，ペットボトルなど
◎何を基にして，どのように かな の具体物を準備する。
考えればいいのか，自分な ・ＢとＣの値段は同じだから，どっちが得な ３本のペットボトルを示
りの考えを考えてみよう。 のかな し，比べる活動への見通し

・Ｃのペットボトルが一番大きいようだ。 がもてるようにする。
・Ｃのペットボトルが一番大きいようだが， ペットボトルのラベルは
どれくらい入っているのかな。 取っておき，視覚的にとら
Ａ，Ｂのペットボトルは，どれくらい入っ えた大きさではなく，量に
ているのかな。 着目するように働きかけ

る。・値段と量の関係を考えばいいんだよ。
， ，Ａ； Ｂ；３５０ ３５０ã ã

ãＣ；５００
考える時間を十分にとる

ように配慮する。
３ 各自が解決してきたことに ・値段に着目して，量÷値段で考えました。 量÷値段や値段÷量とい
ついて グループで話し合う たとえば， った式で考えている児童に， 。
○どんな方法で，どのように Ａは ÷ ＝3.5 は，どうしてこの式で考え３５０ １００
考えましたか。 Ｂは ÷ ＝2.8 ればいいかといった揺さぶ３５０ １２５

○グループの中で，自分の考 Ｃは ÷ ＝4.0 りをかける。５００ １２５
えを説明してみよう。 ・値段に着目して 最小公倍数で考えました １つの解き方を示した児， 。

・同じように，かさに着目して，値段÷量， 童には，いろいろな考え方
最小公倍数で考えました。 で問題を解決するように助

◇お互いの考えを認め合いながら，グループ 言する。
内で話し合う。

４ グループで話し合ったこと ◇一つの考えだけでなく，グループで出され 計算式だけでなく，あく
を，学級全体で確認し合う。 た考えを説明する。 までもどのように考えたか
○グループで話し合った考え ・単位を付けるとしたら，どんな単位になる という点を強調していく。
を説明してみよう。 だろう。

量÷値段で計算した場合は， /円かな，ã
値段÷量で計算した場合は，円/ かな。 【評価】ã

５ 本時の学習を振り返り，次 ・量÷値段，値段÷量といった２通りの式が 異種の二つの量の割合
時への「問い」がもてる。 あって，どっちがいいんだろう。 を工夫して表そうとす

。（ ）○次の時間は，どんなことを ↓ る 関心・意欲・態度
考えていけばよいのかな。 みんなが，分かりやすい考え方にしよう。 異種の二つの量の割合

◎ バンガローのこみぐあい 計算が簡単な方がいい。 の表し方を考える。「 」
（ ）という学習内容を，今日， 数学的な考え方

学習した考え方で解決して
みよう。
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５ 授業の実際と考察

(1) 学習問題について

， 。３種類のジュースを比べる場合 比べやすいものから順に比べていくことが大切である

この学習問題の場合，量が同じであるＡとＢを比べる，値段が安いＡの方がお得である。

また，値段が同じであるＢとＣを比べる，量が多いＣの方がお得である。これらのことに

ついては，児童は実生活の中で感覚を生かしてとらえることができた。

さらに 「量も値段も違うＡとＣでは，どちらがお得であるか」という問題の構造化を，

進める発問を行い，児童は「どのように比べればよいか」という問題解決への焦点化を図

り，自力解決への見通しをもちながら意欲的に解決しようとした。

(2) 「お得な」ということばの意味をおさえること

ここでの「お得な」ということばの意味は，あくまでも算数的な意味合いを示すのであ

って 「自分が飲みたいジュースは○○ 」といった個人的な感情を入れてはいけないこ， 。

とを児童に伝える。そのため，量が同じである場合は，値段が安い方がお得であり，値段

が同じである場合は，量が多い方がお得であることを確認する。この確認により 「お得，

な」ということばの意味をしっかりおさえることができ，児童は課題の意味を明確にとら

えられたと思われる。

(3) 児童の考え方（解き方）を生かした発問

各自の考え方（解き方）をグループで話し合うことで ，考え方や解法の仕方について，

再構築を図った。その結果，以下のような考え方（解き方）がまとめとして発表された。

・Ａのジュースを１２５円分飲む場合，何 飲めるのか。ã

・Ａ，Ｃ両方のジュースを５００円分飲む場合，何 飲めるのか。ã

・Ａ，Ｃ両方のジュースを２５円をもとにして飲む場合，何 飲めるのか。ã

・Ａ，Ｃ両方のジュースを１円分飲む場合，何 飲めるのか。ã

・Ａ，Ｃ両方のジュースを１ 飲む場合，何円になるのか。ã

上記の５つの考え方から，二つの量が関わっている場合は，一方を「そろえる 「もと」

にして」という言葉をキーワードとしながら，児童は他方の量で比較したり，その考えを

基に数値化したりする方法，つまり「単位量あたりの大きさ」について考えるようになっ

ていった。また，ここでは「５つの考え方の共通点は何か？」といったような発問も必要

であったと思う 「５つの解法の中でどれが自分にとって一番分かりやすい考え方か？」。

といった発問をしたことで 「１円分 「１ 分」で数値化することのよさにも気付く児， 」， ã

童も見られた。

６ 授業実践のまとめ

○ジュースの量や値段を，350 ，500 や100円，125円という値にしたため，多様な考え方ã ã

や解き方が児童から発表された。また，その考え方や解き方の共通点や相違点を考えるこ

とにより，児童自らが課題意識をもちながら解決に向けて問い続ける姿が見られらた。

○本時の学習問題では，多様な解決の中から，値段に着目して 「量÷値段」の考え方で数，

値化した解き方が分かりやすいという児童が多く，本時のねらいにも迫れた。

・場面状況を把握できるように本物のジュースを準備したが，ジュースの中身などに関心を

もってしまい，学習に集中できない児童が出てしまった点などは，今後の課題としたい。
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第２学年「長さしらべ」 単元の指導計画

評価の視点
時 児童の問い 学習活動及び内容 教師の主なる働きかけ

関 考 表 知

１ ・何を使って，どう ○ ○ 「ひとあしひとあし （レ「長さを比べるには，どうした 」
やったら，長さが比 オ・レオニ）の絵本を読み

（

らいいかな？」
本 べられるかな。 学習問題 聞かせし，登場人物の手助
時 しゃくとり虫さんのかわり けをするという場面を設定

に，３まいのカードの長さを し，長さを測るおもしろさ

）

しらべよう。 を感じられるようにする。
「センチ 「ミリ」で表」

◎与えられた長さをお互いに表 した子には，身の回りでど
し合うとき，長さの普遍単位 んなときに使われているか
があるとよいこと（必要性） 考えさせる。

・物差しって，どう に気付く。 話し合いを通し，長さを
やって使うの。 比べるとき，普遍単位があ
・ センチ」ってよ るとよいことに気付くこと「
く聞くけど，何なの 〈 〉 ができるようにする。具体物を用いた算数的活動
かな。 ブロック，おはじき，手，物 【評価】
・あまり（いくつ分 差し，クリップ等を活用しなが ※長さを表すとき，普遍単
で表せない部分）は ら 「○○のいくつ分」で長さ 位があるとよいことに気付，
どうしたらいいのか を表す。 く。

，な。 ※自分で選んだものを用い
長さを表すことができる。

２ ・物差しって，どう ○ ○ 物差しを使うときは，端「物差しを使って，長さを測っ
やって使うの。 を合わせること，まっすぐてみたいな 」。
・目盛りがたくさん 学習問題 に置くことに児童たち自身
あるよ。どうやった カードの長さをものさしを が気付くことができるよう
らいいのかな。 つかってはかり，長さをしゃ にする。
・ｃｍで，長さを表 くとり虫さんにおしえてあげ ｃｍの読み方，書き方，
してみたいな。 よう。 物差しという名前等きちん

と指導する。
◎長さの普遍単位であるｃｍを どのカードが何ｃｍか確

知り，長さを測定することが 認し，ｃｍは，より正確で
できる。 分かりやすい表現であるこ

とを確認し合う。
・身の回りにあるい 物差しの目盛りがいくつ分な 【評価】
ろいろなものを物差 のか数えてみよう。 ※物差しを用いてカードの
しを使って測ってみ 物差しにかいてある黒や赤の 長さを測り，ｃｍを使って
たいな。 点は何を表しているのだろう。 表現することができる。

，ｃｍは，どんなところで使わ ※長さの単位と測定の意味
れているかな。 物差しの目盛りの仕組みを

理解している。

３ ・手のひら，いすの ○ ○ ３０ｃｍ物差しで測れる「３０ｃｍ物差しでいろいろな
高さ，ノートなど， 身の回りの物を自由に測定ものの長さを測ってみたいな。」
自分たちの周りのい ・手のひら させる。
ろいろなものの長さ ・ノート 物差しを上手に使えない
を測ってみたいな。 ・いすの高さ など 児童とともに物差しの使い

方を確認したり，目盛りを
◎ｃｍ単位で長さを測定するこ 数えたりし，正しく物差し

とができる。 が使えるよう支援する。
，１０ｃｍを手で表現させ

・あれ？ｃｍでぴっ 物差しの使い方を思い出しな １０ｃｍを感覚としてとら
たり測れないよ。余 がら，いろいろなものの長さを えられるようにする。
りの部分は，どうし 測定する。 【評価】

，たらいいのかな。 ※物差しの使い方が分かり
ｃｍを使って，進んで長さ
を測ることができる。

４ ・１ｃｍより短い長 ○ ○ 物差しの小さい目盛りを「ｃｍでぴったり測れないあま
さは，どうやって測 使えば，１ｃｍより短い長りの部分はどうしたらいい
ればいいのかな。 さを測ることができそうだの？」

学習問題 という見通しをもたせる。
はがきのよことたての長さ 小さな目盛りは，１ｃｍ

をはかりましょう。 を１０こに分けた長さであ
り，１ｍｍということをし

◎１ｃｍを１０等分した１つ分 っかり押さえる。
・ｃｍとｍｍを使え の長さの単位「ｍｍ」の必要 長さは何ｃｍと１ｍｍが
ば，どんなものでも 性を感じ ｍｍについて知る いくつ分で表現できること， 。
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。正しい長さがはかれ を既習事項から考えさせる
そうだ。今までに測 １ｃｍよりもっと小さい目盛 【評価】
ったものの長さをも りがあるといいな。 ※既習事項を生かし，物差
う一度測ってみたい 物差しの小さい目盛りについ しの目盛りの仕組みやｍｍ
な。 て考える。 について考えることができ

ｍｍは，どんなところで使わ る。
れているかな。 ※ｃｍとｍｍの関係を理解

する。

５ ・ｃｍとｍｍを使っ ○ ○ ｃｍとｍｍを上手に使っ「いろいろなものの長さを正確
て，長さを測ってみ て，ものの長さを測れるよに測ってみよう 」。
たいな。 学習問題 うにする。

最初に指定したものの長
あ さを測定させ，正確に測定
い できるか確認してから，自

由に具体物の測定をするよ
の長さを測りましょう。 うにする。

上手に長さを測れる児童
， ，・長さを測るだけじ ◎物差しを用いてｃｍ，ｍｍ には 物差しの利点として

ゃなくて，自分で線 の単位で長さを測定すること 物差しの端を合わせなくて
をかいてみたいな。 ができる。 も目盛りを数えることで長
・どうやったら上手 さが測れることに気付かせ
な線がかけるのか ｃｍとｍｍを使うと，ぴった る。
な。 りものの長さが測れるよ。 〈予想されるつまずき〉

ｃｍとｍｍを用いた測定
ｍｍを使った方が，正しく長 では，目盛りの読み方が混

さが測れるよ。 乱してしまう児童がいると
考えられる。ｃｍの部分と
ｍｍの部分に分けて考える
よう，助言する。
【評価】
※ｃｍとｍｍを使って，進
んで長さを測ることができ
る。

６ ・自分でも上手に線 ○ まっすぐな線を直線とい「どうやったら決められた長
をかいてみたいな。 うことを指導する。さの線がかけるかな 」。

学習問題 どうすれば正確に直線が
７ｃｍ５ｍｍのまっすぐな かけるか話し合わせる。

線をかきましょう。 練習問題の中に５ｃｍと
３ｃｍの直線をかく問題を

◎ｃｍ，ｍｍの単位の長さのよ 盛り込み，児童が次時への
みとりや 「直線」の用語と 「問い」をもてるようにす，
その意味を理解し，物差しを る。

・５ｃｍの直線と３ 用いて必要な長さの直線をか 〈予想されるつまずき〉
ｃｍの直線がかけた くことができる。 直線がうまくかけない児
けど，合わせるとど 童には，その子のつまずき

，うなるのかな。 物差しでその長さに印をつけ の原因に応じて個別に助言
るとかきやすいね。 手助けする。

【評価】
線をまっすぐにかくのって難 ※物差しを用いて，決めら

しいね。 れた長さの直線をかくこと
ができる。

７ ・線の長さもたした ○ 紙テープなどの具体物を「５ｃｍと３ｃｍの直線を合わ
り，ひいたりできる 用いながら，視覚的に考えせるとどうなるかな 」。
のかな。 学習問題 が深まるようにする。

赤い線と青い線の長さをく
らべましょう。 紙テープや前時にかいた

直線を実際に利用して，答
えの確かめをするようにす
る。

【評価】
◎長さの加法及び減法が用いら ※簡単な長さの加減計算が

れる場面を知り，簡単な長さ できる。
の計算ができる。

・どんな式でどのように計算を
したのか話し合う。

長さもたしたり，ひいたりで
きるんだな。

８ ○ ○ ○ コース別学習を設定する。単元のまとめ（発展的な学習と補充的な学習）
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第２学年「たすのかな ひくのかな」 単元の指導計画

評価の視点
時 児童の問い 学習活動及び内容 教師の主なる働きかけ

関 考 表 知

１ ・たし算かな。ひき ○ ○ 小単元で扱う内容を問題「どんな計算をするのかな 」。
算かな。 ①加法 として提示する。
・ ぜんぶで」だか ②加法の逆思考（小さい数） すべての問題を同じよう「
らたし算かな。 ③減法の逆思考 に考えさせるため，１問ず
・ のこりは」だか ④減法（減数を求める） つ時間を区切って何算かを「
らひき算かな。 ⑤加法の逆思考（大きい数） 考えさせる。
・すぐには分からな ⑥比較

，いよ。どうしたらい 関係を考えやすいように
いの。 学習問題② 第１時は②の問題を扱う。

（

本 おり紙を９まいもっていま たし算と考えた児童，ひき
時 す。先生からおり紙をもらっ 算と考えた児童，まだ迷っ

たら，ぜんぶで21まいになり ている児童に分かれ，席を

）

ました。先生からもらったの 移動させる。自分の立場を
は，何まいでしょう。 はっきりさせる。

◎加法の逆思考の問題を解決す 数量関係を表す方法を工
る際 問題場面を劇化したり 夫させ，活動に要する時間， ，
教具を並べたり，図を使った を十分に取る。

・ ぜんぶで」なの りして数量関係の表し方を考「
に，どうしてひき算 えることができる。 【評価】
になるの。 〈 〉 ※演算決定の理由を工夫し探究的な算数的活動
・どうやって説明し 問題場面を劇化したり，教具 て説明しようとする。
たら分かってくれる を並べたり，図を使ったりして ※加法の逆思考の数量関係
んだろう。 数量関係を表す。 の表し方を考える。

２ ・ あわせて」なの ○ どんな場面なのか話し合「 「大きい数のときは？」
に，ひき算で答えが 学習問題⑤ い，何が分かっていて，何
でるよ。 青いおり紙と赤いおり紙が を求めるのかを明確にさせ
・どの説明のしかた あわせて43まいあります。青 る。
がいいのかな。 いおり紙は27まいでした。赤 数量関係を表す方法が思
・数が多いから，絵 いおり紙は何まいあるでしょ いつかない児童には，前時

。でかくとたいへんだ う。 の学習内容を振り返らせる
よ。 ◎数量の関係をテープ図に表 数が大きい問題を扱い，

し，加法の逆思考の問題を解 より早く，簡単に図に表す
決する。 方法を工夫させることによ
折り紙１枚１枚の絵をつなげ り，折り紙の絵からテープ

てかこうか。 図へとつなげていく。
・ ぜんぶで や あ 図の中に分かっている数や， テープ図の一部を求める「 」 「
わせて」なのにひき 求める数をかくと分かりやすい ときはひき算であることに
算なんてふしぎだ よ。 気付かせる。
ね。 図の中に何の数なのか，こと 【評価】
・ほかのもんだいは ばも書くといいね。 ※数量関係を分かりやすく
あっているかな。 表すために，その表し方を

工夫する。

３ ・ほかのもんだいも ○ テープ図の長さと数量の「 のこり』のもんだいはひき『
テープ図でたしかめ 大きさを厳密に表す必要は算でいいのかな 」。
てみたいな。 学習問題③ なく，数量関係がおおよそ

教室に子どもが何人かいま 表されていればよいことを
した。17人外にあそびに行っ 確かめる。
たら，のこりが６人になりま テープ図の色そのものに
した。子どもははじめに何人 は意味はなく，分かりやす
いたでしょう。 くするための方法であるこ

・はじめの数が分か ◎数量関係をテープ図に表し， とを確かめる。
らないよ。 減法の逆思考の問題を解決す テープ図の全体を求める
・どのくらいの長さ る。 ときはたし算であることに
でかけばいいんだろ 「ぜんぶで」の問題みたいに 気付かせる。
う。 テープ図で表せないかな。 【評価】
・もう１つの「のこ テープ図の全体がわからない ※加法と減法が互いに逆の
り」のもんだいもた んだから，たし算で求めるんだ 関係になっていることを理
し算かな。 よね。 解する。
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４ ・ のこり」は分か ○ ○ キーワードだけで演算を「 「『 』 。」のこり がわかっているよ
っているけど，何算 学習問題④ 決定することはできないこ
かな。 すずめが18わいました。何 とを意識させる。
・テープ図で表せば ばかとんでいきました。のこ 考えが他の子どもにもわ
わかるかな。 りは７わになりました。とん かるように，順序立てて発

でいったすずめは何ばでしょ 表できるように支援する。
う。 「のこり」がわかってい

◎数量関係をテープ図に表し， る問題でも，テープ図で一
減法逆の減法の問題を解決す 部を求めるときと同じよう
る。 にひき算で求められるよう

・もう１つ残ってい 今までと同じにテープ図で表 にする。
る「くらべっこ」の せば，きっと何算かわかるよ。 【評価】
問題は何算なのか テープ図って便利だね。 ※減法の構造をとらえ，数

，な。 量の関係をテープ図に表し
演算の決定ができる。

５ ・ くらべっこ」も ○ ○ 〈予想されるつまずき〉「 「『 』 」くらべっこ だけど何算？
たし算になるときが 学習問題⑥ 児童は前時までと同じよ
あるのかな。 イチゴケーキは３５０円で うに，１本のテープ図に表
・どうやってテープ す。イチゴケーキはチーズケ そうとするであろう。そこ
図にすればいいんだ ーキより３０円高いそうで で，１本に表したテープ図
ろう。 す。チーズケーキはいくらで と，２本に表したテープ図
・イチゴケーキとチ しょう。 を比べて話し合わせること
ーズケーキはどちら ◎数量関係をテープ図に表し， により，２本のテープ図の
が高いのかな。 比較の問題を解決する。 方が実際の問題場面を的確

２つの数のくらべっこだから に表していることに気付か
２本のテープ図に表すとわかり せる。
やすいよ。 問題をゆっくり読みなが

「～は～より高い」って書い らテープ図に表すことによ
てあるよ。 り，テープ図のかき方を理

イチゴケーキの方が長いほう 解させる。
・どんなとき２本の がいいね。 演算を決定するときには
テープ図にしたらい 短い方をもとめるんだからひ テープ図に表すことが便利

， 。 。いか むずかしいね き算だね。 であることを実感させたい
・似ている問題はも 「くらべっこ」もテープ図に 【評価】
うないのかな。 表すとわかりやすいんだね。 ※比較の問題をテープ図に

表す方法を考え，その表し
方を理解する。

６ ・６＋５とはちがう ○ 児童は○の図に表そうと「ほかにはどんな問題がある
のかな。 するだろうが，たけしさんんだろう 」。
・関係をどう表せば 学習問題 の場所を明確に表すように
いいのだろう。 たけしさんのグループが１ させる。
・たけしさんはどこ れつにならんでいます。たけ ６＋４と立式する児童に
にいるのかな。 しさんは前から６ばん目で， は，４はどのように考えて
・式にはどう表せば うしろから５ばん目です。た もとめたのかを明らかにさ
いいのだろう。 けしさんのグループは何人い せる。

るのでしょう。 式は問題の数値を使うこ
◎数量関係を図に表し，順番の とを確認する。
問題を解決する。 【評価】

人間を○の図で表すとわかり ※順番の問題をテープ図に
やすいよ。 表し，１ひいたり，１加え

・たし算とひき算の テープ図でも考えてみよう。 たりして問題を解決するこ
関係がわかったよ。 ６と５をたしたら１人分多く とができる。

なっちゃうね。

７ ○ ○ ○単元のまとめ（発展的な学習と補充的な学習）

◎指導計画の見直し（実際の指導）

＊実際の学習では，第２時の終わりに「問題の⑤と③は『ぜんぶで』や『あわせて』の問題でもひ
き算だったけど，①の問題はたし算でいいんだよね。どこがちがうのかな 」という問いをもつ。
児童が見られた。そこで，学習計画を修正し，第３時には 「問題の⑤や③は問題の①と，どこ，
がちがうのだろう 」という学習課題で学習を進めた。。

それぞれの問題をテープ図に表し，その違いを確認した。それによって，加法と減法が逆の関
係になっていることが，より理解されただけでなく，テープ図に表すよさを児童に実感させるこ
とができた。
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第３学年「重さ」 単元の指導計画
・どれが一番重いか のり，ホチキス，乾電池の１ ○ ○「どれが重いの？」

な？ 学習問題 実物を見せ，手で持ったり，

（

見た目だけでは曖昧さが残る本 どれが一番重い？どれが一番軽

ような物を提示し，重さの判時 い？重さの

断の方法を考えさせたい。

）

比べ方を考

ただ単に重さの順番を決めえよう。

・どうすればはっき ◎見た目だけでは重さを比べる るだけでなく，その順番が分

り分かるかな？ ことができないことに気付き かった過程も記録するように，

・どうして２回です 重さの比べる方法を考える。 する。

，むの？ 天秤の使用回数については<操作的な算数的活動>

道具（天秤）を使い，重さ比 間接比較にも関わることなの

・もっとたくさんの べを行う。 で，扱い方を大切にしたい。

物を比べてみたい。 比べ方を話し合うことで，間 【評価】

・どれくらい違うの 接比較の考え方を知る。 ※比べるものの重さを進んで

かな？ 調べようとする。

・重さも数で表すこ 自分たちの「問い」をもとに ※間接比較の考えで重さを比

とができるの？ 学習計画を立てる。 べることができる。

・順番で比べていけ 児童たちの考えた方法で比２ ○ ○「たくさんの物の重さ比べをし

ばいいんじゃないか べ，その効率や結果の妥当性てみよう」

な？ 学習問題 について話し合う。結果につ

天秤を使って 学級の中で いては，揺さぶりをかけ，改， ，

「のり」の重さベスト10を決 善策を考えられるようにする。

めよう。 「学級全体でなかだちをそ

比べ方を考え 重さ比べをする ろえなければならない」とい， 。

◎比べたことを振り返ることで う考えを引き出し，任意単位，

・この方法では，正 その方法や結果について話し につなげていきたい。

しい順番が分からな 合い，問題点を解決しようと 【評価】

いよ。 する。 ※効率のよい比べ方を考えよ

・数で表せたら，い 何かをもとにすればいいんじ うとし，任意単位による比べ

いのにな。 ゃないかな。 方を見いだす。

・もっと簡単に正確 任意単位の便利さを実感で３ ○ ○「 」重さを数であらわしてみよう

に比べられないか きるようにするとともに，そ

な？ ◎任意単位を決めて，重さ比べ の比べ方の問題点にも気付け

をする。 るよう，つぶやきや意見をと

・学年で一番重いの り上げていきたい。

は，だれの「のり」 任意単位のよさと問題点を話

かな？ し合う。

・重さにもどこでも どこでも，同じ物で量らなけ 【評価】

通用する単位がある ればいけないから大変。 ※任意単位のよさや問題点が

のかな？ 分かり，普遍単位の便利さが

・いろいろな物の重 どこでも，通用する普遍単位 分かる。

さを量りたい。 の「ｇ」を知り，数値で表せる

よさが分かる。

・いろいろな物の重 はかりを使う上での注意事４ ○ ○「 」いろいろな物の重さを量ろう

さを量りたい。 学習問題 項を話す。

はかりを使って，重さを量 最小単位から，誤差につい

ろう （秤量１kg） ての指導をする。。

はかりの観察をする。 重さを予想してから計量す

・はかりの目盛りは ◎最小目盛り，秤量の意味を知 ることにより，量感を育てて

どうよむのかな？ る。 いきたい。

いろいろな物の重さを量る。 【評価】

・もっと重い物も量 ※秤量１kgのはかりの読み方

ってみたいな。 秤量を超えてしまい，量れな を理解する。

い物もあるよ。

・もっと重い物の重 kgの導入の際に，kmとも関５ ○ ○「 」もっと重い物を量ってみよう

さを量りたい。 学習問題 連し「ｋ」は「1000」のこと

ランドセルの重さを量ろう にも気付かせたい。

秤量 2kg 4kg １kgより重いと判断したも（ ， ）

・前時のはかりと， はかりの観察をする。 のの重さを予想し計量するこ

どこが違うのだろ 前時のはかりと，最小目盛り とで，量感を育てていきたい。
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う？ と秤量が違うよ。 ＜予想されるつまずき＞

最小目盛りが大きいから，誤 秤量が2kg，4kgとどちらも

差も大きくなるね。 使う際，読めない児童もいる

・重さを，当ててみ と思われる。はかりにより，

たいな。 ◎いろいろな物の重さを量る。 最小目盛りが異なることを確

認する。

【評価】

※およその重さの見当をつけ

たり，秤量2kg,4kgのはかりの

。読み方や1kg=1000gを理解する

・１kgって，どれく 「１kg」を意識させること６ ○ ○「１kgを作ろう」

らいの重さかな？ 学習問題 で，量感を高めたい。

砂で，ぴったり，１ｋｇを 重さも加法，減法と計算で

作ろう。 きることを確認する。

?前時までに量った物で 各自 重さの普遍単位の基が水１， ，

１kgを確認し，砂で作る。 の重さであることを知らせ，

・１kgに一番近いの 重さとかさのつながりを感じ

は，誰かな？一番， 誰が一番１kgに近いかを，計 させたい。

遠いのは，誰かな？ 算する。

・違いは，どれくら 【評価】

いかな？ 簡単に，１kgを作ろう。 ※重さを量る前に見当をつけ

水１ の重さを量る。 ようとしたり，根拠により，?

・本当の１kgってど １kgの量の見当をつけること

れくらいなの？ ができる。

・形を変えると重さ これまでの学習や生活にお７ ○ ○「重さの疑問を出し合おう」

は変わるの？ ◎疑問を話し合う。 いて「重さ」に関する疑問が

・水にボールを浮か 多く出るように，十分に時間

べると，その分だけ 疑問を分類する。 をとる。また，事前調査の内

重くなるの？ ・保存性，加法性， 容にもふれる。

・髪の毛にも，重さ どんな物にも重さはある。

はあるの？

◎解決してみたいものを選び， 【評価】

実験方法を考える。 自分の疑問を出すことがで※
・調べてみたいな。 き，その解決方法を考える。

・疑問を解決した 実験する際のはかりは，複８ ○ ○「重さの疑問を解決しよう」

い。 数準備し，その実験に適した～課題選択学習～

ものを選択させたい。

＜予想されるつまずき＞

実験する際，適切な計器を

◎実験毎に 友達と意見交換し 選択することが困難だと思わ， ，

実験結果を比較し 考察する れるので，秤量に注目させた， 。

い。

・みんなの結果は， 【評価】

どうなったのかな？ ※適切な計器を選択し，疑問

を解決することができる。

・みんなの結果は， 各実験毎に，実験結果を発９ ○ ○「重さの疑問を話し合おう」

どうだったのかな？ 表するが，実験結果だけでな

◎実験結果を全体で検討する。 く，そこから分かったこと（重

さの保存性，重さの加法性）

を全体で確認したい。なお，

その理由付けも考えさせたい。

【評価】

※実験結果から保存性・加法

性について考えることができ

る。

同一問題の中から，条件や10 ○ ○ ○単元のまとめ（発展的な学習と補充的な学習）

求めるものを変更することに

よる問題を用意する。
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第５学年「小数でわる計算」 単元の指導計画

評価の視点
時 児童の問い 学習活動及び内容 教師の主なる働きかけ

関 考 表 知

１ ・小数でわってもい ○ ○ 学習問題は，わり算の意「 」小数でわるってどんなこと？
いのかな。 学習問題 味を小数へ広げやすい包含

（

本 10 の水を２ のペットボ 除を扱う。ç ç
時 トルに移します。２ のペッç

トボトルは□本必要です。９ 除数が小数であることを

）

の麦茶を1.5 のペットボ 明確にし，既習の問題と違ç ç
ルに移すとき，容器は何本必 うことに気付かせ，新たな
要でしょう。 疑問や解決へ向けての自分

・小数のわり算の筆 ◎除数が小数の場合でも，図や なりの考えを持たせるよう
算はどうやればいい 数直線等を用いて除法の指揮 にする。
のかな。 に表せることに気付き，その 筆算方法については，あ
・筆算で解いた人も 計算方法を既習の整数の計算 との児童の「問い」につな
いたけど，1.5の小 に関連させて見いだそうとす げるため，あまり深入りし
数点が消されている る。 ない。
のはなぜ？。 の考 〈 〉 【評価】å 探究的な算数的活動
えでやったのかな。 テープ図や数直線，半具体物 ※小数の除法の意味につい
・もっと小さい小数 等を活用しながら，計算の仕方 て数直線や図などを用いて
でもわれるのかな。 や考え方を見いだす。 見いだし，その計算方法を
・あまりは，どうな 整数の計算の意味と関連付
るの。 自分たちの 問い をもとに けて考えようとする。「 」 ，

学習計画を立てる。

２ ・どんな計算方法な 「 ○ ○ 立式できない児童には，１よりも小さい小数でもわれ
の。 」 除数が整数の時を考えさせるのかな。

学習問題 たりや前時の学習内容を振
・答えが48円より高 リボン0.8ｍの代金が48円 り返らせるようにする。
くなってしまうよ。 でした。このリボンを１ｍ買 これまでの除法では商は
わるんだから，答え うとすれば，代金はいくらで 必ず被除数より小さくなっ
は小さくなるんだけ しょう。 ていたが，ここでは商が被
ど。 ◎除数が純小数の場合でも，除 除数より大きくなる。戸惑

法の式に表すことができ，そ いを感じている児童には，
の計算方法を見いだそうとす 数直線などで数量関係を視

・もっと簡単に速く る。 覚的に捉えられるようにす
計算できるように筆 答えは，いくらかな。 る。
算のやり方を考えて 0.8を整数に直そう。 【評価】
みよう。 数直線やテープ図を使って考 ※除法の式に表そうとし，
・ひっ算でできるの えよう。 その計算方法の意味や考え
かな。 方を見いだす。

３ ・今までの考え方を 「 ○ 除法に関して成り立つ性整数÷小数の計算をひっ算で
もとにすれば，ひっ 」 質を用いて，被除数と除数やってみよう。
算でも計算できるは ・９÷1.5の場合 をともに10倍して整数÷整
ずだよ。 ・48÷0.8の場合 数の筆算を考えればよいこ

◎計算原理や計算方法に着目し とに気付かせる。
筆算で計算する。

・小数を小数でわる これまでの学習を基に，整数 【評価】
こともできるのか ÷整数の除法に直す方法を考え ※筆算方法が分かり，筆算
な。 る。 で計算することができる。

４ ・わる数やわられる 「 」 ○ ○ 除数と被除数を10倍する小数を小数でもわれるの？
数を整数にするには 学習問題 ことは，小数点が右にそれ
どうしたらいいのか 1.4ｍの鉄のパイプの重さ ぞれ１桁移動するという見
な。 をはかったら 5.6kgでした 方や考え方をおさえる。， 。

この鉄のパイプ１ｍだった 乗法「小数×小数」の場
ら，重さは何kgになるでしょ 合を取り上げ，その解き方
う。 や考え方を対比させること

◎小数÷小数の立式ができ，計 で，小数の除法についての
・どんな問題でも， 算原理や計算方法が分かり， 理解が深まるようにする。
ひっ算で計算して答 筆算で計算する。 【評価】
えが出せるのかな。 小数点を右に動かすよ。 ※小数÷小数の計算の意味

この前の時間に考えた筆算の や方法が分かり，立式した
やり方にあてはめてみる。 り筆算で計算ができる。
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５ ・ひっ算のしかたを 「 ○ 小数で割る計算の仕方を小数でわる計算のひっ算のし
わかりやすくまとめ 」 一般化できるようにする。かたをまとめてみよう。
てみると，どうなる 学習問題 整数÷整数の割り進みを
かな。 １ わりきれるまで計算して 想起されるように，具体的

みよう。 な問題を提示し，比較しな
①1.4÷0.5 ②4.2÷5.6 がら理解が深まるようにす

２ 4.1÷8.2＝0.5 る。
1.8÷2.5＝0.72 筆算の仕方がまとめられ

となります。どんな考え方 たら，７題程度の練習問題
・わり算だから，余 どんなやり方で計算したの に取り組ませ，その問題の
りはでないのかな。 でしょうか。 中には，3.2÷0.6の問題を

◎割り切れるまで割り進む筆算 を盛り込み，次時以降への
・わる数によって答 の仕方が分かり，小数で割る 児童の「問い」を持たせる
えがわられる数より 計算の筆算の仕方がまとめら ようにする。
大ききなったり小さ れる。 練習問題の式と答えを黒

， 。くなったりするよ。 整数÷整数のときと同じ考え 板に並べ 商に着目させる
・間違わないよう 方でできるよ。 【評価】
に，商の見当がつく 友達に分かりやすく説明して ※筆算の仕方をまとめるこ
といいな。 みよう。 とができる。

６ ・商が大きくなるの 「 ○ ○ 乗法の時のように，数学小数のわり算で商の見当の
が不思議だな。 」 的な用語や表記に抵抗感やつけ方を考えよう。
・かけ算のときも， 学習問題 戸惑いをもつ児童がいると
積が小さくなったと １ 5.6÷3.5，5.6÷0.8では 思われるので，具体的な式
きがあったけど，こ 商は5.6より大きくなりま と関連付けながらまとめて
れと関係があるのか すか，小さくなりますか。 いくようにする。
な。 ２ 4.8÷6.4，4.8÷4.8

4.8÷0.8，4.8÷1.6 実際に計算しなくても，
を商が大きい順にならべて 商の見当がつくことのよさ
みよう。 に気付くようにする。

◎除数が１より大きいか，小さ 除数が１より大きいか，
いかにより商と被除数の大小 小さいかに着目できるよう
関係を見分ける。 にする。

・前の時間に，わり 商の見当がつくと，計算ミス 【評価】
きれない問題があっ が少なくなるよ。 ※除数が１より大きいか，
たけど，どうすれば 商の大きさの見当をつけるの 小さいかにより，商と被除

。いいのかな。 に役立つね。 数の大小関係が考えられる

７ ・あまりの大きさの 「 ○ 整数÷整数で余りのあるあまりのあるわり算で学習し
意味がよくわからな 」 計算を取り上げ，本時の学たことをふり返ろう。
い。 学習問題 習問題と対比させながら，
・小数点をどこにう 3.2÷0.6の計算のしかたを 余りの意味や計算の仕方な，

。てばいいのかな。 0.1をもとにして考えよう。 どが理解できるようにする
◎あまりの意味と大きさが分か 〈予想されるつまずき〉

り，商とあまりを求める。 余りのある小数の除法で
は，余りの小数点の位置を

あまりは何かな。 新しく移動した小数点にそ
あまりの「２」は，0.1が２ ろえて打ってしまう誤答が

つ分ということかな。 考えられる。形式的な計算
テープ図を使ったり数直線を 処理にならないように，数

使ったりして確かめよう。 直線や図などを使い，余り
あまりの小数点は，わられる の意味や大きさについて理

数のもとの小数点にそろえて打 解できるようにする。
・あまり以外にも答 てばいいんだ。 【評価】
えの出し方があるの ※余りの意味と大きさを理
かな。 ・どんな考え方で，どのように 解し，商と余りを求めるこ

したのかを話し合う。 とができる。

８ ・商を四捨五入して ◎商を四捨五入して，1/10の位 ○ ○ 被除数の小数点の位置に
もいいのかな。 まで求めてみよう。 注意させながら考えられる

ようにする。
どこの数を四捨五入させれば 【評価】

いいのかな。 ※商を四捨五入して，1/10
あまりのことは考えなくても の位まで求めることができ

いいんだ。 る。

９ ○ ○ ○ コース別学習を設定する。単元のまとめ（発展的な学習と補充的な学習）
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第５学年「円『円の面積 」 単元の指導計画』
○円周については，前時までに学習済み

評価の視点
時 児童の問い 学習活動及び内容 教師の主なる働きかけ

関 考 表 知

１ ・円にも面積はある ○ 既習のいろいろな図形の「円にも面積があるのかな？」
のかな。 数種類の既習図形の大きさ 大きさを比べながらこれま

（

本 比べをする。 での面積の求め方や考え方
時 学習問題 を想起させ，円の面積に着

円の面積の求め方をいろい 目させる。

）

・円の面積はどうす ろと考えよう。 既習の図形は直線で囲ま
れば求められるのか ◎方眼や正方形を用いて実測し れていたが，円は曲線であ
な。 たり既習の形に変形したりす ることに気付かせ，既習の

。・知ってる形に変形 る活動を通して，円にも面積 図形とのずれを意識させる
できるかな。 があることや円の面積の求め

方を考えようとする。 【評価】
・三角形に近い形が 〈 〉 ※円の中に１ の正方形が探究的な算数的活動 á
たくさんできるよ。 方眼や正方形を用いて実測し いくつあるか数えたり，円
・三角形で計算でき たり既習の図形に変形できな を分割して平行四辺形に変
ないかな。 いか考えながら，円の面積を 形したりする活動を通して
・平行四辺形にでき 求める。 円の面積の求め方を考える
そうだな。 自分たちの 問い をもとに ことができる。「 」 ，

学習計画を立てる。

２ ・簡単に計算で求め 「 ○ ○ 計算できない児童には，円の面積を計算するにはどう
られるのかな。 」 前時で平行四辺形や三角形する？
・変形して平行四辺 学習問題 に変形したグループを振り
形や三角形に近づけ 半径１０㎝の円の面積を， 返らせる。
られるけど，曲線部 計算で求めてみよう。 おうぎ形の弧を直線とみ
分はどうするの。 られない児童には，ひもを

用いて直線に近づくことに
◎平行四辺形や三角形に等積変 気付かせる。

形して，円の面積を計算で求 「円を細かく等分割して
・細かく分割すれば めようとする。 いくと長方形に近づく」と
直線に近づくけれ いうつぶやきがあれば，と
ど，本当に直線にな 底辺の長さは。 りあげて，次時への問いに
るの。 高さの長さは円の半径だね。 つなげたい。
・曲線もひもで考え 【評価】
ると直線にできるの 言葉の式にしてみよう。 ※円を分割して平行四辺形
ではないかな。 に変形したりする活動を通
・計算にきまりがあ して，円の面積を求めるこ
りそうだね。 とができるよさに気付く。

※必要な部分の長さを測る
ことによって，円の面積が
計算で求められることを理
解する。

３ ・平行四辺形や三角 「 ○ ○ 自分で変形した前時の図円の面積を求める公式もある
形のように簡単な公 」 形から円の求積公式を考えのかな？
式にできたら便利だ 学習問題 させる。
ね。 円の面積はどんな式で求め 円のどの部分になるかに

られるでしょう。 着目して考えさせる。

・円周の半分×高さ ◎平行四辺形や長方形の求積公 円の面積はその円の半径
で円の面積は求めら 式を用いて，円の求積公式を を一辺とした正方形の面積
れるのではないか 導き出そうとする。 の約３．１倍であることを
な。 想起させる。
・高さは半径ではな 長方形の横の長さは円のどの
いかな。 部分の長さかな。 【評価】
・どんな円でも公式 長方形の縦の長さは円のどの ※円の面積の公式を作り出
は使えるよね。 部分の長さかな。 そうとする。
・ドーナッツのよう ※円の公式を用いて，円の

。な形の円の面積は求 円のどの部分の長さになるか 面積を求めることができる
められるかな。 を考える。

４ ○ ○ ○ ○ コース別学習を設定する。単元のまとめ
（発展的な学習と補充的な学習）５
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第６学年「直方体と立方体『展開図 」 単元の指導計画』

評価の視点
時 児童の問い 学習活動及び内容 教師の主なる働きかけ

関 考 表 知

１ ・ ○ ○ 立方体の模型（さいころどこの辺を切れば 「立方体を切り開いてみたら」
学習問題 キャラメルの箱）を提示し

（

切り開けるのかな。
本 立方体のどの辺を，何本切 て構成要素を確認し，本時
時 ると，どんな図形に切り開け の学習における操作活動で

るでしょうか。 辺が意識できるするようす

）

◎６辺を切って蓋と底をあけた る。
立方体のどこの辺を切るとど 実際に辺を切る前に，ど
んな図形になるかを考える。 んな図形に切り開けるかを

予想させる。
切り開くことができる４

本の辺と切り開いた図形が
Ａ Ｄ

２種類になることを確認すＢ Ｃ

Ｈ る。
切り開くときには７本の

Ｅ

。
Ｆ Ｇ

辺を切ったことを確認する

・どの図形も７本の ◎立方体のどの辺を，何本切る 切る辺がうまく決められ
辺を切るのはどうし と，どんな図形に切り開ける ない児童には，３辺を切っ
てかな。 かを調べる。 て蓋を開けたところから考
・ほかの図形も見つ 〈 〉 えさせる。探究的な算数的活動
けたい。 立方体を切り開く辺の場所と
・直方体ではどうな 本数を考え，切り開いた図形を
るのかな。 予想しながら，どんな図形がで 【評価】

展開図についての疑問や・切り開いた図形の きるかを調べる。 ※
もっと調べてみたいことをきまりを見つけた
見つける。い。 自分たちの「問い」を基に，

学習計画を立てる。

２ ・展開図にするとき ○ ○ 立方体には12本の辺があ「どうして７本なの？」
にはどうして７本切 学習問題 り，切り開くときには，ど
るのかな。 立方体を切り開いて展開図 の展開図も７本の辺を切っ

にするときに，切る辺の数が たことを確認する。
，７本になるわけを考えよう。 展開図の１つを取り上げ

◎展開図を組み立てたときに重 切った辺が展開図のどの辺
なる辺の組や６つの正方形をつ になってるのかを確認する
なげるために必要な辺の組を手 ことで，辺１本を切ると展
がかりにして，切る辺の数が７ 開図では２本の辺になるこ
本になるわけを考える。 とを捉えさせる。

・切る場所によって 展開図のまわりの辺の数は14 バラバラにした６つの正
展開図の形が変わる 本で組み立てたときは２本が重 方形（12本の辺を切った場
けど，何種類あるの なると考えよう。 合）から展開図をつくると
かな。 きに，何組の辺を重ねるの
・つなげ方によって ６つの正方形をつなげるとき かを調べさせる。
展開図の形が変わる には５組の辺が重なると考えよ 【評価】
けど，どんなつなげ う。 ※切る辺の数が７本になる

， 。方があるのかな。 ことを考え 理由がわかる

３ ・立方体にはどんな ○ 前の時間までに多くの展「どんな展開図があるの？」
展開図があるのか 学習問題 開図ができている（11種類
な。 立方体のいろいろな展開図 すべてができている）と考

をつくろう。 えられるので，できていな
◎切る辺の場所を変えたり，正 い展開図を探すことだけに

方形のつなげ方を変えたりし ならないように配慮する。
て，いろいろな展開図をつく
る。 ①の太線の辺を切ること
一つの展開図を基にして，切 を考えるときには，単に４

る辺を変えながらつくろう。 つの正方形と２つの正方形
① ② ③ を別の形になるようにつな

げるのではなく，②のよう
につながりを保存して考え
るようにさせる。
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前の時間までにでてきた
展開図どうしの関係にも目
を向けさせたい。

向かい合う面に着目してつな 前の時間までにできた展
げ方を考えよう。 開図の向かい合う面の位置

を調べさせ，並びのきまり
・直方体ではどんな に気付かせたい。
展開図ができるのか 【評価】
な。 ※立方体のいろいろな展開

図をつくることができる。

４ ・直方体にはどんな ○ 直方体の面の数，辺の数「直方体ではどうなるの？」
展開図があるのか 学習問題 などの構成要素を確認し，
な。 たて10cm，よこ７cm，高さ 立方体と同じように考えて
・直方体も切り開く 4cmの直方体のいろいろな展 いけそうであるという見通
ときには７本の辺を 開図をつくろう。 しを待たせる。
切るのかな。 いきなり自力解決に入る

のではなく，１つの切り開
き方を基にして，切った辺

4cm 10cm の数が７本であること，向
かい合う面が合同な長方形
であること，切って２本に

7cm

◎立方体の展開図のつくり方を なった辺と辺の位置関係な
生かして，切る辺の場所を変 どを話し合うようにする。
えたり，長方形のつなげ方を 【評価】
変えたりしながら直方体の展 ※直方体のいろいろな展開
開図をつくろう。 図をつくることができる。
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第６学年「単位量あたりの大きさ」 単元の指導計画

評価の視点
時 児童の問い 学習活動及び内容 教師の主なる働きかけ

関 考 表 知

１ ・どっちが得なのか ○ ○ 場面の状況が把握できる「どっちが得なの？」
な。 学習問題 ように，ペットボトルなど

（

本 ・どのように比べれ ３種類のうちどれが一番お の具体物を準備する。
時 ばいいのかな。 得なジュースだと思います ３本のペットボトルを示

か？ し，比べる活動への見通し

）

がもてるようにする。
ペットボトルのラベルは

取っておき，視覚的にとら
えた大きさではなく，量に

。Ａ Ｂ Ｃ 着目するように働きかける
円 円 円 Ａ： ，Ｂ： ，１００ １２５ １２５ ３５０ ３５０ã ã

ã・値段と量の関係を ◎値段が同じときは，量が多い Ｃ：５００
考えばいいのかな。 方がお得であり，量が同じと 値段が同じときは，量が
・値段÷量で計算す きは，値段が安い方がお得で 多い方がお得であり，量が
ればいいのかな。 あることから，値段と量の関 同じときは，値段が安い方
・量÷値段で計算す 係を見いだす。 がお得であることを理解さ
ればいいのかな。 せる。
・計算の結果から， 〈 〉 【評価】探究的な算数的活動
どのように比べれば 具体物を活用しながら，異種 ※異種の二つの量の割合を
いいのかな。 の二つの量の関係を見いだす。 工夫して表そうとする。
・計算が簡単な方が ※異種の二つの量の割合の
いい。 自分たちの 問い をもとに 表し方を考えようとする。「 」 ，

学習計画を立てる。

２ ・こみぐあいも，前 ○ ○ 前時の学習内容を振り返「こみぐあいを考えてみると」
の時間の学習したこ 学習問題 り，立式させる。
とを使うとできるの ３つのバンガローのこみぐ 人数が同じときは，面積
かな。 あいを比べよう。 が狭い方がこんでおり，面

人数(人) 面積(m ) 積が同じときは，人数が多バンガロー 2

Ａ い方がこんでいることを理１２ ３０
Ｂ ９ 解させる。３０

・人数と面積の関係 Ｃ ９ こみぐあいの学習から，１８
を考えればいいのか 人数や面積の値が大きい問
な。 ◎人数が同じときは，面積が狭 題で使われる人口密度とい
・人数÷面積で計算 い方がこんでおり，面積が同 う用語について説明する。
すればいいのかな。 じときは，人数が多い方がこ 【評価】
・面積÷人数で計算 んでいることから，人数と面 ※こみぐあいを，１㎡あた
すればいいのかな。 積の関係を見いだす。 りの人数や１人あたりの面
・計算の結果から， 積で考えようとする。

，どのように比べれば １㎞ あたりの人口を ※人口密度の意味を理解し２ 人口密
いいのかな。 ということを知る。 求めることができる。度
・同じような問題は
もっとないのかな。

３ ・１円，１ ，１㎡ ○ 人口密度，１ あたりのã ã「単位量あたりの大きさって
というように，なぜ 値段，１㎡あたりの人数な何？」
１がもとになるの。 ・12÷30と９÷18場合 ど，前時までの学習のまと

・30÷12と18÷９場合 めとして，単位量あたりの
◎異種の二つの量に着目して計 大きさという用語について

算し，比べようとする。 説明する。
【評価】

これまでの学習を基に，単位 ※単位量あたりの大きさの
・単位量あたりの大 量あたりの大きさの意味を理解 意味を理解し，いろいろな
きさの考え方で解く する。 単位量あたりの大きさを求
問題はあるのかな。 めて比べることができる。

４ ・道のりと時間の関 ○ 時間が２通りの単位で表「どっちが速いの？」
係を考えればいいの 学習問題 されていることを注意させ
かな。 12k 進むのに８分かかる電 る。ｍ
・時間の単位が，分 車と，72k 進むのに１時間か 前時までの学習から，１ｍ
と時間の２通りで表 かる自動車では，どちらが速 分間または１時間あたりに
されているぞ。 いでしょう。 走った道のりか１㎞あたり
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◎単位量あたりの大きさの考え にかかった時間で比べれば
方を用いて，道のり÷時間， よいことに気付かせる。
あるいは時間÷道のりのどち 【評価】

・時間の単位は，分 らかで立式し計算する。 ※速さを比べるときは，単
でそろえたのがいい 位量あたりの大きさで比べ
のかな。 ればよいと考えられる。
・時間の単位は，時
間でそろえたのがい
いのかな。
・道のり÷時間と時
間÷道のりのどっち
の計算の方がいいの
かな。

５ ・どんな計算をすれ ○ ○ 速さとは，道のりを時間「速さって何？」
・ ば，速さを求めるこ ・12÷８の場合 で割った数値であることを
６ とができるのかな。 ・72÷１の場合 説明する。

◎これまでの学習を基に，単位 〈予想されるつまずき〉
時間あたりの道のりが速さで 児童の中には，時速を秒
あることを理解する。 速になおすと速くなる，あ

るいは遅くなると誤解をも
速さ＝道のり÷時間 ってしまう者もいる。同じ
速さには，単位時間の選び方 速さを，単位時間を変えて

・速さを求める公式 によって，時速，分速，秒速 表しているだけであるとい
をもとにして，道の になることを知る。 うことをしっかり理解させ
りを求めることがで る。

， ， ，きるのかな。 時速 分速 秒速の関係から
・速さを求める公式 時速を で割っていけば分速， 【評価】６０
をもとにして，時間 秒速が求められるという相互の ※速さを求める公式を理解
を求めることができ 関係に気付く。 し，時速，分速，秒速を求
るのかな。 めることができる。

７ ・速さを求める公式 ○ 速さを求める式を基にし「速さの公式を利用して道の
をもとにして，道の て立式し，道のりを求めさりを求めよう 」。
りを求めることがで 学習問題 せる。
きるのかな。 時速 ㎞で走る自動車が３ 立式できない児童には，８０

時間で進む道のりは何㎞でし 数直線を利用して考えさせ
ょう。 る。

◎速さ，道のり，時間の３つの 【評価】
数量の関係から道のりを求め ※速さを求める公式から，
ればよいことに気付く。 道のりを求めることができ
道のり＝速さ×時間 る。

８ ・速さを求める公式 ○ 速さを求める式を基にし「速さの公式を利用して時間を
をもとにして，時間 て立式し，時間を求めさせ求めよう 」。
を求めることができ 学習問題 る。
るのかな。 時速 ㎞で走る自動車が 立式できない児童には，８０

㎞進むのに，何時間かか 数直線を利用して考えさせ４８０
るでしょう。 る。

◎速さ，道のり，時間の３つの
数量の関係から時間を求めれ 【評価】
ばよいことに気付く。 ※速さを求める公式から，

。時間＝道のり÷速さ 時間を求めることができる

９ ○ ○ ○ ○ コース別学習を設定する。単元のまとめ（発展的な学習と補充的な学習）～

１１



- 75 -

７ 研究のまとめ

算数科では 「算数と出会う子どもたちのための授業づくり～考える力を高めていく単元，

の導入時の指導に関する一考察～」という研究主題を設定し，実践的な研究に取り組んでき

た。本研究主題に関して，理論的な研究を進めるとともに，算数科の学習に関する実態調査

を児童及び教師を対象として行った。理論的な研究，実態調査を踏まえて県内小学校６校で

授業研究に取り組んだ。

以下，２年間の研究の取り組みから本研究実践についての主なる成果と課題を述べる。

○ 具体的な場面から問題を見いだし，児童なりの学習課題を解決していく活動により，

新たな解決方法に気付いたり互いに学び合ったりした。児童は自分の解決方法に自信を

もち，このことがさらなる児童の追究意欲に結び付いていった。

○ 学習問題に既習内容を入れることで，既習内容とのずれを児童に感じ取らせることが

でき，児童の「問い」を生み出す「きっかけ」となった。児童に驚きや疑問，困惑など

の思いを抱かせるような場や活動が大切であることを実感した。

， ， ，○ オープンな学習問題 誤答から考える学習問題 条件不足の学習問題等や発問により

児童から多様な見方や考え方が引き出された。多様な見方や考え方を生かすことが，児

童のやってみたい解決してみたいという「問い」をもたせることに結び付いていった。

○ 多様な解決方法を考えていく過程の中で，児童の思考が広がったり深まったりして，

算数のよさに気付く児童の姿が見られた。

・ 児童の漠然とした「問い」を焦点化したり絞り込んだりする際の助言等をさらに工夫

する必要があると考える。

・ 「自分たちの問題づくり」という活動では，特に低学年においては十分な活動時間の

確保に努めなければならないと感じた。１単位時間を45分とすることにこだわらず60分

授業を構成・展開していくことも必要であると考える。

・ 何をどう追究していけばよいか，自分にとって今何が問題となっているのかなど，解

決への見通しをもてることや既習内容を振り返ることが学習活動の中に必要となってく

ると考える。系統性の強い教科としての特性を踏まえ，活動の連続性を考慮した指導計

画の立案が必要であると感じた。

子どもたちが，新しく出会った算数の学習場面で，ある目標を実現したいとか，困難な点

を解決したいと思ったとき，子どもたちはこれまでに体験してきたことや学習して身に付け

， 。てきたことなどを基にして 解決へ向けて試行錯誤をしたり新しい方法を工夫しようとする

このような試行錯誤を繰り返したり何か新しい方法を工夫したり，新たなことに気付いた

りする過程の中で，子どもたちの「考える力」は高まっていく。算数の学習の中で，子ども

たちが考えるというのは，まさに創造的な活動といえる。算数で考えるためには，数量や図

形についての様々な事柄や関係を，いろいろな方法で表現することが必要となる。子どもた

ちは，言葉や図，式を用いたり，具体物を操作したりしながら自分の考えを伝えようする。

お互いに考えを伝え合う中で，様々な事柄や関係を関連付けることや明瞭，的確，簡潔に表

そうとし，このことが子どもたちが算数・数学のよさを実感していくことに結び付いていく

と考える。

２年間にわたり進めてきた本研究実践を踏まえ，今後は，子どもたちが数学的な考え方を

， ，よみ取ったり その考えを表現したりする力を高める指導法の工夫を新たな研究の視点とし

さらに実践的な研究に取り組んでいきたいと考える。
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音 楽

研究主題 音楽の諸要素を感受する能力を育てる音楽科学習指導の在り方

音楽の構造的側面である音楽の諸要素を感受し，感性的側面である音楽の雰囲気，豊か

さや美しさを感じ取る能力は，その後の音楽活動に応用・転移・発展されるものであり，

児童生徒が生涯にわたって音楽を愛好していくための基となる能力である。本研究では，

教師及び児童生徒を対象とした音楽科学習に関する実態調査を踏まえた上で授業研究を行

い，音楽の諸要素を感受する能力を育てる音楽科学習指導の在り方を究明した。

索引語：音楽の諸要素，感受する能力，構造的側面，感性的側面，音楽科学習指導
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研究主題 音楽の諸要素を感受する能力を育てる音楽科学習指導の在り方

１ 音楽科の研究のねらい

教師及び児童生徒を対象とした音楽科学習に関する実態調査を踏まえ，音楽の諸要素を感

受する能力を育てる音楽科学習指導の在り方を究明する。

２ 研究主題に関する基本的な考え方

(1) 音楽科における生きて働く学力について

「教科に関する研究」における研究主題「生きて働く学力をはぐくむ学習指導」に関す

る基本的な考え方については，前出のように 「学力を知識や技能の量的な学力だけに限，

定せず，児童生徒が自ら考え，主体的に判断し，行動する資質や能力，生きていく際に自

分自身の糧となる学力も含めたものを『生きて働く学力』としてとらえた 」と示されて。

いる。

音楽科における生きて働く学力については，児童生徒が音楽の諸要素を感受する能力を

徐々に高めながら，豊かな学習活動と結びついて獲得された知識や技能を，その後の授業

や音楽活動などに応用・転移・発展させることができる力であるととらえた。

(2) 音楽科で育成する学力と感受について

音楽科で育成する学力について，宮下俊也 氏は 「① 音楽の構造的側面を知覚する注１) ，

こと。② 音楽の感性的側面を感じ取ること。③ 音楽の文化的側面を理解すること。④

表現の技能。⑤ ①～④を学習するための関心・意欲・態度」と述べている。これらをも

とに 「主として表現領域を通してはぐくむ学力」は 「音楽の構造的側面を知覚して感， ，

性的側面を感じ取り（感受 ，表現すること 「主として鑑賞領域を通してはぐくむ学） 。」，

力」は 「音楽の構造的側面を知覚して感性的側面を感じ取り（感受 ，文化的側面を理， ）

解すること 「すべての学習活動を通してはぐくむ学力」は 「表現領域，鑑賞領域を。」， ，

学ぶための関心・意欲・態度 」と述べている。さらに 「観点別評価の４観点との対応。 ，

は 『音楽への関心・意欲・態度 （観点１）がすべての学習活動を通してはぐくむ学力，， 』

『音楽的な感受や表現の工夫 （観点２）が表現及び鑑賞領域のうちの感受の部分 『表』 ，

現の技能 （観点３）が表現領域 『鑑賞の能力 （観点４）が鑑賞領域であることがわか』 ， 』

る 」とも述べている。。

以上のことから，観点別評価の「音楽的な感受や表現の工夫（観点２ 」が他のどの観）

点ともかかわりのある観点であると考えられる。今回の研究においては，表現及び鑑賞領

域におけるすべての学習活動にかかわりのある 「音楽的な感受」を通して，研究を進め，

ていくものとする。

注1) 宮下俊也（奈良教育大学助教授） 「中等教育資料(平成16年６月号 No.817)」 ぎょうせい，2004年

(3) 音楽の諸要素を感受する能力とは

小学校学習指導要領解説音楽編（平成11年５月 文部省 （以下，小学校解説と表す））

「Ａ表現」においては 「音楽を特徴付けている要素であるリズム，旋律，フレーズ，音，

色，強弱，速度，和声などについて鋭く感じ取るとともに，それらの相互のかかわりを大

事にしながら学習を進めるようにすることが大切である 」と示されている。また，中学。

校学習指導要領解説音楽編（平成11年９月 文部省 （以下，中学校解説と表す）におい）
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ては 「音楽は，音色，リズム，旋律，和声を含む音と音とのかかわり合い，形式などの，

構成要素と，速度，強弱などの表現要素による構造的側面，雰囲気，曲想，美しさ，豊か

さといった，その音楽固有の感性的側面が互いにかかわり合って成立している。音楽を形

作っている諸要素を感受する能力とは，音楽の構成要素と表現要素を知覚し，それらの働

きによって生まれる曲想や美しさを，イメージをもって感じ取る能力である 」と示され。

ている。

そこで，音楽の諸要素を感受する能力を 「音色，リズム，旋律，和声を含む音と音と，

のかかわり合い，形式などの構成要素と速度，強弱などの表現要素からなる構造的側面を

知覚し，それらの働きによって生まれる曲想や美しさなどの感性的側面を感じ取る能力」

ととらえた。

(4) 音楽の諸要素を感受する能力を育てることについて

小学校解説においては 「児童が主体的，創造的に音楽にかかわり，自らの表現の意図，

やイメージ，思いなどを膨らませながら，自分としての表現の仕方を工夫したり，音楽を

聴いて積極的にそのよさや美しさを味わったりするような学習活動を展開すること，さら

に，魅力のある教材の選択と学習指導を工夫することによって，音楽活動をしようとする

意欲を一層高めていくこと」が示されている。また，中学校解説においては 「音楽科の，

授業では音楽の構造的側面を知覚し，感性的側面を感じ取ることによって得られる，より

深まった楽しさを体験させていくことが大切である。また，楽しさには，個人の音楽経験

の質や程度によっても違いが見られる。生徒が主体的に音楽とかかわることによって得ら

れる楽しさは，受動的なかかわり方によって得られる楽しさよりも一層深いものであり，

以後の音楽活動への興味・関心を導くものとなる 」と示されている。。

そこで，音楽の諸要素を感受する能力を育てるには，次の３点に配慮する必要があると

考えた。

① 児童生徒が主体的に音楽とかかわることによって，より一層深い楽しさを味わい，音

楽活動への興味・関心を高めること。

， ，② 児童生徒が音楽の構造的側面を知覚し 感性的側面を感じ取ることによって得られる

より深まった楽しさを体験させていくこと。

③ 児童生徒が自らの表現の意図やイメージ，思いなどを膨らませながら，自分としての

表現の仕方を工夫したり，音楽を聴いて積極的にそのよさや美しさを味わったりするよ

うな学習活動を展開すること。

これらの点に配慮することにより，児童生徒は音楽の諸要素を感受する能力を徐々に

高めることができ，豊かな学習活動と結びついて獲得された知識や技能は，その後の授

業や音楽活動などに応用・転移・発展されるものであると考えた。

３ 音楽科における生きて働く学力をはぐくむ学習指導に関する実態調査

県内の公立小学校，中学校の児童生徒及び教師を対象として，児童生徒の音楽科学習に対

する取り組みや，教師の学習指導に関する実態を調査し，その結果を分析した。

(1) 調査対象

ア 児童生徒…県内の小学校10校の第５学年,中学校６校の第２学年を対象とした。回答

者数は小学校 593人,中学校 378人,計 971人である。なお，児童生徒の調

査用紙回収率は 100％である。
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イ 教師………無作為に抽出した県内の小学校 100校,中学校 100校から,小学校,中学校

共に音楽科主任１人を対象とした。回答者数は小学校 100人，中学校 100

人，計 200人である。なお，調査用紙回収率は 100％である。

(2) 実施時期 平成16年９月６日（月）から９月10日（金）まで

(3) 調査結果及び分析

， ， 。児童生徒 教師や小学校と中学校でデータを比較分析し 共通内容の事項でまとめた

調査内容と結果は表１～６に示す。表中の数値はすべて調査対象者数に対する回答者数

の割合(％)である。そして，設問とその他の項目については，趣旨をそこなわない範囲

で省略した表現になっている。

ア 授業への取組について（表１）

授業への取組についての問いで 「ア あてはまる」と「イ どちらかといえばあて，

はまる」を合わせた割合は児童生徒全体が80.1％，教師全体は96.0％といずれも高い。

また，約二割の児童生徒が「ウ どちらかといえばあてはまらない 「エ あてはま」，

らない」と答えているのに対して，教師はウが４％のみであることが特徴的である。

以上のことから，教師の方が児童生徒に比べ，進んで音楽活動をしようとしていると

感じている割合が高い状況がうかがえるが，児童生徒，教師共におおむね音楽の授業に

進んで取り組んでいると感じていることが分かる。

イ 音楽的な感受について（表２）

音楽的な感受についての問いで 「ア あてはまる」と「イ どちらかといえばあて，

はまる」を合わせた割合は児童生徒全体が77.4％，教師全体は68.5％といずれも比較的

高い数値を示している。

小学校教師の「ア あてはまる」と「イ どちらかといえばあてはまる」を合わせた

割合が77.0％に対して，中学校教師はイのみ60.0％となっている。さらに，中学校では

「ウ どちらかといえばあてはまらない」が38.0％と小学校に比べて15ポイント高くな

っている。

以上のことから，音楽的な感受については小学校教師より中学校教師の方が，十分に

感じ取っていないと感じている割合が高いことが推察できる。しかし，おおむね児童生

表１ 授業への取組について（％）

音楽の授業に進んで 児童生徒 進んで音楽活動をし 教 師
取り組んでいますか。 ようとしている児童生

小５ 中２ 全体 徒が多いですか。 小学 中学 全体

ア あてはまる 38.4 42.3 40.0 ア あてはまる 36.0 25.0 30.5

イ どちらかといえば 40.6 39.2 40.1 イ どちらかといえば 62.0 69.0 65.5

あてはまる あてはまる
ウ どちらかといえば 16.4 12.7 14.9 ウ どちらかといえば 2.0 6.0 4.0

あてはまらない あてはまらない

エ あてはまらない 4.6 5.3 4.8 エ あてはまらない 0.0 0.0 0.0

オ 未記入 0.0 0.5 0.2 オ 未記入 0.0 0.0 0.0
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徒は曲の雰囲気や諸要素などに気を付けながら学習し，教師も音楽を特徴付けている諸

要素を感受している児童生徒が多いと感じていることが分かる。

ウ 表現の工夫について（表３）

表現の工夫についての問いで 「ア あてはまる」と「イ どちらかといえばあては，

まる」を合わせた割合は児童生徒全体が69.9％，教師全体は43.5％となっている。さら

に 「ウ どちらかといえばあてはまらない 「エ あてはまらない」を合わせた割合， 」，

は児童生徒が30.1％，教師が55.0％となっている。

児童生徒が表現の仕方を工夫していると答えているのに対して，教師は工夫して表現

。 ， ，している割合が低いと感じていることが分かる また 過半数にあたる55.0％の教師が

， ， 。ウ エと答えており 児童生徒の表現の工夫に対する指導の充実の必要性が感じられる

エ 表現の技能について（表４）

表現の技能についての問いで 「ア あてはまる」と「イ どちらかといえばあては，

」 ， 。 ，まる を合わせた割合は児童生徒全体が73.9％ 教師全体は65.5％となっている また

。 ， ，アと答えた児童生徒が29.5％であるのに対して教師は6.0％である さらに 児童生徒

教師共に中学校でア，イの割合がやや低く，ウ，エの割合がやや高くなっている。

以上のことから，教師は，児童生徒ほど表現の技能が身に付いていないととらえてい

表２ 音楽的な感受について（％）

児童生徒 教 師曲の雰囲気や諸要素な 音楽を特徴付けている

どに気を付けて音や音楽 諸要素を感じ取っている
小５ 中２ 全体 小学 中学 全体を聴いていますか。 児童生徒は多いですか。

ア あてはまる 43.5 30.2 38.3 ア あてはまる 6.0 0.0 3.0

イ どちらかといえば 36.9 42.6 39.1 イ どちらかといえば 71.0 60.0 65.5

あてはまる あてはまる

ウ どちらかといえば 14.9 21.1 17.3 ウ どちらかといえば 23.0 38.0 30.5
あてはまらない あてはまらない

エ あてはまらない 4.7 6.1 5.3 エ あてはまらない 0.0 2.0 1.0

オ 未記入 0.0 0.0 0.0 オ 未記入 0.0 0.0 0.0

表３ 表現の工夫について（％）

歌い方や演奏の仕方 児童生徒 速度や強弱を工夫し 教 師
を工夫していますか。 て表現している児童生

小５ 中２ 全体 徒は多いですか。 小学 中学 全体

ア あてはまる 28.7 20.1 25.3 ア あてはまる 1.0 5.0 3.0

イ どちらかといえば 44.5 44.7 44.6 イ どちらかといえば 45.0 36.0 40.5

あてはまる あてはまる
ウ どちらかといえば 20.7 25.7 22.7 ウ どちらかといえば 53.0 55.0 54.0

あてはまらない あてはまらない

エ あてはまらない 6.1 9.5 7.4 エ あてはまらない 0.0 2.0 1.0

オ 未記入 0.0 0.0 0.0 オ 未記入 1.0 2.0 1.5
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ることがうかがえる。

オ 鑑賞の能力について（表５）

鑑賞の能力についての問いで 「ア あてはまる」と「イ どちらかといえばあては，

まる」を合わせた割合は児童生徒全体が77.0％，教師全体は81.5％といずれも高くなっ

ている。また 「ウ どちらかといえばあてはまらない 「エ あてはまらない」を合， 」，

わせた割合は，児童生徒が22.8％，教師が17.0％とほぼ変わらないが，エについては児

童生徒の5.4％に対して，教師は0.0％となっている。

以上のことから，児童生徒は鑑賞において，音楽の豊かさ，美しさなどを感じ取った

り味わったりしており，教師もそれらを感じ取ったり味わったりしている児童生徒が多

いと感じていることが分かる。その反面，鑑賞において音楽の豊かさ，美しさなどを感

じ取ったり味わったりしていない児童生徒がいるが，教師は何らかの形で児童生徒が豊

かさ，美しさなどを感じ取ったり味わったりしていると考えていることが分かった。

カ 生きて働く音楽科の学力について（表６）

生きて働く音楽科の学力についての問いで 「ア あてはまる」と「イ どちらかと，

いえばあてはまる」を合わせた割合は児童生徒全体が65.2％，教師全体は69.0％とほぼ

同じ割合になっている。アだけに着目してみると児童生徒が29.1％，教師が４％となっ

ている。

表４ 表現の技能について（％）

歌い方や演奏の仕方 児童生徒 歌い方や演奏の仕方 教 師
を身に付けています を身に付けている児童

か。 小５ 中２ 全体 生徒は多いですか。 小学 中学 全体

ア あてはまる 31.7 26.1 29.5 ア あてはまる 5.0 7.0 6.0

イ どちらかといえば 44.2 44.8 44.4 イ どちらかといえば 64.0 55.0 59.5

あてはまる あてはまる
ウ どちらかといえば 20.4 20.9 20.6 ウ どちらかといえば 28.0 34.0 31.0

あてはまらない あてはまらない

エ あてはまらない 3.7 8.2 5.5 エ あてはまらない 2.0 2.0 2.0

オ 未記入 0.0 0.0 0.0 オ 未記入 1.0 2.0 1.5

表５ 鑑賞の能力について（％）

音楽を聴くとき，そ 児童生徒 教 師音楽を聴いて豊かさ，
美しさなどを感じ取ったの曲の雰囲気や美しさ

を感じ取ったり味わっ 小５ 中２ 全体 小学 中学 全体り味わったりしている児

童生徒は多いですか。たりしていますか。
ア あてはまる 37.1 33.4 35.7 ア あてはまる 15.0 10.0 12.5

イ どちらかといえば 41.3 41.3 41.3 イ どちらかといえば 65.0 73.0 69.0
あてはまる あてはまる

ウ どちらかといえば 17.0 18.0 17.4 ウ どちらかといえば 19.0 15.0 17.0

あてはまらない あてはまらない
エ あてはまらない 4.6 6.8 5.4 エ あてはまらない 0.0 0.0 0.0

オ 未記入 0.0 0.5 0.2 オ 未記入 1.0 2.0 1.5
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以上のことから，児童生徒，教師共に，おおむね授業で学んだことがその後の授業や

生活に生かされていると感じているものの，教師は児童生徒に比べて，学んだことが十

分に生かし切れていないと感じている様子がうかがえる。

(4) 実態調査のまとめ

実態調査の結果，次のようなことが分かった。

ア 音楽の授業への取組，音楽的な感受及び鑑賞の能力への取組については，児童生徒，

教師共に高い水準にある。表現の工夫及び表現の技能については，児童生徒に比べて教

師は，十分身に付いていないと感じており，意識の差がある。

イ 不可分の関係にある音楽的な感受と表現の工夫については，児童生徒，教師共に音楽

， 。的な感受は十分だと感じているが 表現の工夫は十分ではないと感じている教師が多い

ウ 児童生徒，教師共に，おおむね授業で学んだことがその後の授業や生活に生かされて

いると感じているものの，教師は児童生徒に比べて，学んだことが十分には生かし切れ

ていないと感じている。

４ 研究主題に迫るための手だて

実態調査の結果を踏まえ，次の(1)～(4)のような手だてを講じることにした。

(1) 児童生徒が，音楽の諸要素に対して興味・関心を高めることができるように，題材の構

成を工夫する。

， ， ，(2) 児童生徒が 音楽の構造的側面を知覚し 感性的側面を感じ取ることによって得られる

より深まった楽しさを体験できるように，魅力ある教材を選択する。

(3) 児童生徒が，自らの表現の意図やイメージ，思いなどを膨らませながら，自分としての

表現の仕方を工夫したり，音楽を聴いて積極的にそのよさや美しさを味わったりすること

ができるように，学習指導法を工夫する。

(4) 児童生徒が，音楽の諸要素を感受することができたかどうかを把握するための評価方法

を工夫する。

５ 授業研究

研究主題に関する基本的な考えと実態調査の結果を踏まえ，音楽の諸要素を感受する能力

を育てる手だてを講じ，小学校，中学校各２校で授業研究を行った。

表６ 生きて働く音楽科の学力について（％）

学習したことが，授 児童生徒 教 師学んだことを，授業や
生活に生かしている児童業や生活に役立ってい

ますか。 小５ 中２ 全体 小学 中学 全体生徒は多いですか。

ア あてはまる 34.7 20.4 29.1 ア あてはまる 4.0 4.0 4.0

イ どちらかといえば 37.1 34.7 36.1 イ どちらかといえば 75.0 55.0 65.0

あてはまる あてはまる
ウ どちらかといえば 19.4 24.3 21.4 ウ どちらかといえば 20.0 37.0 28.5

あてはまらない てはまらない

エ あてはまらない 8.8 20.1 13.2 エ あてはまらない 0.0 2.0 1.0

オ 未記入 0.0 0.5 0.2 オ 未記入 1.0 2.0 1.5



- 83 -

(1) １年次の授業実践

① 小学校における授業実践

小学校第３学年「わらべうたの旋律に親しもう」において日本音階の雰囲気【授業研究１】

を感受する能力を育てる音楽科学習指導の在り方

ア 題材 わらべうたの旋律に親しもう

イ 学習の流れと評価（５時間取り扱い 本時は第３時）

次 時 目標 学習内容･活動 評価の観点 評価規準

関 感 技 鑑

１ ◎わらべうたの ・リコーダーや木琴， ○ ・範奏に興味をもち，進ん

第 旋律の特徴に 歌でわらべうたを でわらべうたを演奏しよ

。（ ）一 気付く。 演奏する。 うとしている 行動観察

次 ◎ ・旋律の流れを感じながら

。 （ ）演奏している 演奏

２ ・異なるわらべうた ◎ ・異なるわらべうたが重な

の重なりの面白さ る面白さを感じ取る。

に気付く。 (行動観察，学習カード)

・わらべうたの特徴 ○ ・進んでわらべうたの特徴

を見付ける。 を見付けようとしている。

（ ， ）行動観察 発表

3 ◎わらべうたの ・わらべうたの構成 ◎ ・旋律のつくり方が分かり，○
第 旋律の特徴を 音を使って旋律を 進んで旋律づくりに取り

二 生かしてわら つくり，演奏する。 組んでいる。 (行動観察)

次 べうたをつく

る。 ・わらべうたらしい ○ ・つくった旋律の流れを感

旋律か聴き合う。 じながら演奏している。

４ (演奏)

・つくったわらべう ○ ・つくった旋律を演奏し合

たから気に入った って旋律の特徴を感じ取

曲を選び演奏する。 っている。

(つぶやき 学習カード)，

・友達の旋律と合わ ◎ ・友達の旋律と合わせ，音

せて音の重なりを の重なりを聴き取ってい

聴き合う。 る。 (鑑賞)

第 ５ ◎曲想や歌詞内 ・陽音階と陰音階の ○ ・曲想や情景に合う歌い方

三 容から様子を 「うさぎ」を聴く。 をしている。

次 思い浮かべて， (学習カード，演奏)

情景に合った ・曲想や歌詞内容か ◎

表現をする。 ら情景に合った表

現を考えて歌う。

（

本

時

）

（
探
る
）

（
追
究
す
る
）

（
広
げ
る
）
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ウ 本時の学習

(ｱ) 目標 わらべうたの旋律のつくり方が分かり，つくった旋律を演奏することができる。

(ｲ) 準備・資料 リズム譜，木琴，ワークシート，実音テスト，実音テスト用音源

(ｳ) 展開

学習内容・活動 指導上の留意点・評価規準(◎は評価の観点)

１ ｢てるてるぼうず｣｢なべなべそこぬけ｣をリ ・ 柔らかな音で演奏し，学習への導入とする。

コーダーで演奏する。

２ 学習課題を確認する。 ・ 教師との対話を通して，前時を思い出し，

わらべうたの特徴について確認する。

・ リズムパターンは予め提示し，構成音を選

３ わらべうたの旋律をつくる。 んでつなげていけば容易に旋律ができるワ

つくり方を知る。 ークシートを準備する。(1)

構成音（ミソラシ）で ・ リズムは，演奏する際に重要な意味をもつ・

・ 開始音と終止音は，ラ ので，手を打ったり，リズム唱をしたりす

16拍（４分の２拍子，８小節） る時間を十分に確保する。・

リズムは ・ つくり方を例示し，範奏をすることで，ワ・

♩♩｜♩♩｜♩♩｜♩ ｜♩♩｜♩♩｜♩♩｜♩ | ークシートの使い方や学習の流れを知らせ２/４

・ 構成音を選んでつないでいく。 る。

(2)旋律をつくり，演奏する。 ◎ 旋律のつくり方が分かり，進んで旋律づく

① 旋律づくりをする。 りに取り組んでいるか。 (行動観察)

② できた作品を演奏し，わらべうたらしい ・ 旋律づくりに戸惑っている児童には，机間

か聴きあう。 指導をし，好きな音をつなげていくように

つくる 助言する。

一人で ◎ つくった旋律の流れを感じながら演奏して

演奏する いるか。 （演奏）

・ 作品ができた児童には，リコーダーの息の

聴き合う 使い方や木琴の叩き方を考えて流れるよう

に楽器で演奏することや旋律づくりの観点

＜旋律づくりの観点＞ で聴き合うように助言する。

・ 近くの音をつないでいるか。 ・ 思うように演奏ができない児童には，リコ

・ 遠くの音ばかりをつないでいないか。 ーダーの指づかいや木琴の音の位置を確認

・ 同じ音ばかりが連続していないか。 する。また，曲を覚えるように歌いながら

４ 実音テストをする。 練習するとよいことを助言する。

・ 長音階 ・ わらべうたの雰囲気を感受できたかを確か

・ わらべうた（日本音階） めるために，長音階とわらべうたの曲を聴

５ 学習カードをまとめ，次時の課題を確認す かせ，わらべうたの旋律を選ぶ実音テスト

る。 を行う。

(1) 学習カードに成果や疑問点を記入する。 ・ 発表させ，活動のよい点を認めることによ

(2) 発表する。 って成就感や次時への意欲付けを図る。

(3) 次時予告を聞く。

。わらべうたの旋律をつくろう

ペアで

わ
ら
べ
う
た
の
特
徴
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② 中学校における授業実践

中学校第１学年「旋律に合う和音をみつけよう」において，和声を感受する【授業研究２】

能力を育てる学習指導の在り方

ア 題材 旋律に合う和音をみつけよう。

イ 学習の流れと評価 （５時間取り扱い 本時は第２時）

次 時 目 標 学習内容・活動 評価の観点 評 価 規 準

関 感 技 鑑

第 １ 〇旋律に合う １ 和音の概念を理解す ○ １ 和音記号およびコードネームの

。（ ）Ⅰ，Ⅳ，Ⅴ る。ＤＴＭの操作に習熟 学習に進んで取り組んだか 観察

一 の和音を，自 する。

由試行しなが ２ 自由試行を通して， ◎ ２ ＤＴＭで和音の設定操作がで

， 。（ ）次 ら見付けるこ 旋律に合う和音を見付け き 学習方法を理解したか 観察

とができる。 る。

② １ 四つの教材におい ◎ １ 旋律に合うⅠ，Ⅳ，Ⅴの和音を

て，旋律に合うⅠ，Ⅳ， 見付けることができたか。本

（ ， ）時 Ⅴの和音を見付ける。 観察 ワークシート

２ 見付けた和音をコー ２ 見付けた和音をコードネームで

ドネームで記録する。 ○ 書くことができたか。

（ ， ）観察 ワークシート

第 ３ ◯生徒が創作 １ 自分の好きなオリジ ○ １ 課題を見付ける，追究すること

。 （ ）したオリジナ ナルソングを選び，旋律 ができたか 観察

二 ルソングの旋 に合う和音を見付ける。 ◎ ２ 旋律に合うⅠ，Ⅳ，Ⅴの和音を

律に合うⅠ， 見付けることができたか。

（ ， ）次 Ⅳ，Ⅴの和音 観察 ワークシート

４ を見付けると １ 曲想にふさわしい音 ◎ １ 多様な音色を試行し，曲想にふ

もに，曲想に 色を選び，自由試行を通 さわしいと判断できたか。

（ ）ふさわしい音 して設定する。 個別指導

色，伴奏を設 ２ 自分の気に入った伴 ◎ ２ 多様な伴奏を試行し，気に入っ

定することが 奏を選び，自由試行を通 た伴奏パターンを設定できたか。

（ ）できる。 して設定する。 観察

５ １ 級友の作品を鑑賞 ◎ １ 音色，伴奏の視点から，具体的

し，よいところを指摘す によさを指摘できたか。

る。 （発表，ワークシート）

２ 自分の作品の表現意 ２ 自分が選んだ音色，伴奏の意図◎

図を説明する。 を説明することができたか。

（発表，ワークシート）
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ウ 本時の学習

(ｱ) 目標 ・旋律に合うⅠ，Ⅳ Ⅴの和音を見付けることができる。,
・Ⅰ Ⅳ Ⅴのカデンツを記号化して理解することができる。, ,

(ｲ) 展開

学習内容・活動 指導上の留意点・評価規準(◎，○は評価の観点)

１ 学習課題を確認する。 ・学習ファイル，解答ファイルを確認させる。

・ミュージックデータの動作確認をさせる。

・学習課題と解答方法を把握させる

・ミュージックデータを聴き，自由試行をするよう指

示する。

２ 旋律に合う和音を見付ける。 ・入力方法がわからない生徒に個別指導する。

（コードネームパレット－ハ長調）

自分で課題を選択し，自由試行 ・教材配列

で練習する ①主は冷たい土の中に（Ⅰ，Ⅳ，Ⅴ）

Ⅰ－Ⅳ－Ⅰ－Ⅴ

Ⅰ－Ⅳ－Ⅰ－ ―Ⅰミュージックデータを聴き，確 V
Ⅳ－Ⅰ－Ⅰ－Ⅴ認する

Ⅰ－Ⅳ－Ⅰ－Ⅴコードネームの入力

（Ⅰ，Ⅳ，Ⅴ，他の和音は設定しておく）②ヘイジュード

Ⅰ－Ⅴ－Ⅴ Ⅰ７―

Ⅳ－Ⅰ－ －Ⅰ解答ファイルで確認 V
（Ⅰ，Ⅳ，Ⅴ，他の和音は設定しておく）③夢の世界を

Ⅰ－Ⅴ－Ⅲ－Ⅵ

V V保存 Ⅳ－Ⅰ－ ドッペルー

・旋律に合っているかミュージックデータを聴き，聴

覚的に判断させる。

・聴覚的に判断できた生徒は，コードネーム，和音記

号をワークシートに記入させる。

， 。・間違えた生徒には 解答どおり入力して確認させる

・進度が速い生徒には，気に入った音色の設定，伴奏

の設定に取り組むよう指示する。

◎旋律に合うⅠ，Ⅳ Ⅴの和音を見付けることができ,
。 （ ， ）たか 観察 ワークシート

◎Ⅰ Ⅳ Ⅴのカデンツを記号化して理解することがで, ,
。 （ ， ）きたか 観察 ワークシート

３ 歌唱をする。 ・音楽室１に移動させる。

「あのすばらしい愛をもう一度」 ・合唱の隊形にさせる。

（混声３部合唱） ・他のパートを聴きながら歌うよう指示する。

・合唱の余韻を大切にし，短く端的に指示を伝える。

４ 次時の予告をする。

(2) ２年次の授業研究

旋 律 に 合 う 和 音 を み つ け よ う
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① 小学校における授業研究

小学校第４学年「日本の音楽に親しもう」において箏を用いて我が国の音楽【授業研究３】

の雰囲気を感受する能力を育てる音楽科学習指導の在り方

ア 授業研究のねらい

実態調査（平成17年６月27日実施 第４学年２組38人）によると 「曲の雰囲気や音色，，

リズム，旋律，強弱，速度など（以下 「音楽の諸要素」と表す）に気を付けて音楽を聴い，

ている」と答えた児童は31人で 「音楽の諸要素を感じて歌い方や演奏の仕方を工夫してい，

る」と答えた児童は11人であった。このことから，音楽の諸要素を感じ取ろうとはしている

ものの，表現を工夫するまでには至っていない様子がうかがえる。

また，本学年児童は，第３学年時にリコーダーで「わらべうた」づくりを行っている。ワ

ークシートの民謡音階の中の四つの構成音（ミソラシ）から１音ずつ選び，線で結んでいく

ことで楽しみながら容易にできる創作活動に意欲的に取り組んだ。

そこで，今回は和楽器「箏」を用いて 「わらべうた」を演奏したり，旋律を創作するこ，

とを行う。児童が伝統的な音楽を特徴付けている日本音階に関心をもち 「箏」そのものの，

， 。もつ響きを感じ取りながら 我が国の音楽の日本的な雰囲気を感受する能力をはぐくみたい

さらに，表現したいイメージや曲想をふくらませながら創作表現ができるのではないかと考

え，本題材を設定した。

イ 箏を用いて我が国の音楽の雰囲気を感受する能力を育てる手だて

(ｱ) 題材構成の工夫

わらべうたは日本音階に基づいた旋律であることから，我が国の音楽の雰囲気を感じ取

りながら表現活動ができると考える。そこで，学習の過程を「探る 「追究する 「広」， 」，

げる」に分けて題材を構成し，以下の点にポイントを置いて指導にあたる。

「探る」では，二つのわらべうたを歌唱したり箏で演奏したりすることにより，わらべ

うたの旋律や，箏の音色に親しむ。わらべうたの特徴を探す場面では，異なる二つのわら

べうたを比較することで，構成音，拍数及び終止音が共通であることに気付かせる 「追。

究する」では，わらべうたの特徴を生かして旋律をつくり，互いに聴き合い，わらべうた

の特徴や我が国の音楽の雰囲気を感受する 「広げる」では 「探る 「追究する」で学。 ， 」，

習したわらべうたとは違った音階をもつ日本古曲「うさぎ」や「さくらさくら」の箏によ

， ， 。る演奏を聴いたり 歌ったりすることによって さらに我が国の音楽の雰囲気を感じ取る

(ｲ) 教材設定の工夫

箏という伝統的かつ比較的容易に作音できる楽器を用いて，あまり技能にとらわれず自

由に表現活動に取り組ませていくことで，我が国の音楽のよさを感じ取ることができる。

さらに，箏がもつ一つ一つの糸（弦）の音色を大切に感じ取りながら，自分なりにもつイ

メージとかかわらせて創作することができると考える。

また，我が国の伝統的な音楽は，五音から成る音階からできていて，雅楽の音階，陽音

階や陰音階など，様々な音階が存在する。子どもになじみのあるわらべうたは，それらの

音階でできており，長二度と短三度の三音構成によるテトラコードの組合せで構成されて

いる 「わらべうた」は，少ない構成音で楽曲がつくられ，我が国の音楽の雰囲気を感じ。

取らせることに適しており，これらを教材とすることは，児童が容易に創作活動をするた

めの教材として適していると考える。
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( ) 学習指導法の工夫ウ

① 題材導入時の工夫

題材導入時に，様々なわらべうたのよさに気付かせたり，様々な日本音階の雰囲気の

違いを感じ取る活動から，児童の内面に働きかけ，音楽的な感受や表現の工夫を引き出

す働きかけを行っていく。

② 旋律づくりのための工夫

無理なく旋律づくりの学習ができるように「柱を五つだけ立てたもの」と「13弦全部

」 。 。 ，に立てたもの を用意し選択できるようにする 終止音を核音ソとする 縦譜を用いて

つくった旋律を容易に記録できるようにする。以上，旋律づくりのために三つの工夫を

行う。

③ 縦譜を用いたワークシートの工夫

「音楽的な感受」や「表現の工夫」を見取るためには，学習に対してどのように感じ

取り，どのように旋律をつくっていったのかについて，その過程を評価していく必要が

ある。そこで，児童が感じ取った雰囲気やつくった旋律を記録できるようなワークシー

トを工夫して作成し，その記録を評価に生かす。特に，つくった旋律が容易に記録でき

るように，箏の伝統的な縦譜の形式を活用した部分を加える。

ウ 授業の実践

( ) 題材 日本の音楽に親しもう ～箏でわらべうたをつくろう～ア

( ) 学習の流れと評価（５時間取り扱い 本時は第３時）イ

次 時 目 標 学習内容・活動 評価の観点 評 価 規 準
関 感 技 鑑

１ ○箏の響きや奏法 ・箏についての簡単な知 ・箏の奏法について関心をも○
第 に関心をもって， 識と演奏する時の基本奏 ちながら，意欲的に活動して

。 （ ）一 意欲的に表現す 法を学ぶ。 いる 観察
次 る。 ・親指に爪をはめ 「名前 ・ 名前呼びリレー」をしなが， 「◎

呼びリレー」をする。 ら，わらべうたの雰囲気を感
じ取っている。

（

（ ， ）探 観察 学習カード
２ ○わらべうたの旋 ・箏で簡単なわらべうた 箏の響きや基本奏法の特徴る ○ ・

律 の特徴 に気付 を演奏する。 を感じ取りながら演奏してい
）

。 （ ）く。 る 観察
・わらべうたの特徴を見 ・わらべうたの構成音，拍数◎
付ける。 及び終止音を感受している。

（ ， ）観察 学習カード
○わらべうたの旋 ・柱の立て方の違う箏か ・わらべうたの構成音，拍数③ ○
律の特徴を生かし ら一つ選び,わらべうたづ 及び終止音を生かしながら，第
て，わらべうたを くりをする。 旋律づくりをしようとしてい二 本

）次 時 つくる。 る 観察 ワークシート。 （ ，

・箏の響きや基本奏法の特徴◎
を感じ取りながら表現を工夫

（

している。追
究 ）（観察，ワークシート

，す ４ ○・よりよい旋律になるよ ・よりよい旋律になるように
うに表現の工夫をする。 わらべうたの構成音，拍数及る

び終止音を感受しながら表現

）

を工夫している。
（ ， ）観察 学習カード

・つくった旋律を互いに ・わらべうたの構成音，拍数◎
演奏しながら聴き合う。 及び終止音を感受しながらつ
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くった旋律を表現している。
（ ， ）観察 学習カード

○我が国の音楽の ・民謡音階と長音階の雰 ・民謡音階と長音階の雰囲気第 ５ ◎
雰囲気を味わう。 囲気の違いを感じ取る。 の違いを感じ取る。三

（ ， ）次 実音テスト 学習カード
・我が国の音楽の雰囲気 ・我が国の音楽の雰囲気を感

（

○
を感じながら「さくらさ じながら豊かに表現しようと広
くら」を歌う。 している。げ

（ ， ）る 観察 学習カード）

( ) 本時の学習ウ

ａ 目標 箏の響きや基本奏法の特徴，わらべうたの構成音，拍数及び終止音を生かしな

がら，旋律をつくる。

ｂ 準備・資料 箏(民謡音階に調弦)，箏の爪(生田流，親指のみ使用),

ワークシート（記録用縦譜）

c 展開

学習内容・活動 指導上の留意点・評価規準(◎ ○は評価の観点)，
１ たこたこあがれ 「一番星見つけた を歌に合 箏の基本奏法を確認し，響きをよく聴きなが「 」」， ・

。わせて箏を弾く。 ら丁寧に弾いて導入とする
・ う２ 学習課題を確認する。 導入の演奏から，前時を振り返り，わらべ

たの特徴について確認する。「 」箏 でわらべうたをつくろう！
３ 箏でわらべうたの旋律をつくる。
(1)つくり方を知る。 開始音と終止音を提示し，構成音を選んで糸・

・ 構成音[レファソラド] の番号を書き込めば容易に旋律ができる縦譜
・ 開始音と終止音(核音)は，ソ(七 又は 為) のワークシートを準備する。
・ 16拍[４分の２拍子，８小節] 又は，

32拍[４分の２拍子，16小節 ・つくり方を例示し，範奏をすることで，ワー]
。・ クシートの使い方や学習の流れを理解させるリズム

・ 音をよく聴いて構成音を選んでつなぎ，｢終
わる感じ（核音）｣で終止する。
・ つくった旋律をワークシートの縦譜に記録
する。

(2)柱の立て方が違う３通りの箏から一面選ぶ。 ・五つの糸に限定して柱を立てた箏（五～九，
(3)旋律をつくり，演奏する。 九～巾）と，13本すべてに柱を立てたものと
① 旋律づくりをする。 を用意し，自分に合ったものを選択させる。
② できた作品を演奏し，わらべうたらしいか リズムは，演奏する際に重要な意味をもつの・
聴き合う。 で，手を打ったり，リズム唱をする時間を十

つくる 分に確保する。
一人で ○わらべうたの構成音，拍数及び終止音を生か⇒ ⇒

演奏する しながら，旋律づくりをしようとしている。
グループで (観察， )⇔ ワークシート

聴き合う 旋律づくりに戸惑っている児童には，五つの・
〈 旋律づくりの観点 〉 糸から好きな音を自由につなぎ，その糸番号
・近くの音をつないでいるか。 を縦譜に書き込めばよいことを助言する。

（遠くの音ばかりをつないでいないか ） ◎箏の響きや基本奏法の特徴を感じ取りながら。
・同じ音ばかりが連続していないか。 表現を工夫している。 (観察， )ワークシート

つくった旋律は，ワークシートの縦譜に記録・
するように指示する。

・作品ができた児童には，ゆっくり丁寧に弾い
， ，て 箏の響きを味わいながら演奏することや

。旋律づくりの観点で聴き合うように助言する
４ 本時のまとめをする。 ・友だちの演奏や感想を静かに集中して聴くこ
(1) いくつかのグループの演奏を聴き，感想を述 とができるよう助言する。

べ合う。 ・活動のよい点を認めることによって成就感や
(2) 学習カードに感想を記入し 次時予告を聞く 次時への意欲付けを図る。， 。
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エ 授業の結果と考察

( ) 題材構成の工夫についてア

児童が，我が国の伝統的な音楽を特徴付けている日本音階に関心をもち，我が国の音楽

の雰囲気を感受する能力を育てることをねらいとし 「箏」を用いて，わらべうたを演奏，
そう

したり 旋律を創作する活動を題材とした 五つの糸に限定して柱を立てた箏を二通り 五， 。 「

～九 「九～巾」と，13本すべての糸に柱を立てたものを用意し，自由に選択させ「わ」，
きん

らべうた」を創作した。

学習の過程を「探る 「追究する 「広げる」に分けて題材を構成した。」， 」，

活動の観察や学習カードの自己評価等から 「探る」では，二つのわらべうたを歌唱し，

たり箏で演奏したりすることにより，児童は，わらべうたの旋律や，箏の音色に徐々に親

しんでいった。また，わらべうたの特徴を探す場面では，異なる二つのわらべうたを比較

することで，構成音，拍数及び終止音が共通であることに気付くことができた 「追究す。

る」では，わらべうたの特徴を生かして旋律をつくり，互いに聴き合い，わらべうたの特

徴や我が国の音楽の雰囲気を感受していったものと考えられる 「広げる」では，わらべ。

うたとは違った音階をもつ，日本古曲「うさぎ」や「さくらさくら」の箏による演奏を聴

いたり，歌ったりすることによって，さらに我が国の音楽の雰囲気を感じ取っていった。

( ) 教材設定の工夫についてイ

箏という伝統的かつ比較的容易に作音できる楽器を用いたことにより，あまり技能にと

らわれず自由に表現活動に取り組むことができた。

そして，我が国の伝統的な音楽の一つであり，子どもになじみのあるわらべうたを教材

としたことにより，児童は活動の意欲をもち続けながら，創作活動を展開していった。ま

た，わらべうたが少ない構成音でつくられていることが，児童の創作活動の意欲を高め容

易につくって表現することにつながったものと考えられる。

わらべうたを教材として設定したことは，児童の活動の意欲付け及び容易な学習活動の

展開につながり，我が国の音楽のよさを感じ取ることができたと考える。

(ｳ) 指導法の工夫について

○ 題材導入時の工夫

題材導入時に 「たこたこあがれ」や「一番星みつけた」などの様々なわらべうたの，

よさやおもしろさに気付かせたり，様々な日本音階の雰囲気の違いを聴き取る活動を行

ったことで，児童は我が国の音楽に対して興味・関心を高め，活動の意欲を継続してい

くことにつながった。

○ 旋律づくりのための工夫

「柱を五つだけ立てたもの」と「13弦全部に立てたもの」を用意し無理なく主体的に

選択させたことにより，児童は自然に旋律づくりに入っていくことができた。また，児

童の既習経験や発達段階を考慮し，終止音を核音のソとさせたことにより，終止感のあ

る旋律をつくることにつながり，日本音階による終止の雰囲気を感受させることにつな

がったと考えられる。縦譜を用いてつくった旋律を糸の名前で記録できるようにしたこ

とにより，児童は五線による記譜にわずらわされずに記録でき，より表現の工夫を行う

のに効果があった。

これらの指導の工夫は，我が国の音楽の雰囲気を感じ取るための手だてとして有効で
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あったと考えられる。

④ 縦譜を用いたワークシートの工夫

終止音を核音ソ（七又は為）と提示したう
い

えで「わらべうたづくり」を始め，一つ一つ

の音をよく聴いて構成音を選び，その糸の番

号を書き込めば容易に旋律ができあがる縦譜

のワークシートを工夫した。一人でいくつも

の旋律をつくったり，基の旋律を工夫したり

した記録が残り，その過程を評価していく時

に役立った。また，イメージに近いキーワー

つくった旋律を聴き合っている様子ドを選ばせる工夫をしたことにより，我が国

の音楽の雰囲気を感受しているかどうかを客観的に判断する材料となり，児童の内面を

知る手がかりとなった。

(ｴ) 実音テストの工夫

我が国の音楽の雰囲気を感受する能力が育っているかどうかを見取るにあたり，長音階

による旋律と民謡音階による旋律の雰囲気の違いを聴き取る実音テストを行った。一対比

較法で実施した実音テストでは，38人中32人の児童が聴き分けられており，我が国の音楽

の雰囲気を感受する能力がはぐくまれていることが確認できた。

オ 授業の成果と課題

(ｱ) 「探る 「追究する 「広げる」の題材構成は，児童が歌唱したり箏で演奏したりす」， 」，

ることにより，我が国の音楽の雰囲気を感じ取らせる活動として効果があった。

(ｲ) 子どもになじみのあるわらべうたを教材としたことは，児童に継続的な活動の意欲をも

たせるのに効果があった。また，少ない構成音により，創作活動の意欲が高まり，容易に

つくって表現することにつながった。

(ｳ) 題材導入時に，様々なわらべうたのよさやおもしろさに気付かせたり，様々な日本音階

の雰囲気の違いを聴き取る活動を行ったことで，児童は我が国の音楽に対して興味・関心

を高め，活動の意欲を継続していくことが分かった。

(ｴ) 使える音を五音に限定した箏などを用意し無理なく主体的に選択させたことにより，児

童は自然に旋律づくりに入っていくことができた。また，終止音を核音のソとさせたこと

により，日本音階による旋律の終止の雰囲気を感受させることにつながった。縦譜を用い

てつくった旋律を糸の名前で記録できるようにしたことにより，児童は五線による記譜に

わずらわされずに記録でき，より表現の工夫を行うのに効果があった。今後も，創作にお

ける記録を工夫していきたい。

(ｵ) 容易に旋律ができあがる縦譜のワークシートを工夫したことで，学習の過程を評価して

いく上で有効であった。

(ｶ) 長音階による旋律と民謡音階による一対比較法で実施した実音テストは，我が国の音楽

の雰囲気を感受する能力が育っているかどうかを見取るのに有効であった。また，ワーク

シートにおけるキーワードの選択も，児童の内面を知る手がかりとなった。なお，今後の

課題として 「音楽的な感受」を評価する方法をさらに研究していきたい。，
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② 中学校における授業研究

中学校第２学年「旋律に合う和音をみつけよう」において，和声を感受する【授業研究４】

能力を育てる学習指導の在り方

ア 授業研究のねらい

第２学年の表現に関する目標の一つに「楽曲構成の豊かさや美しさを感じ取り，表現の技

能を伸ばし，創造的に表現する能力を高める」とある。さらに中学校解説では 「第１学年，

の『音楽表現の豊かさや美しさを感じ取』ることから，さらに，楽曲の構造的側面への理解

を深めて，感性的側面とのかかわりから表現の工夫を求めることを示している 」とある。。

ここでは，音楽の構造的側面である音楽の諸要素の中の和声に焦点を当て，それを感受する

能力を育てることをねらいとする。

和声に関する学習は小学校第５学年及び第６学年でⅠ，Ⅳ，Ⅴ及びⅤ を中心に指導し，７

中学校では他の構成要素と関連させながら総合的に知覚していくこととされているが，本校

の生徒（昨年度第１学年）の実態を調査すると，和声に関する学習がⅠ，Ⅳ，Ⅴ及びⅤ を７

含めて不十分であることが分かった。そこで，昨年度デスクトップミュージック（以下，Ｄ

ＴＭと表す）を活用してⅠ，Ⅳ，Ⅴ及びⅤ を中心に和声の感受に関する学習を行った。そ７

こでは，それぞれの和音の響きを聴取し，多くの生徒が旋律にふさわしい和音を見付けるこ

とができた。今年度は，昨年度学習した内容をより深めた内容として，副三和音を感受する

学習を行うこととした。Ⅰ，Ⅳ，Ⅴ及びⅤ をⅥ，Ⅲ，Ⅱに置き換えることとする。これら７

を代理和音とし，Ⅱ，Ⅲ，Ⅵの副三和音を扱うことによって，生徒はより豊かな響きを聴き

味わうことができると考えたからである。

このように，主要三和音から副三和音へという系統を考えた指導を行うことにより，和声

を感受する能力を育てることができると考え，本題材を設定した。

なお，ＤＴＭを活用して創作の学習を行う場合，ディジタル音のみの学習になりがちであ

る。本題材の配慮事項として，人の息づかいが感じられる音楽表現にも必ずふれることがで

きるよう，授業の冒頭等に合唱などの表現活動を取り入れていきたいと考える。

イ 和声を感受する能力を育てるための手だて

(ｱ) 題材における教材の選択

生徒が和声に関して興味・関心をもち，より深まった楽しさを体験できるようにするた

めに，魅力ある教材を選択することが必要である。和音を感受する学習は，和音進行その

ものに目がいってしまいがちであるが，生徒が親しみをもち，楽しく学習に取り組める楽

曲を選択することによって，学習効果が上がることが考えられる。そこで，本題材で使用

する教材を以下のものとした。

○ チューリップ

○ グリーングリーン

○ さくら（独唱）

これらの曲の旋律にはⅠ，Ⅳ，Ⅴ及びⅤ のみで和音を付けた課題を作成し，生徒に提７

示する。また，生徒には自分の好きな曲から学習に入ることができるようにする。

(ｲ) 個に応じた学習指導

本題材は，一人一台のＤＴＭを活用して実践を行う。基本的にスピーカーは使用せず，

ヘッドフォンを使用し，自分のペースで学習に取り組むことができるようにする。具体的
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には，ＤＴＭ上で様々な和音を自由に試して，旋律にあった和音を探す場面を設定する。

ヘッドフォンを使うことにより，他の生徒の出す音に干渉されることなく，じっくりと自

由試行で和音を探すことができる。さらに，それぞれの教材曲に対して以下のデータを用

意し，自分の取り組みやすいものを使って学習ができるようにする。

○ 課題ファイル（旋律に対してⅠ，Ⅳ，Ⅴ及びⅤ のみで和音付けしてあるもの）７

○ ヒントファイル（基本的には①とおなじだが，Ⅱ，Ⅲ，Ⅵを入れるとちがう響きにな

るところをカッコで指定してあるもの）

○ 参考作品ファイル（原曲で使用されている和音付けがされているもの）

複数の教材曲を使用し，段階を踏んだデータを用意することにより，様々な学習を生徒

自らが組み立てることができると考えられる。

(ｳ) ワークシートの活用と評価の工夫

ワークシートは，生徒が自分のペースで学習するために必要不可欠のものである。課題

の提示だけでなく，和音についての学習プリントなどを配布しておくことにより，常に振

り返りができる環境を作ることが大切だと考える。

評価に関しては，題材が終わったときに実音テストを実施し，目標が達成されているか

。 ，どうかを具体的に把握できるようにする この実音テストはＤＴＭを使った課題で提示し

実際に和音付けをしてその内容を評価するというものである。

ウ 授業の実践

(ｱ) 題材 旋律に合う和音を見つけよう

(ｲ) 学習の流れと評価 （３時間取り扱い 本時は第２時）

評価の観点
次 時 目 標 学習内容・活動 評 価 規 準

関 感 技 鑑

１ ○旋律に合う １ 「ダイアナ」の主要 ◎ 和声進行に関心をもち，

和音を自由試 三和音を副三和音に置 旋律に和音を付けて，創作

行しながら見 き換える。 表現することに意欲的であ

。（ ， ）付けることが ２ 代理和音（Ⅰ→Ⅵ， ◎ ○ る 観察 ワークシート

第 できる。 Ⅳ→Ⅱ，Ⅴ→Ⅲ）の原 ○ 代理和音を用いた和声進

理を学ぶ。 行を感じ取っている。

一 （観察，ワークシート）

次 ② １ 三つの課題に対して ◎ 代理和音を用いた和声進

本 旋律に合う和音を見付 行を感じ取りながら，創作

時 ける。 ◎ ○ 表現を工夫している。

（ ， ， ）２ 見付けた和音をコー 観察 作品 ワークシート

ドネームと和音記号で ○ 代理和音を用いた和声進

記録する。 行を感じ取りながら，創作

表現をする技能を身に付け

ている。
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（ ， ）観察 ワークシート

３ １ それぞれの課題につ ◎ 代理和音を用いた和声進

いて相互鑑賞し，多様 行を感じ取りながら，創作

な響きを聴取する。 表現をする技能を身に付け

２ 同じ課題に再度向か ○ ◎ ている。

（ ， ）い合い，自分の付けた 観察 ワークシート

和音を見直す。 ○ 和声進行に関心をもち，

旋律に和音を付けて，創作

表現することに意欲的であ

。（ ， ）る 観察 ワークシート

(ｳ) 本時の学習

ａ 目標 旋律に合うⅥ，Ⅱ，Ⅲの和音を見付けることができる。

ｂ 展開

（ ， ）学習内容・活動 指導上の留意点・評価規準 ◎ ○は評価の観点

１ 学習の雰囲気作りをする。 ・ 情景を思い浮かべながら合唱するよう助言す

・ 既習曲「浜辺の歌」を歌う。 る。

・ コンピュータ室なので，ＣＤによる伴奏を用い

る。

２ 学習課題を確認する。 ・ 代理和音について，前時に使用したワークシー

トで，ポイントを確認する。

旋律に合うおしゃれな和音を ・ 前時に創作した「ダイアナ」を聴き，これまで

見つけよう。 の学習を振り返る。

・ 「ダイアナ」で具体的にどのように和音を変え

・ 前時の学習を振り返り，代理和音 ていったか，自分のワークシートで確認させる。

について確認する。

３ 旋律に合う和音を見付ける。 ・ 自分の好きな曲から和音探しに取り組むよう助

言する。

・ 自分で課題を選択し，自由試行で ・ 曲の冒頭の和音を変えてしまうと，曲そのもの

和音を見付ける。 の調性が変わってしまうことがあるため，最初の

和音には手を加えないよう助言する。

【教材曲】 ・ どこの和音をどう変えてよいか分からない生徒

☆ チューリップ には，ヒントファイルを開くよう指示し，限定さ

☆ グリーングリーン れた範囲の中で，和音の自由試行に取り組めるよ

☆ さくら（独唱） うデータを用意する。

・ ＤＴＭ上での自由試行で決めた和音を，ワーク

シートにも記録をとり，自分の作品を手元に残す
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よう指示する。その時に，コードネームと和音記

号両方を記入し，ハ長調によるコードネームと和

音記号の関連が把握できるよう助言する。

◎ 代理和音を用いた和声進行を感じ取りながら，

創作表現を工夫している。

（観察，作品，ワークシート）

○ 代理和音を用いた和声進行を感じ取りながら，

創作表現をする技能を身に付けている。

（観察，ワークシート）

・ できあがった作品は，作品集フォ ・ 参考作品ファイルを紹介し，その和音の使い方

ルダに，自分の名前(ファイルネー について学ぶことができるよう，データを用意し

ム)を付けて保存する。 ておく。

４ 本時のまとめをする。 ・ 作品集フォルダには，他の生徒の作品があるこ

・ 数人の生徒の作品をスピーカーか とを紹介し，上書き保存しないよう注意しながら

ら流し，多様な表現にふれる。 聴取するよう指示する。

・ 次時の予告をする。 ・ 部分的に自分と同じ表現や違う表現に注意して

聴くことができるよう助言する。

エ 授業の結果と考察

(ｱ) 題材における教材の選択について

３曲の教材曲はいずれも生徒にとって親しみやすい曲であったため，楽しく学習に取り

組んでいた。特に，副三和音などを多く活用して和音付けされた「チューリップ（題材の

導入時に鑑賞 」は，生徒にとって大きな驚きであった。単純な曲が，和音を変えただけ）

で大きく趣が変わることを実感することができたことが，後の学習活動の意欲付けにつな

がったものと考えられる。また，実際にチューリップへの和音付けに取り組んだ生徒も多

かった 「さくら（独唱 」では，旋律を口ずさみながら学習する生徒の姿も見られた。。 ）

今回の実践では，副三和音を扱うという比較的難易度の高い内容だったため，教材曲が

身近に感じられたことは，生徒にとってより課題に取り組みやすいと感じることができた

ものと考えられる。

(ｲ) 個に応じた学習指導について

個別学習が保証された一人一台の学習環境

は，本題材の目標達成には欠かせないもので

あった。限られた時間ではあるが，自分一人

でじっくりと課題に取り組めたことは，生徒

にとって活動の意欲付けにつながったものと

考える。また，複数の教材曲において，課題

ファイルやヒントファイルなどを用意したこ

とで，自分のやりやすい方法から学習に取り

組むことができた。例えば，チューリップは

自分で付けた和声を聴いている様子課題ファイルからはじめてみて，さくら（独唱）
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はヒントファイルからはじめてみるというような学習を試みた生徒もいた。このように，

多くの展開が可能な学習の場を設定をしたことにより，個に応じた学習指導の工夫ができ

たのではないかと考える。また，できあがった曲は全てサーバに保存することを指示して

いるため，変更しないという約束のもと，他の生徒の作品をリアルタイムで参考にするこ

ともできた。これも一人一台のＤＴＭによる学習環境があったためだと考える。

生徒自ら学習方法や学習課題を選択したことにより，活動への意欲が高まった，と考え

られる。

(ｳ) ワークシートの活用と評価の工夫

副三和音を学習するのに代理和音の概念を用い，少しでも生徒に分かりやすく学習でき

るような「音の出るワークシート」を作った。ＤＴＭにて実際に音を出しながら学べるワ

ークシートとして，非常に効果があったと考える。これにより，個人の作業になっても常

にそのファイルを開くことにより，具体的な作業の方法や副三和音について振り返ること

ができた。また，課題の提出もオンラインでサーバに保存し，すぐに音として全生徒に例

示することができた。音を扱う音楽科だからこそ必要なことであると考える。

全ての学習が終わったあと，主要三和音を副三和音に適宜変えて旋律に和音を付ける実

音テストを行った。その実音テストは，４小節からなる全音符のカデンツにⅠ，Ⅳ，Ⅴ，

Ⅴ の和音を付けておき，１問につき一つの副三和音を自由試行にて置き換えられるとこ７

ろを見付けるという内容である。全部で３問出題したが，１問１点で計算し，全て正解の

生徒が24人中13人で，学級平均点が約2.5点という結果であった。１題も正解できなかっ

た生徒はいなかった。この結果から，大多数の生徒が副三和音を活用した和声を感じ取る

ことができたと考えられる。

オ 授業の成果と課題

(ｱ) 生徒が親しみをもち，楽しく学習に取り組める教材曲を選択したことは，題材への興味

・関心を高め，学習活動の意欲付けにつながった。さらに，生徒の実態を十分把握した教

材の開発に努めていきたい。

(ｲ) 学習環境を整え，段階を追った課題を設定したり，ヒントファイルなどの提示をしたり

したことは，一人一人の学習環境を保証し，自ら学習に取り組む選択の幅を広げることに

なり，個に応じた学習指導の工夫につながった。

(ｳ) 「音の出るワークシート」を活用し，オンラインで提出できる環境を整えたことは，学

習の個別化や参考作品聴取に有効であった。また，実音テストを実施したことにより，生

徒の到達状況を数値化することができ，より客観性のある評価方法として有効であった。

， 。今後は 創作活動に関するより具体的な評価規準作成に取り組む必要があると考えられる

(ｴ) ＤＴＭは，指導のねらいに応じて有効なツールとして認められることが分かった。しか

し，感性を高めながら音楽の諸能力を伸ばしていくためには，表現及び鑑賞の諸活動が重

要であることを再確認することにもつながった。今後も，教具の一つとしてのＤＴＭの活

用について研究を進めていきたい。
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６ 研究のまとめ

本研究では音楽科の学習指導に関する実態を踏まえ，児童生徒が音楽の諸要素を感受す

る能力を育てるための手だてを講じ，２年間にわたり授業研究を行った。その結果，以下

のことが分かった。

(1) 題材の構成の工夫について

ア 小学校において 「探る 「追究する 「広げる」と題材構成を工夫したことによ， 」， 」，

り，児童は「日本音階の雰囲気を感受する」活動と「日本音階の構成音で旋律をつく

る」活動を繰り返し行い，我が国の音楽の雰囲気を感受させることに効果があった。

イ 中学校において，生徒が親しみをもち，楽しく学習に取り組める教材で題材を構成

したり，段階を踏まえた課題を系統的に配列したりしたことにより，生徒は題材への

興味・関心を高めながら学習活動への意欲をもち続けることができた。

(2) 魅力ある教材の選択について

ア 小学校において，児童になじみのあるわらべうたを教材としたことは，継続的な活

動の意欲をもたせるのに効果があった。日本音階の少ない構成音でつくって表現させ

， ， 。たことにより 児童は創作活動の意欲を高め 容易に旋律づくりを行うことができた

イ 中学校において，生徒が親しみをもち，楽しく学習に取り組める教材を複数準備し

たことにより，主要三和音や副三和音を用いた和声感を感受する活動を容易に行うこ

とができた。

(3) 学習指導法の工夫について

ア 小学校において，終止音や構成音の指導の工夫をしたことにより，児童は積極的に

創作活動を行い，徐々に我が国の音楽の雰囲気を感じ取っていった。また，つくった

旋律やリズムを容易に記録させるために，五線譜にとらわれない縦譜などの記譜の仕

方を工夫したことが，児童の表現の工夫につながった。

イ 中学校において，ＤＴＭを用いることで個別の自由試行の学習が可能になり，個々

の生徒は自分のペースで，自ら課題を見付けながら創作学習に取り組めた。また，段

階を踏まえた課題や発展課題を設定したり，ヒントファイルなどの提示をしたりした

ことは，自ら学習に取り組む選択の幅を広げることになり，個に応じた学習指導の工

夫につながった。これらの学習に取り組ませながら，徐々に和声を感受する能力を育

てていくことができた。

(4) 評価方法の工夫について

ア 小学校において 「我が国の音楽の雰囲気の感受」を評価するにあたり，一対比較，

法による実音テストと記譜やイメージに近いキーワードを選ぶワークシートを工夫し

たことは，評価の客観性を高めることにつながった。

イ 中学校において，旋律に合う和声を感受する能力が育ってきているかどうかを評価

するために，ＤＴＭを活用したワークシートの工夫や実音テストを行った。評価の客

観性を高めるとともに，指導と評価の一体化を図ることにつながった。

児童生徒の音楽の諸要素を感受する能力を育てるには，題材の構成の工夫や魅力ある教材

の選択，様々な学習指導法の工夫及び評価方法の工夫などが有効であることが分かった。さ

らに，その後の学習や生活に応用・転移できる力を身に付けさせる指導の改善・充実につい

て究明していきたい。
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体育・保健体育

研究主題 生きて働く学力をはぐくむ体育・保健体育科の学習指導の在り方

研究の概要及び索引語

体育・保健体育科の学習では，現在及び将来とも活力ある生活を営むために，たくまし

い心身を身に付け，生涯にわたって運動やスポーツを実践するための資質や能力を育てて

いくことが必要である。そこで，これまでの学習や生活の中で新しい課題を見つけ，自ら

考えて判断し，主体的にその後の学習や将来において実践する資質や能力を養う授業の工

夫改善が求められている。

本研究では，児童生徒と教師を対象として体育・保健体育に関する実態調査を実施し，

その結果を踏まえた上で授業研究を行い，生きて働く学力をはぐくむ体育・保健体育科の

指導の在り方を究明した。

索引語：体育・保健体育科，生きて働く学力，活力ある生活，たくましい心身，新しい課

題
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研究主題 生きて働く学力をはぐくむ体育・保健体育科の学習指導の在り方

１ 体育・保健体育科の研究のねらい

， ，体育・保健体育科の学習指導及び学習にかかわる意識調査を実施し その結果を踏まえて

小学校，中学校，高等学校ごとに授業研究を行い，児童生徒の生きて働く学力をはぐくむ学

習指導の在り方を究明する。

２ 研究主題に関する基本的な考え方

(1) 体育・保健体育科の学習指導と「生きて働く学力」について

小学校の体育科，中学校・高等学校の保健体育科の授業では，児童生徒が，現在及び将

来とも活力ある生活を営むために，たくましい心身を身に付け，生涯にわたって運動やス

ポーツを豊かに実践するための資質や能力を育てていくことが必要である。そのため，小

学校，中学校及び高等学校では，教科の一貫性を踏まえて，体育と保健をより一層関連さ

せ，心と体を一体としてとらえた指導をすることが大切である。その中で，児童生徒一人

一人が，これまでの学習や生活を生かしながら新しい課題を見つけ，自ら考えて判断した

りすることで，主体的にその後の学習や将来の生活に取り組んでいく資質や能力を育成す

ることができると考える。そして，その資質や能力を本研究では 「生きて働く学力」と，

とらえたい。

渡邉彰 戸田芳雄両氏 も初等教育資料（平成14年５月号№755）の中で『楽しく注１） 注２）

明るく生活を営む態度を育てること』の実現をめざすために 「子ども達が自分の考えや，

思い，これまでの学習や生活の経験，よさや可能性などを生かしながら，新しい課題など

を見つけ，自ら考えたり，判断したり，試みたりして解決するなど，一層子どもの主体的

な取り組みが求められている。その過程で，あるいはその結果として，その後の学習や生

， ，活における新たな課題の解決に生きるような知識や技能などを自ら獲得したり 高めたり

。 「 」 。」深めたりする必要がある このような資質や能力を 生きて働く学力 としてとらえる

と述べている。

(2) 体育・保健体育科における「生きて働く学力」の学習指導と評価について

教育課程審議会答申（2000年12月)（以下教課審答申と表す）では，学力について 「知，

識の量の多少によってとらえるのではなく，学習指導要領に示す基礎的・基本的内容を確

実に身につけることはもとより，それにとどまることなく，自ら学び自ら考える力などの

「生きる力」が育まれているかどうかによってとらえる必要がある 」と述べている。こ。

れは，単に知識を覚えるのではなく，児童生徒が基礎的・基本的な内容を自らのものとし

て確実に習得し理解を深め，その後の学習や将来の生活に生きて働く学力を育むことを重

視している。

， ， ，体育・保健体育科では 自ら学び 自ら考える力を育成するとした教課審答申を踏まえ

「生きて働く学力」が身に付いているかを評価できるように具体化したものを，観点別学

注１）渡邉 彰 文部科学省スポーツ・青少年局企画・体育課教科調査官

国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官

注２）戸田 芳雄 文部科学省スポーツ・青少年局体育官

国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官
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習状況の評価の観点とし，それを「生きて働く学力」の内容と考える。

体育の学習では 「技能の内容」及び「態度の内容」に加えて 「学び方の内容」を重， ，

視し，自己の能力に応じた課題の解決を目指すために 「目標の設定 「課題の選択 「活， 」 」

動の決定」を各領域において示すことが基本となる。さらに，中学校・高等学校では，個

を生かす教育の充実と豊かなスポーツライフの基礎づくりの観点から，運動種目等を生徒

が選択して履修できるようにする選択授業の設定や指導の工夫が必要である。

また，保健の学習では，健康の大切さを認識し，自己の健康を管理し改善するなど，生

徒が自ら健康的な生活を実践できる資質や能力，即ち実践力を身に付けることを目指すこ

とが求められる。そのために，問題解決的な学習，実習を取り入れた学習など指導方法を

工夫し，児童生徒の主体的な学習が展開できるようにすることが重要である。

さらに，児童生徒の主体的な学びを可能にするには，児童生徒自らが学びを自己評価す

ることを促す指導が大切になる。また，評価規準について理解させることで，生徒に学習

の目標と課題を自らのものとしてはっきり認識させることができると考える。それを踏ま

えて教師は，授業の中で，何をすれば児童生徒が向上するのかを形成的評価をしながら，

次の授業への手がかりを得たり，教師自身の指導の評価を再確認し，総括的評価へとつな

げていくことが求められる。教師が授業の中で，指導と評価を一体化していくことで，児

童生徒が主体的に取り組む態度も育まれると考える。

３ 体育・保健体育科における児童生徒の生きて働く学力に関する実態調査

県内の公立小・中・高等学校の児童生徒及び教師を対象として，体育・保健体育科におけ

る生きて働く学力について意識調査を実施した。

(1) 調査の対象

ア 児童生徒・・県内の小学校10校の第５・６学年，中学校６校の第１・２・３学年か

ら２学級，高等学校４校の第１・２・３学年から，３学級を抽出して

行った 回答者数は小学校596人 中学校577人 高等学校434人の計1,。 ， ，

607人である。

イ 教師・・・・小学校100校の体育主任，中学校100校の保健体育主任，そして高等学

校50校から各校２人ずつ保健体育担当者を対象とした。回答者数は小

学校100人，中学校100人，高等学校100人の合計300人である。

(2) 実施時期 平成16年９月６日(月)から平成16年９月10日（金）まで

(3) 調査結果及び分析

・調査項目数は，児童生徒に対しては10項目，教師に対しては26項目とした。

・質問内容及びその結果を，以下図１から図24，表１から表13に示した。

・表中の数値は各問ごとの回答者数に対する回答数の割合（％）である。

ア 体育について

(ｱ) 関心・意欲・態度について

「体育の授業は好きですか （図１）という問いに対し85.6％の児童生徒が「大。」

好き 「好き」と答えている。また 「楽しく友達と運動してますか （図２）と」 ， 。」

いう問いに対し，88.0%の児童生徒が 「している 「どちらかといえばしている」， 」

と回答している。
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教師の意識も図３に見られるように，92.7％が「体育の授業では，進んで運動する児童生徒

が多い 」と回答している。ただ，小学校では，0％であった数字も，中学校では5％，高等。

学校では16.8％が 「どちらかというとあてはまらない 「あてはまらない」と回答してお， 」

り，学年が進むにつれて運動に対する意欲が低下してきていると感じている。

【児童生徒】(%) 【児童生徒】(%)図１ 体育の授業は好きですか。 図２ 楽しく友達と運動してますか。

(ｲ) 思考・判断について

めあてをもって運動していますか 図「 。」（

４）という問いに対し 「している 「どち， 」

らかというとしている」と答えた児童生徒

， ， ，は 小学校では82.6％ 中学校では75.2％

高等学校では57.6％であった 「上達しよ。

うと自分で練習を工夫したり考えたりして

ますか 」(図５）でも同じような変化が見。

図３ 体育の授業では，進んで運動する児童生徒がられる。

(%)また 「体育の授業では，明確なめあて， 多い。 【教師】

。」 ）をもたせて授業を行っていますか (図６

という教師への問いに対して 「あてはま，

る 「どちらかというとあてはまる」と回」

答した教師は，小学校では96.0％，中学校

では97.0％，高等学校では82.8％と高い数

字になっている。

しかし，図４に示した児童生徒がめあて

図４ めあてを持って運動してますか。をもって運動している割合と比べると，教

【児童生徒】 (%)員が思っているほど，児童生徒はめあてを

もって取り組んでいないことがわかる。

「体育の授業では，自己の能力に応じた

。」（ ）課題を設定できる児童生徒が多い 図７

という問いに対し 「あてはまる 「どちら， 」

かというとあてはまる」と回答しているの

が小学校56％，中学校53％，高等学校39％

である 「体育の授業では，自己の課題を。

図５ 上達しようと自分で練習を工夫したり考えた解決することのできる児童生徒が多い 」。

児童生徒 (%)（図８）という教師への問いには 「あては， りしてますか。 【 】
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まる 「どちらかというとあてはまる」と回答 したのが小学校54％，中学校51％，高等学」

校39.6％となっている。課題を設定し，それを

解決できる生徒は，学年が進むにつれて減少しているようである。

図６ 体育の授業では，めあてを明確にもたせて授 図７ 体育の授業では，自己の能力に応じた課題

教師 (% 教師 (%)業を行っている を設定できる児童生徒が多い。 。【 ） 【 】】

(ｳ) 技能について

「 。」運動が上手にできる方だと思いますか

（ ） ， ，図９ という問いに対して 小学校では

55.2％，中学校では46.2％，高学校では43.

5％の児童生徂が「そう思う 「どちらかと」

いうとそう思う」と回答している。校種が

進むにつれて運動が上手にできないと感じ

図８ 体育の授業では，自己の課題を解決することているようである。教師は，小学校では74

【教師】 (%)％，中学校では75％，高等学校では53.4％ ができる児童生徒が多い。

の児童生徒が基礎的・基本的技能を習得している（図10) と回答しており，高等学校での基

礎的・基本的技能の習得が今後の課題と考える。

図９ 運動が上手にできる方だと思いますか。 図10 体育の授業では，基礎的・基本的な技能を

【児童生徒】 (%) 【教師】 (%)習得している児童生徒が多い。

(ｴ) 知識・理解について

「ルールや審判の方法を理解していますか （図11）という問いに対し，中学校では75.。」

8％，高等学校では63.8％が「理解している 「どちらかというと理解している」と回答し」

ている。それに対応した教師の回答（図12）は，中学校59.6％，高等学校45.5％となって

おり，生徒自身が判断する理解度は，教師の要求度にはまだ到達していないということにな

る。
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図11 ルールや審判の方法を理解していますか。 図12 体育の授業では，ルールや審判の方法を理解

(%)【 】 【 】生徒 (%) 教師している児童生徒が多い。

(ｵ）評価活動について

「授業への取り組みについて授業後に振

り返っていますか 」という問い（図13）。

について，小学校では56.9％，中学校では4

4.2％高校では25.6％の児童生徒が「振り返

っている 「どちらかというと振り返って」

いる」と回答している。このことから，校

授業への取り組みについて授業後に振り返種が進むにつれて，授業後の自己評価がな 図13

(%)されていない傾向にあると言える。 っていますか。 【 】児童生徒

これに対して，教師への「体育では，児

童生徒の自己評価をよく行わせている 図。」（

14）という問いに対し，小学校では82.8％,

中学校では86.9％，高等学校では37.4％の

教師が「あてはまる 「どちらかというと」

あてはまる」回答している。また 「体育，

では，児童生徒の相互評価をよく行わせて

図14 体育では，児童生徒の自己評価をよく行わせいる 」(図15)ということに関しては，小。

教師 (%)学校では51.5％，中学校では51.5％，高等 ている。 【 】

学校校では30.3％の教師が「あてはまる」

「どちらかというとあてはまる」としてい

る。このことから，教師が自己評価をさせ

ているという意識に対して，児童生徒の自

己評価の意識が低いと言える。また，相互

評価を実施している教師は全体として44.4

。 ，％と低い 自己評価や相互評価に関しては

図15 体育では，児童生徒の相互評価をよく行わせ児童生徒教師双方にまだ，検討や改善すべ

【教師】 (%)き課題が残されている。 ている。

(ｶ) 評価の方法について

評価の方法に関しては 「行動観察による評価を行うことが多い （表１）という問いに， 。」

対して 「あてはまる 「どちらかというとあてはまる」の割合が全体で92.2％となり，４， 」
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つの評価方法の中で一番高い割合を示している。また 「体育では，スキルテストによる評，

価を行うことが多い （表２）での割合は，小学校・中学校・高等学校ともほぼ同じで全。」

体の68.3％が「あてはまる 「どちらかというとあてはまる」となっている。また 「ペ―」 ，

パ―テストによる評価を行うことが多い （表３）では小学校で15.1％，中学校で30.3％。」

という割合に対し，高等学校では6.1％と低くなっている。また 「学習カードやポートフ，

ォリオ等による評価をで行うことが多い （表４）では「あてはまる 「どちらかというと。」 」

あてはまる」は，小学校75.8％，中学校で78.8％とほぼ同じ割合を示しているが，高等学校

では20.2％となっている。

評価の方法に関しては，小学校・中学校では，行動観察・スキルテスト・学習カードやポ

ートフォリオ等による評価の割合が高い。これに対して，高等学校では，行動観察・スキル

テストによる評価は高いが，学習カードやポートフォリオ等による評価の割合は低くなって

いる。

表１ 体育では，行動観察による評価を行うこと 表２ 体育では，スキルテストによる評価を行う

【教師 （%） 【教師 （%）が多い。 ことが多い。】 】

表３ 体育では，ペーパーテストによる評価を行う 表４ 体育では，学習カードやポートフォリオ等

】 【 】（ ）ことが多い。 による評価を行うことが多い【教師 （%） 教師 %。

イ 保健について

(ｱ) 関心・意欲・態度について

「保健の授業に進んで取り組んでいま

すか （図16）という問いに対して，小。」

学校では69.8％，中学校では65.4％，高

等学校では56.1％が「取り組んでいる」

「どちらかというと取り組んでいる」と

図16 保健の学習に進んで取り組んでいますか。回答している。保健への意欲は上級学年

児童生徒】 (%)になるにつれて低くなっている さらに。 ， 【

「進んで授業に取り組んでいる児童生徒が多い （図17）という教師への問いに関して。」

も，同じような傾向が見られる。

小学校 中学校 高　校 全　体

あてはまる 7.2 12.1 24.5 14.6

どちらかというとあ
てはまる

55.7 60.6 44.9 53.7

どちらかといえばあ
てはまらない

28.9 26.3 26.5 27.2

あてはまらない 8.2 1.0 4.1 4.4

小学校 中学校 高　校 全　体

あてはまる 1.0 7.1 1.0 3.0

どちらかというとあ
てはまる

14.1 23.2 5.1 14.2

どちらかといえばあ
てはまらない

59.6 60.6 34.7 51.7

あてはまらない 25.3 9.1 59.2 31.1

小学校 中学校 高　校 全　体

あてはまる 16.2 20.2 1.0 12.5

どちらかというとあ
てはまる

59.6 58.6 19.2 45.8

どちらかといえばあ
てはまらない

22.2 21.2 55.6 33.0

あてはまらない 2.0 0.0 24.2 8.8

小学校 中学校 高　校 全　体

あてはまる 19.2 23.2 27.3 23.2

どちらかというとあ
てはまる

75.8 67.7 63.6 69.0

どちらかといえばあ
てはまらない

3.0 9.1 6.1 6.1

あてはまらない 2.0 0.0 3.0 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

高等学校

中学校

小学校

取り組んでいる どちらかといえば取り組んでいる

どちらかといえば取り組んでいない 取り組んでいない

区 分
回 答

区 分
回 答回 答

区 分

回 答
区 分
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(ｲ) 思考・判断について

「保健授業の内容から，自分自身の課題

を見つけることができますか （図18）と。」

， ， ，いう問いで 小学校62.3％ 中学校43.5 ％

高等学校36.8％の児童生徒が「できる 「ど」

ちらかといえばできる」と回答している。

校種が進むにつれて自分の課題としてとら

えようとしている意識が低い。

図17 保健の授業では，進んで授業に取り組んでまた 「自分の健康に関する課題を見つ，

）けられる児童生徒が多い （図19）という。」 いる児童生徒が多い。 【 】教師 %（

問いに対し，小学校61.2％，中学校46.5%,

高等学校44.4％の教師が「あてはまる 「ど」

」 ，ちらかというとあてはまる としているが

「自分の健康に関する課題の解決方法を見

つけることができる生徒が多い （図20）。」

という問いに対しては，小学校53.0％，中

学校33.3％，高等学校37.4％となり，その

図18 保健の授業の内容から，自分自身の課題を見課題の解決を見い出せると感じている児童

【 】 （ ）生徒は，校種が上がるにつれて少なくなっ つけることができますか。 児童生徒 %

ている傾向にある。

また 「保健の授業で学んだことから，，

自分で実践していることがありますか 図。」（

21）という問いに児童生徒の回答は 「あ，

る 「どちらかといえばある」が，小学校」

57.0％，中学校39.7％，高等学校31.9 ％と

なっている。そして， 教師への質問「自分

図19 保健の授業では，自分の健康に関する課題の健康に関する課題を改善して実践してい

【 】 （ ）る児童生徒が多い （図22）という問いに。」 を見つけられる児童生徒が多い。 教師 %

対して 「あてはまる 「どちらかというと， 」

あてはまる」は全体として31.4％と低く，

授業で学んだことを実践していこうとする

児童生徒の意識が低いことがわかり，それ

は今後の課題となる。

図20 保健の授業では，自分の健康に関する解決方

法を見つけることができる児童生徒が多い。

【教師】 （%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

高等学校

中学校

小学校

あてはまる どちらかとい うとあてはまる

どちらかとい えばあてはまらない あてはまらない

0 % 20 % 4 0% 60 % 80 % 10 0%

総 計

高 等 学校

中 学 校

小 学 校

でき る どちらか とい えば でき る

ど ち らか とい えば でき ない でき ない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

高等学校

中学校

小学校

あてはまる どちらかというとあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

高等学校

中学校

小学校

あてはまる どちらかとい うとあてはまる

どち らかとい えばあてはまらない あてはまらない
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図21 保健の授業で学んだことから，自分で実践し 図22 保健の授業から，自分の健康に関する課題

ていることがありますか を改善して実践している児童生徒が多い。。 【 】 （ ）児童生徒 %

【 】 （ ）教師 %

(ｳ）知識・理解について

「授業の内容は理解してる 」(図23）と。

いう問に対し，小学校85.6％，中学校68.6

％，高等学校68.1％の児童生徒が 「して，

いる]「どちらかといえばしている」と回答

している。それに対して 「授業の内容を，

理解している児童生徒が多い （図24）と。」

いう教師への問いでは，小学校93.9％，中

図23 保健の授業の内容は，理解している。学校64.6％ 高等学校59.6％となっている， 。

【 】（ ）小学校では，児童の理解度と教師の児童へ 児童生徒 %

の理解の認識度がおよそ９割と高いが，中

学校，高等学校では生徒の理解度は低くな

っており教師の認識度もそれに対応してい

る。

(ｴ）評価の方法について

保健の授業の評価方法の実態を表５から

表９に示したが 「あてはまる 「どちらか， 」

図24 保健の授業では，授業の内容を理解していというとあてはまる」に関しての割合は,ペ

）ーパーテストによる評価（表８）が全体で る児童生徒が多い。 【 】 （教師 %

表５ 保健では，面接による評価を行うことが多90.1 %と多く，特に高校では100％となって

【 （ ）いる。また，学習記録からの評価（表９） い。 】教師 %

も多く全体で75.7%となっている。観察によ

る評価（表６）は小学校64.3%，中学校54.6

%，高等学校40.5%と校種が上がるにつれて

低下傾向が見られる。レポートによる評価

は全体で41.6%で，中学校は53.6%と高くな

っている。一方，面接による評価は小学校

・中学校・高等学校とも非常に少ない。

小学校 中学校 高 校 全　体

あてはまる 0.0 0.0 1.0 0.3

どちらかというと
あてはまる

1.0 0.0 1.0 0.7

どちらかといえば
あてはまらない

57.1 38.4 26.3 40.5

あてはまらない 41.8 61.6 71.7 58.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

高等学校

中学校

小学校

ある どちらかといえばある どちらかとい えばない ない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

高等学校

中学校

小学校

あてはまる どちらかというとあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

高等学校

中学校

小学校

してい る どちらかとい えばしてい る

どちらかとい えばしてい ない してい ない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

高等学校

中学校

小学校

あてはまる ど ち らかというとあてはまる

ど ち らかといえばあてはまらない あてはまらない

区 分
回 答
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表６ 保健では，観察による評価を行うことが多 表７ 保健では，レポートによる評価を行うこと

【 】（ ）い が多い。 。【 】（ ）教師 % 教師 %

表８ 保健では，ペーパーテストによる評価を行 表９ 保健では，ワークシート，ノート，ポートフ

】 【 】（ ）うことが多い。 ォリオなどの学習記録から評価を行う【教師 （%） 教師 %。

(ｵ) 授業の形態について

保健の授業の形態では 「一斉授業で進めていることが多い （表10）で「あてはまる」， 。」

「どちらかというとあてはまる」が，90.9％と高い。逆に 「保健の授業では,グループワ，

ークを行うことが多い 」(表11)で「あてはまる 「どちらかというとあてはまる」は，全。 」

体で25.6％ 「保健の授業では,課題学習を行うことが多い （表12）という問いに対し，， 。」

小学校では，54.1％，中学校では，44.9％，高等学校では33.3％と，その割合はだんだん少

なくなっている。また,「保健の授業では実験や実習を行うことが多い （表13）では「あ。」

てはまる 「どちらかというとあてはまる」の割合が全体で18.9％と低くなっている。」

表10 保健の授業では，一斉授業で進めることが 表11 保健の授業では，グループワークを行うこと

【 】（ ）多い。 が多い【教師 （ ）】 % %。 教師

小学校 中学校 高　校 全　体

あてはまる 11.2 5.1 5.1 7.1

どちらかというと
あてはまる

53.1 49.5 35.4 45.9

どちらかといえば
あてはまらない

33.7 40.4 39.4 37.8

あてはまらない 2.0 5.1 20.2 9.1

小学校 中学校 高　校 全　体

あてはまる 1.0 7.1 2.0 3.4

どちらかというと
あてはまる

30.6 46.5 37.4 38.2

どちらかといえば
あてはまらない

51.0 31.3 38.4 40.2

あてはまらない 17.3 15.2 22.2 18.2

小学校 中学校 高　校 全　体

あてはまる 24.7 37.4 63.6 42.0

どちらかというと
あてはまる

59.8 48.5 36.4 48.1

どちらかといえば
あてはまらない

13.4 14.1 0.0 9.2

あてはまらない 2.1 0.0 0.0 0.7

小学校 中学校 高　校 全　体

あてはまる 23.5 17.2 12.1 17.6

どちらかというとあ
てはまる

59.2 62.6 52.5 58.1

どちらかといえばあ
てはまらない

17.3 16.2 29.3 20.9

あてはまらない 0.0 4.0 6.1 3.4

小学校 中学校 高等学校 全　体

あてはまる 29.6 35.4 45.5 36.8

どちらかというと
あてはまる

59.2 53.5 49.5 54.1

どちらかといえば
あてはまらない

11.2 10.1 4.0 8.4

あてはまらない 0.0 1.0 1.0 0.7

小学校 中学校 高等学校 全　体

あてはまる 2.0 3.0 1.0 2.0

どちらかというと
あてはまる

23.5 31.3 16.2 23.6

どちらかといえば
あてはまらない

71.4 55.6 59.6 62.2

あてはまらない 3.1 10.1 23.2 12.2

区 分
回 答

区 分
回 答

区 分
回 答 回 答

区 分

区 分
回 答 回 答

区 分
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表12 保健の授業では，課題学習を行うことが多 表13 保健の授業では，実験や実習を行うことが

【 】（ ） 【 】（ ）い 多い。 。教師 % 教師 %

(4) 実態調査のまとめ

アンケートの結果以下のことがわかった。

ア 体育について

(ｱ) 児童生徒は体育の授業が好きであり，楽しく授業に臨んでいることがわかる。また，

教師の90％が，児童生徒は積極的に体育の授業に参加していると感じている。

(ｲ) 教師は，児童生徒に，めあてをもたせて体育の授業を行っていると思っているが，

児童生徒も同じようにめあてをもって授業に望んでいるとはいえない。

(ｳ) 技能の習得については，校種が進むにつれて上手にできないと感じているようであ

る。

(ｴ) 生徒自身が身に付けている知識や理解は，教師が要求する到達度には，まだ達して

いない。

(ｵ) 評価については，児童生徒，教師の両方に，今後検討すべき課題が残されている。

イ 保健について

(ｱ) 保健の学習に進んで取り組んでいるかについては，校種が進むにつれて消極的にな

っている。

(ｲ) 保健の授業では，自分の課題としてとらえようとしている意識は低い。

(ｳ) 小学校では学習内容を理解している割合が高いが，中学校，高校では，それに比べ

ると低くなっている。

(ｴ) 評価においては，ペーパーテストによる割合が多い。

４ 研究主題に迫るための手だて

研究主題に関する基本的な考え方，実態調査の結果，生徒の発達段階及び実態を踏まえ，

研究主題に迫るために，以下の手だてを講じ，本研究では 「生きて働く学力をはぐくむ」，

学習指導の在り方を考えたい。

(1) 課題の設定，学習内容の明確化

児童生徒の実態に応じて，教材を精選し，課題に沿って学習すべき内容を明確にしてい

くことで，学習への意欲を引き出し，課題解決に向けた主体的な活動を促す。

(2) 学習方法，学習過程の工夫

・体育学習では，自分にあっためあてを持たせ，基礎・基本となる技能の習得を図るた

めにドリルゲームやタスクゲームを位置づけたり，少人数によるミニゲームを取り入

れたり，効果的な学習過程を工夫する。

・保健学習では，自らの課題を解決するために，インターネット等から情報を収集し整

小学校 中学校 高等学校 全　体

あてはまる 4.1 4.0 0.0 2.7

どちらかというと
あてはまる

13.3 20.2 15.2 16.2

どちらかといえば
あてはまらない

70.4 65.7 59.6 65.2

あてはまらない 12.2 10.1 25.3 15.9

小学校 中学校 高等学校 全体

あてはまる 6.1 5.1 3.0 4.7

どちらかというとあ
てはまる

48.0 39.8 30.3 39.3

どちらかといえばあ
てはまらない

41.8 50.0 56.6 49.5

あてはまらない 4.1 5.1 10.1 6.4

回 答回 答
区 分区 分



- 109 -

理して学習に生かすとともに，今後の実践力の基礎を養う。また，ブレインストーミン

グ，ケーススタディ，ディベート的な活動など多様な学習方法や実習などを取り入れ，

お互いの意見を出し合うことで自分の考えをまとめ，自分の行動について意志決定し行

動を選択する能力を養うようにする。

(3) 学習環境，支援活動の工夫

・体育の学習では 「場やルールの工夫 「教師の言葉かけの工夫 「学習ノート，メッセ， 」 」

ージカードの工夫 「表彰制度の導入」などを通して，児童の主体的活動を積極的に支」

援する。

， ， 。・保健学習では 身近なテーマを取り上げ 自分の課題として受け止められるようにする

更に 「統計資料 「新聞記事 「ビデオ教材 「プレゼンテーション」を通して，生， 」， 」， 」，

徒の意志決定や行動選択を支援をする。

(4) 評価の工夫

， ，「 」指導と評価の一体化を図り 児童生徒の主体的な学習を導くために 評価規準の見直し

「振り返りや児童・生徒同士の相互評価の場の設定 「学習カードの活用 「教師と児童」， 」，

生徒の相互評価」等の工夫をする。
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５ 授業研究

(1) 小学校における授業研究

【授業研究１】 ）小学校６学年 ボール運動（サッカー

① 主題に迫るために

今日の児童は，体力の低下や運動をする者とそうでない者の二極化が大きな問題とさ

れているが，児童の「体育」に対する興味・関心は依然高く，多くの児童が「体育が好

きである」と答えている。しかし，高い興味・関心を示し 「めあて」をもって学習し，

ているわりには，主体的な学習が行われているとは言い切れない。

生涯にわたる豊かなスポーツライフの基礎づくりを担う体育科としては 「運動に親，

しむ 資質や能力の育成」を目指し，児童自ら運動する楽しさや喜びを味わい，運動の

学び方を身につけ，個々の生活の中に進んで取り入れることができるようにすることが

大切である。また，健康を保持・増進するための実践力の育成を図るために 「自ら課，

題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断する」など，よりよく問題を解決する

資質や能力を育成することが大切であろう。

そこで，児童一人一人が運動のもつ特性に触れ，運動する楽しさや喜びを十分に味わ

える学習を行うために 「育てたい力」を明確に捉え，児童が自主的・自発的に運動に，

取り組む学習を展開しなければならない。また，児童がその取り組みを振り返り，次の

活動へと生かせるような評価の工夫が必要であると考える。

本研究では，集団的スポーツであるボール運動の「サッカー」の学習を取り上げ，評

価規準を学びの姿として児童に明確に示し，表彰制度を活用することで，児童がめざす

学びの姿が具体化され，主体的に学習に取り組むことができるであろうと考えた。さら

に，個々の取り組みを振り返り，適切に評価していく自己評価・相互評価の積み重ねか

ら，評価能力の育成も図りたいと考える。

② 主題に迫るための指導の手だて

ア 表彰制度のねらい

単元を通して育てたい学びの姿を３つの観点別に児童に設定し，児童に知らせる

ことにより，その学びの姿を自らのめあてとして主体的に活動に取り組むことがで

きるようにす。

イ 自己評価・相互評価の工夫

自己評価をもとにした相互評価を意識付けさせるとともに，チームの一員として

の存在感やチームとしてのまとまりをもたせながら，話し合いを通して取り組みを

フィードバックする評価能力の育成を図る。

ウ 学習過程の工夫

ねらい１（個人的技能の習得） ねらい２（作戦及び練習の工夫）

（ ） （ ）ねらい３ 集団的技能の習得 ねらい４ 作戦を生かした集団的技能の習得

③ 授業の実際

ア 表彰制度の活用

○ 観点別に行動目標を学びの姿とした賞を設定し提示

・関心・意欲 ＜チームワーク賞・フェアプレイ賞・ハッスル賞＞

・思考 判断 ＜アイディア賞・ＭＶＰ賞・ 努力賞＞
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・技 能 ＜テクニック賞（集団・個人）＞

○ 受賞条件の設定（自己評価・相互評価と教師の評価から）

・個人賞＜自己評価４点以上＞ チーム賞＜相互評価のＡ（十分満足）＞

表１ 各賞で育てたい学びの姿（○付数字は，児童の自己評価カードの番号）
項 目 具 体 の 姿

リーダー（グループ）やキャプテン（チーム）の指示に従チーム ○学習全般で

ワーク賞 ことができる。い，まとまって活動する

○ゲームで を行うことができハイタッチなどのチームパフォーマンス

①⑨ る。

○ を ことができる。準備や片づけ，集合，整列 素早く行う

フェア ○練習やゲームでチームの ことができる。仲間に励ましの言葉をかける

プレイ賞 ○ゲームの をすることができる。始めと終わりに相手と握手

⑧④ ○審判のジャッジに ことができる。素直に従う

ハッスル賞⑩ ○練習やゲームで ことができ汗がにじんだり，呼吸が乱れるくらい動く

る。

アイデア賞 ○チームの話し合いで ことができゲームの条件に応じた作戦を立てる

⑦⑤ る。

○練習やゲームで ことができる。友達にアドバイスをする

ＭＶＰ賞 ○ をすることができる。チームのためになるプレー（ゲーム）や行動

努力賞② ○自分の することができる。めあてどおりに活動

。（ ）テクニック賞 ○ゲームの中で ができる チームパスをつなぐ動きを素早く行うこと

。（ ）○ゲームの中で ができる 個人動きに合わせてボールを止める・ける

イ 自己評価・相互評価の工夫

○ 自己評価カード（関心・意欲６項目 思考判断４項目…ＡＢＣ評価）

○ 相互評価カード（関心・意欲３賞 思考判断１賞 技能１賞…ＡＢＣ評価）

○ 学習ノート（技能…ドリルゲームの結果，情意面…記述）

ウ 学習過程の工夫

ゲームを中心にしながら，個人的・集団的技能の向上を図る場を設定した。

ねらい１（個人的技能の習得）

ねらい２（作戦及び練習の工夫）

ねらい３（集団的技能の習得）

ねらい４（作戦を生かした集団的技能の習得）

表２ 学習の道すじ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12時間
場づくり ， めあての確認 ， 準備運動ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

ねらい１ まとめ10 ・ 一人一人がボールタッチやドリブルなどの学習のねらいと

ドリルゲームを楽しむ。 サッカー見通し，表彰

・グルー 大会を開こねらい２
プづくり チームの作戦を工夫し，みんなで仲良く練 う。20
・ 試 し の 習やゲームを楽しむ。 ・リーグ戦

戦運動 ・ﾄｰﾅﾒﾝﾄねらい３ ねらい４
（ﾄﾞﾘﾙ&ﾐ 場の設定やルールを チームで作戦やルールを工30

表ﾆｹﾞｰﾑ） 理解して，ミニゲームを 夫し，みんなで仲良くゲーム

40 彰楽しむ （リーグ戦） を楽しむ。 （対抗戦）。

後片付け・整理運動・ふりかえり 式
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第６学年２組 体育科学習指導案

１ 単 元 「ゲーム・ゲーム・ゲーム」 サッカー（ボール運動）
２ 運動の特性
（１） 一般的特性

一定のルールのもとに，二つのチームが入り交じって，主に足を使ったパスやドリブルでボールを運び，相手ゴール
にシュートして得点を競い合うことが楽しい運動である。

（２） 児童から見た特性
○ ボールを使ってみんなで励まし合い協力してゲームをすることが楽しく，シュートが決まってゲームに勝ったとき
に大きな喜びを感じる。文句を言われたり，協力して活動できないと楽しくいない。

○ チームの作戦や練習の仕方を考えたり，自分たちでルールやゲームの仕方を工夫することが楽しい。攻撃や守備な
どの作戦が思い通りにできないと楽しくない。

○ ボールを蹴る・止めることが上手にできたり，味方にパスがたくさんつながったりすると楽しい。ボールに触れら
れなかったり，ボールを思い通りに扱えないと楽しくない。

（３） 児童の実態（男子１７名，女子１５名，計３２名）
ア 関心・意欲・態度

ゲームへの興味・関心は高く，ゲームに勝ちたいという欲求を皆同じようにもっている。そして，シュートが決まっ
たときやゲームに勝ったとき，みんなと協力できたときに「楽しさ」や「喜び」を感じる。また，仲のよい児童同士
励まし合ったり教え合ったりすることができる。しかし，ボールや対人プレーに恐怖心を持っている児童がいる。

イ 思考・判断
めあて例を参考にして，めあてをもつことができる。また，少年団経験者やサッカーが得意な児童を中心にチームの

作戦を考えることができる。振り返りでは，項目に従って自己評価したり反省や感想など自分の気持ちや思いを書いた
りすることができる。しかし，練習の仕方，ゲームでの攻め方や守り方をどのようにしたらよいか，悩んでしまうこと
がある。
ウ 技能

簡単なパスやドリブル，攻めや守りの分担をしながらボールを追いかけ，ゲームを楽しむことができる。１対１で相
手を抜いたり，相手がいる中でのボールコントロールや，ボールをもらうためにの動きをとることが難しい。

３ 授業の構想

手立て楽しさ・喜び
○「めあて例」を活用し，自分に合っためあてを立てる（選ぶ→作る）よう助言する。運動の特性
○副読本「みんなの体育」を資料として活用し，技の獲得に向けた知識をもたせる。

↑ ○練習回数が確保できるような場の設定を工夫する。
めあて ←(支援）← ○得点場面が数多く得られるよう，ゴール数や大きさを工夫し，少人数によるミニゲームを

関心・意欲・態度 数多く行う場を設定する。
○ゲームを楽しむための基礎的・基本的な個人的技能の習得に向け，一人１個のボールを用

２ 意し，ドリルゲーム（ボールタッチ，ドリブル等）を継続して行う。
○みんなが楽しめるようにルールについて話し合わせ，共通理解を図る。

１ １．５ ○学習ノート（個人・チーム）やメッセージカードを工夫し，適切な評価（自己評価・相互
思考 評価）を行う。
・判断 技能 ○児童が主体的に取り組めるように評価規準を示すことで，評価能力の育成を図る。

↑
＜ ＞教師の願い
児童一人一人の技能の向上を図るとともに，チームの勝利のみを重視せず，ゲームや話し合いの過程で児童相互のコミ

ュニケーションを保ち，教え合い・助け合いながら学習が進められるようにしたい。また，オリエンテーションでは単元
で育てたい力をはっきりとさせ，自己達成感を味わう場を工夫し，児童が課題解決にむけ主体的に取り組んでいけるよう
にしたい。さらに，ルールについて考える中から，ルールやマナーを進んで守ろうとする意識を高めていきたい。

４ 学習のねらいと道筋
（１） 学習のねらい

○ チームワークを大切にルールやマナーを守るとともに，各自がもっている力を発揮しながら率先して学習に取り組
， 。 （ ）み サッカーを楽しく行おうとしている 関心・意欲・態度

○ 課題解決に向けて具体的な活動のめあてをもち，ゲームの場に応じた作戦や練習を考えることができる。
(思考･判断)

○ ボールを蹴る・止めるなどの個人的技能を身につけ，集団で攻めたり守ったりすることができる。 （技能）
（２） 準備・資料

（ ， ）， （ ， ， ）， ， ，ゴール 大１組 ミニ２組 サッカーボール ゴム３２ フットサル用３ ガーデン１ カラーコーン ゼッケン
ストップウォッチ，学習ノート，メッセージカード，表彰

（３） 評価計画
観点 視 点 評 価 規 準（十分満足） 評 価 規 準（おおむね満足）
運 ①楽しさ 友だちを 学習に取り組 友だちとかかわりながら学習に取り組もうと励ましながら楽しく
動 ・喜 び んでいる。 する。
へ ②自主性 めあてに向かって 活動しようとす めあてに向かって活動しようとする。率先して
の る。 各自がもっている力を発揮し，取り組もうと
関 ③向上心 各自がもっている力を 発揮し， する。十分 一生懸
心 取り組もうとする。 自分の仕事の分担や役割を果たそうとする。命
・ ④協力・役 チーム内の仕事の分担や役割を 果 チームのキャプテンの指示に従い活動しようきちんと
意 割・責任 たそうとする。 とする。
欲 ⑤授業の チームのキャプテンの指示に従い， ルールに従ってゲームを行い，結果を素直に自律的
・ マナ ー 活動しようとする。 受け止めようとする。に
態 ⑥運動の ルールに従って公正な態度でゲームを行
度 マナ ー い，結果を素直に受け止めている。

（公正）
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運 の ①課題設定 活動のめあてをもつことができ 活動のめあてをもっている。具体的な
動 思 る。
に 考
つ ・ ②課題解 ，作戦 作戦や練習を工夫している。ゲームの場や人数等の条件に応じて
い 判 決の工夫 や練習を工夫している。
て 断
運 ①個人技 ボールを蹴る 練習の中でボールを蹴る・止めることができゲームの中で動きに合わせて
動 能 ・止めることができる。 る。
の 集団で攻めたり守ったりする 練習の中で集団で攻めたり守ったりすることゲームの中で
技 ②集団技 ことができる。 ができる。

能 能

（４）評価計画
学習の道筋 ｵﾘｴﾝ ねらい １ まとめ

観点 ﾃｰｼｮ ねらい ２ ねらい ３
ﾝ

10 11 12１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
運動への関心・意欲 ⑤ ⑤
・態度 ③ ② ① ② ⑥ ④
運動に対する思考・判断

① ②
運動の技能 ① ② ②

評 価 場 面 全般 ﾄﾞﾘﾙｹﾞｰﾑ・練習 練習・ゲーム ゲーム
ゲーム・

評 価 方 法 観察 観察・学習ノート（個人 ・学習カード（チーム））
評 価 対 象 全 体

５ 学習活動と支援（１２時間扱い）

ね ら い と 活 動 児童一人一人がめあてに向けて，主体的に取り組むための
支援と評価

１ 学習のねらいと道筋を理解し，学習の道筋 ○ 集団的スポーツであることを押さえ，学習全般にわたって友だ
をつかむ。 ち同士コミュニケーションを保ち，教え合い・助け合いながら学
２ 学習の進め方を知る。 習が進められるよう学級としてのめあてを立てる。
（１）学習の流れや１時間の学習の進め方を知 ○ 次の時間からの活動が主体的に進められるように見通しをもた

る。 せるとともに 「めあて例」を参考に自分にあっためあてを立て，
は （２）副読本「みんなの体育」を使い，動きの るように助言する。 ・Ｓ男には，できるようにしたいことを具

イメージ化を図る。 体的に書けるよう声をかける。
じ （３）学習ノートの使い方を知る。 ○ 実質的活動時間を確保するため，効率的に用具の準備・片付け

（４）準備・片付けの分担をする。 ができるよう，一人一人の役割分担をきちんと行い，各自の責任
め ３ 掲示用の学習資料を使い，場の設定やゲー を果たすよう各チームに助言する。

ムのやり方，表彰制度について知る。 ○ チームリーダーを中心にどんなチームを作るか，楽しく活動す
１ （１）グルーピングと役割分担をする。 るためのチームとしてのめあてを考えるよう指示する

（２）準備運動をプログラムする。 ○ グルーピングは，男女混合４人のグループを核にして，その小
・ジョギング グループを２つ合わせて，１チーム８名で意図的に編成する。
・各部のストレチング
・追いかけっこ，鬼ごっこ 評 学習のねらいや活動の進め方を知り，キャプテンを中心に活

（３）試しの運動をする。 動しようとすることができたか。 （観察・学習カード）
・ドリルゲーム
・ミニゲーム

○ 一定時間内でのドリルをゲーム的に行い，ボールタッチやドリ＜ねらい１＞
一人一人がボールタッチやドリブルなどの ブルなどの個人技能の習得を図る。記録については，学習ノート

ドリルゲームを楽しむ。 に記入させることで，各自の伸びが分かるようにし，小グループ
内で見合い・励まし合いながらゲームができるようにする。＜ねらい３＞

場の設定やルールを理解して，ミニゲーム ○ チーム内の練習及びゲームでは，チームリーダーを中心に教え
を楽しむ。 合うように助言し，チームのまとまり強めるとともに，戦術的な

な １ 準備運動を行う。 底上げを図る。
２ ドリルゲームを行う。 ○ ミニゲームについては，攻守交代制を取り入れ，それぞれの場
例）１人 １分間×３＝３分程度 で攻撃や守備のやり方等がすぐにフィードバックできるようにす--
・リフティング ・ドリブル ・パス る。

か ３ チーム練習，チーム内ゲームをする。 ○ ミニゲームのコートについては，形と広さ，人数については，
４ ミニゲームを行う。 数的な同位と優位・不利，ゴールについては大きさと数をそれぞ
（コート ・Ａ－１０ｍ正方形 れ状況判断の材料とさせる。）

２ ・Ｂ－１０ｍ×２０ｍ長方形 ○ ミニゲームでは，小グループの勝敗や得点をチームに戻し，総
・Ｃ－２０ｍ正方形 合的にチームの勝敗を決定する。

３ ・Ｄ－２０ｍ×３０ｍ長方形 ○ ふりかえりではメッセージカードを使い，グループ内でゲーム
・Ｅ－３０ｍ正方形 の中での「よさ」について話し合い相互評価を行う。

４ ・Ｆ－３０ｍ×４０ｍ長方形 ○ 各グループでＭＶＰの発表を行い，活躍した児童を皆で賞賛す
（人数） （ゴール） る雰囲気をつくる。

５ ・１対１ ・ミニゴール
・２対１ ・カラーコーン 評 活動のめあてをもち，めあてに向かって活動するとともに
・２対２ ・ラインゴール 友だちとかかわりながら，ボールを蹴る・止めるという個人的

５ 片付け，整理運動を行う。 技能ができるようになったか。 （観察・学習カード）
６ ふりかえりをする。
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④ 授業の結果と考察

ア 表彰制度の活用について

本実践では，単元開始時に「関心・意欲 「思」，

考・判断 「技能」の３観点において，教師が設」，

。 ，定した育てたい学びの姿を児童に伝えた そして

毎時間に「十分満足できる」姿に達したと総合的

に評価した児童を設定した賞ごとに表彰した。児

童は，学習が進むにつれ教師が設定した育てたい

学びの姿を自らが目指す姿としてとらえ，主体的

に行動する姿が見られるようになった。単元の前

後で行った２０項目の「診断的・総括的授業評価」の結果（表３）では，合計得点の平均

値が50.50から52.60となり，ｔ検定の結果１％水準で有意な差が見られた。次元毎に見る

と 「学び方」の平均値が11.73から12.60となり，ｔ検定の結果５％水準で有意な差が見，

られた。

このことから，観点別に設定した育てたい学びの姿を児童に伝えることは，児童にとっ

て練習やゲーム，話し合いといった活動場面で具体的にどのように行動すればよいかを知

， 。ることになり それを目指して主体的に学習に取り組むことができるようになると考える

「フェアプレイ賞」
ゲーム開始時の握手の様子

○ ドリルゲームでは，自分に合った課題を選択して取り組んでい＜ねらい１＞
一人一人がボールタッチやドリブルなどの くように助言する。

な ドリルゲームを楽しむ。 ○ お互いに教え合い・励まし合いながらゲームを行うように助言
する。＜ねらい４＞

チームで話し合いながら，場やルールに応 ○ ゲームについては，コートの大きさやゴールの種類や数，ボー
じて作戦やルールを工夫し，めあてに向かっ ルの種類などの条件を短時間で話し合って決められるよう助言す

か てみんなで仲良くゲームを楽しむ。 る。
○ ルールについては，これまでと同じように，実態に応じて工夫

６ １ 協力してゲームの場を準備する。 するように助言する。
（例） ・得点について ・リスタートについて

・安全地帯について ・その他のオリジナルルール
７ コート例 ・フリーマンについて について（ ）

縦５０ｍ （人数） ○ ゲームでは，各グループを基本に見合い・教え合い，ゲーム後
横３０ｍ ４対４ にはメッセージを記入して交換させる。

○ Ｗ男やＭ男に対しては，みんなで楽しむにはどのようにプレー
８ コート したらよいか考えるように助言する。（ ）

グリット ○ 審判については，セルフジャッジとし，ゲームの中でそれぞれ
スリーレーン が判断できるようにするとともに，問題が発生したときには，そ
トライアングル れぞれのチーム間で話し合って判定できるようにする。

９ ２ 準備運動を行う。 ○ 各時間の表彰対象観点を意識しながら，練習やゲームを進める
３ ドリルゲームを行う （選択） よう助言する。。
４ チーム練習，チーム内ゲームをする。
５ ゲームを行う。 評 自分の仕事の分担や役割を果たすとともに，めあてに向かっ10
６ 片付け，整理運動を行う。 て活動し，作戦や練習を工夫し，ルールに従ってゲームを行

（観察・学習カード）７ ふりかえりをする。 い，結果を素直に受け止めることができたか。

学習のまとめとして，トーナメントのゲー ○ どのようなルールを取り入れるか，各チームでリーダーを中心
ま ムを楽しもう。 に話し合うように助言する。
と （三角形やポジションを意識した作戦） ○ 対戦チーム以外のチームは，審判や得点・記録などの仕事を分
め 担するなど，ゲームマネジメントを担当させる。

１ 作戦を立てチーム練習をする。11
２ ゲームをする。 評 チームのキャプテンを中心に活動するとともに，集団で攻め
３ ふりかえり，学習のまとめをする。 たり守ったりすることができたか。 （観察・学習カード）12
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イ 評価の工夫

授業のまとめに振り返りの時間を確保し，意図的に自己評価，相互評価を行うようにさせ

た。自己評価においては，単元を通して毎時間１０項目について振り返りをさせた。また，

相互評価ではチームでの振り返りを各自の自己評価をもとにチームワークやフェアプレイな

どの視点について話し合わせた。さらに，教師の評価の一つとして，学習ノートには授業を

通しての感想を自由記述させ，児童の思いを受け止めるとともに育てたい学びの姿により近

づくようにアドバイスを行った。

教師が設定した育てたい学びの姿にどの程度達した

か，児童の自己評価とチームでの相互評価に教師の評

価を加えて行うことにより，その時間での自己の取り

組みをよりしっかりと振り返ることができるようにな

り，次時の学びの姿の設定に生かすという児童の評価

能力を育てることができたと考える。

ウ 学習過程の工夫

一人一人がサッカーのゲームを行う上で基礎・基本

となる個人的技能の習得を図るために単元を通して授業の始めに５つのドリルゲームを行っ

。 ， ，た ドリルゲームの結果をみると 児童は学習が進むにつれボールを操作する感覚が養われ

ボールを止める・蹴るなどの技能の向上が図られたことが分かる。また，集団的技能におい

ては，動きづくりに視点をおき，チームでの練習時間を確保したことにより，各チームとも

にチームの作戦に応じた練習を行う姿が見られた。さらに、ゲームでは，１対１の対戦を初

めとして，攻撃側が数的優位になるように人数を増やしていくことを毎時間の課題としたこ

とにより，ボールをもたない児童のボールをもらおうとする動きが見られるようになった。

学習開始前にとったアンケート調査で，ゲームに抵抗を示していた児童も，ボールをもらう

ために一生懸命動こうとする

姿が見られた。

毎時間授業後に行った形成

的授業評価をみると，第７時

の2.763を最高に平均は2.635

と５段階評価の「４」にあた

る授業であり，サッカーの特

性にふれ楽しさや喜びを味わ

うことができた児童にとって

満足できる授業であったと考

えられる。

「アイデア賞」
作戦を生かしたゲームの様子

表３ 単元前後における診断的・総括的授業評価の変化

ｻﾝﾌﾟﾙ 平均値 平均値 ｔ値区分 標準偏差
( ) 前 後 ( )数 N SD

３０ 12.77 13.23 1.408 －1.816意欲・関心

※学び方 ３０ 11.73 12.60 1.961 －2.421

技能 ３０ 11.67 12.20 1.456 －2.006

協力 ３０ 14.33 14.57 0.817 －1.564

※※合 計 ３０ 50.50 52.60 4.054 －2.837

※ｐ＜.05 ※※ｐ＜.01
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小学校４学年 ゲーム（バスケットボール型ゲーム）【授業研究２】

① 主題に迫るために

現在，少子化・情報の氾濫・過度の受験戦争・いじめや不登校の問題，社会体験，自然体

， ， 。（ ，験 遊びの不足による人間関係の希薄化など 様々な教育上の課題が生じている 中教審

1996）このような現状を受けて，現学習指導要領では，豊かな人間性や社会性を重視してい

くことが強調され，体育科においては，その目標に「心と体を一体としてとらえる」指導が

必要であることが明示された。これは，学校体育が「生きる力」の育成のために児童の人間

性・社会性に貢献しようとしているものと考えられる。

そこで本研究では，バスケットボール型ゲームの学習を取り上げ，評価規準をめざす学び

の姿としてとらえ，特に，公正な態度を中心に，児童の行動目標としての社会的態度を具体

化させ，その達成度が児童・教師ともにみえるような評価方法を提示する。そして，それら

を用いて，本時の振り返りを次時の活動へ生かせるような評価能力を身につけさせれば，児

童の主体的な学習の姿を引き出すことができるのではないかと考えた。

② 主題に迫るための指導の手だて

ア ポイントシステム（表彰制度の活用）

単元を通して児童に，スポーツマンとしてあるべき公正な態度を身につけさせるため，

観点別にめざす学びの姿を提示し，その達成度をポイント化し，チームや個人として累計

するポイントシステムを導入する。

そして，児童が学びの姿を具体目標として主体的に学習に取り組むことができるように

する。

《各ポイントの項目 （一部抜粋）》

「チームのメンバーが全員体育着で，授業に遅刻しなかった 「休み時間などにチームで練習をしたり，作戦を考。」

【チームワークポイント】たりした 「自分がまかされた係やオフィシャルの仕事に責任をもって取り組んだ」。」

「ゲームの前と後に全員がきちんとあいさつできた 「友達のいいプレイをほめた 「失敗した友達を励ました」。」 」

【フェアープレイポイント】

【ゲームポイント】「チームのだれかが得点した 「チーム全員が得点することができた」」

イ 自己評価・相互評価の工夫

相互評価に重点を置き，チームのメンバーとしての所属感やチームワークの高まりを実

感させながら，それをもとに自己評価させ，個々の取り組みについてフィードバックし，

評価能力の育成を図る。

【 】（ ， ， ）○相互評価 関心・意欲・態度８項目 思考・判断２項目 技能２項目ポイント集計表

○学習ノート【 （技能…30秒間ドリブルの記録，ドリル・タスクゲームの結果，自己評価】

， ， ， ）ＭＶＰポイント 努力ポイント 情意面…記述 形成的授業評価

ウ 学習過程の工夫（学習指導案参照）

ドリルゲームとタスクゲーム（１・２）を組み合わせ，ゲームの中でボールゲームの基

礎的・基本的な技能の習得・向上を図る。

ねらい１（個人的技能の習得）

ねらい２（集団的技能の習得）

ねらい３（集団的技能の向上）
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③ 授業の実際

第４学年１組 体育科学習指導案

１ 単 元 「Ｖ字型ゴールへシュート 」 バスケットボール型ゲーム!
２ 運動の特性
( ) 一般的特性1

Ｖ字型ゴールを使ったバスケットボール型ゲームは，２つのチームが入り交じって，パスやドリブ
ルを使ってボールを進め，相手チームの防御をかわしてＶ字型のゴールにシュートし，勝敗を競い合
うことが楽しい運動である。

( ) 児童から見た特性2
。○みんなで力を合わせて相手チームと得点を競い合うことに楽しさを感じることができる運動である

， 。●走力の技能に優れた児童のいるチームは ワンマンプレーによるボールの独占が起こる場合もある
○シュートが成功した時や作戦がうまくいったときに大きな喜びを感じることができる運動である。
●ゲーム中にミスをしたり，作戦がうまく機能しないときや相手チームがマナーを守れないときは，
意欲が低下する。

○攻め方・守り方を考える中で，お互いに教え合う体験ができるよさがある。
●常に流動しているゲームであるため，チームでの作戦を立てても思うようにいかないこともある。

( ) 児童の実態（男子１８名，女子１５名，計３３名）3
ア 関心・意欲・態度

ゲームへの興味・関心は高く，ゲームに勝ちたいという思いを強くもっている。そして，チーム
が勝てたときや自分で得点を決めたとき，友達と協力したときに「楽しさ」や「喜び」を感じてい
る。しかし，相手チームと言い争いになってしまったときや失敗を責められたときに少数であるが
つまらないと感じている児童がいる。

イ 思考・判断
めあて例を参考にして，めあてをもつことができる。また，これまでのゲームの授業において作

戦を立てる経験をしてきている。しかし，実際のゲームの中で活用できるものになっているとは言
えない。振り返りでは，評価項目に従って自己評価したり，反省や感想など自分の気持ちや思いを
書いたりすることができる。

ウ 技能
簡単なパスやドリブルを使って攻めたり，守ったりしてゲームを楽しむことができる。マンツー

マンで相手を抜いたり，大きなバスケットのボールを操作したりすること，空いてるスペースを見
つけ，そこへ入ってボールをもらうという一連の動きをすることが難しい。

３ 授業の構想

楽しさ・喜び 手立て
○「めあて例」を活用し，自分に合っためあてを立てる（選ぶ→作る）よう助言運動の特性

する。↑
○練習回数が確保できるような場の設定を工夫する。めあて ←（支援）←
○得点場面が数多く出現するようなゴールの型や位置の工夫とゲームのミニ化を関心・意欲・態度

図る。２
○ボール操作のしやすい大きさのボールを使用する。

○ゲームを楽しむために，制限を加えたコートでのドリルゲームやタスクゲーム思考
を段階を追って設定する。・

○チームや友達のことを考えた行動がとれるように，学習やプレー中のマナー，判断 １ １ ．５
体育授業時間以外での練習や作戦づくりをチームや個人のポイ ントとして

累計していくポイントシステム（表彰制度）を取り入れる。技能
○児童が主体的に取り組めるように評価規準を示すことで，評価能力の育成を図

る。

〈 〉 ゲームの勝ち負けだけにこだわるのではなく，練習や作戦づくりでの友達同士教師の願い
の教え合い，励まし合いなど，かかわり合いを深めることやスポーツマンとしてあるべき公正な
態度を身につけさせるため，評価規準の項目で毎時間振り返りを行い，それをチームや個人のポ
イントとして累計していくポイントシステムを導入し，単元の最後に表彰することを単元のはじ
めに伝え，児童の意欲を高めていく。また，バスケットボール型の基本的技能であるパス・ドリ
ブル・シュートの技能の向上を図るため，パス・ドリブルについては，体ほぐし的な運動やドリ
ルゲームの中に意図的に使う場面を設定する。シュートについては，Ｖ字型ゴールを使用し，シ
ュートが打てるスペースを広げ，苦手な子でもシュートを打ちやすくし，誰もが楽しくゲームに
取り組めるようにする。ボールゲームで重要な空いているスペースを見つける，入る等について
は，ドリルゲームにその動きが表れるように工夫する。

４ 学習のねらいと道筋
( ) 学習のねらい1

， ， ， 。○ 友達と協力し合い 励まし合いながら ルールを守って 練習やゲームに取り組もうとしている
（関心・意欲・態度）

○ ゲームが楽しくなるように簡単な作戦を立てることができる。 （思考・判断）
○ パスやドリブル，シュートの技能を身につけ，ゲームにいかすことができる。 （技能）

( ) 準備・資料2
Ｖ字型ゴール（２組 ，小学生用ハンドボール１８個（合皮１２・ゴム６ ，ドッジボール１５個，） ）
ビブス（５色×５～６枚） ストップウォッチ（６個 ，カラーコーン（２４個 ，ポイントシステム） ）
一覧表，対戦表，ドリルゲーム結果表 ，タスクゲーム結果表，スポーツマン例示，学習カード，
表彰
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( )評価計画3
視 点 評 価 規 準（十分満足） 評 価 規 準（おおむね満足）観

点
・友だちを励ましながら楽しく学習に取 ・友だちとかかわりながら学習に取り 組① 楽しさ・
り組んでいる。 んでいる。喜び

関 ・めあてに向かって率先して活動しよう ・めあてに向かって活動しようとしている② 自主性
心 としている。 ・繰り返し練習に取り組もうとしている。③ 向上心
・ ・自分から進んで繰り返し練習に取り組 ・自分の仕事の分担や役割を果たそうとし④ 協力・役
意 もうとしている。 ている。割・責任
欲 ・自分以外の仕事にも進んで取り組もう ・ルールを守って練習やゲームをしようと⑤ 授業のマ
・ とする している。ナー 。

， 。態 ・進んでルールを守って練習やゲームを ・友だちをほめたり 励ましたりしている⑥ 運動のマ
度 しようとしている。ナー

・積極的に友だちをほめたり，励ました（公正）
りしている。

思 ・自分の力に応じた活動のめあてをもつ ・活動のめあてをもつことができる。① 課題設定
・ ことができる。
判 ・ルールや活動の場を選び，工夫するこ ・ルールや活動の場を選ぶことができる。② 課題解決

とができる。の工夫
・相手のの動きに合わせてドリブルやシ ・動きながらドリブルやシュートができ① 個人的技

技 ュートができる。 る。能
能 ・作戦に基づいたパスやシュートを有効② 集団的技

に用いてゲームができる。 ・作戦に基づいたパスやシュートを用いて能
ゲームができる。

学習の道筋 ねらい １ ねらい ２ まとオリエン

めテ

ーション評 観点
10１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

⑤ ③ ② ① ② ⑥ ④ ⑤価 関心・意欲・
態度

① ②時 思考・判断
① ② ②

技能
期

評 価 場 面 全 ゲードリルゲーム，タスクゲー ドリルゲーム，タスク
般 ムム ゲーム

評 価 方 法 観 観 察，学 習 カ ー ド
察

評 価 対 象 全 体

５ 学習の展開（１０時間扱い）

ね ら い と 活 動 指 導 上 の 留 意 点 及 び 評 価
１ 学習のねらいや道筋を理解し 道筋をつかむ ○フェアプレイについて説明し，肯定的な人間関係が築いてい， 。
２ 学習の進め方を確認する。 けるようにする。
( ) 学習の流れや１時間の学習の進め方を知る ・ゲーム前の円陣やハイタッチ，ゲームの始めと終わりの握手1
( ) ＶＴＲを使い，動きのイメージ化を図る。 などを例に挙げ，実際にやってみる。2
( ) 学習カードの使い方を知る。 ○次時からの活動が主体的に進められるように見通しをもたせ3

は ( ) 準備・後片付けの分担をする。 るとともに，めあての例を提示し，適切なめあてがもてるよ4
３ 掲示用の学習資料を使い，場の設定やゲーム うにする。

じ のやり方， ○運動学習時間を確保するため，学習の約束や準備・後片づけ
， ，ポイントシステム（表彰制度）について知る。 等の役割分担を行い チームの中で各自の責任を果たすよう

め ( ) グルーピングと役割分担をする。 各チームに助言する。1
( ) 準備運動をプログラムする。 ○ポイントシステム（表彰制度）について説明し，単元の最後2

１ ( ) 試しの運動をする。 に表彰を行うことを伝え，児童の意欲を高める。3
・ドリルゲーム ○グルーピングは，男女混合５～６人の６チームを意図的に編

成する。
○ 学習の進め方やめあてのもち方を理解することができた評

。 （ ）か 観察・学習カード

○健康観察を行うとともに，見学者のいる場合は無理のない範
囲で役割を与え，学習に参加できるようにする。〈ねらい１〉

○チームごとに体ほぐし的な運動を行い，緊張感を取り除き，空いているスペースに走り込んだり，
楽しく友達とのかかわりを深めていけるようにする。ドリブルを使ったりしてドリルゲームを

○ねらい１では，基本となる動きをドリルゲームで身につけ，楽しむ。
ゲームを楽しむことができるようにする。〈ねらい２〉

・記録については，個人の記録は学習カードへ，チームの記録場の設定やルールを理解して，タスク
な は一覧表へ記入し，記録の伸びが分かるようにする。ゲームを楽しむ。

１ 体ほぐし的な運動を行う。 ○空いているスペースへの動き方がよく分からない児童には，
２ ドリルゲームを行う。 ゲームを止めて，その時の状況ではどこにスペースがあるの

● △ △ か位置を確認する。
か ● ○相手から取られないドリブルをするポイントについて，投げ

△ かけながら確認する。
● △ ・相手から隠す，遠くに置く，顔をあげるという３つを押さえ

る。
２ ●ｵﾌｪﾝｽ △ﾃﾞｨﾌｪﾝｽ ﾎﾞｰﾙ ○パスは空いているスペースを探して自分から声を出してパス

をもらうよう助言する。
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④ 授業の結果と考察

ア ポイントシステム（表彰制度）の活用について

導入時に取り入れたフェアプレイの学習やスポーツマンとしてあるべき公正な態度を身

につけさせるために，単元を通して観点別に育てたい学びの姿を提示し，その達成状況を

ポイントとして累計するポイントシステムを取り入れたことにより，児童は自分のめあて

をもち，練習方法や作戦を工夫する等，主体的に体育学習に取り組む姿が見られた。

また，休み時間に友達と協力しながら練習や作戦づくりをする姿が見られるようになっ

たことも今回の実践での大きな児童の変容としてあげられる。

体育授業に対する態度の変容を見るために行った，単元前後の「診断的・総括的授業評

価」の結果（表１）では，合計得点の平均値が52.27から55.70となり，ｔ検定の結果0.1

％水準で得点の向上に有意な差が見られた。各次元ごとに見ても 「学び方」において0.1，

％水準 「技能」において１％水準 「協力」において５％水準の得点の向上に有意な差， ，

《ルール》
３ ･ｹﾞｰﾑ ｡ ○タスクゲームでは，ゴール裏のスペースも上手に使うよう助時間は 分1

･ｵﾌｪﾝｽ ﾃﾞｨﾌｪﾝｽ ｿﾞｰﾝ ｿﾞｰﾝ 言する。児童は 児童のいる を抜けて一番奥の まで行く,
４ ｡ ○ボールに集まってしまいがちなチームには，広がって攻めたと１点

･ﾎﾞｰﾙ ﾃﾞｨﾌｪﾝｽ ｿﾞｰﾝ ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ り，守ったりするよう助言する。を保持している児童は のいない で を使う｡,
５ ･ ｿﾞｰﾝ ﾎﾞｰﾅｽ ｡ ○シュートやパスの的確な状況判断ができるように助言する。3 , 2人全員が最後の まで行った時には 得点

３ タスクゲーム１を行う。 ○チームポイント一覧表の得点の高いチームを取り上げ，意欲
△ を高める。
● ● △ ● ○各チームでＭＶＰの発表をし，活躍した友達をみんなで賞賛

● する雰囲気をつくる。
△ △ △

●
●ｵﾌｪﾝｽ △ﾃﾞｨﾌｪﾝｽ ﾎﾞｰﾙ ○ 活動のめあてをもち，めあてに向かって活動するととも評

《ルール》 に，友達とかかわりながら，空いているスペースに走り込
･ｹﾞｰﾑ ･ んだり，動きながらドリブルやシュートをすることができ時間は 前半 後半とも 分３０秒, 1
･ｽﾘｰﾚｰﾝｺｰﾄ ﾌﾟﾚｰ ﾚｰﾝ ｡ る。 （観察・学習カード）で 自分が する からは出られない,

･ ﾚｰﾝ ﾌﾟﾚｰﾔｰ ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ ｡真ん中の にいる は 必ず を 回以上入れる, 1
４ 片付け，整理運動を行う。
５ 学習の振り返りとまとめをする。

○ねらい３では，ねらい１・２で学習した技能や動きをもとに
， 。〈ねらい１〉 して 作戦を立ててゲームにいかして楽しむことを押さえる

○めあてについては，より具体的なものを立てるように支援す空いているスペースに走り込んだり，
る。具体的な立て方が分からない児童には，例をもとに立てドリブルを使ったりしてドリルゲームを
るようにする。楽しむ。

○チーム内で教え合い，励まし合いながらゲームを行うように〈ねらい３〉
な 助言する。チームのよいところを生かした作戦を

○真ん中のレーンのプレーヤーがオフェンス側のレーンに移動立て，タスクゲームを楽しむ。
１ 体ほぐし的な運動を行う。 できることから，シュートしやすいドリブル，味方がシュー
２ ドリルゲームを行う。 トしやすいドリブルについて児童が気付けるようにする。

か ３ タスクゲーム２を行う。 ・ゴールに向かってドリブルする，相手の前に向かってドリブ
△ ← △ ● ルすることを押さえる。

● △ ○各時間の表彰観点を意識させながら，練習やゲームを進める
● △ ● → △ ● よう助言する。

○前半・後半でプレーするレーンはローテーションするように
６ ●ｵﾌｪﾝｽ △ﾃﾞｨﾌｪﾝｽ ﾎﾞｰﾙ○ し，個人のドリブル・パス・シュートの技能が向上できよう

《ルール》 にする。
時間は 前半 後半とも 分３０秒７ ･ｹﾞｰﾑ ･, 1

･ ﾀｲﾑ。間に 分間の作戦1
８ ･ ﾚｰﾝ ﾌﾟﾚｰﾔｰ ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ ｡ ○ 自分の仕事の分担や役割を果たすとともに，めあてに向真ん中の にいる は 必ず を 回以上入れる, 1 評

･ ﾚｰﾝ ﾌﾟﾚｰﾔｰ ｵﾌｪﾝｽ ﾚｰﾝ ｡ かって，友達の話を聞きながら活動することができる。真ん中の にいる は 側の に動いてもよい,
（ ）･ ｺﾞｰﾙ ｼｭｰﾄ 観察・学習カードV 字型 の上から が決まれば１点。

９ ４ 片付け，整理運動を行う。
５ 学習の振り返りとまとめをする。 ○ パスをつないでシュートにいくまでの作戦を生かしてゲ評

。 （ ）ームができる 観察・学習カード

○これまでの学習の様子を振り返り，各チームのよいところや
ま お互いのがんばりを認め合い，表彰し，賞賛する。まとめ

これまでの練習の成果を「わかくさ
と ○ ルールを守って練習やゲームをするとともにパスをつなカップ」で発揮しよう。 評

１ 作戦を確認し，チーム練習をする。 いでシュートにいくまでの作戦を生かしてゲームができる
（ ）め ２ ゲームをする。 観察・学習カード

３ 単元の振り返りとまとめをする。
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が認められた。これらのことから，単元を通して観点別に育てたい学びの姿を提示したこと

で，児童はどのように行動すればよいかを理解し，主体的に学習に取り組んだと言える。

表１ 単元前後における診断的・総括的授業評価の変化

平 均 得 点 ｔ 検 定次 元
単元前 単元後 Ｎ＝33評価 評価

13.82 (5) 14.12 (5) 1.186楽しさ 情意目標（ ）

12.12 (5) 14.03 (5) 5.426***学び方 認識目標（ ）

12.39 (5) 13.12 (5) 2.601**技能 運動の目標（ ）

13.94 (5) 14.42 (5) 1.737*協力 社会的行動目標（ ）

52.27 (5) 55.70 (5) 4.842***合計得点

* P＜.05 ** P＜.01 *** P＜.001

イ 自己評価・相互評価の工夫について

授業後，各チーム毎にポイント係を中心にポイント集計表を活用して相互評価を行った。

自分では，友達をほめたり，励ましたりしていると思っていても，それが一方通行であっ

たことに気づく様子や小グループであるため，普段はなかなか自分の考えが発表できない児

童が積極的に自分の意見をメンバーに話す姿が見られ，チームワークの高まりやチームへの

所属感が時間を追うごとに感じられたことが学習カードへ記述された感想から分かるこの相

互評価をもとに自己評価を行い，教師のフィードバックを取り入れながら，児童はその時間

の自己の取り組みを振り返り，次時の学びの姿に生かすことができるようになった。このこ

とから児童の評価能力を育成することができたと考える。

ウ 学習過程の工夫

ドリルゲームを工夫したことにより，バスケットボールの基礎・基本となる，パスやドリ

ブルをより実際のゲームに近い形で習得することができた。また，ボールゲームに共通な技

能として重要な「空いているスペースを見つける，入る ，ということも合わせて身につけ」

させたいと考えた。児童は，学習が進むにつれ，パスやドリブルなどのボール操作が正確か

つスムーズになり，実際のゲームに近いスピードで動きながら空いているスペースを見つけ

たり，入ったりすることができるようになった。

タスクゲーム１では，集団的技能を高めるためにスリーレーンコートを採用し，自分の役

割を果たすことに重点を置いた。また，得点場面が数多く出現するよう，ゴールをＶ字型に

してシュートコースを広げる工夫をした。これによって，ボールゲームが苦手な児童も積極

的に動いたり，シュートしたりする姿が見られた。単元後半のタスクゲーム２では，集団技

能の向上をねらいとして，実際のバスケットボールに近づけるためにＶ字型ゴールの上部に

シュートすることとし，真ん中のレーンにいる児童がオフェンス時に隣のレーンに移動でき

るようにした。シュート場面で攻撃側の数的優位が保たれるため，自分たちの考えた作戦が

有効に活用されるようになった。

ドリルゲームによって個人的技能を習得し，それらを用いたタスクゲームを位置づけたこ

， 。とにより作戦に基づいたパスやシュートなどの集団的技能を習得 向上させることができた

毎時間の振り返りの中で行った形成的授業評価の総合の結果をみると，第５，９時の2.80

を最高に平均は，2.724という５段階評価の「４」にあたる高い評価であった。

これらのことから，ドリルゲームとタスクゲームを組み合わせた学習過程は技能を習得す

る上で有効であったと考える。
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（2) 中学校における授業研究

中学校 ３年生 保健分野 健康な生活と病気の予防【授業研究３】

小単元「喫煙・飲酒・薬物乱用と健康」

① 主題に迫るために

本校のアンケートによれば，｢薬物を乱用してはならない｣という知識をスローガン的に持

ってはいるが，それを本気で受け止めて自分の考えとして咀嚼し，「このような問題があり

，だからしてはならないのだ」と主体的に判断をしている生徒は非常に少ないという状況が

伺える。学習が単なる知識に終わり，｢生きて働く学力｣として機能していないことが，まさ

に現代において興味半分で薬物に手を染める青少年の増加の要因となっていると思われる。

そこで，中学校の保健分野において「生きて働く学力」を育てるためには，自らが健康に

かかわる問題を自分の問題として正面から受け止め，真剣に考え，主体的に判断する態度を

育てることに重点を置いた授業展開の工夫が必要であると考えた。

② 主題に迫るための指導の手だて

ア 話し合い活動を中心とした授業展開の工夫

保健に関する実態調査によれば，「授業内容を自分の課題としていない」という実態が

浮き彫りになっている。生徒が健康にかかわる身近な問題について自ら科学的に考え主体

的に判断し，将来にわたって選択すべき行動を選択していく力を育てるためには，課題を

自分のものとしてとらえることが大切である。そのためには話し合い活動が重要であると

考えた。討論の中で，自分の考えを主張したり，色々な考えに驚いたりすることで受け身

的な知識だけでなく，自分自身の健康にかかわる科学的な思考を深め，主体的判断力が育

つと考えた。そこで本授業研究では，特に話し合い活動の場面において，薬物乱用の発展

的なテーマとしてドーピング問題を取り上げ，それを巡る様々な実態や考えをもとに，そ

の是非を討論していく授業過程の工夫を試みる。

イ 視聴覚機器を活用した資料提示やその構成の工夫

もとより保健学習の時間は，内容が多い割には，それほど多い時間が取れるものではな

い。また，出授業で実施することが多い保健体育の授業では，学級活動のように十分な事

前指導に時間を割くことも難しいのが現状である。そこで話し合い活動に重点を置きなが

らも，効率のよい授業の展開をしていくためには教材の提示の仕方の工夫が必須である。

本授業研究では，コンピュータとプロジェクタを利用し，プレゼンテーションすることで

討論の観点が明確になるようにする。

ウ 指導と評価の一体化

実態調査によれば，保健においてはペーパーテストによる評価に偏りがちであるという

結果が出ている。また，これまで主に指導計画をまず練り，学習指導内容を作成し，最後

に評価計画を作成するという流れが多かったが，実際に行ってみると，学習活動計画と評

価の観点が合っていなかったり，評価計画に無理があったりした。なによりこうした問題

は，評価内容や方法が形式的な，あるいは「評価のための評価」になっており，本来の学

力を保証するための形成的な評価の性格を失っている。

そこで，まず，単元のねらいをはっきりと定めたところで，「生きて働く学力」という

観点から観点別の評価規準を明示し，そこから学習活動内容と評価計画を考えていくよう

に全体計画の作成手順を見直し，指導と評価の一体化を目指す。
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③ 授業の実際

第３学年Ｃ組 保健学習指導案

１ 単元名 健康な生活と病気の予防
小単元 「喫煙・飲酒・薬物乱用と健康」

２ 単元の目標
○ 喫煙・飲酒・薬物乱用と健康にかかわる問題について自ら考えていこうとする。 （関心・意欲・態度）
○ 喫煙・飲酒・薬物乱用と健康について課題を明らかにし，科学的に考え，選択すべき行動を判断できる。

                                       （思考・判断）
○ 喫煙，飲酒，薬物乱用などの行為は，心身に様々な影響を与え，健康を損なう原因となること。また，そ

のような行為には，個人の心理状態や人間関係，社会環境が影響することから，それらに適切に対処する必
                                  要があることを理解する。 （知識・理解）

３ 単元について
(1) 単元について

中学生の時期は，喫煙や飲酒さらには有機溶剤（シンナー）などの薬物に興味をもつ時期であり，好奇心
などからこれらの行為を初めて経験するものも少なくない。特に，最近の青少年の覚醒剤など薬物乱用者の
急増は中学生にも及び，憂うべき状況にあるといえる。この単元では，薬物の概念や，心身に与える有害性
・危険性について理解させるとともに，乱用によっていろいろな社会問題に発展している現状を理解させた
い。その上で，現実的に世界中にはびこっている薬物乱用等の問題が，なぜ無くならないのかを考えさせ，
生徒自身が喫煙・薬物乱用等を避けるために必要な行動選択の能力や，将来にわたって薬物には絶対に手を
出さないという意志決定の能力を習得させたいと考える。

(2) 生徒の実態
授業を実施するに当たり，アンケートを実施した。（図１）アンケートによれば「保健の学習は好きです

か」という問いに対して，「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」とを合わせて約40％であるのに対
し，「保健の学習は大切であると思いますか」という問いに対しては，合わせて約80％を超えている。この
ことから生徒たちは，保健学
習は体育実技の授業に比べて
決して好きではないが，その
大切さは理解していると言え
る。

アテネオリンピックの室伏
選手の繰り上げ金メダルにつ
いて，「当然である」と答え
たのは，合わせて90％，「ス
ポーツ選手の薬物使用は禁止
すべきである」の項目では，
合わせて80％であるのに対し
て，「なぜ薬物使用が悪いか
理解している」の項目では，
33％にとどまっている。この
ことから，知識として「薬物
使用はいけないこと」とは分
かっているが，なぜいけない
のかということを自分自身の
こととして受け止めている割合は低いと考えられる。

(3) 授業の構想
喫煙・飲酒・薬物などについて，生徒はこれまでにも学級活動などで「禁煙教育」や「薬物乱用防止教育

」という形で知識を得てきている。特に薬物の乱用防止については，学年全体で夏休み前に，警察から講師
を招いたり，養護教諭とティーム・ティーチングを行ったりして取り組んできた。

しかし，生徒のアンケートから見ても，これらの問題を本当に自分のものとして受け取っているとは言い
難い。生徒自身がただ「いけない」というスローガン的な受け身の知識としてでなく，もっと主体的にこの
問題に向き合って初めて，意志決定・行動選択が意味をもつのではないだろうかと考えた。

そこで本単元では，生徒の記憶にまだ新しいアテネオリンピックの重要なテーマでもあった「ドーピング
」を取り上げ，ハンマー投げの室伏選手が，繰り上げ金メダルとなった事実を基に，当たり前のことのよう
に報道されている「ドーピングはしてはいけない」ということに敢えて，ドーピングを肯定する意見を投げ
かけることにより，生徒の関心を高め，複雑な問題点を浮き彫りにさせ，且つ，現代社会の人間が薬物漬け
になっている実態を改めて認識させていきたい。そして，薬物の恐ろしさという認識を深め，その上で意志
決定・行動選択できる生徒の育成を図りたい。

（平成16年９月10日実施 ３年Ｃ組 30人）図１ アンケート調査の結果

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なぜ悪いか理解している

スポーツ選手の薬物使用禁止

室伏金メダルは当然

保健は大切

保健が好き

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない
分からない
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４ 評価規準

ア 健康・安全への関心・意欲・態度 イ 健康・安全についての思考・判断 ウ 健康・安全についての知識・理解

① 喫煙・飲酒・薬物乱用の問題 ① 喫煙・飲酒・薬物乱用による ① 喫煙・飲酒・薬物乱用による

について，資料を調べ，仲間の 健康への影響について根拠をも 健康への影響について説明でき

意見を聞いたり，自分の意見を って予想したり，課題を整理し る。十

述べたりして，課題について考 たりすることができる。 ② 飲酒・喫煙のきっかけには，分

えようとしている。 ② 飲酒・喫煙・薬物乱用問題の さまざまな心理社会的要因が関満

② 適切な対処法について，教師 課題について，学習したことを 係していることを例を挙げて説足

や仲間の意見や資料をもとに自 基に，主体的に自分の考えをも 明できる。で

分の考えをまとめようとしてい つことができる。 ③ 薬物乱用について，その行為き

る。 ③ 薬物乱用について，学習した へのきっかけに対する対処法をる

ことや話し合いを基に，適切な 理由づけて説明できる。状

意志決定が大切であることや心況

理社会的な状況を想定した適切

な行動選択の仕方を考えること

ができる。

① 喫煙・飲酒・薬物乱用の問題 ① 喫煙・飲酒・薬物乱用による ① 喫煙・飲酒・薬物乱用による

について，仲間の意見を聞いた 健康への影響について予想した 健康への影響について知っていお

り，自分の意見を述べたりして り，課題を整理したりすること る。お

，課題について考えようとして ができる。 ② 飲酒・喫煙のきっかけには，む

いる。 ② 飲酒・喫煙・薬物乱用問題の さまざまな心理社会的要因が関ね

② 適切な対処法について，教師 課題について，学習したことを 係していることを知っている。満

や仲間の意見をもとに自分の考 基に自分の考えをもつことがで ③ 薬物乱用について，その行為足

えをまとめようとしている。 きる。 へのきっかけに対する対処法をで

③ 薬物乱用について，学習した 知っている。き

ことや話し合いを基に，適切なる

意志決定が大切であることや適状

切な行動選択の仕方を考えるこ況

とができる。

５ 単元指導計画（４時間：本時は第３時）

(1) 準備資料

①アンケートの結果 ②ワークシート ③アヌシュ選手と室伏選手についての新聞記事 ④ドーピングの定

義や問題点についてのインターネット資料（ＪＯＣのＨＰより） ⑤薬物乱用者の手紙 ⑥青少年の薬物乱

用に関する統計資料や新聞記事 ⑦きれいな肺と汚れた肺の写真 ⑧ビデオ教材（喫煙，アルコール）

⑨ビデオ（「オリーブの歌」NHK） ⑩パワーポイントによるプレゼンテーション（別紙）

(2) 指導計画

時 準備 評価規準及
学習内容及び活動

指導上の留意点
間 資料 び評価方法○は努力を要する生徒への配慮事項

１ １ オリエンテーション ① ・授業を進めるに当たり，事前にアンケート

○ 学習する意義を把握する。 を行い，生徒の実態を捉えておくようにす

○ 学習の見通しをもつ。 る。

２ 本時の課題について知る

タバコ・酒にはどのような有害物

質が含まれており，どのような害が ・グループでブレインストーミングを行い，

あるのだろうか。 自由に意見が出るようにする。

(1) タバコやアルコールのイメージ ・喫煙・飲酒ともにビデオ教材を活用して，

について話し合う。 その有害性を押さえるようにする。

（喫煙→ウサギの耳，アルコール→ゾウリムシ）(2) タバコ・アルコールの有害成分 ⑧

について知る。 ・教科書の口絵の｢きれいな肺と汚れた肺｣

・ビデオ教材を見る を比較させ，視覚的にその害を認識させた

喫煙 → ニコチン・タール・一 ⑦ い。

酸化炭素 ・喫煙と肺ガンとの関わりについて高い因果

飲酒 → 主成分エチルアルコー 関係のあることを知らせる。

ル ・エチルアルコールは，脳や神経のはたらき

(3) 喫煙・飲酒による健康への影響 を低下させ，大量の酒を急激に飲むと急性



- 124 -

について考える。 急性アルコール中毒を起こし急死すること ウー①

肺ガン もあることもあることを知らせる。 観察

急性アルコール中毒 ・過度の飲酒が続くと，脳や肝臓などいろい ノート

アルコール依存症 ろな臓器に影響し，高血圧や糖尿病などの

生活習慣病 生活習慣病を起こす危険が高くなることも

知らせる。

(4) 周囲の人に与える影響について ・酒を習慣的に大量に飲み続けていると，さ イー①

考える。 まざまな器官に障害があらわれたり，アル 観察

コール依存症になりがちであること。 ノート

(5) 本時の学習についてまとめる。

２ １ 未成年者とタバコ・酒とのかか

わりについて知る。

未成年者とタバコ・酒とのかかわ

りについて考えよう。

(1) 未成年の喫煙・飲酒について話 ・喫煙開始年齢が若ければ若いほど，がんや

し合う。 肺気腫，心臓病へのり患が高く，死亡率に

① なぜ未成年者の喫煙・飲酒は ついても同様のことがいえることを押さえ

禁じられているのか。 るようにしたい。

・未成年者の喫煙と肺ガンとの ・未成年の飲酒は，脳や生殖器に影響を受け

かかわり やすく記憶力や判断力を低下させること，

また，アルコールは薬物としての性質があ

ることから，未成年の飲酒はよくないこと アー①

を押さえる。 観察

② 未成年者の飲酒・喫煙の原因 ○喫煙・飲酒のはじまりは好奇心，投げやり

ついて考える。 な気持ち，過度のストレスなどの心理状態

人間関係の中での断りにくい心理，入手の

しやすさなどであることに気づかせたい。 ウー②

観察

○特に，飲酒についてはそのきっかけが考え ノート

やすいと考えられるため，お祝い事などの

時の場面を思い起こさせる。

２ 薬物の害について知る。

○この手紙を見てどんな感想をもっ ⑤ ・大麻乱用者（２９歳）の手紙であることを

たか。 知らせる。

薬物の害について知ろう。 ・他に知っている薬物を発表させ薬物にはど

３ 大麻の他にどんな薬物があるだ ういうものがあるのか確認する。

ろうか。 ・これらの薬物は激しい急性の錯乱状態や強

・覚せい剤・コカイン・アヘン い依存症を伴い，飲酒や喫煙とはまた違う ウー①

・シンナー・ヘロイン・ＬＳＤ 障害をもたらすことを知らせる。 ノート

・スピード・シャブ・Ｓ

４ 本時の学習についてまとめる。

３ １ 本時の課題を知る。 ③ ・まだ記憶に新しい，アテネオリンピックに

ドーピング問題について考えよ ⑨ おいて男子ハンマー投げで金メダルを取っ

う。 ⑩ たアヌシュ選手が，ドーピングによって金

・「オリーヴの歌」 ④ メダルを剥奪されたことを取り上げ、興味

・日刊スポーツからアヌシュの抗 関心がもてるようにしたい。

議についてのニュース

・ビデオやインターネット資料をプロジェク

タを用いてわかりやすく提示する。

２ ドーピング問題に関する事実を ・ドーピングという言葉いての定義や理由及

資料などから検討する。 び問題点について，インターネット上の資

・ドーピングの定義 料などからプレゼンテーションを使ってわ

・ドーピングの実態 かりやすく紹介することにより，短時間で

論点を絞り，自分の意見がもてるようにす

る。
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・ここでは敢えて反常識的なテーマにするこ

とによって，問題点が明らかになるように

する。

３ ドーピングの是非について話し ○テーマに対して自分の意見をもてない生徒 イー③

合う。 に対しては問題点を把握できるように助言 ワークシー

② する。 ト

④ ・テーマに対して全員に自分の立場を選ばせ

るようにする。それぞれの立場からその主

オリンピックではドーピングを認 張をのべさせそれに互いに反論を考えるよ

めていくべきである。 うにさせる。

話し合いをする。 ・生徒からは，肯定的な意見は出にくいと思

【肯定派】 われるので、その場合には教師が肯定的な

・風邪薬を飲んでも検出されるよ 立場で主張する。

うなドーピングの規準は曖昧す ・最終的には，この場合判定をするのではな

ぎる。 く，薬物によってどのような結末になって

・プロの出場が認められる現代で しまったかを知らせ，薬物の怖さを認識さ

は勝つことの絶対至上主義の中 せたい。

やむを得ない。 ・風邪薬にも反応するドーピング検査がある

【反対派】 ことから，自分たちは風邪をひいて薬をす

・薬が体にいいわけはないので体 ぐ飲んでいる状況などを振りかえさせ，問

を壊すようなドーピングは絶対 題の複雑さに気づかせたい。

にやめるべきだ。

・薬を使うような不正行為で勝っ イー①

ても意味がない。 ・薬物の影響にすがる人間の弱い心理に気づ ワークシー

かせるとともに，それはほとんどの場合， ト

好奇心や断れない心理が始まりであり，そ

れを防ぐためには，本人の強い意志こそが

４ これからの薬物乱用問題に対し 適切な対処を生むことを訴えたい。 イー③

て，自分たちは今後どのような態 観察

度を取っていくべきかを話し合い ワークシー

，本時の感想を書く。 ト

４ １ 少年の覚せい剤乱用の実態を知 ⑥ ・少年犯罪の統計資料や新聞記事を利用し，

ろう。 現実的に青少年に影響を与えていることを

知らせる。

２ 薬物に関する行動選択の練習を ・授業者（教師・養教）がコミュニケーショ

する。 ンスキルを用いた行動を提示する。 アー②

(1) ワークシート「シナリオを書 観察

こう」を使用し，状況設定に応 イー③

じて実際の行動選択をいくつか ワークシー

考え最終的に一つ決定し記入す ト

る。

(2) 友達の意見を聞きながら全体 ○喫煙，飲酒，薬物にはそれぞれ害があり，

でシェアリングをする。 それは若年者ほど強い影響を受けること，

また，それはほとんどの場合，好奇心や断

れない心理が始まりであり，それを防ぐた

めには本人の強い意志による適切な対処が

非常に重要であることを助言する。

・セリフはできるだけ自由に書かせる。しか

し，態度は曖昧にせず本番を想定して真剣 ウー③

に行うように助言する。 ワークシー

３ 本単元を振り返ってまとめの感 ト

想文を書く。
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④ 結果と考察

ア 話し合い活動を中心とした授業展開の工夫について

授業後のアンケートによれば，授業の感想として，「薬物の乱用がいけないとわかった

，非常にわかった」30人中14人，「薬物が非常に怖い」５人，「薬物乱用はしてはならな

いと思った」５人などとなっている。また，「薬物乱用に対してどのようなことがもっと

も大切か」という問いに対しては，「誘惑されない（断ることのできる）強い意志(自我，

気持ち)」と答えた生徒が13人いた。論点がはっきりとしている討論を行うことにより，生

徒は課題を自分のものとしてとらえることができ，観点別評価規準と照らし合わせても薬

物乱用に対する知識・理解がある程度深まったと考えられる。

イ 視聴覚機器を活用した資料提示やその構成の工夫

資料提示にコンピュータによるプレゼンテーションなど視聴覚機器を多く活用し，その

構成を工夫したことにより，短い時間の中でも効率的な論点の整理などができ，わかりや

すく授業展開を図ることができた。

ウ 指導と評価の一体化について

「生きて働く学力」という視点から観点別の評価規準を明示し，そこから学習活動内容

の具体化を図り，評価計画を押さえることにより指導と評価の一体化を目指した。「生き

て働く学力」を単元においてどのようにとらえるのかを教師がしっかりと見据え，それを

目指した活動内容の構成や評価を，計画的にポイントを絞ってできた。指導しない内容を

評価したり，評価のための評価に終わったりすることなく，全員に学力を保障しようとい

うことを意識しながら評価に取り組めた。

エ 課題として

討論のテーマは，今回はドーピングを取り上げたが，もう少しその是非が別れるような

テーマを取り上げる必要がある。また，教師が形成的な評価をするためのアンケート項目

をもう少し考えていく必要がある。
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中学校 第１学年 保健分野 心身の発達と心の健康【授業研究４】

小単元「からだのはたらきの発達」

① 主題に迫るために

中学生期は心身の発達が著しく，男女差，個人差の大きい時期である。自分自身や異性

のからだ，及びその変化についての知識・理解にも，かなりの個人差が見られる。特に，

性に関しての興味・関心が急激に高まるため，中学一年生の保健学習においては，恥ずか

しさから活発に意見や考えを述べることがしにくい雰囲気が感じ取れる。

そこで，中学校保健分野において「生きて働く学力」を育てるためには，自らが自己の

問題として正面から受け止め，真剣に考えることが重要である。そのため，本単元ではか

らだのはたらきの発達を知識としてとらえるだけでなく，自己の今や将来を大切にする観

点から，異性を共感的にとらえるとともに，理性的に判断し，行動することができるよう

な手だての工夫が必要であると考えた。

② 主題に迫るための指導の手だて

ア グループワークによる主体的な学習活動の場の設定

保健の授業に関する実態調査（教師）

「保健の授業では，一斉授業で進めることが多い」………約90％

「保健の授業では，グループワークを行うことが多い」…約34％

このような実態調査の結果から，生徒の実践力を育てるためには，教科書の解説を聞

くという受動的な学習から，生徒が自ら疑問を持って主体的に追求し解決を図るという

能動的な学習へと転換を図る必要がある。そこで，本単元を進めるにあたっては，グル

ープワークによるブレインストーミングやケーススタディ，実験などの主体的な学習活

動の場面を設定することで，生徒の活躍する場面が増え，学習効果が高められると考え

た。さらに，性に関しては，小集団になると自信をもって発言，活動できる生徒が多い

ため，同性グループや異性グループなど，学習場面に合わせた工夫をする。

イ 視聴覚機器を活用した資料提示の工夫

生徒の興味や関心を高め効率よく授業を進めるためには，コンピュータによるプレゼ

ンテーションを活用しての写真や資料などの提示の工夫や，展開や終末における視聴覚

教材としての学習ビデオの活用の在り方を工夫する必要があると考える。

ウ 指導と評価の一体化

指導の在り方を考える上で，生徒の実態を十分に把握し，何をどう指導し評価するの

かを明確にする必要がある。そこで単元学習に関する実態調査を行い，生徒の実態を基

に指導計画を検討し観点別評価規準を明確にする。また，評価については，学習の過程

を重視し，教師からの一方的な評価のみではなく，生徒自身による自己評価や，生徒同

士の相互評価及び授業後の感想や総括的評価を取り入れ，多面的な評価に努めることで

指導と評価の一体化を目指す。
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③ 授業の実際

第１学年Ａ組 保健体育科（保健）学習指導案

１ 単元名 心身の発達と心の健康

小単元 「からだのはたらきの発達」

２ 単元の目標

○ 中学生期の心身の機能発達について関心をもち，仲間と協力したりしながら思春期にお

ける課題を見つけ，意欲的に学習しようとしている。 （関心・意欲・態度）

○ 心身の機能の発達について，自分の意識や経験，仲間の意見や考えなどをもとに，課題

の解決方法を見いだしている。 （思考・判断）

○ 思春期における身体の各器官の発達には個人差や男女差があることを理解することがで

きる。 （知識・理解）

３ 単元について

本単元は，保健分野の導入として人間のからだや心がどのように発達していくかを学習さ

せようとするものである。特に中学生期は心身の発達が著しく，それに伴い性的な成熟が進

。 ， ，み自己への認識が深まる時期でもある 自我に目覚め 異性や性への関心が高まるとともに

周りの大人や社会にも少しずつ目を向けようとする時期であり，そのために不安や悩み，葛

藤が生じる。そこで本単元では，自己のからだの発育・発達や性的成熟に伴う心の変化への

理解や，社会の形成者としての適切な行動選択能力を高めることをねらいとしている。

４ 生徒の実態について

（男子20名， 女子17名 ，合計37名 平成17年９月22日実施）授業を実施するに

に当たり，アンケー

トを実施した。アン

ケートによれば か，「

らだの変化への気づ

き」においては75%

以上 「心の変化へ，

の気づき」において

も50%以上の男女が

「はい」と答えてお

り，思春期のからだ

や心の変化に気づい

ている生徒が多いこ

。 ，とがわかった また

「からだの悩み」を持っている生徒も，男子15%，女子23.5%いることがわかった。

，「 」 ， ， 「 」 ，さらに 異性や性への関心 では 男子が50% 女子では80%強が はい と答えており

第２次性徴の男女差がはっきりと現れている。

そこで 「心とからだに関する保健学習の必要性」について質問すると，男女ともに「と，

男子

(80.0%)

女子

(76.5%)

(20.0%) (23.5%)

からだの変化への気づき

はい いいえ

男子

(51.8%)

女子

(66.7%)

(48.2%) (33.3%)

心の変化への気づき

はい いいえ

(15.0%)
(23.5%)

男子

(85.0%)

女子

(76.5%)

からだの悩み

はい いいえ

男子

(50.0%)

女子

(82.3%)

(50.0%)

(17.7%)

異性や性への関心

はい いいえ



- 129 -

ても必要だ 「必要だ」とする意見が90%を超えており，直接的には話題にすることに恥ず」

かしさを感じる年齢であるが，興味・関心が高

く，からだや心の変化を感じており，さらには

からだの悩みを持っている生徒もいるというこ

とがわかった。

５ 授業の構想

心身の発達が著しい今，生徒の多くは自分の

からだが大人へと変化しつつあることに気づき

はじめている。自分のからだや心がどのように

変化し，どう変わっていくのかについても興味・関心が高く，保健学習への期待が大きいこ

とがわかる。また，からだの変化について悩んでいる生徒，異性に関心を示しはじめている

生徒がいる。そこで本単元では，自分自身のからだや心がどのように発達していくかを互い

に感じていることや，悩んでいることなどを発表しながら，共通の問題としてとらえ考えさ

せたい。そして，自分のからだや心，異性について正しく理解するとともに，理性的に判断

し，行動することのできる生徒の育成を図りたい。

６ 評価規準

ア 関 心・意 欲・態 度 イ 思 考 ・ 判 断 ウ 知 識 ・ 理 解

①からだの発育のしかたや，各器 からだの発育や各器官の発達に ①年齢に伴うからだの発①

十 官の発達のしくみについて， ついて，個人差や男女差があるこ 育について，また，各器

分 友達と意見を交換したり，資 とを踏まえて課題を見つけ，整理して 官の発達の傾向や発達に

満 料をもとにしたりして，学習 いる。 は個人差，男女差などが

足 しようとしている。 ②生殖器官の発達とともに,生殖機能 あることについて説明で

で ②生殖のしくみや生殖器官の が発達することについて，資料や きる。

き 発達と成熟について，資料を 自分の知識，経験をもとに主体的 ②生殖機能の発達に伴

る もとに積極的に知ろうとして に考えている。 い，生命を生み出すこと

状 いる。 ③様々な性情報に対して,理性的に判 のできるからだへと成熟

況 ③思春期の心の変化について， 断し，行動の仕方を考え，適切な することを説明できる。

友達の意見や自分の経験をも 行動を選択している。 ③身体的な成熟に伴い，

とにして，進んで自分の意見 異性や性への欲求が強ま

を発表しようとしている。 ることについて，説明で

きる。

①からだの発育のしかたや，各器 ①からだの発育や各器官の発達に ①年齢に伴うからだの発お

官の発達のしくみについて， ついて，個人差や男女差があるこ 育について，また，各器お

資料をもとに学習しようとし とを踏まえて課題を見つける。 官の発達の傾向や発達にむ

ている。 ②生殖器官の発達とともに,生殖機能 は個人差，男女差などがね

②生殖のしくみや生殖器官の が発達することについて，資料や あることについて知って満

発達と成熟について，資料を 自分の知識，経験をもとに考えて いる。足

もとに知ろうとしている。 いる。 ②生殖機能の発達に伴で

③思春期の心の変化について， ③様々な性情報に対して,理性的に判 い，生命を生み出すことき

友達の意見や自分の経験をも 断し，適切な行動の仕方を考えて のできるからだへと成熟る

とにて，自分の意見を発表し いる。 することを知っている。状

ようとしている。 ③身体的な成熟に伴い，況

異性や性への欲求が強ま

ることについて，知って

いる。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男子

女子

心とからだに関する保健学習の必要性

とても必要 必要だ 必要でない
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７ 単元指導計画（６時間：本時は第６時 ））

(1)準備資料

①ワークシート ②パソコン ③プロジェクター ④「思春期について」のスライド

⑤パワーポイントによるプレゼンテーション（別紙） ⑥肺活量計 ⑦血圧計 ⑧ストッ

プウォッチ⑨パネル（射精）⑩パネル（月経）⑪ビデオ「生命の誕生」⑫カード

(2)指導計画

時 準備 指 導 上 の 留 意 点 評価規準及
学 習 内 容 及 び 活 動間 資料 び評価方法○は努力を要する生徒への配慮事項

④ 「思春期」についてスライドを用い，
１ オリエンテーション 自分自身を知る時期であり，今や将来

を大切にする時期でもあることを伝え
○ 学習する意義を把握する。 るようにする。
○ 学習の見通しをもつ。

わたしたちのからだはどのように発達するのでしょうか。

生まれたばかりの赤ちゃんの ① ・母子手帳を参考に身長・体重を確認
身長・体重は する。

どのくらいだろう。 ①② ・１年後の身長・体重を確認し，伸び
③⑤ を意識する

・ブレインストーミングにより，自由
子どもと大人の体型の違いを知 ①② に意見が出せるようにする。 ア－①
る。 ③⑤ ・３歳，１０歳，１７歳の体の写真を ﾜｰｸｼｰﾄ

参考に気づいたことを発表する。 発言の様子
○３歳，１７歳を等身長にした写真を参◎ 頭と体の比率の違い
考にさせ，違いに気づかせる。◎ 子どもは額の比率が大きい

イ－①
からだの各器官は，それぞれ発育 ①② ・ 身長の発育のようす」を参考に， ﾜｰｸｼｰﾄ「
のしかたが異なることを知る。 ③⑤ 身長は大人になるまでに，急に伸びる 発言の様子

時期が２度あることを知らせる。
○ からだの発育 ・第２発育急進期は女子の方が男子よ ウ－①

・年齢的変化 り早く始まることを理解させる。 観察
・中学生期の特徴 発言の様子
・個人差・男女差 ・ 胸腺，脳，心臓，卵巣，精巣」の「

（ ）○ 各器官の発育 発育のしかたを Loweyの値から作図
により確認させる。

２ 心臓，肺などはどのように発育・発達していくのでしょうか。

○１分間の呼吸数 心拍数を計る ①⑧ ・個人，友人同士で測定することによ， 。
○肺活量を計る。 ⑥ り，誤差を減らす。

・ブレインストーミングにより，自由 イ－①
心拍数，肺活量の年齢による変化 ①② に意見が出せるようにする。 ﾜｰｸｼｰﾄ
を知る。 ③⑤ ・ 心拍数の年齢による変化 により 発言の様子「 」 ，

年齢と共に男女とも減少することを知
「心拍数の年齢による変化」 らせる。
「肺活量の年齢による変化」 ・体が成長するためには，多くの酸素

や栄養素が必要であり，そのために心
拍数が多いことを理解させる。
○机間巡視により，多くの発見ができる
ようにアドバイスする。
・年齢が進むにつれて，血圧が高くな ウ－①

血圧の変化，リンパ器官の働きを ①⑦ ることや，高齢者になると，血管の弾 ﾜｰｸｼｰﾄ
知る。 力性が失われることを理解させる。 発言の様子

・子どもは大人に比べて，扁桃などの
○血圧の測定 リンパ器官が大きく，病原体の体内へ

の侵入を防ぐため，かぜをひいてのど
が炎症をおこしやすいことを知らせ
る。
○先生の血圧と比べることにより，子ど
もと大人の違いを確認させる。
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３ 思春期のからだの変化はどのようにしておこり，どう変化するだろうか。

・内分泌腺の種類や働き，位置につい ア－②
ホルモンのはたらきを知る。 ①② て知るとともに，ホルモンがからだの イ－②

③⑤ 発育に不可欠な物質であることを説明 ウ－②
○ 内分泌腺の位置と種類 しその役割を理解させる。 観察

・ワークシートやスライドを用い，内 ﾜｰｸｼｰﾄ
分泌腺の位置とそこでつくられる主な 発言の様子
ホルモンの働きについて理解させる。
・ブレインストーミングにより，自由

思春期のからだの変化に ①② に意見が出せるようにする。
ついて考える。 ③⑤ ・考えながら発表したことや学習した

ことをスライドで確認させる。
予想される発表

○身近な大人 や上級生のからだ つきに＜男子＞ ＜女子＞
着目するようアドバイスする。・ひげが生える ・胸が大きくなる

・声変わり ・腰幅が広くなる
・ひげが濃くなる ・まるみをおびる
・筋肉質になる ・性器のまわりに
・性器のまわりに 毛が生える

毛が生える など

４ 生殖器官の発達と成熟や射精の起こるしくみとその意義について考えよう。

・前時のホルモンのはたらきを振り返
ホルモンの働きによる生殖器官の ①② り，男性ホルモン・女性ホルモンが生 ア－②
発達を知る。 ③⑤ 殖器官の発達に大きくかかわっている イ－②

ことを理解させるとともに，精巣・卵 ウ－②
男性 巣の発育など具体的にどう成熟するの 観察

生殖器のしくみ かを理解させる。 ﾜｰｸｼｰﾄ
女性 ・生殖器の発達には個人差が大きいの 発言の様子

で，早いから，遅いからということで
○性腺刺激ホルモンのはたらき 心配することがないことを知らせる。
○男性ホルモン・女性ホルモンの

はたらきと個人差
・精通経験者には個人差があるため，

射精の起こるしくみとその意義を 射精の起こるしくみについて十分に理
知る。 ⑨ 解できるようパネルを用いて分かりや

すく説明する。
○自分自身のからだの変化の重要性に○精巣・卵巣の発育・性的な刺激
ついて話した上で，まとめの時間に再度による射精のしくみ
確認するようにする。

５ 月経の起こるしくみとその意義，受精・妊娠について考えよう。

・月経の起こるしくみについて十分に ア－②
月経の起こるしくみとその意義を ⑩ 理解できるようパネルを用いて分かり イ－②
知る。 やすく説明する。 ウ－②

・月経について悩みを抱えている生徒 観察
○卵巣の発育・排卵・月経 ①② も予想されるので，月経周期の乱れや ﾜｰｸｼｰﾄ
○月経周期と個人差 ③⑤ 月経に伴う痛みや出血の量には個人差 発言の様子

があることを理解させる。
・受精・妊娠の過程のみでなく，生命

生命の誕生について知る。 ⑪ の尊さも理解させる。
○ビデ オ，スライド を止 め ながら 説明 す
る。○受精と妊娠

６ 思春期における，私たちの心の変化について考えよう。

⑫ ・心の変化に関するアンケート結果の
男女の考え方や見方の違いを知 ①② 一部については，生徒に発表させるこ ア－③
る。 ③⑤ とで 自分達の問題とさせたい また イ－③， 。 ，

自分だけではなく，多くの友達が自己 ウ－③
○心の変化についてのアンケート の心の変化に気づいていることを理解 観察

結果をから気づく。 させる。 ﾜｰｸｼｰﾄ
○異性のよい点や異性に望むこと ・カードに異性のよい点などを記入さ 発言の様子

などから考え方の違いに気づく せ，いくつかの事例を読み上げ，男女。
の考え方や見方の違いを理解できるよ

異性や性に関して，理性的に判断 ① うにする。
し 行動することの大切さを知る ・性に関する「悩みの事例」について， 。

考えさせる。
○悩んでいる相手を尊重する態度で，さ○「悩みの作文」について，考え
らに理性的な行動がとれる内容となるよや意見を述べる。
う助言する。
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④ 結果と考察

ア グループワークによる主体的な学習活動の場の設定について

本単元では，からだのはたらきの発達について知ると共に，男女相互の理解を深める

ことをねらいとしている。そのため，自己の経験や考えが述べやすく，話し合い活動が

スムーズに進められるよう同性同士のグループや男女混合グループを単位として活動を

進めた。第３時の大人の身体イメージをブレインストーミングによって引き出す活動に

は，小グループならではの活発な活動が見られた。第６時のケーススタディ「悩みの作

文」をグループで話し合う場面では，性差によるグループ編成（男子同士，女子同士の

グループ）ということもあり，様々な意見交換の様子を見ることができた。単元終了後

のアンケート調査結果からは 「思春期における体の発育・発達」及び「思春期の心の，

変化」ついて，全体の97％（３６人）の生徒が「とてもよく理解できた 「理解できた」」

と回答している。悩みの作文の事例を仲間と共に考えることで「異性や性に関して理性

的に判断し行動することの大切さ」を，理解することができた生徒は全体の89％（３３

人）を示した。このように，単元を通してグループワークによる主体的な学習活動の場

の設定は「生きて働く学力」をはぐぐむことに迫ることができたと考られる。

イ 視聴覚機器やビデオを活用した資料提示の工夫について

生徒のアンケート調査結果や資料の提示場面，さらに学習のまとめの場面でコンピュ

ータによるプレゼンテーションを活用した。特に，学習のまとめの場面では学習内容の

，整理がされているスライドを準備することで短時間で学習の振り返りをすることができ

観点別評価規準に照らし合わせても十分に理解が深まったと考えられる。また，調査結

果の提示場面では，プレゼンテーションでのスライドの切り替えが早く，結果全体を把

握できない場面が予想されるため，黒板掲示用とスライド提示用に分けての提示も行っ

た。単元の中の「生殖のしくみの発達」では，学習教材としてのビデオを活用し，男女

の生殖器官のしくみやその発達の様子をについて理解することができた。このように，

生徒の興味・関心を高め効率よく学習を進めるためには，視聴覚機器やビデオの活用は

有効であったと考えられる。

ウ 指導と評価の一体化について

単元全体や学習内容に関する生徒の実態を随時確認することは，生徒自身が自らの問

題としてとらえるようになった。また，主体的な学習活動の場の設定により，生徒個々

の活動が活性化し，自由に自己を表現する機会となっただけではなく，互いの考えから

学ぶ機会にもなり，生徒の具体の姿が多く見られるようになり評価がしやすくなった。

授業後の感想や総括的評価からは「学習への理解」や「理性的に判断し行動することの

大切さ」などの深まりが見られ，指導と評価の一体化に迫ることができたと考える。

エ 今後の課題

本単元では，生徒一人一人のからだの変化・心の変化を自分自身の問題として取り上

げることができる。そのため，生徒の実態を十分に把握するための調査項目をもう少し

検討する必要がある。また，主体的な活動を十分に引き出すためには，生徒の実態にあ

ったケーススタディやロールプレイングの多用な活用を工夫する必要がある。
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(3) 高等学校における授業研究
高等学校 第１学年 健康の保持増進と疾病予防【授業研究５】
小単元 「生活習慣病と日常の生活行動」

① 主題に迫るために
がん，脳疾患，心臓疾患などの「成人病」が「生活習慣病」へと名前が変わり，成人以

。 ，前の生活習慣も一人一人の健康を大きく左右することが認識されるようになった しかし
生活習慣病をかなり身近な健康問題としてとらえている中高年に比べ，若く元気な高校生
は生活習慣病に対してあまり関心をもっていないのが現実である。そこで，高校生にとっ
ても生活習慣病は身近な健康問題であり，その予防方法を知り実行することの大切さを認
識し，さらには，環境面の改善から生活習慣病を主体的にとらえることができる授業展開
が必要である。

本研究では，３大生活習慣病以外の生活習慣病を知り，生活習慣病が高校生にとっても
身近な問題であることを認識したうえで，学習方法や評価の工夫などによってそれらの予
防方法や対策を生徒が主体的に学習し，自分や社会の健康的な生活を考え実践する能力を
身につけることを目的とする。指導の手だてとして以下の点をあげる。

② 主題に迫るための指導の手だて
ア 学習方法の工夫
(ｱ) 意欲や関心を高め主体的に考える時間をつくるために１時間目と２時間目の導入と

して「授業書」方式を使用する。
(ｲ) できるだけ多くの情報を得るために課題学習においてインターネットを活用する。
(ｳ) 主体的に課題学習を行うため，課題学習におけるグルーピングは基本的に興味・関

心のあるテーマによって行う。
イ 支援上の工夫
(ｱ) 事前にアンケートやテストを行うことによって各生徒の関心・意欲・態度，思考・

判断，知識・理解の３観点について実態をふまえたうえで支援を行う。
(ｲ) 全時間において生活習慣病は身近な問題であることを意識づけ，個人の予防という

， 。点だけでなく 環境の改善という点からも生活習慣病について考えられるようにする
(ｳ) インターネットから得た情報を使用する際には，誤った情報や自分たちのレポート

の趣旨からそれた情報もあるので，情報の選択には充分注意したうえで自分たちに必
要な情報を判断し選択させるようにする。

(ｴ) 発表の際，発表をきいているグループが受け身的な態度にならないように質問や疑
問点をあげるように促す。

ウ 資料の工夫
(ｱ) インターネットの活用時や各班の発表時に分かったこと，感じたこと，考えたこと

がわかるようにワークシートや感想用紙を作成する。
(ｲ) 生徒や教員が学習活動をフィードバックしやすいように，生徒は配布したプリント

類やインターネットからプリントアウトした資料をファイリングする。
エ 評価の工夫
(ｱ) 指導と評価が一体化するように最初の１時間目に評価規準を生徒に認識させたうえ

で授業を展開する。
(ｲ) 授業や今後の自分の生活について振りかえさせるために毎時間自己評価カードを使

用する。
(ｳ) 評価規準に基づいた教員用の評価表を作成し，授業中や授業後に生徒を評価する。
(ｴ) 各生徒の３観点における変化や今後の授業の課題点を見いだすために，事後のアン

ケートとテスト（事前と同じもの）を行う。
③ 授業の実際

第１学年５組 保健学習指導案

１ 単元名 健康の保持増進と疾病の予防（生活習慣病と日常の生活行動）
２ 単元について

生活習慣病については小学校や中学校で学習しているが，高等学校においては３大生

活習慣病（悪性新生物，脳卒中，心臓病）だけでなく，生活習慣によってひきおこされ

るその他のより身近な生活習慣病（歯周病，骨粗鬆症など）にも焦点をあてる。

また社会の変化に伴って健康と安全の問題も変化している現状を踏まえ、生活習慣病

の予防については，自分の生活にあったより適切で具体的な方法を主体的に学習し，環

境の改善という点からも考えさせたい。
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３ 生徒の実態（男子17名，女子15名，計32名）
(1) 関心・意欲・態度

○身近な健康問題や興味がある健康問題については関心をもって，意欲的に学習に取り組
む。

， 。●身近な健康問題以外については極端に関心がなくなり 学習意欲が低くなる傾向にある
生活習慣病については身近な問題であるにもかかわらず，中高年の健康問題としてとら
える傾向にあり，関心は比較的低い。

●授業方法が単調であると集中力がなくなる傾向にある。
(2) 思考・判断

○身近な健康問題に対して，その原因や解決方法について，自ら考えることができる。
， ，●自分の身近な問題としてとらえていない健康問題に対しては 原因や解決方法について

考えることができない。
(3)知識・理解

○自分にとって身近な健康問題に対する知識はある。
●加齢に伴い発生する可能性がある健康問題や生活習慣病に関する知識は全体的に少な

い。
４ 授業の構想

生活習慣病とは悪性新生物，脳卒中，心臓病だけでなく，生活習慣にかかわるたくさんの
病気があることをインターネットを活用して認識できるようにする。また生活習慣病の予防
においては，自分の生活にあった運動や食生活などにおける適切な予防方法が必要であるだ
けでなく，生活環境を改善することによって生活習慣病の予防対策が可能であることも理解
させたい。また，主体的に学習する態度を養うために，グループ学習や授業における自己評
価を進んで行っていきたい。

５ 学習のねらいと道筋
(1) 学習のねらい

， ， ，○生活習慣病が日常の生活に起因する病気であることを理解し その具体的な病名 症状
。 （ ）予防や対策について学ぼうとする 関心・意欲・態度

○生活習慣病に対する予防・対策として個人の生活行動を見直し，自らの課題を見つけ解
決していこうとするとともに，社会の環境づくりについても考えることができる。

（ ）思考・判断
， 。 （ ）○生活習慣病の原因と症状 予防や対策について理解することができる 知識・理解

(2) 学習計画
第１時 第２時 ・ 第３時 第４時
生活習慣にかかわる 生活習慣病に対する予防について まとめ
病気について （課題学習の発表

とテスト）（ ） （グルーピングとテーマ設定 グループによる課題学習）

(3)評価規準
ア 健康・安全への イ 健康・安全についての ウ 健康・安全につい

関心・意欲・態度 思考・判断 ての知識・理解
十 ①毎日の健康の保持増進，疾病 ①自らの生活行動を見直し， ①生活習慣病の原因
分 の予防，健康の管理や健康的な 健康の保持増進に必要な事柄 と症状について，説

。満 社会環境づくりについて進んで について，資料や仲間の意見 明することができる
足 調べたり記録したりしようとし を参考に，幅広い視点から整 ②個人的・社会的な
で ている。 理・分析し問題点や課題を見 問題として生活習慣
き ②日常生活を振り返り，健康的 つけている。 病の予防方法を説明
る な生活の仕方や疾病の予防の方 ②生活習慣病に対する予防や できる。
状 法について 教科書だけでなく 対策，健康的な社会環境づく， ，
況 進んで仲間と協力して資料を集 りについて，幅広い視点から

めたり，集めた資料をもとに記 整理・分析したことをもと
録しようとしている に，課題の解決方法をまとめ
③他の生徒の発表に耳を傾け， ている。
メモをとったり，うなずいたり
しながら聞こうとしている。

お ①毎日の健康の保持増進，疾病 ①自らの生活行動を見直し， ①生活習慣病の原因
。お の予防，健康の管理や健康的な 健康の保持増進に必要な事柄 と症状を知っている

む 社会環境づくりについて調べた について，資料や仲間の意見 ②身近な健康問題と
ね り記録したりしようとしてい を参考に，問題点や課題を見 して生活習慣病の予

。満 る。 つけている。 防方法を知っている
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足 ②日常生活を振り返り，健康的 ②生活習慣病に対する予防や
で な生活の仕方や疾病の予防方法 対策，健康的な社会環境づく
き について，教科書だけでなく， りについて，整理・分析した
る 仲間と協力して資料を集めた ことをもとに，課題の解決方
状 り，集めた資料をもとに記録し 法をまとめている。
況 ようとしている。

③他の生徒の発表に耳を傾け，
聞こうとしている。

(4)準備資料
①アンケートの結果 ②プレテスト ③授業書 ④ワークシート ⑤自己評価カード
⑥プロジェクター ⑦スクリーン ⑧パソコン ⑨プリンター ⑩のり ⑪はさみ
⑫ホッチキス ⑬カッター ⑭色マジック ⑮色鉛筆 ⑯Ａ３の紙（レポート用紙）
⑰発表感想用紙 ⑱まとめのペーパーテスト

(5)単元学習の展開
評価規準及び評時 準備 指導上の留意点
価方法間 学習内容及び活動 資料 ◎は努力を要する状況の生徒への手だ

て

１ １ オリエンテーション ・授業前に生活習慣病に関するア ア－①
（ ）○アンケート，プレテストの結果に ①② ンケートを行い，その結果を関心 観察

ついて や意欲につなげる。
○学習の意義，内容，流れについて ・評価規準にもとづいた評価につ
の確認 いて知らせる。

○評価の確認
２ 「授業書」方式によって生活習慣病 ③ ・考える時間，意見を交換する場 ア－①

（ ）について学習する。 面をより多くつくる。 観察
○心臓病と交通事故ではどちらが ◎答えを間違うことをおそれず自

死亡者が多いか。 分で考えることの大切さを強調す
○生活習慣病を自覚する時期はい る。

つ頃か ・生活習慣病の予防には，毎日の
生活の過ごし方が大切であること
を理解させる。

３ インターネットを使って生活習慣 ④ ・パソコン（インターネット）の ウ－①
（ ）病とその予防について調べる。 ⑥ 操作方法については十分に指導す ワークシート

○３大生活習慣病について ⑦ る。
○その他の生活習慣病について ⑧ ・多くの病気が日常生活と深くか

・生活習慣病の名前 かわっていることを認識させた
・各生活習慣病の予防方法 い。

◎できるだけ多くの生活習慣病に
ついて簡単にまとめよう助言す
る。

４ 自己評価カードを使って自己評価 ⑤ ・毎時間，自分の活動について自
をする。 己評価させる。

２ １ 前の授業で使用したワークシート ④ ・毎日の適切な食事，適度な運動 ウ－①
（ ）から，生活習慣病の予防方法につい や休養，禁煙が生活習慣病の予防 観察

てまとめる の基本であることを十分理解でき
○予防の基本について るようにしたい。

２「授業書」方式によって環境の改善 ③ ・環境の改善という点からも生活 イ－①
（ ）点から生活習慣病を考える。 習慣病について考えられるように 観察

○脳卒中の減少の理由（問題３） する。
◎人の意見に影響されることな
く，考えることが重要であること
を強調する。

３ 課題学習のためのとグルーピング ・ワークシートに記入した３大生 ア－①
（ ）とテーマの設定をする。 活習慣病以外の生活習慣病を発表 観察

○グループは３人～４人程度にす させ，それをホワイトボードに書
る。 き上げ，その中から各自生活習慣

○テーマ（生活習慣病名）は３大生 病を１つ選び，テーマごとにグル
活習慣病以外から選択する。 ープをつくる。
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ア－①
（ ）４ 課題学習についての説明を聞く。 ・グループで選択した生活習慣病 観察

について，その病気の症状と食事
方法，運動方法を中心とした予防
方法および環境の改善などを「保

⑥ 健だより」の形で作成させる。 ア－②
（ ）５ 課題学習（資料探し）をする。 ⑦ ・インターネットから関係する情 観察

①・②⑧ 報をプリントアウトさせる。 イ－
（レポート⑨
・観察）

⑤
６ 自己評価カードを使って自己評価

をする。
３ １ 課題学習 資料のまとめ をする ⑥ ・資料のまとめは，インターネッ ア－②（ ） 。

， （ ）○「食事」方法の改善について ～⑯ ト等の資料を利用し 「保健だよ 観察
①・②○「運動」方法の改善について り」の形にして仕上げる。 イ－

○「その他生活習慣」の改善につい ◎うまくまとめられないグループ ウ－②
（レポートて に対しては，まとめやすいように

観察）○「環境」の改善について 助言をする。
２ 自己評価カードを使って自己評価

をする。
４ １ レポート（保健だより）のポイン ⑯ ・各グループのレポート(「保健 ア－③

（発表感トを各グループで発表する。 だより」)を印刷，冊子にし，各
）自に渡す。 想用紙

・各グループの発表について質問 イ－①
（ ）をするように促す。 観察

２ 各グループのレポート（保健だよ ⑰ ・各グループが発表したものを各 ア－③
（ ）り）について各自評価する。 自が評価し公表する。そして，そ 観察

れぞれが，その評価を自己のもの
として捉えられるようにする。

３ 発表のまとめと単元のまとめをす ・生活習慣病に対しては，自分の
る。 適切な意思決定・行動選択が重要

であることを認識させる。
４ 自己評価カードを使って自己評価 ⑤ ・授業を振り返り，今後の生活の イ－①

をする。 改善について考えられるようにす
る。
・後日まとめのテストをする。 ウ－①

（ペーパー

テスト）

④ 授業の結果と考察
ア 学習方法の工夫について

１時間目と２時間目の導入に「授業書」方式
をとりいれることによって考える時間を持つこ
とができたが，主体的な話し合いまでは持って
行くことができなかったのは残念であった。イ
ンターネットを活用したワークシートの作成に
ついては，教科書には載っていない興味のある
知識が得られるため，積極的に学習していた。

課題学習におけるグループ編成については、
自分の選択したテーマによってグループをつく
るべきだったが，仲の良い者同士のグループ編
成になってしまったグループもあった。

しかし，レポートの作成については，パソコ
インターネットを活用したグループによる課題学ン上で切り貼りを行いレポートをまとめる班や 【

プレゼンテーションソフトを使用して発表しよ 】習の様子

うとする班もあり，すべてのグループが意欲的に活動を行っていた。
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イ 支援上の工夫について
アンケートやプレテストによって各生徒の授

業前のレディネスを把握することによって支援
すべき生徒を把握しやすかった。しかし生活習
慣病における環境の改善については，教員がヒ
ントやアドバイスなどの支援をしても主体的な
学習にはいたらなかった。この点は今後の課題
である。

インターネットによる情報のひきだしについ
ては時間が限られていたこともあり，教員の支
援どおり各グループとも情報を選択してレポー
トをまとめていた。発表においては発表者や聞
き手に積極的な活動が見られなかったので，支
援というより教員がリーダーシップをとってしま
うこともあった 「発表をする－発表を聞く」と 【課題学習における発表の様子】。
いうことに慣れていないことが原因でもあるため，
今後の授業の中でも発表の場を設けたい。

ウ 資料の工夫について
資料を工夫することによって生徒の学習を助け，授業がスムーズに流れた。また，生徒が

自己評価をしたり，教師が生徒を評価する資料として役立った。特に全時間の資料やプリン
ト，インターネットからプリントアウトしたものを各生徒がファイリングしたことは学習活
動におけるフィードバックを容易にした。

エ 評価の工夫について
１時間目の授業で評価規準を認識させてたうえで授業を展開したが，イでも記述したとお

り，生活習慣病における環境の改善という点については理解度が低いことやイメージがつか
みづらいことから意識して学習する生徒が少なかった。
指導と評価の一体化ということでいくつかの資料を使って評価を行い，それらを生徒にフィ
ードバックすることによってより充実した授業展開や学習活動ができた。

オ 事前事後のアンケートや事前事後のテストから
プレテストと授業後テスト（プレテストと同じもの）を比較すると，知識を問う問題に対

しては正答率がかなり高くなった。プレテストでは６問中平均2.4だった正答率が4.7になっ
た。また授業後のテストにおいては，考えて答える記述式の問題（ 生活習慣病になる人が「
なぜ増えてしまったのでしょうか 「生活習慣病を少なくするためにはどうしたらよいで。」
しょうか ）に対してほとんどの生徒が記述した。プレテストにおいては２問とも記述し。」
た生徒が６名だったのに対し，授業後のテストにおいては２４名だった。

アンケートにおいても「関心・意欲・態度 「思考・判断 「知識・理解」に関する質問」 」
に対して授業後の方が良い結果になった。授業前のアンケートより「はい」に○をつけたの
が２割増えた項目は，知識に関する項目以外で「日常生活において生活習慣病にならないよ
うに努力しようと思っていることはありますか。あるいは身近な人に努力させようと思った
ことがありますか 「 日常生活において生活習慣病にならないように努力していることは。」
ありますか。あるいは身近な人に努力させたことはありますか 」であった。特徴的だった。
のは男子より女子の方が事後のアンケート結果が良いという点であった。知識の獲得という
点に関しては授業前より授業後の方が高くなるのは当然の結果である。

しかし，アンケートの結果からわかるように，生活習慣病について考える力や実践する力
が身についたのは，普段の授業より主体的に学習をした授業展開によるものだと思われる。
特に女子においてそれらの力が身についたのは，生活習慣病の予防である食生活の改善や運
動の方法が身近な健康問題である肥満の予防に結びついていたことが大きいと思われる。
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高等学校第２学年 保健 「生涯を通じる健康」【授業研究６】

小単元「生涯の各段階における健康」

① 主題に迫るために

現在，様々な性情報の氾濫や性に関する価値観の変化などにより，10代の性交経験率が上

昇し，それに伴う10代の人工妊娠中絶の問題など性の問題は年々深刻化している。

したがって，これからの保健学習には，心身の発達段階に応じた学習を通して，ただ単に

知識を習得するだけでなく，異性間の性意識の違いを正しく理解し，お互いを尊重し，意志

決定・行動選択にむすびつけていくことができる力を育成していくことが求められている。

また，幼児虐待などの問題が深刻化していることから，母子保健を通して，生命尊重と子

供を産み育てることの大切さを考えさせる必要がある。

そこで，本研究では 『幼児虐待に関する問題』から性教育へのアプローチを試みた。そ，

こから，性に関する様々な問題について，生命尊重や男女平等，人間尊重の精神に基づき，

生徒自らが考え判断し，適切な意志決定・行動選択ができるようになることになればと考え

る。指導の手だてとしては以下の点をあげる。

② 主題に迫るための指導の手だて

ア 学習方法の工夫

○ 視覚的教材やワークシートを用いて，意志決定・行動選択の基礎となる正しい知識を

身に付けさせる。

○ 男女別や男女混合によるグループ学習を通して，異性間の性意識の違い，人間尊重や

これからの男女の人間関係のあり方をベースにした妊娠・出産・家族計画のあり方を考

えられるようにする。

○ ケーススタディーを通して，性の問題に直面したときの対処の仕方を考えるだけでな

く，周囲の意見を参考にし，自分にフィードバックすることによって，よりよい意志決

定・行動選択ができるようにする。

イ 学習環境・支援活動の工夫

○ 「幼児虐待」というテーマを取り上げることで，異性間の性意識の違いや妊娠・出産

・家族計画について，人間尊重や男女平等の精神に基づく人間関係の構築が課題である

と受け止められるようにする。

○ ケーススタディーやグループ学習の中では，ブレインストーミングを用いて自由かつ

多様な意見を引き出すとともに，教師の言葉かけに注意する （ルールの徹底）。

○ 学習内容に対応したワークシートを作成することで，生徒が興味・関心をもって主体

的に学習活動に取り組むことができるようにする。

ウ 評価の工夫

○ 評価規準を，生徒に提示することによって，指導と評価の一体化を図る。

○ ワークシートの中に，自己評価の場を入れることによって，生徒の主体的な学習を図

る。

○ ワークシートの自己評価や観察をもとに，教師が中間評価を行い的確なフィードバッ

ク をすることで，生徒の意欲的な学習活動を引き出す。
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③ 授業の実際

第２学年５組 保健学習指導案

１ 単元名 生涯を通じる健康（生涯の各段階における健康（ｱ）思春期と健康（ｲ）結婚生活と健康）

２ 単元について

近年，携帯電話やインターネットの普及などによる性情報の氾濫，性の早熟化，性の逸脱行動，性感染症及び10代の人工妊

娠中絶などが増加するなど，思春期における性に関する問題は年々深刻化している。また，生命尊重の精神や夫婦間の望まし

い人間関係を築けずに，乳児や幼児を虐待するなど社会問題も起こっている。

このような現状を踏まえ，心身の発達段階に応じた学習を通して，男女平等，人間尊重の精神を基盤とする性の望ましい価

値観を確立し，適切な意志決定・行動選択ができる能力や態度を育てたい。また，思春期から始まる母子保健を通して，生命

尊重を基盤に，子どもを産み育てることの大切さや異性を尊重する態度，自己の役割と責任について自覚を促したい。

３ 生徒の実態（男子１８名 女子２１名 合計３９名）

○結婚生活の中で，夫婦の役割はなんだとイメージしますか？（複数回答可）について

男子が思う夫①仕事１６名 ②仕事と育児２名

男子が思う妻①家事・育児１５名 ②仕事と育児１名

女子が思う夫①仕事１５名 ②仕事と育児０名 ③その他５名

女子が思う妻①家事・育児１７名 ②仕事と育児０名 ③その他３名

○あなたは，結婚に必要なものはなんだと思いますか？について（複数回答あり）

男子：①お金（経済力など）９名 ②愛（愛情）６名 ③信頼（理解）６名

女子：①愛（愛情）１４名 ②信頼（理解）１０名 ③お金（経済力）７名

以上のアンケート結果により，夫婦の役割として，夫は仕事であり，妻は家事と育児という偏った概念があることがうかが

える。また，結婚に必要なものについては，男子と女子の間では，全く異なった意識をもっている。

４ 授業の構想

性に対する価値観が変化し，自分や他人を大切にする気持ちが欠如している状況にある。そうした中で 『幼児虐待』とい，

う問題をテーマにして，まず男女間の性意識や妊娠・出産・育児観の違いを認識させたい。そこから，生命の尊重，お互いが

人格を尊重することを基盤とした望ましい性の価値観，望ましい人間関係構築の必要性を認識させ，適切な意志決定・行動選

択ができる能力や態度を育てたい。

５ 学習のねらいと道筋

（１）学習のねらい

○ 心身の発達段階に応じた学習を通して，思春期の性に関する健康課題に関心を持ち，自己の問題としてとらえ，意欲的

に学習しようとする。 （関心・意欲・態度）

○ 人間尊重と男女平等の精神に基づいた性の望ましい価値観を確立し，生涯の各段階における性に関する健康課題に対し

て，自分がどのような行動選択を行うべきか考えることができる。 （思考・判断）

○ 思春期の心身の発育・発達，人間の性の成熟や健康な家庭生活の成立について，科学的・総合的に理解し，課題解決に

役立つ正確な基礎的知識を身に付けることができる。 （知識・理解）

（２）学習計画

学習のねらい 学習内容時間

１ 性意識や妊娠・出産・育児観などについて男 ○男女間に性意識や妊娠・出産・育児観に違いがあることに気づ

女間の違いを認識し，本来，どうあるべきか課 く。

題を見つける。 ・男女別のｸﾞﾙｰﾋﾟﾝｸﾞによるｸﾞﾙｰﾌﾟ学習

２ 性意識の違いや性機能の成熟，受精・妊娠・ ○心身の発達段階における性に関する健康について理解する。

出産の過程を正しく理解するとともに，母子保 ・思春期の体と心の健康

３ 健活動を通して生命の尊重，異性を尊重する態 ・性意識の男女差と性的欲求

度を育成する。 ・妊娠・出産のメカニズム
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結婚・出産・育児について男女平等の精神の ○グループ学習を通して，性の望ましい価値観と受精・妊娠・出

４ もと，お互いを尊重しながら，自分にできる役 産期における自分にできる役割を理解する。

割を自覚する。 ・男女混合のグループ学習

人工妊娠中絶が女性の心身へ及ぼす影響につ ○家族計画の意義について理解する。

５ いて理解し，家族計画の意義，避妊の方法につ ①人工妊娠中絶

いての知識を身に付ける。 ②家族計画の意義 ③避妊

日常の中で起こりやすい状況について，より ○ケーススタディーを活用したライフスキル学習を行う。

６ よい解決の仕方や適切な意志決定・行動選択が ・ブレインストーミングやグループ学習のなかで，自分にとって

できるようにする。 よりよい対処の仕方は何か考える。

（３）評価規準

ア健康安全への関心・意欲・態度 イ 健康安全への思考・判断 ウ 健康安全への知識・理解

十 ①思春期，結婚生活における健康 ①思春期，結婚生活における健康問題や適切 ①思春期，結婚生活における健

分 問題や適切な意志決定と行動選択 な意志決定と行動選択について，仲間の意見 康問題や適切な意志決定と行動

満 の必要性について，進んで仲間と や資料などをもとに，幅広い視点から整理・ 選択について，具体的に挙げ，

足 協力して資料を集めたり，課題に 分析し課題を見つけている。 説明できる。

で ついて調べようとしている。 ②思春期，結婚生活における健康問題や適切 ②思春期，結婚生活における健

き ②思春期，結婚生活における健康 な意志決定と行動選択について，自分の経験 康問題や適切な意志決定と行動

る 問題や適切な意志決定と行動選択 や仲間との意見交換や学習内容をもとに，幅 選択について学習した内容を整

状 について，進んで仲間と意見を交 広い視点から課題の解決方法を考えたり，選 理し，言ったり，書き出してい

況 換したり，発表したりしようとし 択すべき行動を判断している。 る。

ている。

概 ①思春期，結婚生活における健康 ①思春期，結婚生活における健康問題や適切 ①思春期，結婚生活における健

ね 問題や適切な意志決定と行動選択 な意志決定と行動選択について，資料などを 康問題や適切な意志決定と行動

満 の必要性について，仲間と協力し もとに，課題を見つけている。 選択について，具体的に挙げて

足 て資料を集めたり，課題について ②思春期，結婚生活における健康問題や適切 いる。

で 調べようとしている。 な意志決定と行動選択について，自分の経験 ②思春期，結婚生活における健

き ②思春期，結婚生活における健康 や仲間との意見交換をもとに，課題の解決方 康問題や適切な意志決定と行動

る 問題や適切な意志決定と行動選択 法を考えたり，自分自身の問題として捉え， 選択について学習した内容を，

状 について，仲間と意見を交換した 選択すべき行動を判断している。 言ったり，書き出している。

， 。況 り 発表したりしようとしている

（４）準備資料

①ワークシート ②プロジェクター ③パソコン ④付箋紙 ⑤模造紙 ⑥色マジック

（５）単元学習の展開

準備 評価規準及時 指導上の留意点
学習の内容及び活動

資料 び評価方法間 ◎は努力を要する状況の生徒への手だて

１ 問題（課題）を発見する。 ・机間巡視により，生徒がどのような意見を書いている

記事を読んで，なぜこの悲劇起こった ① か確認しておく。

のか ５つ考えてみよう ② ・考えさせておくことで，ﾌﾞﾚｲﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞをやりやすくす

２ ブレインストーミングにより，各自の ③ る。

意見を短時間で発表する。 ④ ・生徒の意見をまとまりごとに板書する。

↓ ⑤ ※１つに焦点を当て，男子は男子，女子は女子の意見を

男女間で，同性の意見を弁護する。 ⑥ 弁護させ，男女間の意識の違いを明確にする。 ア－①

（例） 育児の疲れ

３ グループワークをする。 イ－①

１ 自分の意見を付箋紙に書く （３つ以上） 原因は？ 夫の協力がない・手伝ってくれない。

↓

同じような意見をまとまりごとに分類 男 女
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し，見出しをつけ，全体を模造紙一枚にま なぜ？ ・仕方がない

とめる。 ↓

どうして？・仕事をして → 母も家事で疲れている

４ 各班でまとめたものを貼りだし，自 疲れているから ↓

分の参考意見にする （フィードバック） ↓ 自分の子どもなんだか。

↓ 父は外,母は内 ← ら少しは面倒見てほしい

グループワークで出た問題・疑問を書く。 ↓

（問題発見） 休日くらい自分のことく

いはやってほしい

↓ ↓

「男は外で仕事をし，女は内で家事育児」という概念

が男女共にあることを認識させる 。

◎男女別ｸﾞﾙｰﾌﾟにより男女間に意識の相違があることを

５ 授業の自己評価を行う。 認識させる。積極的に参加するように促す。

１本時の課題を確かめる。 ・前時に挙げられた問題（課題）をまとめ，以後の授業

思春期における性意識の男女差や性的欲 ① で，問題解決を図る。

求の違いについて理解し，異性を尊重し ② ウ－①

た人間関係を築く。 ・・・問題点①② 思春期の心と体の健康

前時で挙げられた問題点を整理する。 ③ ・精神面：男子→接触欲（肉体関係） ア－①

①精神面（父の協力・疲れ・ｽﾄﾚｽ） ：女子→接近欲（憧れ，ﾛﾏﾝﾁｯｸ）

２ ②子どもを産むのが早すぎた ・形態面→ほぼ大人

③経済面 ・性機能面→まだ未熟である

④子どもが多すぎた 性周期などについて取り扱う

⑤周りの協力がなかった 排卵が不規則，射精とﾏｽﾀｰﾍﾞｰｼｮﾝ

↓

２ 男女の性意識の差について理解する。 「性差と個人差」があることを理解させる。

・異性の心や体の的確な理解と異性を尊重することが大

切であることを理解させる。

・あふれる性情報への対処法

３ 授業の自己評価を行う。 ・相手の立場や感情，考え方や生き方を尊重した上で適

切な意志決定と行動選択が必要であることを理解させ

る。

１ 本時の課題を確かめる。 １ 妊娠のメカニズムについて

受精・妊娠・出産の過程を正し理解する ① ・妊娠のメカニズムについては，正しい知識を理解させ

だけでなく，結婚生活に必要な要素を理 ② る。また，生命誕生が男女の人間関係の出発点である

解する。 ・・・問題点①②③④ ③ ことから，生命尊重についても理解させる。 ア－①

３ ２ 結婚に要なものは何か考える ３つ ２ 『母の健康は子の健康と密接』 ウ－①。（ ）

○たばこ，アルコール，Ｘ線など

３ 妊娠のメカニズムについて理解する。 ○妊娠中毒症 ○無理な姿勢

○マタニティーブルー

４ 妊娠中，出産期に気をつけることはな 『母子保健対策』

にか理解する。 ○定期検診，父母親学級など

『周りの人びとの支援』

５ 結婚するにあたって必要なものは何か ○家族や祖父母，妊婦間，先輩ママ→不安の解消

理解する 問題解決 ３ 経済的・社会的自立，精神面での発達，そして，。 （ ）

性機能の成熟が必要である。結婚は「愛」だけでは成

立しない。どれが欠けても良好な結婚生活ができない

ことに気づかせる。

６ 授業の自己評価を行う。 ・互いが尊重し，助け合う人間関係と驚異的な確率の中

で生まれた貴重な命であることを強調する。

， ，１ 問題（課題）を解決する ※男女混合のｸﾞﾙｰﾋﾟﾝｸﾞを行い 意見をまとめていく中で

どのようにしたらこのような悲劇は起こ ① お互いが尊重しあい，協力しながら結婚生活や母子保健 ア－①

らなかったか？ ② を考えていくべきであることに気づかせる。

４ ２ グループワークをする。 ③ ※できるだけ具体的に書くようにする （以下 例）。

以下，授業の展開については，１時限 ・ｽﾄﾚｽ発散のために，定期的に夫に子どもを預け，買い ア－②

目の２・３・４と同じである 。 ④ 物に行く。

⑤ ・夫が洗濯や皿洗いを分担して，妻の負担を減らす。 イ－②

⑥ ・夫が子どもの散歩やねかしつけなどをする。
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◎自分だけの考えに偏らず，異性の立場に立って考える

ように促す。

◎自己評価表をもとに，どういった点が評価の規準にな

３ 授業の自己評価を行う。 るかを考えさせる。

１ 本時の課題を確かめる。 １ 望む妊娠→出産・育児

人工妊娠中絶が女性の心身へ及ぼす影響 望まない妊娠→人工妊娠中絶

について理解し，家族計画の意義，避妊 ① →出産し虐待するｹｰｽ

法について正しく理解する。 ② ２ 身体面と精神面の両面から理解させる。

・・・問題点②④ ③ ３ 避妊の必要性（家族計画の意義） ア－①

５ ２ 望む妊娠望まない妊娠について考え ・人工妊娠中絶のリスク

る。 ・生命尊重の考えから 『生まれてくる子はすべて望ま ウ－①，

３ 人工妊娠中絶の女性への影響につい れて生まれてくる子でありたい』を理解させる。

て理解する。

４ 家族計画の意義について考える。 ４ どの方法も100％避妊できるものではないということ

なぜ，家族計画が必要なのか？ を理解させる。とくに，基礎体温法については，若い

５ 避妊法のメリット，デメリットについ ほど性周期が不順であり，有効ではないことを理解さ

て理解する （コンドーム，ピル，基礎 せる。。

体温法，ＩＵＤなど）

６ 授業の自己評価を行う。

１ ケーススタディを行う。 ① ・ケースについては，性差や個人差を考慮し，親しい友 ア－②

「こんな時，君はどうする？～親しい ④ 人からの相談とする。 イ－②

友人からの告白～」どのような声をか ⑤ ・真剣に相談を受ける気持ちにさせる。 ウ－②

６ けるか？ ⑥ ・いろいろな意見を参考に，本当に自分にあった声のか

２ グループワークをする。 け方を再検討させる。

以下，授業の展開については，１時限目 ↓

の２・３・４と同じである 現実的な問題への対処能力を形成させる。

３ 授業の自己評価を行う。 （意思決定・行動選択する能力の育成）

④ 授業の結果と考察について（各ワークシートの自己評価及び授業後アンケートより）

本研究において，授業前の生徒の結婚・妊娠・出産への認識は 「男は外で働き，女は，

家で家事・育児」というものであった。しかし，１時間目の男女別のグループ学習を通し

て 「異性を尊重する必要がある」に変化した。また，基礎的知識を習得し，４時間目の，

男女混合のグループ学習においては 「男女平等のなかで互いを尊重しながら，妻が気を，

つけることは何か，夫ができることは何か」を考えるようになった。また，人工妊娠中絶

や避妊の方法などの基礎的知識の習得により，安易な行動にはしるのではなく，生命尊重

の精神のもと，性に関する意志決定・行動選択を行わなければいけないと考えるようにな

った。

各項目における結果と考察は，以下の通りである。

ア 学習方法の工夫について

本研究では，男女別と男女混合のグルーピングを効果的に導入することにより，課題

発見と課題解決を図った。課題発見の場面において，課題が発見できたかについては，

「積極的にできた・良くできた」が35人 「できなかった」が4人であった。また，男女，

別のグルーピングについて，大半の生徒が「役に立った（33人 」と感じている（役に）

立たなかったは2人 「役に立った」理由として 「お互いの意見がわかった・男子（女）。 ，

子）がどう考えているかわかった」などをあげている。このことから，生徒は子育て観

を含めた異性の性意識の違いを実感することができ，課題発見につながったと考えられ

る。また，グループ学習の中で 「意見をまとめるのに積極的に参加できた・よくでき，

た」生徒が38人という結果から，生徒は，意欲的に授業に取り組むことにもつながった



- 143 -

と考えられる。また，授業展開の中で，男子と女子の意見をそれぞれの立場から弁護さ

せたことが，意識の違いを明確にする上で重要な要因であったと感じた。こうした，男女間

の認識の相違を理解したことで，その後の授業の中で 「異性を理解し，尊重する」態度が，

重要であることに生徒が気づくきっかけになった。

また，課題解決の場面では，男女混合のグルーピングによるグループ学習を行った。男女

混合のグルーピングについては，単元の性質上，困難であると予想された。しかし，男女混

合のグルーピングが良かったが31人，良くなかったが4名であった。良かった理由としては

「女子の意見を聞けた・男子の意見を聞くことができた・男女で違う意見がでて幅がひろが

った」だけにとどまらず 「お互いの意見を言い合い，よりよく解決できるし，新しい発見，

」 。 ， ，がたくさんある などがあげられた これらの結果から 男女混合のグループにしたことで

どうしたらよいかなどについて，具体的な意見をあげ，男女それぞれがしなければいけない

こと，できることについて，協力して話し合うことができ，問題解決につながったと考えら

れる。

以上のことから，今回の研究において，問題発見では男女別，問題解決では男女混合のグ

ルーピングを行ったことは，異性間の性意識の違いを理解し，男女平等・人間尊重をベース

とした結婚・妊娠・出産・家族計画のあり方を考えるうえで，有効であったと考えられる。

ケーススタディーについては，自分の意見を考えるだけでなく，グループ学習や他グルー

プの意見をフィードバックすることにより，行動の選択肢が多くなり，そうした場面に遭遇

した場合の意志決定・行動選択について参考になるものであったと考えられる。

イ 学習環境・支援活動の工夫について

『幼児虐待』というテーマを取り挙げたことについては，授業前のアンケートでは「家庭

の問題，イライラしていたから，弱い子どもがストレス発散の対象になったから」など，母

親と子どもの問題として捉える生徒が多かった。しかし，こうした行動（幼児虐待）をとら

ざるを得なかった原因は何か，妊娠・出産そして育児はどうあるべきか，そして，夫と妻は

， ，どのような関係にあれば この悲劇は防げたのだろうかという視点で授業を展開したところ

「授業前は，虐待はその人自身の心の弱さの問題だと思っていたけれど，実際はその人をと

りまく環境やその人の周りの人びとにも何らかの原因や責任があるのだということを知りま

した 」等の感想が多数出された。このことからも 『幼児虐待』をテーマにしたことで，。 ，

生命尊重と男女平等の精神に基づく結婚・育児観の構築ができたと考えられる。

また，視覚的教材やワークシートなど授業に沿った自作教材を用いたことは 「図や絵が，

入っていてわかりやすかった，無駄にノートをとることなく重要なことだけまとめることが

できた，書く所が少なく授業に集中できた」等の感想から，生徒が興味・関心をもって主体

的に学習活動に取り組むうえで有効であったと考えられる。さらに 「自分から学習に取り，

組むことにより，知識の獲得にも役立った（34人 」と答えている。その他には，文字が小）

さく見づらいなどの改善点もあげられた。

ウ 評価の工夫について

本研究においては，各ワークシートの最後に自己評価（評価規準に基づいた簡単なもの）

を入れた。自己評価表については「授業が理解できているかが確認できた，理解したところ

としてないところが一目で分かるのでよい」や「その日の目的が書いてあったからわかりや

すかった，１時間ごとに自分を振り返れた，その日の復習にもなった」など，学習に役立っ



- 144 -

たという感想が大半であった（28人 。）

これらの結果から，自己評価表は，自己の理解度を測るだけでなく，この授業では何を学ぶ

のかという明確な目標を持ちながら学習に臨むことができるという効果があったと考えられ

る。

しかし 「あまり意味がない，特に深く考えてはいなかった（7人 」という生徒もおり，自， ）

己評価表や自己評価することの必要性を十分理解させることができなかったことが課題であ

る。

中間評価については 「それ以後の授業の取り組みの参考になった（33人 」と答えている。， ）

具体的には 「今までの反省点とこれからの改善点が分かった，中間評価で指摘されたところ，

を意識しながらできた，取り組み方の確認になった」などの感想があげられていた。以上のこ

とから，中間評価をすることで，生徒自身が今までの授業で自分に何が足りなかったか，どこ

を改善すればよいのかが理解できたと考えられる。

また，授業の中のつまずきにも気づき，自分に何が足りないのかを知ることで，その後の授

業の取り組みに関しても，意欲的にできたと考えられる。さらに 「先生がどう見ているのか，

が分かってよいと思った，どうすればもっと評価があがるのかわかった」など，評価に関する

生徒の疑問を解消するのにも役立った。



- 145 -

６ 研究のまとめ

「 」体育・保健体育科では 生きて働く学力をはぐくむ体育・保健体育科の学習指導の在り方

という研究主題のもとに，２か年の研究を行った。その結果，研究主題に迫るためには，以

下の手だてが有効であることが分かった。

体育学習において

(1) 課題の設定，学習内容の明確化について

本研究では，集団スポーツであるボール運動「サッカー」やゲーム「バスケットボール

型ゲーム」の２教材を取り上げ，学習すべき内容を，めざす「学びの姿」として明確に児

童に示してきた。

これによって児童は，自己やチームにおける課題を適切に設定したり，自己評価やチー

ム内での相互評価を生かし，課題の修正を図ったりすることができた。また，課題に沿っ

た主体的な学習を展開する中で，パスやドリブルといった個人技能や戦術を生かした集団

技能を身に付けたり向上させたりすることができた。

以上のことから，学習に内容を，めざす「学びの姿」として明確に示し，適切な課題を

持たせたことは，児童の主体的な学びを展開させる上で有効であった。

(2) 学習過程，学習方法の工夫

ボール運動「サッカー ，ゲーム「バスケットボール型ゲーム」の授業において，児童」

に対する態度の変容を見ると 「学び方 「技能 「協力」の点でt検定の結果において， 」， 」，

得点の向上が見られた。少人数によるミニゲーム，ドリルゲームやタスクゲームといった

学習方法を効果的に配置した学習過程の工夫により，児童が自ら技能の向上を実感し，主

体的に運動していく態度を育てたと言える。また，ポイント制を取り入れた表彰制度の導

入は，児童が，自分自身でめあてを持ち，練習方法や作戦を工夫していく上で有効であっ

。 ， ， ，た ただ チームプレーによる授業は 攻撃や守備などの作戦が思い通りにいかない時や

ワンマンプレーによるボールの独占が起こったりする場合に「楽しさの体験」などの項目

において評価が下がる傾向がある。児童の技能の習熟状況や関心・意欲などを考慮しなが

ら授業を進めていかねばならない。

(3) 学習環境・支援活動の工夫

ア ルールの工夫

児童が多く得点できるようにゴールの型やゲームのミニ化を図ったり，コートの大き

さや得点などのルールを児童の状況に応じて工夫し設定したことは，誰もが楽しくゲー

ムに取り組めるような場づくりに役立ち，児童の学習への意欲を高めるのに成果があっ

た。

イ 教師の言葉かけの工夫

児童の技能の向上のためには，オリエンテーションで単元のめあてを認識させておく

ことが必要であるが，場に応じた教師の適切な言葉かけも重要となる。ただ，サッカー

やバスケットなどの種目においては，児童の活動が継続されており，教師は言葉かけの

タイミングを図ることが難しい。

ウ 学習ノート・メッセージカードの工夫

自己の活動の記録や努力ポイントの設定を学習ノートに書くことで，児童は自己評価

をし，自己の課題解決に向けて具体の姿を認識できた。また，メッセージカードでは，
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グループ内でのお互いの「よさ」を振り返る手だてとなった。こうした工夫は自己評価

・相互評価をさせる上で成果があった。

エ 表彰制度の導入

ポイント制を用いた表彰制度は，児童が学びの姿をめあてとして主体的に学習に取り

組むことができるよう，児童の意欲を引き出す意味で非常に有効であった。

(4) 評価の工夫

単元の始めに教師が育てたい学びの姿を事前に提示することで，児童は明確な課題を設

定することができた。そしてその課題達成のため，練習や作戦の工夫をする「学び方」の

変容が見られた。また，チーム内での相互評価の実践は，チームワークの育成や個々の取

り組みをフィードバックさせる意味で技能や意欲の向上にも効果的であった。

保健学習において

(1) 課題の設定，学習内容の明確化について

身近な問題としての喫煙・飲酒・薬物乱用や生活習慣病，思春期の性に関する健康課題

等は，生命の尊重や望ましい人間関係の構築の必要性を認識させ，児童生徒が健康に関わ

， ，る問題を自分の問題として受け止め 適切な意志決定・行動選択ができるようにする上で

教材として非常に効果的であった。

(2) 学習方法の工夫

ブレインストーミング，ケーススタディ，ディベート的学習や実習を通して，生徒が主

体的に学習し，これまでの自分の考えや行動を見つめ直し，行動選択の基礎となる正しい

基礎知識を身につけさせる意味で効果的であった。話し合う，発表するという活動は，生

徒が思考・判断を繰り返しながら学習を進めていく課題解決的な学習には有効である。

また，視聴覚器機の活用は生徒の興味・関心を高め，効率よく授業を展開する点で有効

であるが，資料提示や構成の面での工夫を心がけていかねばならない。

(3) 学習環境・支援活動の工夫

生徒の興味や関心を高めるために，どの学習段階で「統計資料 「新聞記事 「ビデオ」 」

教材 「プレゼンテーション」等を提供していくかが重要となる。提示の工夫や，内容の」

検討を図ることで，生徒は的確な思考・判断に基づいて意志決定する力を養成することが

できたと考える。

(4) 評価の工夫

評価規準を見直し，具体目標として生徒に提示しながら指導と評価の一体化を図ること

が必要である。本研究では学習内容に対しての生徒の実態を理解し，ワークシートによる

自己評価を実践した。それは，自己の理解度を図るだけでなく，明確な目標をもって授業

に臨むことができるという点でも有効であった。また，学習過程の工夫により，生徒が主

体的に学習することで，課題を認識することができ，学習への理解も図られた。こうした

ことからも指導と評価の一体化に迫ることができたと考えられる。

健康で豊かな生活を送るためには，たくましい心身を身につけ，自己の課題の解決に取り

組んでいくことが求められる。本研究の体育・保健学習が，課題解決のための実践力を培う

ものとして一つの有効的な手だてであると考えられる。今後更なる実践研究を推進していき

たい。
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外 国 語（英 語）

研究主題 積極的に外国語（英語）にかかわろうとする力をはぐくむ学習指導に関する一考

察

～必然性や動機付けを考慮したコミュニケーション活動を取り入れた授業づくり

を通して～

研究の概要及び索引語

外国語（英語）科の学習においては，今日の経済，社会の様々な面でのグローバル化や

ＩＴ革命の進展を踏まえ，子どもたちが21世紀を生き抜くために，国際的共通語としての

英語のコミュニケーション能力を身につけることが求められている。本研究においては，

英語の授業で行われているコミュニケーション活動の実際及び生徒の英語の授業以外での

英語とのかかわりに関する実態調査を実施し，その結果を踏まえて授業研究を行い，積極

的に外国語（英語）にかかわろうとする力をはぐくむ学習指導について考察した。

索引語： 外国語科，英語，コミュニケーション活動，必然性，動機付け
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研究主題 積極的に外国語（英語）にかかわろうとする力をはぐくむ学習指導に

関する一考察

～必然性や動機付けを考慮したコミュニケーション活動を取り入れた授業づくり

を通して～

１ 外国語（英語）科の研究のねらい

英語の授業で行われているコミュニケーション活動の実際及び英語の授業以外での生徒と

英語とのかかわりに関する実態調査を実施し，その結果を踏まえて授業研究を行い，積極的

に外国語（英語）にかかわろうとする力をはぐくむ学習指導の在り方について考察する。

２ 研究主題に関する基本的な考え方

(1) 外国語（英語）科における生きて働く学力について

外国語（英語）科では，生きて働く学力を，外国語（英語）の学習を通して生徒に身に

付けさせたい，基礎的・実践的コミュニケーション能力ととらえた。またこの能力を育成

するためには，積極的に外国語（英語）にかかわろうとする力をはぐくむことが大切であ

ると考える。

(2) 積極的に外国語（英語）にかかわろうとする力をはぐくむことについて

平成14年度から実施されている中学校，高等学校外国語科の学習指導要領は，外国語に

よる日常的な会話や簡単な情報の交換などの基礎的・実践的コミュニケーション能力の育

成に重点をおいて，内容の改善が図られている。この能力を，学んだ英語が教室以外の実

社会では，日常的な会話や簡単な情報の交換などの場で，実際にはほとんど使われていな

い日本のような EFL(English as a Foreign Language)の環境で育成するためには，生徒

が教室内外で接する英語に，積極的にかかわろうとする力をはぐくむ必要があると考える。

中学校学習指導要領（平成10年12月）解説－外国語編－第２節英語 ２内容(1)言語活動

「書くことの言語活動」の「 イ）聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり，（

感想や意見などを書いたりすること」には 「この指導事項では，このように生徒が聞い，

たり読んだりした内容に主体的にかかわりをもち，それを踏まえて自分の感想や意見など

を書くことを求めている 」とある。高等学校学習指導要領解説外国語編英語編（平成11。

年12月）第１節オーラル・コミュニケーションⅠ ２内容(1)言語活動「ア 英語を聞いて

その内容を理解するとともに，場面や目的に応じて適切に反応する 」には 「ここでの。 ，

『英語』は，教室内での教師の発話や生徒同士がやりとりする英語に加えて，教室外で耳

にする英語のアナウンスによる案内や指示，外国から来た人に話しかけられる英語なども

含まれる 」とある。この他にも 「かかわり 「教室内外」に関する記述は両学習指導要。 ， 」

領解説に多くみられる。これらのことから，生徒が，教室内外で積極的に外国語（英語）

にかかわろうとする力は，基礎的・実践的コミュニケーション能力の育成にとって大切な

力であり，中学校，高等学校においては，この力の育成を図るための授業づくりの工夫改

善が求められていると考えられる。

なお，本研究においては，研究主題の「積極的に」とは 「間違いをおそれない，進ん，

で，思い切って」等の様子や態度を 「外国語（英語）にかかわろうとする力」とは，，

「コミュニケーションに興味・関心をもち，コミュニケーションを図ろうとすることにか
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かわる資質や能力」を表す。この資質や能力をはぐくむには，生徒なりの「英語を用いて

自分の考えなどを話すことができること 「英語を読んで書き手の意向が理解できるこ」

と」等が重要になってくると考える。

(3) 必然性や動機付けを考慮したコミュニケーション活動について

吉田研作 氏は, 教室を出た実社会でも英語が使われているような ESL(English as注１）

a Second Language) の環境で第二言語として英語を学ぶ場合，及び公用語として英語が

その国の教育，経済，政治等で実際に使われている EOL(English as an Official

Language)の環境で英語を学ぶ場合と比べ，EFLの環境で英語を学ぶ場合では, 「外国語に

接する機会そのものが，普段はほぼ皆無に等しいこと, 学習者の動機付けが非常に難かし

いということ」が大きく違っている点であるとし 「EFL の環境にあっては英語に接する，

量が少ない分, それを『教授法』等のよりフォーマルな観点から補っていかなければなら

ない 」という考えを示している。そして，日本という EFL環境を十分理解した上で，コ。

ミュニケーション能力をつけるために 「授業をできるだけ全て英語で行う 「ALT等，， 。」

外国人講師とのteam teachingを取り入れる 「英語で行われる英語以外の内容の授業を。」

取り入れる 「IT等をコミュニケーション活動，あるいはその準備活動として活用す。」

る 「グループやペアで英語を使ったタスク活動を取り入れる（ゲーム，問題解決課題。」

等 「コミュニケーションという観点から問題がない限り，日本人生徒の英語（ノンネ）。」

イティブの英語）を認める 」等，英語を単に「学ぶ」対象とするのではなく，英語を。

「生きる」道具として活用するような英語教授法の質的条件を高める様々な工夫を取り上

げている。本研究においては，そこに上げられた 「単に英語『を』学ぶことから, 英語，

『で』コミュニケーションする中で, コミュニケーション上の必要性という観点から英語

を学べるような授業をする 」ことに特に焦点をあてたい。 EFLの環境では，教室におけ。

るコミュニケーション活動において，英語を用いて意志の疎通をし合う「必然的状況」を

設定することが特に難しいと考えるからである。

本研究においては，吉田研作氏の EFL環境における英語教授法の質的条件を高める工夫

に関する考え方に基づき，生徒が「なぜ英語でコミュニケーション活動を行うのか 」を。

認識でき 「英語で自分の考えや気持ちなどを表現しよう 「英語で相手の考えや気持ち， 。」

などを理解しよう 」等，十分にその必然性を感じ，動機付けが高められるようなコミュ。

ニケーション活動を取り入れた授業づくりを通して研究主題に迫りたい。必然性や動機付

けを考慮したコミュニケーション活動で得られた成就感や学ぶ楽しさが，教室内で学ぶ英

語に積極的にかかわろうとする力をはぐくみ，その力が教室外で触れる英語にも徐々にか

かわろうとする力を生むことにつながると考える。さらに，この教室外でも英語にかかわ

ろうとする力がはぐくまれることによって，教室内でのコミュニケーション活動にもその

力が生かされるという循環的なものと考える。

注１)吉田 研作(上智大学教授)，柳瀬 和明「日本語を活かした英語授業のすすめ」大修館書店

３ 外国語（英語）科における積極的に外国語（英語）にかかわろうとする力をはぐくむ学習

指導に関する実態調査

英語科における，積極的に外国語（英語）にかかわろうとする力をはぐくむ学習指導に関

する実態を本県の中学校及び高等学校の生徒と英語科担当教師を対象に，質問紙により調査
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した（以下，英語で外国語を表す 。）

(1) 調査の対象

‥ア 生徒 抽出した中学校数は６校で，第２学年２学級ずつ，383人を対象として調査し

た。また，抽出した高等学校数は４校で，第２学年の生徒３学級ずつ，424人

を対象として調査した。回答者数は中学校383人，高等学校424人である。

‥イ 教師 無作為に抽出した県内の公立中学校100校，高等学校50校から，中学校につい

ては英語科担当者各校１人，100人を対象として，高等学校については英語科

担当者各校２人，100人を対象とした。回答者数は中学校100人，高等学校100

人である。

(2) 実施時期 平成16年９月６日（月）から平成16年９月10日（金）まで

(3) 調査結果及び分析

・調査項目数は，生徒と教師に対してそれぞれ７項目とした。

・生徒，教師共に質問を枠内に示した。質問の観点や内容は同一のものを考えた。

・表中の数値は各問ごとの回答者数に対する回答数の割合（％）である。

ア コミュニケーション活動に対する興味・関心と活動場面の設定について

英語を用いて互

いに考えや気持ち

などを伝え合うコ

ミュニケーション

活動に対して，中

学校の生徒は20.4

％，高等学校の生

徒は20.9％と，ほ

ぼ同じ割合で興味

・関心があると回

答している。しかし 「ア ある 「イ どちらかといえばある」を選んだ割合を合わ， 」

せても，中学校の生徒が62.4％，高等学校の生徒は53.0％であり，この割合からでは，

中学校の生徒も高等学校の生徒も，全体的には英語を用いて互いに考えや気持ちなどを

伝え合うコミュニケーション活動に興味・関心があるとはいい切れない。

教師側は，項目アと項目イを選んだ割合を合わせると，中学校が100.0％， 高等学校

も97.0％となり，英語の授業において，生徒が互いに考えや気持ちなどを伝え合うコミ

ュニケーション活動を行う場面を設定することは大切であると思っていることが分かる。

また，項目アと回答した割合のみの比較では，中学校の教師が91.0％，高等学校の教

師が57.0％であり，中学校の教師の方がその必要性を強く感じていることがうかがえる。

表１ コミュニケーション活動に対する興味・関心と活動場面の設定につ

いて

【生徒】 (%)

中学校 高等学校

ア ある 20.4 20.9

イ どちらかといえばある 42.0 32.1

ウ どちらかといえばない 26.4 29.8

エ ない 11.2 17.2

【教師】 (%)

中学校 高等学校

ア 思う 91.0 57.0

イ どちらかといえば思う 9.0 40.0

ウ どちらかといえば思わない 0.0 2.0

エ 思わない 0.0 1.0

区 分

区 分回 答

回 答

生徒：英語の授業における，英語を用いて互いに考えや気持ちなどを伝え合うコ

ミュニケーション活動に興味や関心がありますか。

教師：英語の授業において，生徒が互いに考えや気持ちなどを伝え合うコミュニ

ケーション活動を行う場面を設定することは大切だと思いますか。
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イ コミュニケーション活動に対する意欲的な取り組みと活動場面の設定について

「ア 取り組むこと

が多い」と回答した割

合は，中学校の生徒が

19.3％，高等学校の生

徒は 9.2％であり，中

学校，高等学校の比較

では，中学校の生徒の

方が，英語の授業にお

けるコミュニケーショ

ン活動の場面で意欲的

に取り組んでいること

が分かる。ただし，調

査項目に対する肯定的な回答を示す項目アと「イ どちらかといえば取り組むことが多い」

を合わせた割合を，表１に示した質問項目アと比較してみると，中学校の生徒は，62.4％か

ら56.2％に，高等学校の生徒は，53.0％から30.4％に減少している。このことから，英語を

用いて互いに考えや気持ちなどを伝え合うコミュニケーション活動に対する生徒の興味・関

心が，必ずしも意欲的な取り組みとなってはいない様子がうかがえる。

教師側は，項目アと項目イを選んだ割合は中学校が合わせて83.0％，高等学校が22.0％で

あり，中学校，高等学校の比較では，中学校の方が，英語を用いて互いに考えや気持ちなど

を伝え合うコミュニケーション活動を行う場面を多く設定して指導していることが分かる。

ただし，項目ア及び項目イを合わせた割合は，表１に示した質問項目アにおいては中学校が

100.0％， 高等学校が97.0％であることを踏まえると，教師は，英語の授業において，英語

を用いて互いに考えや気持ちなどを伝え合うコミュニケーション活動を行う場面を設定する

ことは大切であると感じつつも，特に高等学校においては，実際にその場面を多く設定して

指導できてはいない様子がうかがえる。

ウ コミュニケーション活動の成就感や学ぶ楽しさについて

表２ コミュニケーション活動に対する意欲的な態度と活動場面の設定

について

【生徒】 (%)

中学校 高等学校

ア 取り組むことが多い 19.3 9.2

イ どちらかといえば取り組むことが多い 36.9 21.2

ウ どちらかといえば取り組むことが少ない 33.9 46.2

エ 取り組むことが少ない 9.9 23.4

【教師】 (%)

中学校 高等学校

ア 指導することが多い 30.0 3.0

イ どちらかといえば指導することが多い 53.0 19.0

ウ どちらかといえば指導することが少ない 16.0 57.0

エ 指導することが少ない 1.0 21.0

区 分

区 分

回 答

回 答

生徒：英語の授業において，英語を用いて互いに考えや気持ちなどを伝え合うコミュニ

ケーション活動の場面で意欲的に取り組んでいますか。

教師：英語の授業において，生徒が互いに考えや気持ちなどを伝え合うコミュニケーシ

ョン活動を行う場面を多く設定して指導していますか。

生徒：英語の授業における，英語を用いて互いに考えや気持ちなどを伝え合うコミュニ

ケーション活動において，自分を表現し，相手を理解することができた成就感や

学ぶ楽しさを感じていますか。

教師：英語の授業における，英語を用いて互いに考えや気持ちなどを伝え合うコミュニ

ケーション活動において，生徒が自分を表現し，相手を理解することができた成

就感や学ぶ楽しさを感じることができるように指導していますか。
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「ア 感じることが多

い 「イ どちらかとい」

えば感じることが多い」

と回答した割合を合わせ

ると，中学校の生徒は，

50.6％，高等学校の生徒

は34.0％である。コミュ

ニケーション活動に対し

て成就感や学ぶ楽しさを

感じているかどうかにお

いても，中学校の生徒の方が，高い割合を示している。

中学校の教師が項目アを選んだ割合は19.0％， 高等学校の教師は3.0％，同じく項目イに

関しては63.0％に対して21.0％であり，中学校の方が，生徒が成就感や学ぶ楽しさを感じる

ことができるように指導している様子はうかがえるが，生徒と教師の間には意識の差がみら

れる。中学校においては，生徒が「ウ どちらかといえば感じることが少ない 「エ 感じ」

ることが少ない」を選んだ割合は合わせて49.4％と約半分を占めるのに対し，教師が項目ウ

と項目エを選んだ割合を合わせても18.0％に過ぎない。反対に高等学校では，項目ア及び項

目イを選んだ生徒と教師の割合を比較すると，教師が思っている以上に，コミュニケーショ

ン活動に対して，生徒が成就感や学ぶ楽しさを感じている様子がうかがえる。

エ 必然性や動機付けを考慮したコミュニケーション活動への取り組みと活動場面の設定につ

いて

「ア 取り組むことが

多い 「イ どちらかと」

いえば取り組むことが多

い」と回答した割合を合

わせると，中学校の生徒

は49.9％，高等学校の生

徒は24.3％である。これ

までの三つの質問項目に

続き，教室で行うコミュ

ニケーション活動に対し

て必然性を感じ，動機付

表３ コミュニケーション活動の成就感や学ぶ楽しさについて

【生徒】 (%)

中学校 高等学校

ア 感じることが多い 15.1 9.0

イ どちらかといえば感じることが多い 35.5 25.0

ウ どちらかといえば感じることが少ない 35.6 39.3

エ 感じることが少ない 13.8 26.7

【教師】 (%)

中学校 高等学校

ア 指導することが多い 19.0 3.0

イ どちらかといえば指導することが多い 63.0 21.0

ウ どちらかといえば指導することが少ない 17.0 51.0

エ 指導することが少ない 1.0 25.0

区 分

区 分

回 答

回 答

生徒：英語の授業において，英語で自然に自分の考えや気持ちを表現してみたい，相手の

考えや気持ちを理解してみたいと思えるようなコミュニケーション活動に取り組ん

でいますか。

教師：英語の授業において，生徒が自然に英語で自分の考えや気持ちなどを表現してみた

い，相手の考えや気持ちなどを理解してみたいと思えるような必然性や動機付けを

考慮したコミュニケーション活動の場面を設定していますか。

表４ 必然性や動機付けを考慮したコミュニケーション活動への取り組

みと活動場面の設定について

【生徒】 (%)

中学校 高等学校

ア 取り組むことが多い 15.7 7.1

イ どちらかといえば取り組むことが多い 34.2 17.2

ウ どちらかといえば取り組むことが少ない 37.3 46.3

エ 取り組むことが少ない 12.8 29.4

【教師】 (%)

中学校 高等学校

ア 設定することが多い 12.0 2.0

イ どちらかといえば設定することが多い 63.0 12.0

ウ どちらかといえば設定することが少ない 24.0 62.0

エ 設定することが少ない 1.0 24.0

区 分

区 分

回 答

回 答
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けを高められながら取り組んでいるかどうかにおいても，中学校の生徒の方が高等学校の生

徒に比べ，高い割合を示している。ただし，ここまでの表１から表３に示す，調査項目に対

する肯定的な回答である項目アと項目イを合わせた割合が，本質問項目においては，中学校

の生徒も50％を割っている。

中学校の教師が項目アを選んだ割合は12.0％， 高等学校の教師は2.0％，同じく項目イに

関しては63.0％に対して12.0％であり，高等学校に比べ，中学校の方が英語の授業における

コミュニケーション活動において，必然性や動機付けを考慮して指導している様子がうかが

える。また，本質問項目においても，生徒と教師の間には意識の差がみられ，中学校の生徒

が「ウ どちらかといえば取り組むことが少ない 「エ 取り組むことが少ない」を選んだ」

割合は合わせて50.1％と約半分を占めるのに対し，教師が項目ウと項目エを選んだ割合は合

わせて25.0％である。反対に高等学校においては，項目ア及び項目イを選んだ生徒と教師の

割合を比較すると，教師が思っている以上に，生徒はコミュニケーション活動に対して必然

性を感じ，動機付けが高められている様子がうかがえる。

オ 必然性を感じ動機付けが高められるコミュニケーション活動の内容について

表５ 必然性を感じ動機付けが高められるコミュニケーション活動の内容について

【生徒】 (%)

中学校 高等学校

ア 外国語指導助手（ALT）と触れあう機会がある活動 27.6 31.6

イ 自分の知っていることや，経験したことが取り入れられた活動 13.0 8.8

ウ ペアワークやグループワークが多く，英語に触れる機会がたくさんある 18.7 16.4
活動

エ 視聴覚教材（映画やコンピュータなど）が使われて，現実感や臨場感の 20.8 26.6
ある活動

オ 間違ってもよいから，積極性が評価される活動 13.2 8.4

カ 習熟の程度に応じて内容を自分で選んで取り組める活動 5.0 6.8

キ その他 1.7 1.4

【教師】 (%)

中学校 高等学校

ア 外国語指導助手（ALT）と触れあう機会がある活動 40.0 48.0

イ 自分の知っていることや，経験したことが取り入れられた活動 18.0 12.0

ウ ペアワークやグループワークが多く，英語に触れる機会がたくさんある 23.0 11.0
活動

エ 視聴覚教材（映画やコンピュータなど）が使われて，現実感や臨場感の 1.0 7.0
ある活動

オ 間違ってもよいから，積極性が評価される活動 10.0 15.0

カ 習熟の程度に応じて内容を自分で選んで取り組める活動 7.0 7.0

キ その他 1.0 0.0

区 分

区 分

内 容

内 容

生徒：英語の授業において，英語で自然に自分の考えや気持ちを表現してみたい，相手

の考えや気持ちを理解してみたいと思えるようなコミュニケーション活動はどれ

ですか。

教師：英語の授業において，生徒が自然に英語で自分の考えや気持ちを表現してみたい，

相手の考えや気持ち理解してみたいと思えるような必然性を感じ動機付けが高め

られるコミュニケーション活動はどれだと思いますか。
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中学校，高等学校共に， 生徒は 「ア 外国語指導助手(ALT)と触れあう機会がある活，

動」を選んだ割合が最も高く，中学校が27.6％，高等学校が31.6％となっている。学習の内

容に応じてALTを有効に活用することは， 英語で行うコミュニケーション活動において，生

徒に必然性を感じさせ，動機付けを与えるために最も効果があると考えられる。次に 「エ，

視聴覚教材(映画やコンピュータなど)が使われて，現実感や臨場感のある活動」が，中学

校20.8％，高等学校26.6％となっている。コミュニケーション活動において，映画やコンピ

ュータなどを有効に活用し，現実感や臨場感を高めることは，教科書で学ぶ英語と生徒が身

の回りで実際に触れる英語との間に接点を見出す上で効果があると考えられる。続いて，

「ウ ペアワークやグループワークが多く，英語に触れる機会がたくさんある活動」が中学

校18.7％，高等学校16.4％となっており，コミュニケーション活動を行う場合には，何を行

うかだけでなく，どのような形態で行うのかも考慮することが大切であると思われる。また，

他の項目に関してもあまり偏ることなく回答していることから，生徒にとって，必然性を感

じ，動機付けが高められるコミュニケーション活動は多様であることがうかがえる。

教師側も，中学校，高等学校共に，項目アを選んだ割合が最も高く，中学校40.0％，高等

学校48.0％となっている。この割合は，生徒がこの項目を選んだ割合に比べると高い。次に，

中学校の教師は項目ウの23.0％，項目イの18.0％，高等学校の教師は「オ 間違ってもよい

から，積極性が評価される活動」の15.0％，項目イの12.0％が続いている。項目エを選択し

た割合が，生徒のそれに比べて大きな開きがあることが特徴的であり，必然性や動機付けを

考慮したコミュニケーション活動を展開する上で，配慮する必要があると考えられる。

カ 英語が使える意義・必要性について

「ア ある」と回答

した割合は，中学校の

生徒が33.4％，高等学

校の生徒が42.0％であ

り，高等学校の生徒の

方が高い。また，項目

アと「イ どちらかと

いえばある」を合わせ

ると，中学校の生徒は

71.0％，高等学校の生

徒は76.7％となり，共

に，英語が使えること

の意義，必要性や，そのことによって広がる世界や可能性にほぼ興味や関心を示している。

教師側に目を向けると，項目アを選んだ割合が，中学校が28.0％，高等学校が10.0％であ

り，生徒が項目アを選んだ割合に比べると共に低くなっている。ただし，項目アと項目イを

表６ 英語が使える意義・必要性について

【生徒】 (%)

中学校 高等学校

ア ある 33.4 42.0

イ どちらかといえばある 37.6 34.7

ウ どちらかといえばない 17.0 16.0

エ ない 12.0 7.3

【教師】 (%)

中学校 高等学校

ア 指導することが多い 28.0 10.0

イ どちらかといえば指導することが多い 58.0 55.0

ウ どちらかといえば指導することが少ない 13.0 30.0

エ 指導することが少ない 1.0 5.0

区 分

区 分

回 答

回 答

生徒：英語が使えることの意義，必要性や，そのことによって広がる世界や可能性に興

味や関心がありますか。

教師：英語が使えることの意義，必要性や，そのことによって広がる世界や可能性に生

徒が興味や関心をもつことができるよう指導していますか。
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合わせた割合は，中学校が86.0％，高等学校が65.0％となり，教師側もほぼ，英語が使える

ことの意義，必要性や，そのことによって広がる世界や可能性に，生徒が興味や関心をもつ

ことができるようになることを意識して指導している様子がうかがえる。

キ 授業以外での英語とのかかわりについて

表７ 授業以外での英語とのかかわりについて

生徒：英語の授業以外のふだんの生活において，英語にどのようにかかわっていきた

いと思いますか。次の中から二つ選んでください。

教師：英語の授業以外のふだんの生活では，生徒は英語にどのようにかかわっていき

たいと考えていると思いますか。次の中から二つ選んでください。

【生徒】 (%)

中学校 高等学校

ア 洋画を観て，字幕スーパーなしで内容が理解できるようになりたい 17.1 20.9

イ インターネットの英文を読んで，必要な情報を得たり，発信したりでき 9.5 3.6

るようになりたい

ウ テレビ・ラジオの英語講座や２か国語放送を見たり聞いたりして習った 5.2 3.2

英語の定着を図りたい

エ 英語の小説・雑誌・新聞などを読んで，他の国や日本の文化などを理解 9.9 6.6

することに役立てたい

オ 英語の歌を歌ったり，内容が聞いて分かるようになりたい 14.3 21.2

カ 英語で文通やe-mailをして，コミュニケーションを図りたい 4.0 3.6

キ 外国人（ALT）と英語で話したい 7.7 8.4

ク ホームステイや海外旅行のときに役立てたい 11.2 10.5

ケ 海外留学の時に役立てたい 3.1 2.5

コ 英検などの英語の資格取得の勉強をしたい 7.4 7.1

サ 英語によるスピーチコンテストなどに参加したい 0.9 0.6

シ 留学生や海外の子どもたちとの国際交流活動などに参加したとき，他の 3.4 3.8

国や日本の文化などを理解するときに役立てたい

ス 職業を選択するときに役立てたい 5.6 7.1

セ その他 0.7 0.9

【教師】 (%)

中学校 高等学校

ア 洋画を観て，字幕スーパーなしで内容が理解できるようになりたい 3.5 6.0

イ インターネットの英文を読んで，必要な情報を得たり，発信したりでき 2.5 7.5

るようになりたい

ウ テレビ・ラジオの英語講座や２か国語放送を見たり聞いたりして習った 0.5 1.5

英語の定着を図りたい

エ 英語の小説・雑誌・新聞などを読んで，他の国や日本の文化などを理解 2.5 2.5

することに役立てたい

オ 英語の歌を歌ったり，内容が聞いて分かるようになりたい 21.0 24.5

カ 英語で文通やe-mailをして，コミュニケーションを図りたい 9.5 5.5

キ 外国人（ALT）と英語で話したい 31.5 25.5

ク ホームステイや海外旅行のときに役立てたい 16.5 13.0

ケ 海外留学の時に役立てたい 0.5 0.5

コ 英検などの英語の資格取得の勉強をしたい 8.5 7.0

サ 英語によるスピーチコンテストなどに参加したい 0.0 0.0

シ 留学生や海外の子どもたちとの国際交流活動などに参加したとき，他の 1.0 1.0
国や日本の文化などを理解するときに役立てたい

ス 職業を選択するときに役立てたい 2.5 5.5

セ その他 0.0 0.0

区 分

内 容

内 容

区 分
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中学校の生徒は，選んだ割合の高い順に「ア 洋画を観て，字幕スーパーなしで内容が

理解できるようになりたい」17.1％ 「オ 英語の歌を歌ったり，内容が聞いて分かるよ，

うになりたい」14.3％ 「ク ホームステイや海外旅行の時に役立てたい」11.2％となっ，

ている。高等学校の生徒も，項目オを選んだ割合が項目アを 0.3％上回るが，その傾向は

同じである。以下，中学校の生徒は「エ 英語の小説・雑誌・新聞などを読んで，他の国

や日本の文化などを理解することに役立てたい」9.9％ 「イ インターネットの英文を，

読んで，必要な情報を得たり，発信したりできるようになりたい」9.5％ 「キ 外国人，

(ALT)と英語で話したい」7.7％ 「コ 英検などの英語の資格取得の勉強をしたい」7.4，

％ 「ス 職業を選択するときに役立てたい」5.6％が続き，高等学校の生徒は，項目キ，

が8.4％，項目コが7.1％，項目スが7.1％，項目エが6.6％ 「シ 留学生や海外の子ども，

たちとの国際交流活動などに参加したとき，他の国や日本の文化などを理解するときに役

立てたい」3.8％の順で続いている。 中学校の生徒も高等学校の生徒も 「サ 英語によ，

るスピーチコンテストなどに参加したい」という項目を除けば，その他の項目もあまり偏

ることなく選んでいる。このことから，生徒にとって，教室の外で英語にかかわっていき

たいと思う場面は多様であること，また積極的にかかわろうとすれば，その機会は決して

少なくないことを示していると考えられる。

一方教師側は，生徒が回答した割合はそれほど高くはない項目キを最も高い割合で選ん

でおり，中学校が31.5％，高等学校が25.5％である。次に，項目オが中学校が21.0％,高

等学校が24.5％，項目クが中学校16.5％，高等学校13.0％となっている。以下，中学校が

項目カ9.5％， 項目コ8.5％，高等学校が， 項目イ7.5％，項目コ7.0％となっている。中

学校，高等学校共に，教師側が選択した項目は生徒が選択した項目と違い，ほぼこれら五

つに集約されているのが特徴的である。中学校，高等学校共に，生徒が選んだ割合に比べ

て，教師が選んだ割合が低い項目に目を向けると，項目アがその割合の開きが最も大きい

が，他にも 「ウ テレビ・ラジオの英語講座や２か国語放送を見たり聞いたりして習っ，

た英語の定着を図りたい ，項目エ 「ケ 海外留学の時に役立てたい ，項目シ，項目ス，」 ， 」

がある。教師が思っている以上に，生徒は，教室外で，テレビ・ラジオを通して習った英

語の定着を図りたい，英語にかかわりながら，他の国や日本の文化などを理解することに

役立てたい，職業を選択するときに役立てたいと考えている様子がうかがえる。

(4) 実態調査のまとめ

本調査の結果，次のことが明らかになった。

ア 英語の授業における，英語を用いて互いに考えや気持ちなどを伝え合うコミュニケーシ

ョン活動に対して，中学校，高等学校共に，教師は，その場面設定をすることは大切であ

ると思っているが，生徒は，興味・関心をもち，意欲的な態度で取り組んでいるとはいい

切れない。このことから，教師は，生徒が，コミュニケーション活動に対してさらに興味

・関心をもち，意欲的な態度で取り組める授業の工夫改善をしていく必要があると考えら

れる。

イ 英語の授業における，英語を用いて互いに考えや気持ちなどを伝え合うコミュニケーシ

ョン活動に対して，中学校の教師は，生徒が必然性を感じ，動機付けが高められ，成就感

や学ぶ楽しさを感じることができるように指導している様子がうかがえるが，中学校，高

等学校共に，生徒は，必然性を感じ，動機付けが高められ，成就感や学ぶ楽しさを感じ
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ているとは言い切れない。このことから，教師は，生徒が，コミュニケーション活動に

おいてさらに必然性を感じ，動機付けが高められ，成就感や学ぶ楽しさを感じられる授

業の工夫改善をしていく必要があると考えられる。

ウ 生徒は中学校，高等学校共に，英語が使えることの意義，必要性や，そのことによっ

て広がる世界や可能性に興味や関心を示している。教師も中学校，高等学校共に，生徒

が英語が使えることの意義，必要性や，そのことによって広がる世界や可能性に，興味

や関心をもつことができるように指導している様子がうかがえる。

エ 生徒は，洋画，歌，インターネット，といった自分の身近にあるものを通して，また，

ホームステイや海外旅行，海外留学の時など，将来的に役立たせたいものとして，中学

校，高等学校の教師が思っている以上に，様々な場面で英語にかかわっていきたい思っ

ている。このことから，教師は，生徒のこれらの傾向を把握し，教室外でも生徒が積極

的に英語にかかわっていけるような授業の工夫改善をしていく必要があると考えられる。

オ 上記ア～エの実態調査分析の結果を考慮した授業改善の視点としては，コミュニケー

ション活動において を有効に活用することを始めとして， 現実感，臨場感，及びALT

生徒のコミュニケーション活動に対する自己の関与度を高めること，結果だけでなくコ

ミュニケーションが図れるようになる過程も重視すること，習熟の程度に応じて内容を

自分で選んで取り組めること等を有機的に関連づけていくことが考えられる。また，そ

の際，ペアワークやグループワーク等どのような形態で行うのかも考慮する必要がある。

４ 研究主題に迫るための手だて

研究主題に関する基本的な考え方，実態調査の結果，生徒の実態や教材の内容を踏まえ，

研究主題に迫るために，主に，以下に示すような手だてを考える。

○ コミュニケーション活動を行う場面においては，生徒が英語にかかわる「質的条件」を

高めるために，生徒が自然に英語で自分の考えや気持ちを表現しよう，相手の考えや気持

ちを理解しようと思えるような必然性や動機付けを高め，積極的に英語に関わろうとする

力を育む。

○ コミュニケーション活動に対する必然性や動機付けを高めるために， を有効に活ALT

用することを始めとして， 現実感，臨場感，及び生徒のコミュニケーション活動に対す

る自己の関与度を高めること，結果だけでなくコミュニケーションが図れるようになる過

程も重視すること，等をコミュニケーション活動に有機的に関連づける。

○ コミュニケーション活動に対する必然性や動機付けを高めるために，学習形態を工夫し，

ペアワーク，グループワークなどを適宜取り入れる。

５ 授業研究

研究主題に関する基本的な考え方と実態調査の結果を踏まえ，研究主題に迫るための手だ

てを講じ，２年間にわたり，中学校，高等学校各２校で授業研究を行った。
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(1) 中学校における授業研究

中学校第２学年 Kiarraにビデオレターを作成しよう！【授業研究１】

① 単元の目標

have toやmust，willの用法を理解し，それらを用いて，義務・必要・禁止，未来につい

て表現したり，それらを用いて書かれたり，話されたりした内容を理解することができる。

また，米国におけるホームステイや日本との生活様式の違いについて理解を深めることが

できる。

② 単元の評価規準

③ 授業の構想

ア 生徒意識や実態について

生徒の授業中の取り組みや英語にかかわ

ろうとする意識を調べるために，意識調査

を実施した。

本校生徒の調査では，表１の結果から，

自分の考えを話して伝える活動に積極的に

取り組んでいる生徒が多く，英語を話すこ

とに意欲的であるという実態がうかがえ

る。さらに，表２のアの結果から，英語を

話し伝わったときに最も喜びを感じている

生徒が半数近くを占めており，英語を話す

活動への関心・意欲が高い生徒が最も多い

ことが分かる。

また，表２のウやエの結果から，相手の

考えや気持ちが理解できることにも生徒た

ちは喜びを感じていることが分かる。これ

らのことから，生徒たちの多くがコミュニ

ケーションへの関心・意欲が高く，特に音声によるメッセージの授受に，英語にかかわる

喜びを感じていると考える。

表３の調査結果からも，英語を話す力を伸ばしていきたいと考えている生徒が最も多く，

次に英語を聞いて理解する力を伸ばしたいと考えている生徒が多い。これらの結果からも，

本校生徒は，音声によるコミュニケーションへの関心・意欲が高く，それらの力をさらに

伸ばしたいという思いを抱きながら授業に臨んでいると考えられる。

表１「もっとも積極的に取り組んできた活動は？」

ア 自分の考えを話して伝える活動 ２２

イ 聞いて内容を理解する活動 ６

ウ 読んで内容を理解する活動 ４

オ 自分の考えを書く活動 ６

表２「英語に関わって，うれしいときは？」

ア 話したことが伝わったとき １８

イ 書いた内容が伝わったとき ２

ウ 相手が話していることが分かったとき １０

エ 書かれている内容が分かったとき ８

表３「今後，さらに伸ばしていきたい力は？」

ア 場に応じた表現を考え，話す力 １４

イ 話された内容を理解する力 １０

ウ 書かれた内容を理解する力 ６

エ 自分の考えや伝えたいことを書く力 ８

（ ）平成１６年９月２９日実施 第２学年Ｅ組３８人

コミュニケーションへの 表現の能力 理解の能力 言語や文化についての

関心・意欲・態度 知識・理解

既習の表現や助動詞を含む have toやmust，willの用法 義務や必要，未来について話 will, have to, mustの用

文を用いて，積極的にコミ を理解し，それらの表現を用 されたり，書かれたりした内 法を理解している。米国

ュニケーションを図ろうと いて簡単な英文を書いたり， 容を読むことや聞くことによ と日本との生活様式の違

する。 話したりすることができる。 って理解することができる。 いを理解している。
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Unit 4 Homestay in the United Statesイ 単元の構成

ウ 本単元における「必然性や動機付けを考慮したコミュニケーション活動を取り入れた授

業づくり」について

意識調査から分かるように，生徒たちはコミュニケーション活動に意欲的に取り組んで

おり，楽しく授業に臨むことができる生徒が多い。しかし，授業以外で英語にかかわろう

という意識は低く，自ら英語を聞いたり，読んだりする生徒は少ない。また，生徒たちの

コミュニケーションへの意欲はその場限りで，継続的に高まっているとは言えない。

そこで，授業中はもちろんのこと，授業外でも英語にかかわろうとする意欲をもたせた

いと考え，ALTの姪( , 10才)とのビデオレターの交換を通して，単元終了後も現実感Kiarra

や臨場感を伴うコミュニケーションが可能な場を提供しようと考えた。

本単元は「アメリカにおけるホームステイ」が話題となっており，アメリカと日本の生

活様式の違いに対し，理解を深める好機である。そのため，ビデオレターのテーマもそれ

ぞれの国におけるホームステイに関するアドバイスとし，コミュニケーションを通し，そ

れぞれの文化に対する知識も得られるようにした。これにより，相手から生活様式の違い

を伝えてもらうとともに，自分たちの生活様式についても的確に伝えるという必然性が与

えられると考えた。そして，この活動を通して，相手の言いたいことを理解したり，既習

の語句や文をもとに自分の言いたいことを適切に表す表現を考え，伝えることの大切さや

喜びを感じさせたい。

エ 指導の手だて

(ｱ) 教材，機器の工夫

音声によるコミュニケーションが図れるようビデオを活用するようにした。また，ワ

ークシートを工夫し，スムーズにメッセージが作成できるようにした。

(ｲ) 学習形態の工夫

ALTの姪が送ってきたビデオレターの内容を理解する活動は一斉で行い，聞き取れた

内容について生徒一人一人が共通理解を図れるようにした。また，ビデオレターを作成

する際はグループで役割分担をし，協力して活動できるようにした。

(ｳ) 適切な表現を想起させる工夫

英文を想起する際の参考資料として，これまで学習してきた表現を使って，日常生活

における行動を英文にした既習表現リストにまとめ，配布するようにした。

④ 授業の展開

ア 目標

・既習の文を用いて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする。

学 習 活 動次 時間

ホームステイのガイドブックを読み，have toを用いて言語活動を行う。１時間

ベッドメーキングに関する対話を読み，willを用いて言語活動を行う。１ １時間

ホームステイに関する対話を読み，must, must notを用いて言語活動を行う。次 １時間

日本とアメリカの生活様式の違いを学習する。１時間

日本でのホームステイに関するアドバイスを考え，英語で表現する。２ １時間

日本でのホームステイに関するアドバイスをビデオに収録する。次 １時間
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・ や を用いて，義務，必要，禁止について表現することができる。have to must

・義務や必要について話されたり，書かれたりした内容を理解することができる。

イ 展開

学 習 内 容 及 び 活 動 形 態 ○教師の支援・留意点 ●個への対応 評価

J T E A L T

１ あいさつをする。 ○英語で明るく挨拶をし，英語を話す ○英語で明るく挨拶をし，英語

・Good afternoon. 一 斉 雰囲気をつくる。 を話す雰囲気をつくる。

・How are you?

２ ALTの姪のビデオレターを見る。 ●１回では聞き取れない生徒が多い場 ○姪について簡単に紹介する。

(1) ビデオレターを見る。 一 斉 合は，ビデオを数回流すようにする。 ○英語で質問をして，ビデオの

(2) 内容を確認する。 ○ワークシートに内容のチェックをし 内容を確認する。

・アメリカにおけるホームステイ ながらビデオを見るよう助言する。

３ 本時の学習を知る。 ○ALTの姪に対し，日本でのホームス ○姪が日本の生活様式について

エリザベス先生の姪にビデオレタ テイにおける留意点を伝えるためのビ 知りたがっている旨を，簡単な

ーを通して，ホームステイに関す 一 斉 デオを作成することを伝える。 英語で伝える。

るアドバイスをしよう。 ○４人～５人のグループで，日本での ○机間指導により，グループづ

４ 言語活動を行う。 ホームステイにおける留意点を考え， くりを支援する。

(1) グループでトピックを決め，日 英文にするように指示する。 ○生徒へ言葉かけをし，活動意

本でホームステイをする際の留 ○既習表現リストを配布し，英文を作 欲を喚起するよう努める。グループ

意点について考える。 る際の参考にするよう助言する。 ●ホームステイの留意点が思い

・家で・学校で・レストランで ●うまく英文にできない生徒には個別 つかないグループには，アメリ

(2) 日本でホームステイをする際の 指導により支援する。 カと日本の生活様式の異なる点

留意点を英文にする。 を簡単な英語で伝える。

(3) ビデオレターにするための原稿 have toやmustを用いて，義務，必要，禁止について積極的に表現

をつくり，役割分担をする。 しようとしているか （ワークシート，観察）。

(4) 原稿を覚え，発音練習をする。 ●役割分担ができたグループには，ビ ●うまく発音できない生徒に

５ 本時のまとめをする。 デオ撮りに向け自分の原稿を読む練習 は，個別指導により支援する。

(1) 本時の学習を振り返り，自己評 個別 をするよう指示する。 ○賞賛とアドバイスを与えるこ

価カードを記入する。 ○次時は，実際にビデオ撮りを行い， とで，次時の学習に対する意欲

(2) 次時の学習について知る。 ビデオレターを完成させる。 を喚起するよう努める。

⑤ 授業の実際と考察

からのビデオは，自己紹介に始まり，学校生活や家の中の紹介など生活全般にわたKiarra
って情報を提供してくれていた。年齢が10才ということもあり，聞き取りやすい部分とそう

でない部分があったため，あらかじめ10題の英問を示し，聞き取る観点を与えてから，ビデ

オの視聴をさせた。その結果，３回繰り返す中ですべての問いに答えることができた。特に，

本単元で学習した義務や必要等の表現については１回で聞き取れる生徒が多く，定着が図れ

ているようであった。

ビデオを視聴した後，グループごとに「家で 「学校で 「レストランで」の中から一つ」 」

テーマを決め，生徒たちは話し合いながら自分たちのアドバイスを考え，英文にした。前時
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に学習したアメリカと日本との生活様式の違いや

先の からのビデオをもとに，活発に話し合うKiarra

姿が見られた。また，生徒たちは，本単元で学習

したhave to,mustなどを含む文や既習の表現を用

いて自分たちのメッセージを伝えることを意識し

ながら英文にしていた。図１は一つの班が実際に

作成したアドバイスの原稿である。

生徒たちがアドバイスを英文にする際，参考に

するための既習表現リストを配布した。このリス

トには 「１日の生活」が例文となっており，図１，

にある“ ” などは，このリスput on school uniform

トを参考にしたものである。

メッセージ原稿の作成が終わった班は，一人１

文から２文の英文を担当し，自分の分担であるメ

ッセージを伝えるための練習をした。

次時は実際にビデオレターを作成するための撮

影を行った。まず，班ごとに ALTの前でリハーサ

ルをし，発音等の最終指導を受けてから撮影に臨

んだ。その結果，これまで以上に正しい発音で英

文を発話しようと意識している姿が見られた。ま

た，既習の表現はもちろん，本単元で学習した義

務や必要等を表す文も適切に表現されていた。

メッセージの内容も，学習の成果が見られ，ア

メリカと日本との生活様式の違いを的確に押さえ

Enjoyたものとなった。メッセージを伝えた後に“

!”や “ .”などを口にしながら笑顔で手を振るなど，相手をyour homestay in Japan See you

意識した積極的な言動も見られた。作成したビデオを全員で視聴した際には，再度撮り直し

を申し出る生徒も多く，正確にメッセージを伝えたいという意欲を感じることができた。

⑥ 授業のまとめ

ア 成果

(ｱ) 相手に伝えようという意識をもち，発音に気を付けて発話する生徒が増えた。

(ｲ) 既習の表現を想起しながら，自分の言いたいことを英文にしていた。

(ｳ) 本単元が終わっても，ALTの姪とのやり取りを楽しみにしている生徒がいる。

。(ｴ) コミュニケーション活動を通して，新出のhave toやmustなどの用法の定着が図れた

。(ｵ) ALTに支援の観点を十分伝達したため，メッセージ作成中の活動がスムーズになった

イ 課題

(ｱ) 即時的なコミュニケーションが成立しないため，自分の言いたいことが伝わっている

かどうか，すぐに確認できない。

(ｲ) グループでメッセージを作成したため，英語にかかわろうとする意識に個人差が見ら

れた。

図１ 生徒が作成した原稿

メッセージ原稿を作成している様子
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中学校第２学年 夏休みの思い出を発表しよう！【授業研究２】

① 単元の目標

これまでに学習した過去形の表現などを用いながら「夏休みの思い出」についての英文を

書き，聞き手を意識しながら発表することができる。また，発表後に を行うなど，コQ&A
ミュニケーション活動に意欲的に参加することができる。

② 単元の評価規準

コミュニケーションへの関心 言語や文化のについての
表現の能力 理解の能力

・意欲・態度 知識・理解

「夏休みの思い出」のスピー 「夏休みの思い出」につい メモを取りながらスピーチ 時制の使い方に気をつけな

チ発表やその後の を通 ての英文を書き，聞き手を を聞き，理解することがで がら英文を書くことができQ&A

して，メッセージの交換を意 意識しながら発表すること きる。 る。

欲的に行うことができる。 ができる。

③ 授業の構想

ア 生徒の意識や実態について

(人)１年生の終わりから２年生の１学期にかけて 表１ ＆ についての教師の評価Show Tell

過去形の学習をしているが，２年の１学期の終 Ａ Ｂ Ｃ

わり頃に生徒は過去形を使った５文以上の英文 暗記 16 15 ４

を書きクラス内で一人ずつ を行っ 声の大きさ 12 17 ６Show &Tell

た。この時は をしっかりと行えるように暗記して発表することと，クラスのEye Contact

全員に伝わる大きな声で発表することを目標とした。そして，それぞれについて，｢ ：A
満足できる状態である ：やや不満である ：不満足である｣の３段階で指導者が評価B C
を行ったところ表１のようになった。どちらも と評価された生徒は，10人だった。A

また，生徒は発表後に自由回答の形で感想・反省を書いたが，指導者がそれをまとめた

ところ，以下のようになった。

表２ ＆ についての生徒の感想Show Tell

人数 感想（複数回答 ・( )は人数）

満足 ８ 大きな声でできた(4) 暗記ができた(4) 練習をがんばった(2)

楽しくできた(1)

不満足 24 暗記できなかった(15) 緊張しすぎた(7) 発表は難しい(3)

練習不足(2) 発音に気をつけたい(2) 声が小さかった(2) 速すぎた

(2)

平成 年 月 日実施 人回答（在籍 ，欠席 ，未回収 ）17 7 5 32 (37) (2) (3)

上の結果からわかるように発表に関して不満足であるとしている生徒が多い。発表にむ

けての練習が十分でなく，暗記するという目標が達成できなかったり，自分のことについ

て英語で発表する機会がこれまでにあまりなかったために緊張してしまい，満足のいく発

表ができなかったりしたようである。コミュニケーション活動では言葉を伝える相手の存

在が欠かせないが，聞き手を意識しながら英語を話すことは容易ではない 「英文は書け。

項目 評価
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ても発表は難しい」と書いていた生徒もいた。

イ 単元の構成 夏休みの思い出Multi Plus2

次 時間 学習活動

１ 時間 「夏休みの思い出」を読み，書き方について学習する。1
２ 時間 「夏休みの思い出」について清書し暗記する。1

時間 グループ内でスピーチの発表を行い，代表者を決めるとともに，よりよいス1
ピーチにするために話し合う。

時間 他のグループのスピーチ原稿を読み，質問を考える。1
時間 クラス内スピーチコンテストを行う。1

３ 時間 学年スピーチコンテストを行う。1

ウ 本単元における「必然性や動機付けを考慮

したコミュニケーション活動を取り入れた授

業づくり」について

を行ったときの評価項目についShow & Tell

て生徒はあらかじめ理解していたにもかかわ

らず，それを達成した生徒は30％程度であっ

た。知識として頭でわかっていてもそれを達

成するために練習し，実行することは難し

い 「あのように（伝えることを意識してわ。

ALTの説明を聞く様子かりやすく）自分も発表できるようになりた

い 「もっと英語で積極的にコミュニケーシ」

ョンできるようになりたい」というような生徒たちの意識の変化が見られるような授業を

展開したいと考えた。

そこで，英語学習についての意識や能力の違う生徒同士がグループ活動を取り入れなが

ら 「聞き手を意識したわかりやすいスピーチ」という共通のテーマについてともに考え，

取り組めるような授業の展開をする。まず全員がそれぞれ夏休みに実際に体験した内容に

ついてグループの中でスピーチを行い，あらかじめ行っておく原稿についての評価と発表

についての相互評価とによりグループの代表者を選出する。そして，その代表者によるク

ラス内スピーチコンテストを行うが，この時の審査はALTが行うようにし，英語を使用する

ことの必然性や動機付けを与えるようにした。また，この時にただスピーチをするのでは

なく質疑応答の時間をとり，実際にあったことについてお互いにやりとりを行うことで積

極的に外国語にかかわろうとする力を身に付けさせたい。また，グループで協力しながら

「英語という言語を使って，他の人たちとのやり取り」に焦点を当てるようにする。そし

て，クラスでの代表者を選出し，学年スピーチコンテストにつなげていくようにして，英

語を使ってコミュニケーションすることの楽しさを実感させたい。

エ 指導の手立て

(ｱ) 授業展開の工夫

グループ内で一人一人がスピーチを行うことから，その代表者がクラス，そして学年

へと段階を追ってスピーチコンテストを行うが，その過程でよりよいスピーチについて



- 164 -

生徒が考えられるようにする。

(ｲ) 学習形態の工夫

クラス内スピーチコンテストに向けてよりよいスピーチについて話し合いをしたり，

スピーチの質問をあらかじめグループで協力しながら考えられるようにする。また，

グループの代表者が発表するときには，グループの他のメンバーにも司会や記録，タ

。イムキーパー，協力者などの役割をもたせるようにし，各自が活躍できるようにする

(ｳ) 英文を書くことについての指導の工夫

学期から過去形の表現に慣れるような活動や日記を書く活動を何回か取り入れ，書1
く活動に慣れておくようにした。また，よい作品については英語通信で紹介するよう

にし，書くことに対する意欲を高めておくようにした。

④ 授業の展開

ア 目標

・よりよく相手に伝えるためにどうしたらよいかについて，グループで話し合ったことを

もとにグループの代表者によるスピーチを行うことができる。

・スピーチ後の質疑応答を積極的に行い，コミュニケーション活動に意欲的に参加でき

る。

イ 展開
学習活動・内容 指導・支援上の留意点 ○は評価

１ 今月の歌 を歌う。 ・ は，相手にわかりやすく英語で伝えるためにどんな“I Want It That Way” JTE

２ から，本時の流れについて説明を聞く。 工夫をしたらよいかということについてグループで話し合JTE

ったことに気をつけて発表するように，発表者を励ます。

Fluency３ から，評価の観点について説明を聞く。 ・ は発表者のスピーチの評価を行うが，ALT ALT

）, ，(pronunciation, speed Attitude (eye contact, voice, delivery)

４ スピーチの発表と質疑応答 の各項目について評価することを伝える。Q&A

(1) グループ代表者がスピーチを発表する。 ・発表するグループは前に出てきて座るようにする。スピ

(2) 質疑応答 ーチ後の質疑応答についての各グループの持ち時間を３分

(3) ALTからの質問に答える。 とする。

・進行の仕方については前時に指導しておき，司会者の生

＊ 発表時のグループの役割分担 徒の進行で進めていくようにする。

・発表者 １人 ・発表グループ以外の生徒は，メモを取りながら各グルー

・協力者（スピーチ発表時や質疑応答のときに プの代表者によるスピーチを聞く。

発表者を助ける）１人 ・質疑応答については，質問に対して満足できる答えをし

・記録（質疑応答についてまとめる）２人 ているかについて がポイントを与えるようにする。JTE

・司会者 １人 ○グループで話し合ったことに注意してスピーチ発表がで

・タイムキーパー １人 きたか （発表，評価カード）。

( )○スピーチを理解することができたか。 メモ

５ による の発表，及 ○自分の役割分担をもとに，協力しながらグループでの発ALT Best Speaker, Best Group

び講評を聞く。 表を行うことができたか （観察）。

・ からは本時の感想を述べ，今後とも積極的に外国語ALT

６ 感想を書く。 にかかわっていけるように生徒を励ます。

７ による講評を聞く。 ・本時の活動を振り返り，聞き手を意識してよりよく相手JTE

に英語で伝えるように話そうとする態度を養う。
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⑤ 授業の実際と考察

効率性を考えるならば，一人ずつスピーチを行うクラス内発表会を行い，代表者をその中

から選出し学年スピーチコンテストへつなげるところであるが，あえて時間をかけてグル

ープ内で発表させて代表者を選出し，よりよいスピーチについて考えさせる時間を設けた

ことにより，スピーチ発表者の取り組み方は大変意欲的で，話し合いをもとに練習を重ね

て聞き手を意識したスピーチを行うことができた生徒が多い。声の大きさや話す速さ，ジ

ェスチャーなどにそれぞれ工夫が見られるようになってきた。聞き手もメモを取りながら

真剣に聞き入る様子が見られた。

この単元は,これまでに学習した過去形を用い

ながら自分の夏休みの思い出について表現できる

ようにすることが大きなねらいであるが，一方的

なスピーチで終わってしまうのではなく質疑応答

の時間を設けることにより，本研究主題でもある

「積極的に英語にかかわろうとする力をはぐく

む」ことができるようにした。ただ，生徒の実態

から，聞いたことについて,すぐその場で質問す

グループごとの発表の様子ることは難しいと考え，前時に発表者の原稿を渡し，

質問はあらかじめ用意しておくようにした。実際の授業の中では，その場で考えた質問も出

てくるなど，今までに学習した英語を使いながら生徒同士が意欲的にコミュニケーション活

動を行う様子が見られた。今回，事前に質問を考えられる時間をとったことにより，今後同

じような場面ではその場で質問ができるのではないか，と考えている。生徒同士での英語の

やり取りの中では間違いや適切ではない表現も見られたが，今まで学習した英語を使って自

分たちが実際に体験したことについてメッセージの交換ができたので，生徒は達成感を得た

ようである。

授業では,グループ活動を多く取り入れてきたが，能力の違う生徒同士が分からないこと

を教え合ったりするなど,お互いに協力する場面も多く見られた。はじめは個々によるスピ

ーチの発表であったが，グループの代表者のスピーチをよりよいものにするために話し合

いをもつ中では，声の大きさや速さ，ジェスチャーはもちろんであるが，間のとり方など

についてもいろいろとアドバイスをしている様子が見られた。質疑応答の場面でも身近に

いる仲間に声をかけあいながら活動することができた。グループでお互いに協力したこと

により，生徒は,より積極的にコミュニケーション活動に参加することができたといえるの

ではないだろうか。また，代表者によるスピーチの発表の時にグループのそれぞれに役割

をもたせたことにより，発表者だけでなく全員が活躍できるようにしたいと考えた。特に

協力者は質疑応答のときの発表者を助け，大きな役割を果たしていた。司会進行もグルー

プの役割のひとつとして生徒が行ったため，グループの発表が終わったときは，達成感を

感じた生徒も多かったようである。ただ，このような取り組みは初めてであり，不慣れな

ところから生じる間違いや戸惑いも見られた。今後，このような活動にさらに慣れさせて

いきたい。また， 人グループで行ったため，記録者が 人になるなど役割にやや無理なと6 2
ころもあった。
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⑥ 授業のまとめ

ア 成果

(ｱ) 授業後の生徒の感想をみると，生徒同士がお互いに影響しあい，その相互作用を通じ

て生徒が自主的に学ぶことができたことがうかがえる。積極的に活動にかかわり，コ

ミュニケーションの表現内容について，外から与えられたものではなく，自分の関心

に導かれて探し出すような活動ができた。

(ｲ) 実際に生徒が経験した内容についてスピーチを行い，それについての質疑応答を行

ったため，生徒の日常生活と密接に結びついており，英語を用いた他の人たちとのや

り取りに焦点を当てた活動ができた。

(ｳ) ただ英語を使うのではなく，相手を意識しながら英語を話すことの大切さを学ぶ機

会になった。

(ｴ) 生徒はグループで協力しながら学び合い，英語でやり取りすることの楽しさや達成感

を感じることができた。違った能力を持つ生徒がともに学習する中では，グループで協

力しながら学習を進めることが効果的な場面があることが改めて実感できた。

イ 課題

(ｱ) スピーチは，本来，その内容の聴解に焦点があてられるべきであるが，今回は質問を

考えさせるためにあらかじめ発表者の原稿の先渡しておいた。今回の授業により，質

問の仕方にも慣れたと思われるので今後は原稿の前渡しをしない活動に発展させてい

きたい。

(ｲ) 質問をした生徒は質問をしただけで終わってしまうケースが多く，発表者と発展的な

意味のあるやり取りが十分にはできなかった。発問後も発表者との対話がつなげられ

るような指導を工夫していきたい。

(ｳ) 英語で生徒がやり取りする中では，表現や発音の誤りが散見された。クラスルームイ

ングリッシュを普段の授業の中で計画的にどんどん取り入れていくなど，基礎基本の

徹底を図る必要性を感じた。
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(2) 高等学校における授業研究

高等学校第２学年 ペアでのリーディングからスライドシートを活用した発表へ【授業研究３】

① 単元の目標

題材の内容は火星についてである。地球に最も似た惑星である火星について研究が進み，近

い将来，火星に宇宙船を送り込み，人類が住める環境に変えていこうというプロジェクトが始

まっている。そのプロジェクトにはどんな困難がありうるのかを理解し，また火星を地球の植

民地にすべきかどうかを考えさせる。また，言語材料としては，未来進行形，未来完了形を扱

い，それらを用いながら，題材の内容について聞いたことや読んだことを理解し，情報を伝え

る能力を更に伸ばすことを目標とする。

② 単元の評価規準

コミュニケーションへの 言語や文化についての知識
表現の能力 理解の能力

関心・意欲・態度 ・理解

聞き手を意識し英語で積 正しい発音で,情報を正確に 火星に関する情報を正し 未来進行形，未来完了形

極的に話そうとしてい 伝えることができる。 く読み取ることができる。 を用いた文の意味・構造

る。 英語で説明される内容を について理解している。

聞き取ることができる。

③ 授業の構想

ア 生徒の意識や実態について

英語への関心が高く，聞く・話すといった実践的な英語を身につけたいと考えている生徒

が多いが，一方で，高校２年生になって難しくなった文法や語彙に苦手意識を感じ始めてい

る生徒も少なくはない。ペアワークなどの活動には協力して取り組む。

イ 単元の構成

第１時 Part1 読解 火星はどんな惑星か，未来進行形・未来完了形について学ぶ。

第２時 Part2 読解 Part１のプレゼンテーションの後，火星への航行の危険性， 結果を

表すto不定詞について学ぶ。

第３時 Part3 読解 Part 2のプレゼンテーションの後，テラフォーミングの概要を学ぶ。

第４時 Part4 読解 Part 3のプレゼンテーションの後, 宇宙開発と地球の環境保護につい

てそれぞれの立場の科学者の考えを理解し，判断する。

第５時 Lesson5 のまとめ Part4 のプレゼンテーションと確認問題の演習

ウ 本単元における「必然性や動機付けを考慮したコミュニケーション活動を取り入れた授業

づくり」について

(ｱ) 授業の流れ

授業の大まかな流れについては，図１が示すとお

りである。まず，教師がスライドショーを利用しな

がらオーラルイントロダクションを行う。これによ

って生徒は単元の内容を理解し，自分たちの発表の

イメージを把握する。

次に，ペアに分かれて音読を中心としたリーディ

ング活動を行う。単元の内容を理解し，それを相手

ペアでのリーディング

スライドショーによる発表

図１ 授業の流れ

オーラルイントロダクション
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に伝達することをねらいとした活動である。話し手と聞き手の役割を交互に行ない，クラ

ス全体の前で発表することを意識した練習をする。

最後に，２名程度の生徒がクラス全体の前で発表を行う。スライドショーを操作しなが

ら，教科書の内容について紹介する。

(ｲ) オーラルイントロダクション

○ スライドシートの作成

オーラルイントロダクションを行うための準備として，プレゼンテーション用のスラ

イドシートを作成する。インターネット等を活用し, 絵や写真などの資料を集め，画像

と文字を配したスライドをデザインする。また，映画やテレビ番組から映像も動画とし

てスライドシートに取り込む。このようにして作成した10枚前後のスライドシートを

「紙芝居」のように用い，教科書の内容を整理したり，補足説明を加えたりするのに役

立てる。

○ 教師によるオーラルイントロダクション

準備したスライドシートを用いながら英語でオーラルイントロダクションを行う。オ

ーラルイントロダクションには二つのねらいがある。生徒に教科書の内容を紹介するこ

とと，教師がロールモデルとなって発表に備えさせることである。

まず，最初のスライドシートをスクリーンに投影し, 生徒に題材を提示する。多くは,

題材についての説明から導入していくのが手順であるが, 最初に生徒の好奇心を喚起す

るために, 最初に問いを発することもある。言語材料についてもオーラルイントロダク

ションの中でほとんど扱ってしまう。後で, ペアでの音読がうまく運ぶように, この段

階で語句の発音練習や意味の確認を済ませておく。

スライドシートを切り替えながら内容を紹介していくのであるが, 時々質問を交えて

インタラクティヴに行う。質問に対する解答が次のスライドシートから得られるような

工夫をして効果的に進めていく。

全ての内容を紹介し終えた後, 生徒に音読の準備をさせる。文法や構文に関して扱う

べきものがある場合には,音読に進む前に, この段階で練習する。

(ｳ) ペアでのリーディング

オーラルイントロダクションで教科書の内容を理解した後, 生徒はペアに分かれて, リ

ーディング活動に入る。教師がその都度配付する「音読シート」を用いて, 音読を中心に

行う。教師に続いて一度音読練習をした後, ペアでお互いに英文を読み合う。

クラス全体の前で発表することを意識させ, 話し手と聞き手がお互いに情報の送り手と

受け手であることを強調して指導する。具体的には，話し手には相手に分かる英語で，顔

を上げて話すことなどを指導し，聞き手には相手の顔を見て聞くことと, 話し手のつまず

きを助けるのも聞き手の役割であることを説明しておく。お互いを向上させる意識をもっ

て取り組むように指導する。

リーディング活動は多様な音読によって繰り返し行われる 「音読シート」の英文を普。

通に音読することから始まり, 英文の空所を補充しながらの音読, 英文を日本語に直しな

がらの音読, ニュースを放送するような口調での音読や, ささやき声での音読, 発表用ス

ライドシートを用いての音読等々, 多様な指示を与えて，何度も英文に触れさせる。

以上のように, 意味を理解している英文を繰り返し音読練習し, 全体へ向けての発表に
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備えるという「必然性」を音読活動に加えることで, 聞き手を意識した，効果的な情報伝

達を目的とした音読を行うことができるように指導をする。

(ｴ) スライドシートを活用した生徒の発表

代表生徒(２名程度)がパワーポイントのスライドショーを利用して発表を行う 「学会。

等でのプレゼンテーションのように」とか「ニュースキャスターが原稿を読み上げるよう

になどのたとえを挙げて, 堂々と発表させたい。発表者には, 立つ姿勢や発表の際の声量，

スライドシートを切り替えて発話するタイミング等を意識さる。また，他の生徒には聞き

手としての姿勢を意識させることで, 発表全体に厳粛な雰囲気を与えたい。

エ 指導の手だて

(ｱ) 授業展開の工夫 … 年間を通じて同様の展開を継続することで, 活動の効率が高まり，

長期的な指導が可能となる。

(ｲ) 学習形態の工夫 … ペアワークを中心とし, 効率よく音読練習を行う。

(ｳ) 教材, 機器の工夫 … パワーポイントのスライドショーなどの視聴覚教材を活用する。

(ｴ) 語彙, 表現を定着させる工夫 … 音読シートを利用する。

④ 授業の展開

活 動 活動内容 教師の働きかけと評価

１ Warm-up ○修学旅行の班別行動をリポー ○例文を提示する。

トする。 We went to Kyoto, where we

～,whereを用い, 訪問先と行動 visited old temples.

を述べる。 ○自由に作文するように励ます。

○ペアになって報告し合う。

２ ペアでの音読 ○音読シートを用いてペアごと ○お互いに協力して効果的な練習

に音読練習をする。 ができるように励ます。

◎観察による評価・英文の音読

・和訳しながらの音読

・スライドシートを用いての音

３ 生徒の発表 読 ○発表の内容にコメントを加え

○指名された生徒が発表を行う。 る。

◎発表の内容による評価(２名)

４ オーラルイントロ ○他の生徒は発表に耳を傾ける。 ○教科書を閉本させる。

ダクション ○教師の説明に耳を傾ける。 ○スライドを用いて火星のテラフ

○内容を把握しようと努力し， ォーミングの過程を紹介する。

質問に答える。 ○時々生徒に質問を発する。

○単語等の発音練習を行う。

⑤ 授業の実際と考察

ペアでの音読は英文が書かれたワークシートを用いて行われる。１度目の音読は，生徒が英

文を声に出して相手に読み聞かせる活動である。ここで単語の発音を確認し，説明すべき内容

を理解するのであるが，この点に関しては，ほぼ全員の生徒が単語を正確に発音し, 内容をと

らえて英文を区切る様子が観察できた。次に，英文を和訳しながらの音読をさせた。内容の理

解を伴って音読活動をしていることを確認するためである。それから発表用のスライドシート
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を配付し，スライドを指し示しながらペアのもう一人に英語での説明を行う活動をさせた。ク

ラス全員を前にしての発表の機会は２名程度の

生徒にしか与えられないので，全員が同様の機

会を与える得るためにこの活動を取り入れてい

る。様子を観察したところ，きちんと顔を上げ

て相手に説明している生徒ばかりではないが,

相手に聞かせる意識は十分感じられた。

全体での発表は, 指名された２名の生徒が行

った。英文の発音が正確で，正しく内容を伝達

していた。スライドを切り替えるタイミングを

理解しており, 動画も上手に操作して, 堂々とし

た発表であった。聞き手側の生徒も静粛に耳を傾

けていた。

オーラルイントロダクションについては, 時間の関係でテラフォーミングの簡単な紹介だけ

に終わったが, 地球の危機を指摘する映像を流した際には, 生徒は真剣に見入っており, 視覚

教材の効果を改めて実感することとなった。次回の授業においてもオーラルイントロダクショ

ンを行ったが, テラフォーミングの各段階を１枚ずつのスライドにして映し出し，英問英答を

交えてインタラクティヴにすすめた。次のスライドを導くような質問や説明を行うことで，イ

ンタラクティヴにイントロダクションを進めていくことができる。火星の表面が次第に姿を変

えていく様子も生徒の好奇心を刺激したようであり, スライドの利用は動機付けの観点からも

手応えが得られた。

なお，修学旅行の直後の授業であったため，授業の冒頭にウォームアップとして，リポート

の活動を取り入れた。既習の継続用法の ～,whereを用い, どこへ行って何をしたかを報告す

る英文を書く活動である。作成後に提出させたが, 工夫してよく書けていた。

⑥ 研究のまとめ

ア 成果

授業中に発表の場を設定することで，生徒の音読に対する意識は確実に向上している。事

前のオーラルイントロダクションにおいて，ある程度単語の発音等の練習が済んでいること

もあってか，最初の英文の音読では, 英文の発音等を苦にする生徒はほとんど見あたらない。

語句が理解されているので, 次の和訳をしながら英文を読み進める作業もスムーズである。

どのペアも時間をかけずにできるようになっている。更に, スライドシートを示しながらの

音読では, 「音読」というより「説明」に近い感じで, 題材の内容を伝達しようという姿勢

が観察できる。時々単語が思い出せずにいる生徒を見かけるが, ペアで助け合いながらうま

く進めている。スライドシートが視覚的に伝達する内容を整理する助けとなっている。

イ 課題

活動は生徒が中心であるため 「動機付け」が重要である。教材を工夫し, 活動を計画す，

るための情報源や映像等のライブラリーを拡張していくことが重要であろう。また，教科書

の難易度が比較的高いため, 現在は発表において生徒が使用する英文を教師が用意している

が, 今後どうするかは課題である。さらに，ペアでの音読や全体での発表の際に生徒同士で

評価することを取り入れられるかどうかについても今後検討していきたい。

スライドシートを活用した発表の様子
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高等学校第２学年 恩師と友人に手紙を書く【授業研究４】

― 言語の使用場面と働きに焦点を当てて ―

① 単元の目標

助動詞の基本的な意味･用法を学習する単元において，言語の使用場面と働きを踏まえた表現

について考える。助動詞は中学校でも扱われており文法的には比較的平易に感じられるが，意味

的には非常に多様で使用には注意が必要である。助動詞の使用，特に｢依頼｣と｢勧誘｣の表現に焦

8 6 2 (1) (2) ( )点をあてると同時に，『学習指導要領』第２章第 節第２款第 の ｢内容｣ ウ，および ア ｲ

に基づき， ｢言語の使用場面と働き｣を踏まえた表現について，「手紙を書く」ことを通して学習す3

る。

② 単元の評価規準

コミュニケーションへの 言語や文化についての
表現の能力 理解の能力

関心･意欲･態度 知識･理解

手紙の受取人と自分との 助動詞を適切に用いるこ 手紙を読んでスタイルの 手紙のスタイルを理解し

関係を踏まえて手紙を書 とができている。 違いを理解できる。形式 ている。

こうとしている。 的な表現とくだけた表現 相手に伝えなければなら

の違いを理解できる。 ない情報を含めることが

できる。

③ 授業の構想

ア 生徒の意識や実態について

日常生活で英語を使う機会がほとんどなく，用いた表現に対する相手の反応を即座に得

られない環境においては，｢言語の使用場面と働き｣について意識するのは容易ではない。

また，｢英語には敬語がない｣ことが「使用場面や相手を問わず同じ表現でコミュニケー

ションができる」という誤解を生んでいる様に思われる。

生徒へのアンケートで，英語にも丁寧な表現が存在することを知っているかどうか尋ね

たところ，24人中23人が「知っている」と答えた。その一方で，丁寧な表現を意識して用

いた経験があるかどうかを尋ねたところ，24人中18人が「ない」と答えた。この結果から，

恩師に宛てる手紙と友人に宛てる手紙において，それぞれに適切な表現を実際に使えるか

どうかは非常に疑問である。

イ 単元の構成

教科書で文法事項の確認及び演習を行った後，実際に手紙を書かせる。

1 (Basic usage of auxiliary verbs)第 時 基本的な助動詞の意味と使い方

2 (Grammar exercises)第 時 演習･･･助動詞の用法

3 (Write letters for invitation/enquiry)第 時 手紙を書く（本時）

ウ 本単元における｢必然性や動機付けを考慮したコミュニケーション活動を取り入れた授

業づくり｣について

生徒たちは，相手や場面に応じて適切な表現を用いることが円滑なコミュニケーション

の実現に必要不可欠であることを理解している。実際，自分たちの母語である日本語環境

においては，相手や場面に応じて丁寧な表現と，くだけた表現を場面に応じて適切に使い

分けることができる。
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しかし，助動詞の用法を学習する単元において，教科書，辞書，および他の教材等に「丁寧

な表現」や「口語的」などと記載されているものの，それらを意識して用いる機会は非常に少

ないように思われる。

そこで，この単元では，中学校でも学習している助動詞の用法を中心に，語彙的にも平易で

使用頻度が高いと思われる表現を用いて「言語の使用場面と働き」に注目させると同時に，使

用場面に適した英語を用いることができるようになることを目指すこととする。現在主流とな

っている における コミュニケCommunicative Language Teaching(CLT) communicative competence(

ーション能力 の分類についてはいくつかの異なる考え方があるが， の考え方にお) Hedge(2000)

ける 社会言語的 に関わる部分である。sociolinguistic competence( )

「 はコミュニカティブ・アプローチの特徴の一つとして，教室外でも目標言語Nunan(1991)
が されていること，を挙げている （吉田 ）実際 「実社会におけるコミュニケactivate 2003:9」 ，

ーションに不可欠な社会言語学的側面が，教室にはほとんど存在しないのである。教室という

限られた空間でどれだけ英語が使えても，それが実社会でのコミュニケーション能力につなが

(ibid:13)っているものなのかはわからないのである」

しかし，英語教師として，言語の機能（ ）を踏まえて授業を組み立てることは必要function

不可欠である。 が言うように，Harmer

"The study of funcitons and how they are realized in language has had a profound effect upon the

design of language-teaching materials, making language purpose a major in the choice of syllabus item

and teaching techniques."

"When we have our students study the way language is used in speaking or writing, we will want to

draw their attention to such issues."(Harmer 2003:24)

"Would you like to the cinema? " /例えば，人を映画に誘う表現にも様々なものがある （例：。

）そして （ の領域で扱われるような意図的"What about the cinema?" / "Cinema?", etc. pragmatics，

に変則な言語の使用を除き）言語の使用場面やコミュニケーションを取ろうとする相手によっ

て，どの表現を用いるかが決定される。

本研究の主題は， 単元の活動をとおし必然性や動機付けを考慮したコミュニケーション活動

てコミュニケーション活動に積極的にかかわろうとする意欲を育てることであるが，

"Authenticity concerns whether a task needs to correspond to some real-world activity."(Ellis 2003: 6)

そして，授業で行われる は，実社会で起こる な活動と教材として作"task" "situationally authentic"

られる なものがあるが，後者でさえも に関連性がある" interactionally authentic" "real world tasks"

(ibid: 6).という見方もある

この単元の活動であるが， 環境の日本でさえも十分起こる可能性がある「英語で手紙をEFL

書く」活動であり，場面設定を明確にすることにより「必然性」を伴うと考えられる。

そのため，単に助動詞の用法や手紙の書き方を学習する活動に比べ，実践的コミュニケーシ

ョン能力の育成には効果的であると考える。また，実際に使える「生きた表現」を扱うことに

より，教室外においても言語の使用場面に意識しながら英語を学習しようとする動機付けにな

ると考える。

最後に，本単元で使用する教材はALTの協力なしに作成することはきわめて難しい。

の英語教師にとって，言語の使用場面に合った表現の選択にはALTを有効活用すべきnon-native

である。ただし，使用する表現がどの地域でも同じ機能を持つものか，それとも特定の地域に
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独特なものであるかの確認は必要である。

④ 授業の展開

活動 活動内容 教師の働きかけ 評価

ウォームアップ 教師の質問に答える。 生徒に英語で質問をし 積極的に質問を聞き

復習 ながら，既習事項の理 答えようとしてい

解度を確認し学習の雰 る。

囲気を確立する。

手紙のスタイル ハンドアウトに示され ハンドアウトを配付す 積極的に活動に取り

の比較 た二通の手紙を読み， る。期間巡視をしなが 組んでいる。

差出人と受取手の関係 ら生徒の質問に答え 手紙を読んでスタイ

および手紙に用いられ る。 ルの違いを理解でき

ている英語のスタイル ている。

の違いを指摘する。

様々な表現の比 ペア グループワーク カードを配付する。 既習の英文の意味が[ / ]

較 ５人のグループをつく タスクのやり方につい 正しく把握できてい

り，与えられた六つの て説明する。 る。

表現に，各文の解説が 机間巡視をしながら必 積極的にグループワ

書かれたカードを合わ 要に応じてヒントを与 ークに取り組もうと

せる。 える。 している。

手紙を書く。 恩師と友人に宛てた手 タスクのやり方につい 手紙の受取人と自分

紙を書く。 て説明する。 との関係を踏まえて

書こうとしている。

手紙のスタイルを理

解している。

相手に伝えなければ

ならない情報を含め

ることができる。

⑤ 授業の実際と考察

この単元では以下のような段階を踏み 「丁寧な表現」と「くだけた表現」を場面に応じ，

て使用できるようになることを試みる。

ア 手紙のスタイルの違い，および相手にふさわしい表現

二つの異なる依頼の目的で書かれた手紙文を生徒に配付する。一つは学生が友人に宛て

た手紙で，くだけた表現が用いられている。もう一つはビジネスレターで，スタイルも英

語も形式的である。生徒は両者を比較しながら，スタイルと表現の違いを指摘する。

５分間読む時間を与えた後に数名の生徒を指名し，それぞれの手紙の内容とスタイルの

違いについて尋ねたところ，全員が正しく内容を理解し，スタイルの違いにも気付いて

いた。

このことにより，生徒たちは手紙のスタイルの違いは比較的容易に判断できることが

分かった。しかし，判断の根拠となったのが難しい語彙の使用と結辞などであり，文体

。の違いが理解できているかについては疑問である。提示する文例に工夫の余地があった



- 174 -

イ 表現と使用場面，相手に与える印象の違い（グループワーク）

ある内容を伝えるにも様々な表現が存在し，それらの使用場面や相手に与える印象は

必ずしも同じではないことを確認させた。この活動にはカードを使用してマッチングを

用いた。

約５名を１グループとする，５つのグループ

を構成した。性別は考慮しないが，英語の学力

は各グループでなるべく差が出ないように若干

の配慮をした。同じ内容で表現が異なる文五つ

と，各文の使用場面や相手に与える印象につい

ての説明文をそれぞれ１つずつカードに印刷

し，合計10枚を１セットとして各グループに配

付する。生徒は話し合いながら，各表現と説明

グループワークの様子文を一致させる。カードを配付した時点で，

知らない語彙や表現がないことを確認した。

この活動にグループワークを用いた理由は，各表現から受ける印象に対する理由付け

を明確にさせることと，生徒の英語力の差による活動時間を考慮したためである。英語

を用いて自分の意見を述べさせることも考えたが，表現の違いと使用場面を考えること

に集中させるため日本語を使用することにした。

その結果，組み合わせが同じになったグループは一組もなかった。このことから，英

語を日本語の対訳に結び付けることはできていても，各表現がもつニュアンスや使用場

面についてはあまり認識していないと言える。極端に考えるのであれば，五つの異なる

英文も日本語訳が同じなら全て同じと考える傾向にある。

ウ 言語の使用場面に焦点を当てたライティング

恩師と仲の良い友人に宛てた文化祭への招待状を英語で作成させる。タスクシートを

配付し，与えられた情報すべてを内容に含めると同時に，

適切な挨拶等も加えるよう指示する。二つの手紙の内容は

同じであるが，自分と相手との立場を考慮して作成するこ

とを確認する。作成にあたっては，教科書の例文や参考資

料等を参照させる。机間指導をして質問があれば対応す

る。授業時間内に終了できなかったため，後日提出させる

実際に手紙を書く様子こととした。

その結果，手紙のスタイルや使用する表現に工夫が見られる。このことにより，言語

の使用場面に応じた表現を選択使用とする姿勢が養われたことがうかがえる。もちろん

文法や語彙の使い方に不備が見られたが，これについては今回の研究授業の評価対象外

とする。

⑥ 研究のまとめ

ア 成果

英文としての正確さは十分ではないにしても，生徒の書いた二通の招待状には明らかな

違いが見られた。また，授業後に実施したアンケートによると，この授業を通してほぼ
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全員が「言語の使用場面により用いる表現に違いが生じることがある」ことが理解でき

たと答えている。

また，生徒が書いた授業の感想には，日本語と関連づけて述べているものが多く見ら

れた 「外国語だから，まずは通じることが大切である」という意見もあったが，多くは。

以下のようなものであった。

・日本語の丁寧な表現と同様に，英語の丁寧な表現も使い方が難しい。

・ いくつかの異なる英語の表現も）日本語で訳では同じように感じるが，ニュアンスが（

違うのが難しく感じた。

・ 日本語と同じように）相手によって表現を使い分けられるようになりたい。（

生徒たちがこのような感想を持ったことで，言語の使用場面と働きに注意しようとする

姿勢が養えたと言えよう。

また 「日本語の敬語を正しく使うように心掛けたい」という記述もあった。このこと，

は，今回の活動を通して「我が国の生活や文化についての理解を含める」(『学習指導要

領』第２章第8節第３款２(1)）ことにも役立ったと言えよう。

イ 課題

今回の授業では，実際の英語の使用場面では考慮が必要である「丁寧な表現」と「形

式的な表現 ，手紙の種類における違いについては触れなかった 「結婚式への招待状」」 。

は独特なスタイルに従わなければならないし，論文のように日常的に用いる表現とは異

なる文体もある。これらについては，別の単元やリーディングの授業について理解を深

めることになるであろう。

また，日本語や韓国語には現在でも「敬語」 が存在し，フランス語やドイツ(deference)

語などでは二人称にのみ異なる表現が存在する 例：フランス語の二人称における(
の違い が，英語において敬語は消滅してしまっている。このような言語の違“tu”/“vous” )

。いに広く目を向けさせることも，国際理解や文化を尊重する態度の育成を促すと考える

《使用教材･参考図書等》

市川泰男 他著 文英堂， John R. Hestand 2003 UNICORN ENGLISH WRITING.

小野田博一 『英語は「論理」』光文社2003

吉田研作 『日本語を生かした英語授業のすすめ』 大修館書店2003

英文レター・ メール・ オリジナル表現集 高橋書店Paul Goldring E FAX

Ellis, R. 2003 Oxford University PressTask-Based Language Learning and Teaching.

Pearson Education LimitedHarmer, J 2001 The Practice of English Language Teaching.

Hedge, T. 2000 Communicative Language Learning and Teaching Oxford University Press

Thomas, J. 1995 . Pearson Education LimitedMeaning in Interaction
Writing Informal Letters and E-mail.

http://flare.media.hiroshima-u.ac.jp/english/writing/intermediate/informal/informal.htm access date 12/09/2005

http://www.hair-style-inc.com/Wedding/weddininvitations.htm access date 12/09/2005Wedding Invitations.
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６ 研究のまとめ

英語科では「積極的に外国語（英語）にかかわろうとする力をはぐくむ学習指導に関する

一考察」という研究主題のもとに，二か年の研究を行った。生徒が授業を通して英語を用い

る必然性を感じ，学ぼうとする動機が高まるようなコミュニケーション活動を創出するため

に，実態調査の結果を踏まえた，研究主題に迫るために効果的であると思われる手だてとそ

の有効性を追求した。

中学校では，一年目は，グループごとに英文でビデオレターを作成し， の姪との，ALT

日 米両国のホームステイという共通の話題をもとにしたビデオレターのやりとりという実

際の 場面を設けた。二年目は，夏休みの出来事を，クラススピーチコンテストという形で伝

え合 い，話者からの情報の提供，それに対する聞き手からの質問， とのやりとり，審ALT
査とい うコミュニケーション場面を創出した。

高等学校では，一年目は，特に「音読」の重要性に着目し，ペアワークでのリーディング

の練習を踏まえ，パワーポイントによるスライドシートを活用した効果的な英語によるプレ

ゼンテーションを試みた。二年目は「手紙を書く」ことによるコミュニケーション活動を通

して，言語の使用場面に配慮しつつ，読み手を意識した適切な表現を用いて英文を書く必要

性について考える場を設けた。その結果，以下のことが明らかになった。

〇 コミュニケーション活動を行う場合，その活動自体に，誰に，何のためにどのように

伝えるのかという具体的な目的を持たせることは，生徒が自分の考えや思いを表現した

い，相手の思いや気持ちを理解したいという動機を高めることに有効であった。

〇 積極的にコミュニケーションをしようという動機を高めたことは，聞き手に効果的に

伝えるために発音，声量，アイコンタクトなどに，みずからすすんで配慮しつつ発話し

ようとする意識の変化を生み出すことに効果が見られた。

〇 ビデオレターやプレゼンテーションなどの場を工夫したことにより，生徒が授業中に

自発的に英語で質問したり，単元終了後も英語でのやりとりを継続しているなど，教師

が事前に想定したレベルよりも，さらに発展的なコミュニケーション活動が生まれるケ

ースがあり，教室で学んだ英語を教室外で生かす場面を作り出すことに効果的であった。

〇 各生徒の発達段階や学習段階を意識しつつ，場面に応じたペアワークやグループワー

クなどを適宜取り入れたことにより，コミュニケーション活動に対する自己の関与度が

高まり，積極的に参加しようとする意識の変容が見られた。

日常的に英語がコミュニケーションの手段としてほとんど用いられていない環境( )で，EFL

学習者に英語を用いる必然性を感じさせ学ぼうとする動機を高めるためには，今回の各実践

のような，実際の情報のやりとりを生む効果的な場面の設定が必要であると考える。今後は

本研究を踏まえ，コミュニケーション活動とその評価の一体化や，能力を高めるために効果

的な活動を生み出す学習形態の在り方についてさらに実践研究を進めていきたい。
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研究を終えて

教育課程審議会答申（2000年12月）では，学力について「知識の量の多少によってとらえる

のではなく，学習指導要領に示す基礎的・基本的内容を確実に身に付けることはもとより，そ

れにとどまることなく，自ら学び自ら考える力などの『生きる力』がはぐくまれているかどう

かによってとらえる必要がある 」と示されています。。

このような点を踏まえて，今回の研究では，児童生徒が実感を伴って基礎的・基本的内容を

自らのものとし確実に習得し，その後の学習や生活に生きて働く学力としてはぐくむための学

習指導の在り方を目指して研究を進めてきました。

教科教育課においては，昨年度と本年度は，算数，音楽，体育・保健体育，外国語（英語）

の各教科で「生きて働く学力をはぐくむ学習指導」について，実態調査や授業研究を通して実

践的な研究を進めてきました。その結果，児童生徒が身に付けた知識や技能と思考力・判断力

・表現力や学ぶ意欲などと関連させながら深化・総合化を図る過程を積み重ねていく学習指導

の工夫改善について一応の成果を示すことができました。

また，研究報告書は本研修センターのWebページ上に公開されますので，研究の成果が一層

幅広く活用されることを期待します。

今回の研究の成果をもとに，今後は，児童生徒が楽しさを感じ，生き生きと学ぶ，豊かな学

びをはぐくむ学習指導に視点をおき，さらなる実践的な研究に取り組んでいきたいと考えてい

ます。
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